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付則

本規程は、 2008年8月31日より施行する。
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〈総説)1 

ホームアドパンティジの統計学的定義

青柳 領(福岡大学スポーツ科学部)

A statistical definition of“home advantage" 

Osamu Aoyagi 

Abstract 

In sports such as soccer， baseba11， basketball， and hockey， which are played either at home or away， it is thought出atplay-

ing games on the “home field" confers an advantage， referred to as “home (field) advantage" (HA). To elucidate the statis-

tical validity of this perceived advantage， we must first define HA. HA has traditionally been defined as a more than 50% 

probability of winning home games. However， although this definition is useful in determining whether the concept of HA is 

applicable to a whole league of teams， it cannot be applied to an individual team or a specific combination of teams. Thus， vari-

ous statistica1 definitions have been devised by many researchers. This study reviews HA studies and classifies the various 

statistiα1 definitions of HA by their aims. 

Measurement is considered仕omthe standpoint of winning ratio and goaVscore difference. Statistical tests are based on 

the hypothesis that a population winning ratio of 50% or a population goaVscore difference of 0 can be used to find a whole-

game HA corresponding to the two measurements. Furthermore， as the concept of HA includes a disadvantage for away 

games， losses at away games in addition to wins at home games need to be considered. Statistical measurements should 

therefore include an odds ratio. 

Because HA is influenced by team strength， a paired comparison method should be used to develop a scale that removes 

the variable of team strength. Scheffe's method can be used for goaVscore difference and Bradley and Terry's method can be 

expanded to determine a winning ratio. However， as the paired comparison was developed for psychological experiments， and 

it assumes the comparison numbers to be equal， this method cannot be used for an unequal-game-number system， such as that 

used in the second division in ]apanese Soccer League. 

To define HA in an unequa1-game-number system， a generallinear model is needed. Because the paired comparison can 

be formulated using a design matrix with 0， 1， and・1，the paired comparison method can be included in the generallinear 

mode1. When using the goaVscore difference as the dependent variable， the general linear model can be used directly. In the 

ωse of Thurstone's or Bradley and Terry's method， HA can be expressed using probit or logit transformation for the depend-

ent variable， which is referred to as the generalized linear model. 

In conclusion， a review of various statistical defmitions in HA studies leads 

Key words: travel， audience， learning， rules， referee 
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1 .はじめに

自らの本拠地(ホーム)と対戦相手の本拠地(アウェ

イ、野球の場合はロード)で交互に試合を行うホーム&

アウェイ方式の場合、ホームでの試合では有利であると

いう考えは広くスポーツ界に存在し (Webb，1984)、

「ホームアドパンテイジ(homeadvantage; McGuire et 

a1.， 1992; Coumeya and Carron， 1990， 1992) Jあるいは
「ホームフィールドアドパンテイジ(homefield advan-

tage; Irving and Goldstein， 1990; Edward， 1979) Jと呼

ばれるo 例えば、サッカーのワールドカップでは1930年

の第1回ウルグアイ大会から2006年の第18回ドイツ大会

まで、開催国の所属する大陸にある国が優勝したのは16

回あり、そのうち開催国は 6回の優勝を経験している。

例外は1958年の第6回スウェーデン大会と2002年の第17

回日韓大会で優勝したブラジルのみである (Dowie，

1982 ;福原、 2007)0このことからサッカーの試合分析

や得点分析ではホームとアウェイを分けて分析するのが

通例となっている(Stefani.1983 ;鷲崎、 2004、2005)0

このような現象はサッカーに限定されているわけではな

く、野球では「ノーヒット・ノーランJを投手が達成す

る場合もホームでの試合が多いことなども指摘されてい

るo Orving and Goldstein， 1990)。一般に、このよう

な現象はサッカ一、野球、アイスホッケ一、バスケット

などに共通している (Coumeya，1990; Gayton et a1.， 

1987; Snyder and Purdy， 1985) 0しかし、この「ホー

ムアドパンテイジJは広く新聞やマスコミなどに周知さ

れている事実にもかかわらず、体系的かつ包括的な研究

が十分になされているとはいえない (Coumeyaand 

C釘 on，1992)。特に「ホームアドパンテイジ」を学術

的な研究の対象とするためには「ホームアドパンテイジJ
そのものを統計学的に定義する必要がある。しかし、現

実的にはその定義は研究者によりまちまちであり、様々

な研究成果が体系化できているとはいえない。そこで本

研究は、「ホームアドパンテイジ」の統計学的定義につ

いて概観し、より妥当な方法論の検討を行う o

2.リーグ全体のホームアドパンティジの定義

ホームアドパンテイジの有無は「ホームとアウェイの

試合数が同数の場合、ホームゲームでの勝率が50%を超

える」ことによって確認される (Agnewand Carron， 

1994; Coumeya and Carron， 1992; Schwartz and Barsky， 

1977)0このホームアドパンテイジの定義によればホー

ムでの勝率が50%をどの程度を越えるかによりホームア

ドパンテイジの強さを検討することができる (Schwarz

and Barsky， 1977) 0 Agnew and Carron (1994)， 

Courneya and Carron (1992)， Pollard (1986)， Schwarz 

and Barsky (1977)は各スポーツ種目のホームの勝率を

求め、その比率が50%を越えている程度に応じて、その

ホームアドパンテイジの強さを論じている D

さらに、それらの結果が年度を越えて、再現性を持つ

結果として理解するためには統計学的検定が必要となる。

具体的には、勝率であれば「母比率50%と比較して有意

に大である」という片側検定を行なったり (Pollard，

1986)、ホームとアウェイの得失点差を問題とするなら

ば「母平均0と比較して有意に大である」という片側検

定を行なったり (McCutcheon，1984; Pollard， 1986)、

さらに勝ち数や負け数の頻度を対象にするのであれば

X 2検定 (Agnewand Carron， 1994; Co山首eya，1990; 

Glamser， 1990; Irving and Goldstein， 1990; Pollard， 

1986)を行うことになる。

リーグ(種目)全体で「ホームアドパンテイジがある

かJrその程度に差があるか」という問題を検討するに
は以上のようなホームアドパンテイジの定義が用いられ

ている。

3.チームごとのホームアドパンティジの定義

ただし、先に述べたアドパンテイジの定義は、「全試

合数に対する勝率からリーグ全体でホームアドパンテイ

ジがあるか」ということであり、個々のチームのホーム

アドパンテイジを意味しているわけではない。例えば、

相対的に弱いチームは強いチームと戦えばホームでも負

ける傾向にある。この場合、弱いチームはホームでの勝

率は50%を超えないかもしれない。しかし、これはその

チームにホームアドパンテイジが存在しないということ

ではない。実際には弱いチームも弱いなりに、アウェイ

よりもホームの方がよい成績を残しやすいはずである

(Schwarz and Barsky， 1977; Snyder and Purdy， 1985; 

鷲崎、 2008)0 したがって、個々のチームのホームアド

パンテイジを問題にするのであれば、母比率50%や母得

失点差Oに悶執する必要はなく、単にホームとアウェイ

問での平均値(比率)の差や頻度の一様性を検定すれば

よいことになる。

ホームアドパンテイジに影響を及ぼす要因としては

「観客要因 (crowd/audience)J r移動要因(甘'aveI)J r施
設・試合場への慣れ Oeaming/familiarity)Jなどが考え

られる (Edwards， 1979; Edwards and Archambault， 

1989; Schwartz and Barsky， 1977)が、これらとホーム

アドパンテイジとの関連を検討するためには、チームご

とのホームアドパンテイジを統計学に定義しなければな

らない。 Agnewand Carron ( 1994) は、ジュニアアイ

スホッケーを対象にホームアドパンテイジをホームでの
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勝ち点(勝利 2点、引き分け 1点、負け o点)と

みなし、観客数、観客密度、シーズン時期(前半・後半)、

対戦相手のリーグ(上位リーグ・下位リーグ)との関連

を階層的重回帰分析を用いて検討している。結果、有意

な関連を示したのは観客密度のみであったと報告してい

る。原因ほか(1996) も、ホームアドパンテイジと観客

数、観客密度、試合期間(前半戦・後半戦)との関連を

検討するために、従属変数を勝ち 1点、負け o点と

したロジスティック回帰分析をmいている。その他にも、
ホームアドパンテイジと諸要因との関連を検討した研究

でも、基本的に従属変数にホームでの試合結果(勝ち点)、

そして諸要因を独立変数とした重回帰分析を行っている

(courneya and Carron， 1991; Pace and Carron， 1992) 0 

また、福原 (2007)はプロサッカーのホームアドパン

テイジを検討する際、ホームでの勝ち点からアウェイで

の勝ち点を予測する回帰式を求めているo ただし、この

場合、参加するだけで(定数項が正の場合)勝ち点を得

る、または(定数項が負の場合)勝ち点を失うという仮

定は現実的でないため、定数項を0とおいている O そし

て、この回帰直線から予測された予測値と現実依との残

差から、残差が正であれば「道場破り型」、負であれば

「内弁慶型Jとチームを分類している o この場合のホー
ムアドパンテイジは勝ち数(勝率)がホームよりも大で

あるという絶対的な意味合いではなく、概ね半数のチー

ムがその分類の基準となる相対的な意味合いを持ってい

る。したがって、ホームの勝ち数(勝率)がアウェイよ

りも大であっても他のチームよりもその程度が少なけれ

ば「内弁慶型Jに分類されるD
以上、これらのホームアドパンテイジの定義は「ホー

ムでの有利Jという観点に重点が置かれているD

4.アウェイでのディスアドパンテイジを考慮した

ホームアドパンティジの定義

Dowie ( 1982)はホームアドパンテイジが「ホームで

の有利」と「アウェイでの不利」が統計学的には同じで

あると指摘しているc このように、これまでホームアド

パンテイジを「ホームでの有利」のみに注目して概観し

てきたが、「ホームでの有利」と「アウェイでの不利J

の両方を考成した定義も考えられる。

Stefani and Cl訂ke(1992)はAustralianrules football 

の競技成績の予測に関して、ホームアドパンテイジを

考慮したチームの強さを推定しているo ここではホーム

アドパンテイジを全チームに共通した場合とチーム間で

異なる場合の2つ場合を想定しているo 全チーム共通の

ホームアドパンテイジは、全チームのホームでの平均得

失点差とし、チーム間で異なるホームアドパンテイジ

(hij)はチーム iがホームでチーム jに得点失点差 Wijで

勝つ (Wijが負なら負けることになる)とすると、

hij = wij+wji …………………...・H ・.....・H ・H ・H ・-・(1)

としている。つまり、ここでのホームアドパンテイジは、

「ホームで有利Jのみならず「アウェイで不利Jという

状況を含んだチーム iとj問で対称(双方向)の性質を

持つ値として定義され、「チーム iがチーム jと対戦し

た場合のホームアドパンテイジjと「チーム jがチーム

iと対戦した場合のホームアドパンテイジ」は同値となっ

ているo

また、 Barnettand Hilditch (1993) はホームアドパ

ンテイジの程度を測る指標として、 (a)rホームでの得
失点差とアウェイでの得失点差の差J(b) rホームでの
得失点差とアウェイでの得失点差の比J(c) rホームで
の得点と失点の比とアウェイでの得点と失点の比の比J

を用いている。特に、(c)はオッズ比と呼ばれるもので

ある。

5.個々の対戦チーム別のホームアドパンティジ

青柳 (2010)はホームアドパンテイジが「ホームでの

有利」のみならず「アウェイでの不利」との相対的な関

係であるという点を考慮して、ホームでの勝率のオッズ

とアウェイでの勝率のオッズの比をもってチーム iとチー

ムj問のホームアドパンテイジの程度を操作的に定義し

ている D つまり、チーム iがホームでチーム jに勝つ勝

率を Pijとすると、チーム聞のホームアドパンテイジ

(hij)は

~ 
l-Pi 

り~

l-Pji 

...........(2) 

となる o rチーム iがホームでチーム jに勝つ勝率 PijJ
と「チーム jがアウェイでチーム iに負ける(1 -Pji) J 

は同じになるのでチーム聞のホームアドパンテイジ hij

とhjiは同値になるo 従来の定義では、ディスアドパン

テイジが「観客数・観客密度Jr移動距離・時間Jr試合
環境」など各対戦チームで異なるにもかかわらず全ての

対戦チームに共通であるという前提であったが、このよ

うに定義されたホームアドパンテイジは、対戦チーム別

に定義されることになる D

6 .強さを考慮したホームアドパンテイジの定義:

一対比較法の利用

Mizruchi (1985)はホームアドパンテイジをアウェイ

とホームでの勝ち数の比と定義して町の大きさ、伝統の
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長さ、スタジアムの収容人数・大きさなどとの関連を検

討しているが、チームそのものの強きが影響すると考え、

チームの強さの影響を取り除くために偏相関係数を用い

ているo

また、心理学的実験や官能検査では、人聞が検査対象

全体を間隔尺度以上の水準で評価することが難しい点を

考慮して、 1組ずつを比較して尺度化する場合がある。

これを一対比較法という o 有名な方法にはサーストン

(Torgeson， 1958)やSche飴 (1592)の一対比較法など

があるor 1組ずつ比較するJはスポーツ競技ではリー
グ戦に相当する。このような観点から、得失点差などの

競技成績を尺度化、つまり「強さJを測る場合に用いる
ことが可能である。

その際、単なる刺激の尺度化のみならず、提示する刺

激対に順序があり、その順序によって結果が影響を受け

る場合、刺激の尺度値とは別に、その「順序効果」を考

慮しなければならない。スポーツの競技成績に対応させ

て考えると、この「順序効果Jはホームアドパンテイジ
と見なすことができる o Scheffeの一対比較法では「主

効果Jr組み合わせ効果Jr順序効果jを分散分析の形で
検討し、有意性を検討することができる。したがって、

スポーツ競技にScheffeの方法を適用し、ホームアドパ

ンテイジの有意性を検討することもできるo ただし、

Sche能の方法では測定値に間隔尺度であることが前提

であるので、得失点差には用いることができるが勝率に

は用いることができない。また、比較する回数も全ての

組み合わせで一定であることが条件となっている。つま

り、スポーツ競技に対応させると、例えば、サッカーの

]1やL2(なでしこ 2部)リーグには用いることができ

るが、 J2やLlリーグには適用できない。

7.対戦数が一定でない場合のホームアドパンテイ

ジの定義

一対比較法の中でも Bradleyand Terry (1952)によ

るモデルは頻繁にスポーツの強さを予測する場合に用い

られる。チームの強さを示している πを用いて、式(3)は

チーム iがチーム jと戦う場合の勝率を示している。

r 
Pii = -4-…・・…・・H ・H ・.....・H ・....・H ・....・H ・...・H ・(3)
1πi+πj  

特に、このモデルは推定値πを求めるための判断数(ス

ポーツ競技では対戦数)が各々の組み合わせで一定であ

る必要がないのが特徴である。

竹内・藤野(1988) は、この Bradleyand Terry 

(1952)によるモデルを拡張し、式(3)のモデルに「チー

ムiの全体としての強さ πiが後攻時には ωiになり、先

攻時1/ωiになるJという「先攻・後攻」要因を組み込

んだモデルを提案し、 1986年のプロ野球に適用している。

しかし、先攻・後攻はホームアドパンテイジの問題と表

裏一体の問題と考えることができるので、先攻・後攻を

ホーム・アウェイと書き換えて表現すると式(4)から式:(7)

となる。

P，u，..ωji'Ci 
iHjA - 払 (チーム iがホームでの勝率)…(4)

ω，1C， T~ー
. .α)j 

πi 

PoAo口=ー竺L チーム iがアウェイでの勝率)……(5).....，...πz 
一一π.
α)j 

n ωi1Cj 
勺HiA 1Cj • チーム j がホームでの勝率)…(6)

-ー十ωzπ;
α)j 

lEL 

PjAiH = ω1 守 (チーム jがアウェイでの勝率)…(7)
H ・

ωz十二ニL
. .α)j 

そして、尤度比検定の結果、パリーグではホームアドパ

ンテイジが認められたが、セリーグでは認められなかっ

たと報告している。

8 .一般線形モデルによる包括的なホームアドバン

テイジの定義

一対比較法の解はし 0、一 1を組み合わせたデザイ

ン行列を用いると一般線形モデル))として表現すること

ができる (Nishisato，1980)。例えば、刺激iと刺激jの

比較結果を Yijとすると、 3つの刺激の一対比較は従属

変数yは

I Yl2 ¥ y = ( y;; ) .，.・H ・.....・H ・.....・H ・H ・H ・.....・H ・.....・H ・，，(8)

¥Y23/ 

となり、独立変数であるデザイン行列 xは

x=(iY!i) 
となる。これをもとに通常の重回帰分析を行い、尺度値

を回帰係数として求めることができるo ここで yに得

失点差をとればSche能の方法と同様な尺度値を得るこ

とができ、累積正規分布関数φを用いて勝率 pから

y=φl(p) ...・H ・.....・H ・..…...・H ・.....・H ・.....・H ・.'(10l 

とプロピット変換して用いればサーストンの方法となる。

また、
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y = logC1 ~ー…...・H ・.....・ H ・.....・ H ・..…...・ H ・ ..U 1)
l-p 

とロジット変換すればBradleyand Teロyの方法となる

ことが知られている(君山、 2010)。これらのモデルは

一般化線形モデルと呼ばれている (Dobson，1990; 

Dunteman and Ho， 2006)。

Harville and Smith (1994)は、以上のような線形モ

デルにホームアドパンテイジを組み入れ、段階的にホー

ムアドパンテイジの要因と中立地での試合を考感し、得

失点差からチームの強さ、ホームアドパンテイジの影響

を強さを推定する次の3つのモデルを提案している。

モデル 1 YijH =ββj+eij・H ・H ・.....・H ・.....・H ・..{I2l 

モデル2 YijH = A +ββj+eij 

YjjN =βi一βj+ejj(中立地での試合)…U3)

モデル 3 YjjH =αβj+eij 

YjjN =ββj+eij (中立地での試合)…(14)

ただし、 Yjj.ホームチーム iのアウェイチーム j

との試合での得失点

αj.ホームチーム iのホームアドパンテ

イジを含む強さ

βj.アウェイチーム jの(ホームアドパ

ンテイジを含まない)強さ

ぇ:全チームに共通のホームアドパンテ

イジ

N:中立地の試合

e jj • 誤差項

ここでは、モデル 1はホームアドパンテイジを含まな

いモデル、モデル2は全チームにホームアドパンテイジ

が一定である場合のモデル、モデル3は各チームでホー

ムアドパンテイジの強さが異なる場合のモデルを意味し

ているo モデル 3ではホームアドパンテイジ (h)は

αi一βiとして求められるo 独立変数となるデザイン行列

は、例えば、以下の式ωに示す yの場合、モデル 1で
は式側、モデル 2では式(1司、モデル 3では式(18)となる。

I Y1211 I 
I Y13H I 

y = I ~川 I ...・H ・-…...・H ・...・H ・...・H ・-…H ・H ・...…(15)
I Y23H I 
I Y23N I 
l Y32H ) 

βl β2 β3 

。

X， = l ~ 

え βl β2 β3 

。
0 ・H ・H ・.....・H ・.....・H ・..(17) 

。
。 。
。

α1α2α3βl s2 s3 

。
100  。 。

。…...・H ・..……(18)010  。
X3 = I O 0 。 。
000  。
o 0 1 。 。

9 .一般線形モデルによる簡便な定義

Clarke and Norman (1995)は、チーム iとjの強さ

をUj、Uj、チーム iのホームアドパンテイジを hjとす

ると、チーム iとチーム jの得失点差 Wijは

Wij = uj-uj+hj ……...・H ・.....・H ・.....・H ・.....・H ・-・U9)

とモデル化している。このモデルも基本的には線形モデ

ルの一種で、先に述べたデザイン行列で表現することが

可能であるo ただし、全対戦数が一定 (N)である場合

のみ、ホームでの総得失点差 HGDjとアウェイでの総

得失点差 AGDjを用いて、チーム iのホームアドパンテ

イジ hjは

hj = 

主HGDo
HGDo-AGDo一一一一--

N-I 

N-2 
...........(2()) 

と求められると報告している。この方法は、多くのスポー

ツで公平性のためホームとアウェイの試合数を一定にし

ている場合が多いので、その簡便性と比較すると有効な

方法といえる。

10.総括

ホームアドパンテイジは、勝ち数・負け数という計数

データと勝率という比率の2つの観点から考えることが

できる。ほとんどの競技種目では勝率が優先されるが、

サッカーなどの場合は勝ち点が同であれば得失点差が考

慮される。また、ホームアドパンテイジが勝ち負けとい

う結果にまでは歪らなくても、その過程に影響を及ぼす
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と考えれば得失点という選択も十分妥当である。

ホームアドパンテイジを「種目・リーグ全体Jrチー
ム別Jr対戦カード別」のどのレベルで考えるかにより、
母比率(=50%)・母平均(母得失点差=0) との差の

検定か、 2つの標本比率・平均値の差の検定か、ゲーム

別・対戦カード別の得失点差を用いるかに分かれる。特

に、ホームアドパンテイジが「アウェイ・ディスアドパ

ンテイジ(アウェイでの不利)Jと表裏一体であること

を考慮すれば、単にホームでの勝率や得失点差ではなく、

「ホームでの勝ち数およびアウェイでの負け数の和Jあ
るいは勝率であればオッズ比が用いられる。特に、オッ

ズ比は勝率が極めて高い、あるいは低い場合でも有効で

ある点や有意差検定が用いられる点でより有効である。

ホームアドパンテイジが「強さJに影響を受ける点を
考慮すれば、「強さJをホームアドパンテイジとは別に
尺度化した上でホームアドパンテイジを定義する、より

包括的な一対比較法が用いられる。得失点差を対象にす

る場合は Sche飴の方法が用いられ、勝率が対象なら

Bradley and Terryの方法を拡張したモデルが用いられ

る。ただし、実験を想定して考案された一対比較法は実

験数が一定である場合を想定しており、対戦数が異なる

サッカーJ2やL1などの種目には用いることができない。

対戦数が異なる場合についてもホームアドパンテイジ

を定義するには、一般線形モデルによる定義が必要とな

るo 一対比較法は一般線形モデルにより定式化すること

ができるので、一般線形モデルは一対比較法を包含した

モデルといえる。従属変数を得失点差とした場合は直接

一般線形モデルを適用可能であり、サーストンや

Bradley and Terryの方法も従属変数をプロピット変換

あるいはロジット変換した一般化線形モデルυを用いれ

ば表現可能である。

結局、いろいろなホームアドパンテイジの統計学定義

を概観した場合、より包括的なモデルとしては一般化線

形モデルをあげることができるo

注

1) r一般線形モデル (generallinear modeI) Jは独立
変数が1、0、一 1などからなるデザイン行列により

正規分布を想定した間隔尺度以上の従属変数を持つモ

デルを指す。「一般化線形モデル (generalizedlinear 

modeO Jは、正規分布を含むガンマ分布、ポアソン

分布、二項分布、多項分布などの指数分布族に属する

分布型を従属変数に持つモデルである。それらはロジッ

ト関数、プロピット関数、補対数一対数関数などを連

結関数によって定式化される。前者は最小自乗法によ

りパラメタが求められるのに対して後者は最尤法によ

り定式化されたパラメタをニュートンラフソン法や

Fisherのスコア法などにより求める。
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圏内における優秀なウインドサーフィン選手の形態および

体力特性:オリンピック艇種の変更に着目して
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Comparison of physical characteristics between current (RS:X) and 

former (Mistra1 One Design) 01ympic class windsurfers in Japan 

Akira Fujiwara 1)， Takaya Hirano 2)， Masahiro Hagiwara 1)， Natsumi Nakamura 3) ， 
Koichi Chiashi 4)， Mikihiro Miyano 5 ) and Masayoshi Yamamoto 3 ) 

Abstract 

The aim of this study was to assess the body size and physical fitness between Japanese windsurfers in current (RS: X) 

and former (Mis甘a1)Olympic class， by comparing their body type， muscle strength and aerobic fitness. As results， the 

maximum oxygen uptake (V02nw<) per body weight was significantly lower in the athletes of RS: X class than those of the 

Mistral class. This difference identified in this study might be resulted仕omthe difference in time spent for pumping in each 

c1ass (RS: X and Mistral) due to出edifference in its board shape and sail size. There was， however， no significant difference 

in the other physical fitness p訂町netersbetween RS: X and Mistra1. It might be explained出atphysical adaptation to出e

different motion demands of RS:X and Mistral might be currently insu血cient.

Key word: windsur古ng，physical characteristics 

としてオリンピック種目に受録され、 1996年の第26回ア

トランタ大会から2004年の第28回アテネ大会までは、

Mistral One Design艇(以下、ミストラル級)が採用さ

れていた。しかし、 2008年の第29回北京大会より、これ

まで採用されていた艇から NeilPryde社製の RS:X艇

三3-
Eヨ

ウインドサーフインは、ボードとセイルを操作して風

による推進力を用いる競技である。この競技は、 1984年

の第23回ロサンゼルス大会よりセーリング競技の 1種目

1 .緒
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3) National Institute 01 Fitness and Sports in Kanの'a，1 Shiromizu， Kanoya， Kagoshima 891・2393
4) Tokyo University 01 Marine Science and Technology， 7-・5・41¥何nami，Mitwto， Tokyo 108-8477 
5) Federation 01 WindsuげingJapan. 3-310 Nagasaku， Hanamigawaku， Chiba， Chiba 262・0044
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(以下、 RS:X級)に変更された。ミストラル級と RS:X

級の大きな変更点としては、セイル面積は男子の場合で

はミストラル級から22%拡大(男女7.4rrivs.女子8.5rri、

男子9.5rri)、ボードの長さの30%縮小(長さ:3.70m vs. 

2.86m)、および幅の32%拡大(幅:63cm vs. 93cm)が

挙げられる。このような艇種変更によって、ボードやセ

イルの操作技術や、操作に必要とされる体力的要素が、

いずれも変化することが予想される。

ウインドサーフィンの場合、どのような風域において

もセイルを扇ぎ、ボードに推進力を与えるパンピング動

作が許可されている。これは他のセーリング種目に比べ

特異な点といえる。パンピング動作の運動強度はかなり

高い。例えば、 Guevelet al. (1999)は、レース中の運

動強度を心拍数によって評価しているが、パンピング動

作が許可されたルール下では、風上への帆走において最

高心拍数 (HRmax)の82.4:t5.6%、また風下への帆走で

は88.0:t3.1%であったと報告しているo また Castagna

et al. (2007、2008)は、セイル面積の拡大によってレー

ス中の運動強度が最大酸素摂取量 (VU2m蹴)の80%以上

に高まるとともに、それに応じたパンピング技術も必要

とされると報告している。 Chamariet al. (2003) も、

軽風域及び中風域におけるウインドサーフィン選手のパ

フォーマンスには、高い心拍数を維持できる能力が重要

であると報告しているo

このようにウインドサーフインは、パフォーマンスの

発輝にとって高い体力レベルが必要である。従って、ミ

ストラル級や RS:X級の競技選手の身体組成および体力

を測定することは、競技特性の把握や、その特性を考慮

したトレーニングプログラムの構築にとって重要である。

圏内選手を対象とした先行研究として、千足ほか

(2007)は、ミストラル級の一流競技者の体力特性につ

いて報告しているo また圏分ほか (2003)や中村ほか

(2004)は、ミストラル級のナショナルチーム選手に対

して、その競技特性をもとに考案した補強トレーニング

の効果について報告している。このように園内における

ミストラル級のトップレベルの選手に関する研究は見ら

れるが、 RS:X級に関する研究はわずかしか行われてい

ない (Castagnaet al.， 2007、2008)0

そこで本研究では、現在の日本における RS:X級の優

秀な選手を対象として、形態、身体組成、筋力を含めた

基礎体力および有酸素性作業能力についての測定を行っ

た。そして、千足ほか (2007)が以前に報告した一流ミ

ストラル級選手のデータと比較することによって、その

形態的特性および体力特性を明らかにすることを目的と

した。

n.方法

1 .対象

対象者は、 2006-2008年度における日本人の優秀なウイ

ンドサーフイン RS:X級競技者5名であった。選手の競

技レベルは、日本セーリング連盟が指定した男子強化指

定選手3名を含む国内におけるトップレベルの選手であっ

た。対象者にはあらかじめ、本研究の目的、方法および

それに伴う危険性を説明し、本研究に参加する同意を得

た。なお本研究は、鹿屋体育大学の倫理審査小委員会の

承諾を得て実施した。

また比較の対照として、千足ほか (2007)が以前報告

した2002-2005年度におけるミストラル級男子強化指定

選手6名を用いた。なお雨群に共通して属していた選手

は1名であった。この選手は北京オリンピック出場者で

あり、全被検者の中で最も高い競技レベルであった。

2 .測定項目と測定方法

1 )形態と身体組成

身長は、全自動身長体重計 (Combi社製)を用いて計

測した。また、空気置換式の体脂肪測定装置 (BodPod 

MAB・1000、MeasurementInstrument社製)を用いて、

体重、体脂肪率、除脂肪体重を測定した。さらに被検者

の身長および体重から体格指数 (BodyMass Index : 

BMI)を算出した。

2)筋力、筋持久力、肺活量

握力および背筋力を、それぞれ握力計と背筋力計(い

ずれも竹井機器工業社製)を用いて測定した。いずれも

3回の測定後、その最高値をデータとして採用した。脚

伸展パワーは、脚伸展パワー測定器(アネロプレス3500、

Combi社製)を用いて計5回測定し、このうちの最高値

を採用したo 腹筋持久力は、 30秒間上体起こし運動を 2

回行い、高い方の値を採用した。肺活量については、肺

活量計(秦運動具工業社製)を用いて3回の測定を行い、

そのうちの最高値を用いた。なお腹筋持久力については、

文部科学省の新体力テストに基つ.いて測定を行なった。

3 )有酸素性作業能力

ローイングエルゴメーター (Concept11 、Concept社

製)を用いて多段階運動負荷試験を行い、最大換気量

(VEmax)、Vu旬、 HRmaxを測定した。運動にローイング

エルゴメーターを用いた理由は、ウインドサーフィンに

おいて最も有酸素性作業能力を要求される局面であるパ

ンピング動作がローイング動作に類似しており、先行研

究(圏分ほか、 2003;千足ほか、 2007)でも用いられて

いるためである。

運動負荷は先行研究と同様、 100Wから順に50Wずつ
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漸増させていき、 250Wを過ぎてからは25Wずつ漸増さ

せた。各負荷における運動時間は 2分間とし、その後 1

分間の休息の後、次の負荷に移行した。これを選手が疲

労困鍛に至るまで継続して行なった。

酸素摂取量の測定は、ダグラスバッグ法により、 2分

間の運動における後半 1分間の採気を用いて、以下の

ように行なったo 呼気ガスの組成は自動ガス分析・25

(Vmax29c， Sensor Medics社製)により、また体積は乾

式ガスメーター (DC・5C、品川社製)により計量し、酸

素摂取量を算出した。心拍数は、携帯型心拍計 (RS400、

Polar社製)を月1いて運動中 5秒間ごと連続的に測定し、

疲労困懲に至るまでの値を 1分間ごとに算出した。そし

て、疲労困鍛時あるいはその直前に得られた酸素摂取批

および心拍数の最高値を VOz問、 HRm.uとした。

3.統計処理

ミストラル級選手と RS:X級選手の各測定値を 2群11IJ

で比較する際には、 Wilcoxon検定を用いた。これらの

統計処理には統計解析ソフト SPSSversion 12.0jを用

い、統計的判定の有意水準は5%未満としたD

m.結果

表1は、本研究で対象とした RS:X級選手とミストラ

ル級選手について、形態および体力の比較を示したもの

である。被検者の身長、体重、体脂肪率、除脂肪体重、

BMIについては、いずれも両群間で有意差はみられな

かった。筋力、筋持久力に関しても、全ての項目で両群

聞に有意差はみられなかった。 V02m.1X については、体重

当たりの相対値のみ、 RS:X級選手の方がミストラル級

選手と比べて有意に低い値を示した (pく0.05)0 その他

の有酸素性作業能力に関する項目については、阿群聞に

有意差はみられなかった。

1V.考察

1 .身体特性について

本研究の結果、被検者の身長、体重、体脂肪率、 BMI

は、いずれも両群問で有意差はみられなかった(表 1)。

他のセーリング競技の先行研究をみると、ヨットにおい

てはレーザー級(セイル面積:7.06ni) よりも、フイン

級(セイル而積:10ni)やスター級(メインセイル面積:

24.1ni) といった規格が大きな艇種の方が、体格が大き

いと報告されている (Mackieet a1.，1999; Bojsen-Mol1er 

et a1.， 2007) 0 同じ理由で、ウインドサーフインにおい

ても RS:X級の方がミストラル級よりもセイル面積が拡

大し、帆走中にセイルが受ける風量が増したことで体格

が高値を示すことが推測されたが、本研究ではそのよう

な傾向はみられなかったD

しかし、両方の群に属していた被検者の中で最も競技

力が高い 1名(北京オリンピック出場者)について縦断

的に観察すると、ミストラル級の時は65.7kg、RS:X級

の時は71.1kgとなっており、 RS:X級への転向によって

5.7kgの体重の増加がみられた(表 2)。本被検者によ

ると、セイルエリアの拡大に伴って、艇やセイルをコン

トロールする際に体重が重い方が効果的であることから、

表 1.RS: X級選手とミストラル級の形態および体力の比較

RS:X級(n=5) ミストラル級(n=6)
(本研究) (干足ほか， 2007) 

身長(cm) 176.0:t6.1 175.7:t4.8 n.s. 

体重(kg) 67.2:t4.1 68.8:t3.7 n.s. 

体指肪率(%) 11.5:t2.8 11.0:t 1.5 n.s. 

除脂肪体重(kg) 58.8:t3.6 61.7:t3.1 n.s. 

8MI(kg/m2) 21.7:t0.4 22.3:tl.5 n.s. 

腹筋持久力(回130秒) 34.0:t4.3 32.0:t2.6 n.s. 

背筋力(kg) 170.5:t 20.3 162.0:t22.4 n.s. 

同よ体重当たり(kg/kg) 2.5:t0.3 2.4:tO.3 n.s. 

脚伸展パワー(W) 1745.4:t 140.9 1959.2:t 336.3 n.s. 

向上体重当たり(W/kg) 26.0:t2.1 28.4:t3.9 n.s. 

握力(kg) 51.9:t6.2 51.5:t8.2 n.s. 

向上体重当たり(kg/kg) 0.8:tO.1 O.8:tO.1 n.s. 

最大酸素摂取量O/min) 3.5:tO.3 4.1 :tO.3 n.s. 

向上体重当たり (ml/kg/min) 51.6:t4.2 59.6:t3.8 * 
最高心拍数(拍/分) 188.2:t4.0 185.7:t7.2 n.s. 

肺活量(ml) 5107:t788 5180:t380 n.s. 

平均値土標語E偏差

寧:p(O.05
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表2.両群に属する被験者(北京オリンピック出場者)の縦断的比較:
ミストラル級時のデータは千足ほか (2007)の資料に基づく

身長(cm)

体重(kg)

体脂肪率(%)

除脂肪体重(kg)

BMI(kg/m2) 

RS:X級(2008年) ミストラル級(2006年) 変化率(%)

182.0 181.1 0% 

71.1 65.7 8% 

11. 7 1 0.1 16% 

62.8 59.6 5% 

21.5 20.0 7% 

腹筋持久力(回130秒)

背筋力(kg)

向上体重当たり(kg/kg)

脚伸展パワー(W)

同上体重当たり(W/kg)

握力(kg)

向上体重当たり(kg/kg)

最大酸素摂取量O/min)

向上体重当たり (ml/kg/min)

最高心拍数(拍/分)

肺活量(ml)
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意識的に体重を増加させたとのことであった。従って、

他の被検者においては、現在のところではRS:X級に必

要な形態特性が十分に獲得されていない可能性も考えら

れる。

2 .体力特性について

1 )筋力、筋持久力

本研究の結果、 RS:X級選手およびミストラル級の筋

力、筋持久力に関する全ての項目で、両群閑に有意差は

みられなかった(表1)。

Dyson et a1. (1996)は、ウインドサーフイン種目に

おけるセーリング活動中の筋電活動を測定し、風上・風

下への帆走のどちらにおいても上半身の筋群(僧帽筋、

尺側手根屈筋、機骨手根仲筋、上腕二頭筋)の活動が大

きかったことを報告している。セイルのサイズは、ミス

トラル級の7.4niから、 RS:X級では9.5niへと大幅に増

大した。これに伴い、リグ部(水面に浮かべた状態にお

いての上部分のことで、セイル、ブーム、マスト、マス

トエクステンション、ハーネスラインの総称)の重さや、

帆走中にセイルが受ける風量が増すことになる。このた

め、選手が発揮しなくてはならない筋力的な負担が増大

することが推測され、 RS:X級の選手の方がミストラル

級の選手よりも筋力が高値を示すと予想されたが、本研

/郎:X級 (2008) 、
変化串=( -_.._.~ ，----， . -11 
1ミストラル紐 (2006) J 

究ではそのような傾向はみられなかった。

但し被検者ごとに見ると、北京オリンピック出場者に

ついては、腹筋持久力および脚伸展パワーが増大してい

た(表2)0 以前の艇種におけるパンピング動作は、主

に上半身の運動によるもので、下肢はほとんど動かさな

かった。一方、新たなパンピング動作は激しい全身運動

であり、下肢の屈曲伸展運動を伴う(Castagna et a1.， 

2008)0従って、パンピング技術の変化により、以前よ

りも大きな筋力や筋持久力が必要となり、この選手にお

いてはこのような運動特性に適応して、このような結果

が得られた可能性もある。一方、他の被検者においては、

現状ではRS:X級に必要な筋力および筋持久力の特性が、

十分に獲得されていない可能性も考えられるo

2)有酸素性作業能力について

本研究の結果、 V02maxについては、体重当たりの相対

値のみ、 RS:X級選手の方が有意に低い値を示した (p

<0.05、表 1)。

RS:X級という艇種が新たに開発された大きな理由と

して、プレーニング(滑走状態による走法)可能な風域

を広げるという目的がある。従って軽中風域においても、

RS:X級ではミストラル級よりも低い風域からプレーニ

ングが可能となり、ミストラル級に比べてレース中にパ
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ンピング動作を行う時間が減少している可能性が考えら

れる。先行研究でも示されているように、パンピング動

作はレース中に最も有酸素性作業能力を要求される動作

である (DeVito et a1.， 1997; Guevel， 1999; Vogiatzis 

et a1.， 2002， 2005)。また、 RS:X級への艇種変更によっ

て、ミストラル級選手よりもエネルギー需要量が大きく

なり、有酸素性および無酸素性のエネルギ一代謝の貢献

がともに高く要求されることが、酸素摂取量や心拍数の

測定結果から指摘されている (Castagnaet al.， 2007)。

しかしその一方で、 RS:X級ではプレーニング場面が

増えたことで、全体としてみるとパンピングを行う時間

が減った可能性がある。図 1は、以上のことを概念図で

示したものである。すなわち、艇種変更によりレース中

におけるパンピング動作中の負担は大きくなったが、そ

の反面でパンピングを行う時間は短縮され、総合的には

有酸素性作業能力の必要度が小さくなった可能性が考え

られる。

このことに関して、両方の測定に参加した、競技力の

最も高い北京オリンピック出場者についてみると(表2)、

ミストラル級から RS:X級に艇種が変更され、 VOz酬が

低下していた。このことについてこの選手に尋ねてみる

と、艇種変更後に体重の増加および筋肥大を目的とした

ウェイトトレーニングを積極的に取り入れ、さらに北京

オリンピック大会の 1ヶ月半ほど前からはローイングエ

ルゴメーターを用いたトレーニングを取り入れ、有酸素

性作業能力の向上を図ったと述べていた。しかし、後者

のトレーニングの強度や時間については選手の主観に頼っ

ていたために、体重および脚伸展パワーは増加したもの

の、 VO~IIIU については低値となってしまった可能性も考

制
世
相
m
爾
酬
明

えられる。

以上のように、ミストラル級から RS:X級への艇種変

更による有酸素性作業能力については、海外一流選手を

対象とした先行研究と圏内の一流選手を対象とした本研

究とでは一致しない結果であった。このため、この問題

については今後さらに検討が必要である。

3 .諸外国選手との比較から見た日本人選手の課題

各先行研究をみると、 RS:X級における諸外国の国際

レベル選手の身長および体重は、 Castagnaet a1. (2007) 

では180.3:t 4.8cmと72.5:t3.8kg (n=10)、Castagnaet 

a1. (2008)では178:t5口nと75.4:t3.7kg(n=19)であっ

たと報告している。この報告の選手らと比べて、本研究

で対象とした囲内選手の体格は、同等もしくは小さい。

また、体重あたりの V02maxは、 トレッドミルを用いた

走運動によるプレスパイプレス方式による呼気ガス測定

おいて、海外優秀選手の場合、 Castagnaet a1. (2007) 

は63.7:t4.2ml . min- 1
• kg-1 (n=10)、Castagnaet al. 

(2008)では65.1:t 5.9ml . min -1・kg-1 (n=19)であった

と報告している。

本研究と先行研究の運動様式および測定方法が異なる

ため単純に比較することはできないが、 トレッドミル走

と比べて、ローイング動作で測定された体重当たりの

V02maxは約 5%高いこと (Str併nmeet a1. 1977) を考

慮すると、本研究の圏内選手の体重当たりの V021113Xは

先行研究と比べて低値を示している o Castagna et a1. 

(2007、2008)の研究の対象者と本研究の対象者とを比

べると、競技レベルは平均的にみて前者の方が高い。従っ

て、日本人選手の VOZmaxのレベルは、 RS:X級における

プレーニング場面

企ミストラル級。 RS:X級

時間

図1.各館種におけるレース中の運動強度の概念図
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国際大会で優れた成績を発損することを考えた場合には

不足している可能性がある。

上述したように、 RS:X級ではミストラル級よりもエ

ネルギー需要量が大きくなったこと (Castagnaet a1.， 

2007)、さらに艇種変更によりパンピング時間が短くなっ

たことから、ミストラル級よりも運動強度が高いレペテイ

ション形式の運動になったことが考えられる(図 1) 0 

従って、日本人選手は、今後世界レベルの V02醐を獲

得できるようなトレーニングが必要と考えられる。この

ためには、圏分ほか (2003)の報告のように、高強度領

域での最大下作業能力の向上を目的とした Maximal

Interval Training (楠本ほか、 2003)などの導入が有効

かもしれない。また有酸素性作業能力だけではなく、形

態面や無酸素性作業能力についても、国内選手において

は海外優秀選手と比べて劣っている可能性も考えられた。

これについては、より体格の大きな選手の発掘や、有酸

素性および無酸素性の能力向上を目指したトレーニング

を実施することも考える必要があるかもしれない。

V.まとめ

本研究では、日本における優秀なウインドサーフィン

(RS:X級)選手5名について、身体特性、体力特性、

および有酸素性能力について測定し、千足ほか (2007)

が以前報告した圏内における一流ミストラル級選手6名

と比較検討した。

ミストラル級から RS:X級に変わったことにより、選

手の形態および体力特性が変化するという仮説を立てて

検討したが、その結果をみると、体重当たりの VOz聞

がRS:X級では有意な低値を示したほかには、両群間で

有意差はみられなかった。体重当たりの V02muが低値

を示した理由については、ミストラル級と RS:X級の運

動特性の違いが関連している可能性が考えられた。また、

その他の項目で変化がみられなかった理由として、ミス

トラル級と RS:X級の運動特性の違いに対応した身体的

な適応が、現状では不十分である可能性も考えられた。

従って、今後も継続的にトップレベル選手の体格および

体力測定を実施し、これらの身体的特性とレース成績と

の関係について、さらに研究していく必要性が考えら

れたo

付記

本研究は平成20年度の九州体育・スポーツ学会の研究補助費と

平成初年度の鹿屋体育大学スポーツトレーニング教育研究センター

共同研究「一流ウインドサーフイン競技者の体力測定および競技

中のパフォーマンス評価Jの研究費を受けて行われた。
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高等教育における体育授業に期待する要因と

諸要因との関連

井 藤 英俊(福岡大学スポーツ科学部)

青柳 領(福岡大学スポーツ科学部)

Relationship between students' expectation regarding 
physical education and other factors in higher education 

Hidetoshi Ito and Osamu Aoyagi 

Abstract 

〈原著>17 

The aim of this study was to clari命thefactorial structure of students' expectations regarding physical education in higher 

education and examine the relationship between these expectations and other factors. A questionnaire s山veyconsisting of 

11 items regarding students' expectations about physical education was given to 438 students enrolling into two universities， 

one technica1 college， and two nursingltechnical schools. They were asked to choose whether they had any of 11 specified ex-

pectations regarding physical education. In addition， data on gender， type of school， feelings about physical education， and 

whether they played sports in previous schools were also obtained. A tetrachoric correlation matrix computed仕omobtained 

data was factored using Principal Factor solution and Nonnal Varimax rotation. One-way analysis of variance and Hayashi's 

Quantification Method Type 1 were used to examine the relationship between expectations and other factors. Results were 

as follows: 

1) Four expectation factors wi出acumulative percent contribution of 87.5% were derived and interpreted as “learning about 

improving health and physical fitness without having fun"，“preference for recreation"，“coping with stress " ， and 

“preference for competitive sports". 

2) Signi自白川differencesat the 1% level for “learning about improving health and physica1 fitness without having fun" were 

found for “selective or compulsory subject"，“gender"，“type of school"， and “whether or not the school is a medical 

school". There were also significant differences as follows:“like physical education or not" and “like sports or not" for 

"preference for recreation" factor;“like physical education or not"，“like sports or not" and “type of sports" for “coping 

with stress" factor;“gender"，“like physical education or not"，“like sports or not"，“good at sports or not"，“type of 

school" and“selective or compulsory subject" for “preference for competitive sports" factor. 

3) Hayashi's Quantification Method Type 1 was used to examine the relationship between expectation factors and individual 

situations a丘ercontrolling for individual situations.“Gender" greatly influenced “leaming about improving health and 

physical fitness without having fun". Moreover，“like sports or not" influenced the “preference for recreation" factor; 

“type of sports" affected the “coping with stress' 

Key words: higher education， physical education， Hayashi's Quantification Method Type 1 

Faculty of Sports and Health Science. Fukuo初 Universiか'， 8・19・1Nanakuma. ]onan-ku. Fukuoka 814・0180
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1 .緒言

現在の体育授業における主要な目標は、初めに「適度

な運動量による体力の向上Jや「健康の保持増進Jなど

の体力づくりや身体形成を中心とした身体に関わる目標

と、「運動・スポーツ技術の習得Jといった運動技能の

獲得に関わる技能的な目標が挙げられる(友添、 2010)。

また、体育の授業においても、知的探究心を満足させる

ことは必要なことであり(小林、 1999; i布団、 1976、

1977、1981)、そういったことから、運動技術の構造や

原理の理解、運動やスポーツの社会的意義やその重要性

の理解といった「スポーツについての知識Jゃ「健康に
ついての知識Jが目標として挙げられる場合もある(友
添、 2010)0そして、近年では、コミュニケーション能

力の向上やメンタルヘルスの改善を目的として、「仲間

との交流Jや「ストレス発散Jといった人間関係能力の
育成や社会的態度育成を目標とした授業も行われている

(橋本、 2009;西国ほか、 2009;杉山、 2008)。また、生

涯スポーツの観点から、「運動の喜びゃ楽しさJといっ

た感情を授業で経験させること(徳永・橋本、 1980)や、

体(運動)を通した心の教育といった観点から、「自分

自身の体力についての気づき」や「自分自身の健康につ

いての気づきJ(加賀谷、 2002;松本ほか、 2001)といっ

た巡動やスポーツの学習を通して獲得される楽しさや快

の獲得を目指す情意的目標も挙げられる。以上の知見を

まとめると、体育の授業の目標としては、①楽しさ、②

仲間との交流、③ストレスの発散や気分のリフレッシュ、

④体力の向上、⑤技術の習得、⑥適度の運動量、⑦健康

の維持促進、⑧ルールなどのスポーツについての知識、

⑨健康についての知識、⑩自分の体力への気づき、⑪自

分の健康への気づきなどに集約して考えることができる。

また、授業においては、その個人的な特性を考慮した

授業がなされるべきである。個人的特性の最たるものと

しては男女差が挙げられ、体育授業においては、男女混

合ではなく、男女別の体育授業が行われている場合が多

い(鳴海、 2006)。また、過去のスポーツ歴(金崎ほか、

1982 ;多々 納、 1982;徳永、 1989、1995;渡部・平井、

2002)や、体育やスポーツに対しての好き嫌い(伊藤・

波多野、 1982;金崎ほか、 1982;宮嶋、 1997;多々 納、

1982)、集団活動の好き嫌い(高田、 1972、1981)、スポー

ツの得意・不得意(徳永、 1989)など、体育やスポーツ

との関わりが学生のスポーツへの態度に影響することも

報告されている。さらには、文系と理系(麓、 1997;多々

納、 1982)、大学や短期大学などの校種(土屋、 2002)、

体型(徳永、 1981、1989)、年齢(徳永ほか、 1981)、選

択科目と必修科目(松永ほか、 1996)などについても違

いが検討されている。つまり、様々な特性を持つ学生問

で独自の志向があると考えることができる。

このような観点から、高等教育における体育授業に対

して、学生が期待する要因について調査した研究がなさ

れている。渡部・平井 (2002)は、女子大学生を対象と

したアンケート調査の結果から「体力向上や技術向上よ

りも、楽しさや新しいスポーツ体験を求めており、競技

性の高いスポーツよりもむしろ生涯スポーツにつながる

スポーツを求めているJと報告している。また、高等専

門学校を対象とした体育授業に求めるものについての調

査では、「学生の多くは体力や技術の向上よりもリフレッ

シュを求めているJと報告している(蝦名ほか、 2005; 

鳴海、 2006)。しかし、これらの研究は、学生が期待す

る要因について、個人的な特性は考慮されておらず、よ

り包括的な研究はなされているとは言えない。

また、現在、わが国では高等教育と呼ばれる大学、短

期大学、高等専門学校、専修学校への進学率は68%以上

であり、 3人に 2人は高等教育を受けることになる(文

部科学省、 2007)。高等教育の体育授業は、多くの学生

にとって、社会に出るがJの最後の体育教育の場となり、

今後の人生の方向づけを行う上で重要な時期といえる

(下回ほか、 2008)。一方、青少年の経年的な体力・運動

能力低下や生活習慣病など運動不足を起因とする健康問

題は深刻な社会問題の一つである。そのため、高等教育

における体育授業は、生涯スポーツや一生を通しての健

康の保持増進に対する態度を育てる場として活用される

べきである(松下ほか、 1985;則元ほか、 2009;笹原ほ

か、 2006;下回ほか、 2008)。さらに、初年次に行われ

る体育授業は、現在のコミュ二ケーション能力が低く、

友人関係が希薄な学生においては貴重な友人関係育成の

場となっている(木内ほか、 2008、2009;西田ほか、

2009 ;笹原ほか、 2006)0そういった観点からも、高等

教育における体育授業は非常に重要な意味を持つと考え

られる。

そこで、本研究は、高等教育を受けている学生を対象

として、体育の授業に学生が期待する要因と、その背景

について検討した。体育の授業に期待するものが対象学

生の特性によって明確に異なることが明らかとなれば、

それらの特性に応じた授業内容を組み立てる必要がある。

n.方法

1 .対象

対象は、 4年制大学2校212名、高等専門学校1校87

名、専門学校2校139名の計438名であったコ校種別の標

本数は表1に示した。
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2.アンケート内容

(1 )体育授業に期待する項目

高等教育における体育授業に期待する項目は、先に述

べた先行研究(蝦名ほか、 2005;小林、 1999;鳴海、

2006 ;高田、 1976、1977、1981;友添、 2010)の知見よ

り11の項目を作成した。項目は、①楽しさ、⑨仲間との

交流、③ストレスの発散や気分のリフレッシュ(以下;

ストレス発散)、④体力の向上、⑤技術の習得、⑥たく

さんの運動量(以下、運動量)、⑦健康の維持促進、⑧

ルールなどのスポーツについての知識(以下、スポーツ

の知識)、⑨健康についての知識(以下、健康の知識)、

⑩自分の体力への気づき(以下、体力への気づき)、⑬

自分の健康への気っ・き(以下、健康への気・ブき)である。

アンケートの回答方法は、上記11項目に「期待する」

「しないJの中から 1つ選択する 2件法を用いた。
(2) 個人的特性

体育授業において期待する項目と諸要因との関連を検

討するため、①性別(男、女)、②校種(大学、高専、

表1 校種別の標本数

4年制大学

高専

専門学校

小計

男

138 

79 

45 

262 

女 小計

74 212 

8 87 

94 139 

176 438 

単位人

専門学校)③文理系(文系、理系)、④医療系(医療系、

非医療系)、⑤選択・必修(選択、必修)、⑥年齢(歳)、

⑦身長 (cm)、⑧BMI(身長と体重より計算)、⑨体育

授業の好き嫌い(体育が好き、どちらともいえない、体

育が嫌い)、⑩スポーツの好き嫌い(スポーツが好き、

どちらともいえない、スポーツが嫌い)、⑪一人遊びが

好きか嫌い(一人遊びが好き、どちらともいえない、一

人遊びが嫌い)、⑫スポーツの得意・不得意(得意、ど

ちらともいえない、不得意)、⑬過去のスポーツ暦(小

学校、中学校、高校におけるスポーツ経験の有無)、⑭

過去に経験したスポーツの種類(小学校、中学校、高校

における経験したスポーツ種目)の14項目の個人的特性

を調査した。ただし、②身長については平均~標準偏

差x0.5)で(i )高い、(ii )普通、(副)低いに分類

した。また、⑧BMIについては身長と体重より算出し、

( i )肥満 (25以上)、(u )標準 (25-17.5)、(出)や

せ 07.5未満)に分類した。個人的特性についての詳細

な内容は、表2に示した。

(3) 調査方法

平成22年4月と 9月に、大学における体育実技の第 1

週日の授業の際に、調査の趣旨を説明し、回答してもら

い、その場で回収した。

3.分析方法

はじめに、アンケートの体育授業に期待する項目につ

いて因子分析を行った。因子分析はアンケートの選択肢

が2件法であることを考慮し、四分相関係数を用いて相

関行列を求めた。この相関行列に対して主因子法を行い、

得られた因子にノーマルパリマックス回転を行った。因

表2 アンケー卜項目とその選択肢

nO. アンケート項目 選択肢

1 性別 ①男、②女

2 枝種 ①大学、②高専、③専門学校

3 文理系 ①文系、②理系

4 医療系 ①医療系、②非医療系

5 選択・必修 ①選択、②必修

6 年齢

7 身長約

8 BMI 

9 体育好き

①19歳未満、②20歳以上

①高い、②普通、③低い

①肥満(25以上)、②標準(25-17.5)、③やせ(17.5未満)

①体育好き、②どちらともいえない、③体育嫌い

10 スポーツ好き ①スポーツ好き、②どちらともいえない、③スポーツ嫌い

11 一人遊び ①一人で遊ぶ方ことが好き、②どちらともいえない、③一人で遊ぶ方ことが嫌い

12 スポーツ得意 ①スポーツ得意、②どちらともいえない、③スポーツ不得意

13 運動経験 ①小・中・高あり、②小または中または高あり、③運動経験なし

14 運動の種類 ①球技のみ経験あり、②球技以外のみ経験あり、③両方経験あり、④運動経験なし

t)身長は、平均:t(標準偏差XO.5)で①高い、②普通、③低いに分類した
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子得点を推定するためのウエイトは、完全推定法を用い

た。素データとウエイトの積から得られた値に標準化を

行い、因子得点とした。

次に、得られた因子得点、とアンケートの調査項目との

関連を検討するために一元配置の分散分析を行った。さ

らに、有意な差が認められた項目と因子との関連を検討

するために、数量化理論I類を用いた。

m.結果及び考察

1 .授業に期待する要因の因子構造

先に述べた方法により因子分析を行った結果、累積寄

与率87.5%で4つの因子が得られた。授業に期待する要

因の因子負荷行列は表3に示した。

第1因子は、「健康の知識(因子負荷量=0.926、以下

同様)Jr健康の気づき (0.880)Jr体力の気づき (0.835)J 
「スポーツの知識 (0.820)J r技術の習得 (0.687)J r健
康の維持促進 (0.635)J r楽しさ(一0.699)Jの7項目
に対して高い因子負荷量を示した。第1因子は、体育授

業における「楽しさJに対して、負の負荷量を示してお
り、逆にその他の健康やスポーツについての知識や気づ

きに対しては正の負荷量を示した。よって、この因子は

「楽しさJよりも、スポーツや健康についての知識の習

得や気づきなど学生自身の学習に重点を置いていると考

えられるので、「楽しさを伴わない健康・体力の学習J
因子と解釈した。

第2因子は、「仲間との交流 (0.904)J r健康の維持促

進 (0.566)J r楽しさ (0.552)Jに高い因子負荷量を示
し、これらの項目はスポーツに対するレクリエーション

志向という点で共通すると考えられる。江橋(1990)は、

レクリエーションの特色として、①余暇活動に営まれる

活動、②楽しい活動、③自発的に営まれる活動、④生存

に必須でない活動、⑤建設的な活動の5つを挙げている。

今回は、体育授業の中であるために、上記の特色を満た

しているとは言えないが、将来のレクリエーションスポー

ツにつながると考えられ、「レクリエーション志向j因

子と解釈した。

第3因子は、「ストレス発散 (0.970)Jのみに高い負

荷量が見られたため、「ストレス発散」因子とした。同

様に、第 4因子は、「運動量 (0.860)J r体力の向上
(0.663) J r技術の習得 (0.557)Jの3項目に高い負荷量
を示し、スポーツに対する競技志向という点で共通して

おり、「競技スポーツ志向J因子とした。

2 .因子と個人的特性の関連

因子と個人的特性に関する項目との関連について、個々

の項目聞に高い相闘がみられる場合、それらと個人的特

性との関連を検討しでも類似した結果が得られることが

考えられるので、これらを因子としてまとめ、因子と個

人的特性との関連を検討することにする。因子と個人的

特性との関連について一元配置の分散分析を行い、その

関連を検討した。結果は表4に示した。

「性差Jについて、各因子の平均値を比較すると、「楽

表3 回転後の因子負荷量行列

項目¥因子名
楽しさを伴わない
健康・スポーツの学習

ストレス発散レクリエーション志向 競技スポーツ志向

健康の知識 0.926 .. . ... . . . 
健康の気づき 0.880 ... ... . . . 
体力の気づき 0.835 ... . . . ... 

スポーツの知謙 0.820 ... . . . ... 

健康の維持促進 0.635 0.566 ... -・.

楽しさ -0.699 0.552 ... . . . 
仲間との交涜 •• t) 0.904 . . . . . . 
ストレス発散 ... ... 0.970 ... 
技術習得 0.687 ... ... 0.557 

体力の向上 ... ... ... 0.663 

運動量 ... . . . . . . 0.860 

因子寄与

寄与率(%)

累積寄与率(%)

6.15 

55.9% 

55.9% 
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しさを伴わない健康・スポーツの学習J因子は、女子の の運動スキルを向上させようという意識はかなり低い傾

得点はー0.133であるのに対して、男子の得点は0.090を 向にあるJと指摘している。また、徳永ほか(1985)は、
示し、男子と女子の聞に 5%水準で有意な差が認められ 大学生の男女を対象とした体育授業の運動の楽しさにつ

た (F0 = 3.87くF[437，0.05J = 5.27， pく0.05)0 このこと いての研究において、男子は「競争」因子に高い得点が

から、男子の方が女子と比較して、健康やスポーツの学 みられたと報告している。今回の結果は、鳴海 (2006)

習に対して積極的であると考えられる。また、「競技ス や徳永ほか(1985)の報告と同様であり、男子の方が女

ポーツ志向J因子においても男子の得点の平均値0.109 子と比べ競技スポーツ志向であり、体育の授業において

に対して、女子の得点の平均値は一0.163で男子と女子 活動的で運動最や体力の向上、技術の習得を求めている

の聞に 1%水準で有意な差が認められた (Fo=6.72く と考えられる D 一方、「レクリエーション志向J因子と
F[ 437， O.OlJ = 7.90， pく0.01)。鳴海 (2006)は、高専生 「ストレス発散」因子については、有意な差は認められ

を対象とした調査の結果、「女子は男子と比べ、体育授 なかった。徳永ほか(1985)は、上記の体育授業の運動

業を通して体力づくりや技術のレベルアップなどの自分 の楽しさについての研究において、女子は「レクリエー

表4 一元配置の分散分析

質問項目 選択肢 楽し・スさポをー伴ツわのなlい値康 学習 レクリエーション志向 ストレス発散 競技スポーツ志向

0.090 -0.031 -0.023 0.109 
1.性別 -0.133 0.045 0.035 -0.163 

5.276 * 0.606 ns 0.355 ns 7.900 ** -0.163 0.028 0.001 -0.138 

2.校種 0.137 -0.109 -0.037 0.176 
0.163 0.026 0.058 0.100 
5.581 ** 0.645 ns 0.242 ns 4.098 * -0.101 0.009 -0.109 -0.103 

3.文理系 0.051 ー0.005 0.055 0.052 
2.265 ns 0.019 ns 2.639 ns 2.361 ns 
0.140 0.094 0.047 0.092 

4.医療系 -0.074 -0.050 -0.025 -0.049 
4.574 * 2.054 ns 0.505 ns 1.961 ns 
-0.278 0.007 -0.038 -0.197 

5.選択・必修 0.067 -0.027 0.156 0.048 
8.299 ** 0.077 ns 2.571 ns 4.143 * 
0.016 -0.014 -0.047 0.001 

6.年齢 -0.039 0.040 0.189 0.022 
0.209 ns 0.197 ns 3.799 ns 0.030 ns 
ー0.036 -0.036 0.028 0.046 

7.身長
0.119 -0.028 ー0.073 0.101 
-0.036 0.114 0.101 -0.076 
0.170 ns 0.974 ns 0.998 ns 1.100 ns 
0.293 -0.159 -0.296 0.323 
0.109 0.052 0.049 0.112 

8.BMI 
-0.104 0.089 0.048 -0.064 
0.738 ns 0.425 ns 1.077 ns 0.713 ns 
0.054 0.077 0.079 0.091 

9.体育好き -0.090 -0.148 -0.131 -0.176 
-0.314 -0.384 -0.457 -0.457 
2.273 ns 4.115 * 4.881 *本 5.878 ** 0.037 0.056 0.044 0.078 
-0.125 -0.071 -0.057 -0.265 
-0.354 -0.736 -0.591 -0.561 
2.245 ns 7.163 ** 4.546 * 7.409 *本

0.076 ー0.012 0.093 0.104 
-0.043 -0.038 -0.104 ー0.085
-0.149 0.152 -0.035 -0.128 
1.426 ns 0.814 ns 1.868 ns 2.247 ns 
0.140 0.125 0.154 0.221 
-0.010 0.013 -0.033 -0.001 
-0.107 -0.131 -0.082 -0.194 
1.784 ns 1.945 ns 1.796 ns 5.100 ** 0.010 -0.036 -0.020 0.038 

13.運動経験 -0.014 0.045 0.039 -0.027 
ー0.030 ー0.341 -0.253 -0.124 
0.041 ns 2.659 ns 1.514 ns 0.506 ns 
-0.008 0.002 -0.082 0.041 
0.013 0.110 0.159 0.007 

14.運動の種類 0.023 0.056 0.158 -0.068 
-0.034 -0.323 -0.304 -0.136 
0.037 ns 1.868 ns 3.423 訓ド 0.468 ns 
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ションJ因子に高い得点、がみられたと報告しており、今

回の結果とは異なる結果であった。

「校種別Jにおいては、「楽しさを伴わない健康・スポー

ツの学習J因子は、専門学校の得点0.163、高専の得点
0.137が、それぞれ大学の得点一0.163よりも高く 1%水

準で有意な差が認められた (Fo=4.68くF[437， 0.01] = 

5.58， pく0.01)。同様に、「競技スポーツ志向J因子にお

いても、専門学校と高専の得点が、それぞれ大学の得点

よりも高く 5%水準で有意な差が認められた (F0 = 3.03 

くF[437，0.05] =4.09， Pく0.05)。このことから高専や専

門学校の学生は、大学の学生と比較して、体を動かすこ

とに積極的なことがうかがえる。一方、「レクリエーショ

ン志向J因子と「ストレス発散」因子については、校種

間に有意な差は認められなかった。

「文系と理系」では、 4因子とも有意な差が認められ

なかった。文系の思考様式を持っている学生に体育を否

定的にとらえる学生が多いという報告(麓、 1997) もあ

るが、今回の結果では文系と理系に明確な違いは認めら

れなかった。また、「医療系Jにおいては、「楽しさを伴

わない健康・スポーツの学習J因子において、 5%水準
で有意な差が認められた (F0 = 3.87<F[437， 0.05] = 

4.57， pく0.05)。医療系では、因子得点、の平均が0.140で

あるのに対して、非医療系では0.074であった。このこ

とは、医療系を専攻する学生が健康について関心が高い

ためにこのような結果になったと考えられる。

また、「選択と必修jにおいては、「楽しさを伴わない

健康・スポーツの学習J因子においては、選択して履修

した学生の平均得点が一0.278に対して、必修で履修し

た学生の得点が0.067と高く、 1%水準で有意な差が認

められた (F0 = 6.72くF[437， 0.01] = 8.29， pく0.000さ

らに、「競技スポーツJ因子においても、選択の学生が

一0.197であるのに対して、必修の学生の方が0.048と高

く、 5%水準で有意な差が認められた (F0 = 3.87くF

[437， 0.05] =4.14， pく0.05)0このことから、選択して

履修した学生は体育授業において「楽しさJを期待して

いるが、「体力や技術の向上」を目的とした競技スポー

ツ志向ではないことがうかがえる。選択授業を履修した

学生は、履修の理由として半数以上が「好きだからJと

答える反面「体力や技術の向上」はわずかであるという

報告(松永ほか、 1996)があり、今回の結果は同様の結

果であったということができる。しかしながら、「年齢J
や「身長J、fBMIJとの関連については、 4図子とも有

意な差が認められなかった。

「一人遊びの好き・嫌い」や、「体育の好き・嫌い」、

「スポーツの好き・嫌い」について検討した結果、「一人

遊びの好き・嫌い」は4因子とも有意な差が認められな

かったが、「体育の好き・嫌いJ、「スポーツの好き・嫌
いJにはそれぞれ3因子に有意な差が認められた。高田

(1972)は、運動嫌いの中の集団嫌いについて「自分に

向けられた恥ずかしさ、他人に対する嫌悪感、そういう

人間関係から発した恥辱や嫌悪からの『集団嫌いjや

『人嫌いjからの体育嫌いは、とんでもないところまで

エスカレートする。だから、教師は全力をふるって直さ

なければならないJと述べており、集団活動嫌いは体育
の授業に大きな影響を与えると考えられる。しかしなが

ら、今回の調査では集団活動の好き嫌いではなく、一人

遊びの好き嫌いを尋ねたため、このような結果になった

と考えられる。

一方、「体育の好き・嫌いjにおいては、「ストレス発

散j因子では、好きと回答した学生の平均因子得点、が

0.079であるのに対して、どちらともいえないと答えた

学生の平均因子得点はー0.131、嫌いと答えた学生の平

均因子得点は一0.457と1%水準で有意な差が認められ

た (F0 =4.68くF[437，0.01]=4.88， pく0.01)。また、

「競技スポーツj因子では、好きと回答した学生の平均

因子得点が0.091であるのに対して、どちらともいえな

いと答えた学生の平均因子得点は一0.176、嫌いと答え

た学生の平均因子得点、は一0.457で 1%水準で有意な差

であった (Fo=4.68くF[437， 0.01] = 5.878， pく0.01)。

「レクリエーション志向」因子においても、好きと答え

た学生が0.077であるのに対し、どちらともいえないと

答えた学生は一0.148、嫌いと答えた学生はー0.384であ

り、嫌いと答えた学生とそうでない学生の聞には 5%水

準で有意な差が認められた (Fo = 3.03くF[437，

0.05] = 4.11， pく0.05)。

同様に、「スポーツの好き・嫌い」は、 3因子で有意

な差が認められた。「レクリエーション志向J因子では、
好きと回答した学生の平均因子得点が0.056であるのに

対して、どちらともいえないと答えた学生の平均因子得

点は一 0.071、嫌いと答えた学生の平均因子得点は

一0.736と1%水準で有意な差があり (F0 =4.68くF[437，

0.01] = 7.16， pく0.01)、「競技スポーツJ因子において
も、好きと答えた学生が0.078であるのに対して、どち

らともいえないと答えた学生は一0.265、嫌いと答えた

学生は一0.561と1%水準で有意な差が認められた (Fo

=4.68くF[437，0.01] = 7.40， Pく0.01)。さらに、「スト

レス発散J因子においても、好きが0.044、どちらとも

いえないが一0.057、嫌いはー0.591で、 5%水準で有意

な差が認められた (Fo=3.03くF[437，0.05] =4.54， Pく

0.05) 0このことから、体育やスポーツが好きではない

学生は、体育やスポーツに対して、レクリエーションと

しても、競技志向としても楽しむことができないことが
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うかがえる。しかし、高田(1981)は、大学生になって

からの体育嫌いが改善された事例を報告しており、教師

は高等教育においても体育嫌いをなくす努力を怠らない

ようにしなければいけないと指摘している。

「スポーツの得意・不得意Jでは、「競技スポーツ志向」
因子において 1%水準で有意な差が認められた (Fo= 
4.68くF[437， 0.01] = 5.10， pく0.01)0 r競技スポーツJ
因子では、「得意」と回答した学生の平均因子得点が

0.221であるのに対して、「どちらともいえない」と答え

た学生の平均因子得点は一0.001、「不得意」と答えた学

生の平均因子得点は一0.194であった。このことから、

スポーツが得意な学生は、競技志向で楽しむという意識

が高いことがうかがえるo

最後に、「運動の経験Jと「運動の種類Jについては、
「運動の種類Jにおける「ストレス発散J因子において

5%水準で有意な差が認められた (F"= 2.63くF[437，
0.05] = 3.42， pく0.05)0スポーツ経験が球技以外のみの

学生の平均因子得点、が0.159、球技とそれ以外のどちら

も経験がある学生の平均因子得点、が0.158であるのに対

して、球技のみ経験がある学生の平均因子得点は

一0.082で、運動経験が全くない学生の平均因子得点は

一0.304であった。なお、「運動の経験」は 4因子とも有

意な差が認められなかった。女子大学生を対象として、

過去の運動経験とスポーツへの関心について調査した結

果、中学校時代のスポーツ経験の有無が大きな影響を与

えるという報告がされている(渡部、 2002)が、今回調

査した体育授業に求めるものに対しては運動経験の有無

による明らかな違いは見られなかった。

3.因子と個人的特性の総合的な関連

因子と個人的特性の関連を分散分析によって検討した

結果、各因子において、複数の質問項目に有意な差が認

められた。よって、項目と因子との関連を、他の項目の

影響を一定にしてより本質的な結果を得るために、数量

化理論I類を行った。因子と個人的特性の総合的な関述

については表5に示した。

「楽しさを伴わない健康・スポーツの学習J因子は、

「選択・必修Jr性別Jr校種別Jr医療系jの4項目にお
いて有意な差が認められたため、さらに因子との関連を

他の項目の影響を一定にして検討するため、数量化理論

I類を適用した。結果、「性別」は0.339のレンジで偏相

関係数は0.159であった。また、「校種別Jは0.270のレ

ンジで偏相関係数は0.094であった。同様に、「医療系」

のレンジは0.131、偏相関係数は0.051、「選択と必修J

のレンジは0.188、偏相関係数は0.067であった。以上の

ことから、「性別jが「楽しさを伴わない健康・スポー

ツの学習j因子に対して、最も影響を与えることが推測

できる。「楽しさを伴わない健康・スポーツの学習J因

子は、女子の平均因子得点、に対して、男子の平均因子得

点が高く、男子の方が女子と比較して、健康やスポーツ

の学習に対して積極的であると考えられるo 渡部・平井

(2002)は、「女子大学生は体力や技術の向上よりも、楽

しさや新しいスポーツ体験を求めており、競技性の高い

スポーツよりもむしろ生涯スポーツにつながるスポーツ

を求めている」と報告しており、女子学生の多くは体育

授業に「楽しきJを求めているため、「スポーツのルー

ルなどの知識Jや、「健康に対する知識Jさらには「技

術の習得」などについて求めていない傾向にあると推測

されるo

次に、「レクリエーション志向」因子は、有意な差が

「体育の好き嫌い」と「スポーツの好き嫌いJの2項目

に認められたため、それらを用いて数量化理論I類を行っ

た。その結果、「スポーツの好き嫌い」が0.996のレンジ

で偏相関係数は0.197であった。「体育の好き嫌いJは
0.415のレンジで偏相関係数は0.089であった。以上の結

果から、「レクリエーション志向J因子には「スポーツ
の好き嫌い」が最も強く影響を与えていると思われる。

「スポーツの好き・嫌いJでは、「好きJと回答した学生
の平均因子得点と「どちらともいえないJと答えた学生

の平均因子得点に比べて、「嫌い」と答えた学生の平均

因子得点は著しく低かった。スポーツは得意不得意が見

た目に顕著である。そのため、全員に一律に同じことを

やらせて、みんなの前でチェックするという授業では、

苦手な生徒にとってはますます苦手意識を強くさせ、コ

ンプレックスを募らせる結果になる(秋山、 2002)0ス

ポーツが嫌いな学生の多くは、全てのスポーツ活動に対

して好意的な気持ちを持つことが難しいが、スポーツが

苦手だからといってスポーツ嫌いとは限らない。苦手で

あっても、スポーツを楽しむことができれば、スポーツ

を好意的にとらえることができるようになる。そこで、

授業においては、一律に同じ課題に取り組むのではなく、

教員が一人ひとりのレベルにあった課題を設定し、それ

に取り組むことによって自分の力を伸ばすことができれ

ば、スポーツ嫌いは解消されていくと思われる。このよ

うに、大学生になってから、体育嫌いが改善された事例

(高田、 1981)もあるo そこで、教員は高等教育におい

ても、スポーツ嫌いをなくす努力を怠らないようにしな

ければならない。

「運動の好き嫌い」や「スポーツクラプの経験Jは心

理的対処能力と関連があると報告されている(徳永ほか、

1995)。今回の結果では、「スポーツの好き嫌いJr体育
の好き嫌いJr運動の種類」の3項目と「ストレス発散J
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表5 因子別のカテゴリーウエイ卜、レンジ、偏相関係数、重相関係数

因子 アイテム カテゴリ 五立亨エヨごワ仕ーレンジ偏相関係数童相関係数

性別
男 0.136 0.339 0.159 
女 -0.203 
大学 -0.117 

校種 高専 0.153 0.271 0.095 
F1 健楽しさを伴ポーわツなのい学
康・ス 習

専門学校 0.041 0.230 

医療系
医療系

非医療系
0.086 0.131 
-0.046 

0.051 

選択必修
選択 0.037 

0.067 
必修 -O:152 0.188 
好き 0.020 

体育の好き嫌い どちらといえない -0.156 0.415 0.089 

F2レクリエーション志向
嫌い 0.259 

0.197 
好き 0.061 

スポーツの好き嫌い どちらといえない 0.009 0.996 0.197 
嫌い -0.935 
好き 0.061 

体育の好き嫌い どちらといえない -0.159 0.239 0.096 
嫌い -0.178 
好き 0.016 

F3ストレス発散
スポーツの好き嫌い どちらといえない 0.055 0.463 0.094 

0.216 
嫌い -0.409 
球技のみ 一0.093

運動の種類 球技以外 o.!~! 0.445 0.145 
両方あり 0.216 
スポーツ経験なし -0.229 

性別
男 o.!!~ 0.292 0.147 
女 -0.175 
大学 -0.152 

技種 高専 0.177 0.329 0.134 
専門学校 0.087 

選択必修 選択 0.031 
0.057 

必修 -o:12a 0.159 
好き 0.042 F4競技スポーツ志向

体育の好き嫌い どちらといえない -0.099 0.201 0.054 
0.300 

嫌い -0.159 
好き 0.062 

スポーツの好き嫌い どちらといえない -0.163 0.490 0.099 
嫌い -0.429 
得意 0.124 

スポーツの得意不得意どちらといえない -0.048 0.171 0.072 
不得意

因子に有意な差が認められ、「体育の好き嫌い」が0.239

のレンジで偏相関係数は0.096、「スポーツの好き嫌いJ

が0.463のレンジで偏相関係数は0.094、「運動の種類J

は0.445のレンジで偏相関係数は0.145であった。この結

果、「ストレス発散」因子に対しては、「運動の種類Jが

強く影響を与えていると考えられる。「ストレス発散J
因子においては、球技以外の経験がある学生が、球技し

か経験がない学生よりも平均因子得点が高く、さらに運

動経験が全くない学生よりも大きく高かった。つまり、

このことは陸上競技や水泳などの克服型のスポーツや、

柔道や剣道などの武道を経験している学生の方が体育授

業をストレス発散やリフレッシュなどに活用しているこ

とが考えられる。その理由としては、克服型のスポーツ

や武道を経験した学生は、球技をはじめとするスポーツ

をストレス発散やリフレッシュを目的としたトレーニン

グとして行っている。そのために、体育の授業に対して、

球技などのスポーツを行うことでストレス発散やリフレッ

-0.026 

シュを求めていると思われる。反対に、球技しか経験し

ていない学生や、運動部経験がない学生にとっては、体

育授業で行われる持久走やトレーニングはきっさと結び

つくと考えられる。羽床ほか (2000)は、好きなスポー

ツや運動を楽しくするのはよいが、体育授業では走らさ

れるからイヤという学生がいることを報告している。そ

ういった高校までの授業の経験が、「体育授業=キツイJ

と結びつき、ストレス発散やリフレッシュにつながらな

いことが考えられる。

「競技スポーツ志向」因子は、「性別Jr体育の好き嫌
いJrスポーツの好き嫌いJrスポーツの得意・不得意J
「校種別Jr選択と必修Jの6項目について分析を行った
結果、「性別」は0.292のレンジ、偏相関係数が0.147、

「校種別」は0.329のレンジで偏相関係数は0.134、「選択

と必修Jのレンジは0.159、偏相関係数は0.057、「体育
の好き嫌い」は0.201のレンジで偏相関係数は0.054、

「スポーツの好き嫌い」が0.490のレンジで偏相関係数は
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0.099、「スポーツの得意・不得意」はレンジが0.171、

偏相関係数0.072であった。以上の結果から、レンジで

は「スポーツの好き嫌い」と「校種別Jが大きな値を示

し、偏相関係数では「性別Jと「校種別Jが大であったo

そこで、「競技スポーツ志向」因子には、レンジと偏相

関係数でともに貢献度が高かった「校種別」が強く影響

を与えていると思われる。「競技スポーツ志向J因子に

おいては、専門学校生と高専生の平均因子得点が、それ

ぞれ大学生の平均因子得点よりも高く、体育の授業に対

して、「運動量Jや「体力の向上」、「技術の習得Jを望
んでいる傾向にあった。専門学校の学生の多くは、練習

場所や指導者など様々な理由により、競技スポーツを続

ける環境が少ないと考えられる。また、高専においても

高専大会等の4年生が出場可能な大会はあるものの、出

場できる大会も限られており、専門学校生と同様に競技

スポーツを続ける環境に恵まれていないと考えられる。

一方、大学生は、本人が望むならば競技スポーツを続け

る環境には恵まれており、このような競技スポーツとの

環境の差が今回の結果につながったと考えられる。

以上のように 4つの因子が抽出されたということは、

学生が望む授業は画一的なものではなく、個人のおかれ

た状況や特性に応じて多様であることを示している D つ

まり、大学の体育授業を考える上で、その多様性を十分

考感すべきであろう D

N.まとめ

高等教育を受けている学生438名を対象として、体背.

の授業に学生が期待する要因と、その背景について調査

した。調査方法は、アンケートを用いて、体育授業に期

待する11項目については「期待するJrしなしづの中か
ら1つ選択する 2件法を用い、さらに個人的特性に関す

る14項目について調査を行った。分析方法は、体育授業

に期待する項目について因子分析を行い、標準化された

因子得点とアンケートの調査項目との関連を検討するた

め一元配置の分散分析を行った。最後に、有意な差が認

められた項目と因子との関連を、他の項目の影響を一定

にして検討するために、数量化I類を用いた。その結果、

以下のような知見を得た。

1 )因子分析を行った結果、累積寄与率87.5%で4つの

因子が得られ、それぞれ「楽しさを伴わない健康・体

力の学習J因子、「レクリエーション志向」因子、「ス

トレス発散」因子、「競技スポーツ志向J闘子と解釈

した。

2 )因子と個人的特性に関する項目との関述について、

検討した結果、「楽しさを伴わない健康・スポーツの

学習J因子は、「選択・必修Jr性別Jr校種別Jr医療

系Jの4項目で有意な差が認められた。「レクリエー

ション志向J因子については「体育の好き嫌いJと

「スポーツの好き嫌いJの2項目に、「ストレス発散J

因子は「スポーツの好き嫌いJと「体育の好き嫌い」

「運動の種類Jの3項目に、そして、「競技スポーツ志

向J因子は、「性別Jr体育の好き嫌いJrスポーツの
好き嫌いJrスポーツの得意・不得意Jr校種別Jr選
択と必修Jの6項目に 1%水準で有意な差が認められ

た。

3 )項目と因子との関連を、他の項目の影響を一定にし

て検討するために、数量化理論 I類を行った結果、

「性別Jが「楽しさを伴わない健康・スポーツの学習J

因子に対して、最も影響を与えていた。さらに、「レ

クリエーション志向J因子には「スポーツの好き嫌いJ

が最も関連が高く、「ストレス発散」因子については

「運動の種類J、「競技スポーツ志向」因子には、「校種
目。」が強く影響を与えていた。

最後に、それらの知見から個人特定に応じた、授業の

重要性が示唆された。
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スポーツチームにおけるメンバーの共通理解尺度の作成

河津慶太(九州大学大学院)

杉 山 佳 生(九州大学健康科学センター)

中須賀 巧(九州大学大学院)

The development of an instrument to assess 
the Team Mental Model in a sports team 

Keita Kawazu I )， Yoshio Sugiyama 2) and Takumi Nakasuga I ) 

Abstract 

This article aims to develop an instrument to assess the common understanding of team members， which is one of the 

three crucial subordinate concepts of teamwork highlighted by Kawazu (2009). In order to develop such an instrument， in the 

first study， a 17・itemquestionnaire was developed and tested with 662 college-going student-athletes. An exploratory factor 

analysis revealed two factors with 15 items retained. In the second study， using 617 college-going student-athletes， the 

confirmatory factor analysis supported a two factor， 15・itemmeasure. These factors were named team tactics and task， 

member's ability and character. In the third study， the reliability and validity were tested. The test-retest method supported 

the reliability of the common understanding measure， after examining the correlations among the common understanding 

subscales; a measure of team cohesion (Group Environment Questionnaire; Carron et a1.， 1985) supported the criterion-

related validity of this measure. 

Key words: team effectiveness in sport， shared mental model， shared cognitive， team performance 

1 .緒言

1 .はじめに

優れたチームワークが優れたチームパフォーマンスの

要因となりうることは、スポーツチームのコーチや監督

の聞では、一般的に受け入れられている (e.g.，武4311、

2002 ;福富、 2006)。近年、わが国のスポーツ心理学領

域においても、チームワーク向上とそれに伴うチームパ

フォーマンス向上を目的とした心理的介入であるチーム

ビルデイングに注目が集まっており、その実践報告など

が土屋 (2008)によって行われている D また、わが国の

スポーツ心理学会においては、チームビルデイングをテー

マとしたシンポジウムも閲かれている(土屋ほか、 2002)。

このように、チームワーク向上の重要性、チームワーク

とチームパフォーマンスの関係は十分に予測できる。

ところで、チームワークとはどのように定義づけられ

るだろうか。 山口 (2008)は従来の研究で指摘されてい

ることを整理し、「チームワークとは、チーム全体の目

標達成に必要な協働作業を支え、促進するためにメンバ一

間で交わされる対人的相互作用であり、その行動の基盤

となる心理的変数をも含む概念である。jと定義づけて

いるD つまり、チームワークを構成する下位概念には行

動的要素とその基盤となる心理的要素があると考えられ

る。

1) Graduate School 01 Human-Environment Studies，めIUshuUniversity， 6・1Kasuga-koen， Kasuga-city， Fukuoka 816・8580
2) Institule 01ル'althScience，めFωhuUniversity， 6・1Kasuga-koell， Kasuga-city， Fukuoka 81ι8580 
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河津ほか (2009)は、この定義に基づいて、スポーツ

心理学の領域における先行研究とスポーツチームに所属

する選手やコーチ、監督などに対するインタビューなど

を基に、チームワークの下位概念を整理し、チームワー

クに注目したパフォーマンス予測の仮説モデルを構築し

た(図 1) 0 その仮説モデルに含まれる概念の 1つに、

メンバーの共通理解があった。メンバーの共通理解は、

チームワークの心理的変数と考えられ、仮説モデルの中

では、試合中の行動に影響を与える概念であると位置づ

けられ重要視されているc しかしながら、わが国のスポー

ツチームを対象とした研究では。メンバーの共通理解を

取り上げたものは皆無であり、その測定法も未だわが国

では検討されていなし、そこで本研究では、スポーツチー

ムに適用可能なメンバーの共通理解の測定方法の開発を

目的とする。

チーム

パフォーマンス

図1.チームパフォーマンス予測の仮説モデル

(河津ほか、 2009)

2.メンバーの共通理解とは

何らかのチームに所属するメンバーの、共通理解に焦

点を当てた研究では、 TeamMental Model (または、

Shared Mental Modelo以下TMM)研究が有名であるO

Mental Modelとは、 Johnson-Laird(1980)が提唱した

概念で、知覚したものに対して感じる心理的な実体感に

基づいてわれわれが心の中に作り上げる心的表象(イメー

ジ)の一種であるとされているo しかしながら、山口

(2008) によると TeamMental Modelというときは、

Mental Modelという言葉は、あまり厳密な意味では用

いられておらず、もっと一般的な意味で人聞が機械や装

置の構造や働きについて理解して作り上げたイメージを

指している。

TMMは、チームが取り組む課題の内容や実行の方略、

チームやメンバ一個々の特性にl期する知識をどの程度メ

ンバーたちが共有して持っているかを意味する

(Klimoski and Mohammed， 1994 山口、 2008)0 

Cannon-Bowers et al. (1990)によると、 TMMは、チー

ムパフォーマンスやチームの意思決定を促進し、そして

チーム全体の効果性に寄与するものである o また、

TMMは異なったいくつかのタイプに分類されている

(Cannon et a1.， 1993; Lim and K1ein， 2006; Mathieu et 

al.， 2000; Webber et al.， 2000)が、 TMMの内容を最も

包括的に表していると考えられるのが Cannonet al. 

(1993)である。彼らによると、 TMMは、 1 )チーム

の課題を達成する上で必要な技術や道具に関するもの、

2 )達成の手順、戦略、環境に関するもの、 3)チーム

メンバーの責任や、規範、コミュニケーションパターン

に関するもの、 4)メンバ一個々の知識やスキル、態度、

長所、短所に関するもの、の4つに分類される。

3 .メンバーの共通理解の測定尺度

竹橋・唐沢 (2010)は、メンバーの共通理解に対する

2つのアプローチを紹介している、 1つはチームのメン

バ一間で共有された知識構造の側面に焦点を当てる立場、

もう 1つは共有された知識構造そのものではなく、共有

された知識構造への知覚に焦点を当てる立場である。前

者の例として、Kraigeret al. (1993)の研究が挙げられ

る。彼らは、はじめにチームの活動中に起こりうるシナ

リオを複数用意した。それをメンバ一個々に提示し、そ

れらのシナリオに対する対応の仕方についての個人の考

えを回答させた。回答の方式は、「状況特性」、「問題の

診断J、「解決行動Jの3つの要素ごとに、様々なキーワー
ドを書いたカードをあらかじめ複数枚用意しておき、回

答者にはそのカードの中から自分の考えに適合するもの

を選んでもらうというものであった。彼らは、回答者の

選んだカードが同じものであれば、チーム内のメンバー

の知識構造が共有されているとみなした o また、

Webber et al. (2000) は、 24のバスケットボールチー

ムに所属する147名を対象として行った研究において、

自ら考案したメンバーの共通理解測定尺度の有朋性を主

張している。彼らはバスケットボールの専門家に援助し

てもらい、試合のシナリオと、各シナリオ場而で効果的

な行動と効果的でない行動のリストを作成した。選手に

そのシナリオと行動のリストを提示し、リストのすべて

の行動に対してー 3 (非常に成功の妨げになる)から+

3 (成功にとって非常に重要である)の 7件法で回答さ

せた。メンパ一間での質問紙に対する回答の類似度を見

ることで、知識構造の共有度を測ろうとした。

後者の例としては、竹橋・唐沢 (2010)やSwaabet 

al. (2007)の研究があるo この 2つの研究では、集団の

メンバー聞に共有された知識構造に対する知覚を「みん

なが共通の目標を持っているJrみんなが同じ問題意識
を持っているJrみんなが同じ考え方をしているJとい
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う3つの質問から測定している。これらの質問に対して

5件法で回答させ、合計点が高ければ、より知識構造の

共有が進んでいるとした。

以上のように、メンバーの共通理解概念の測定方法を

概観したが、知識構造そのものに焦点を当てるアプロー

チは、チームの課題特性によってその測定内容や項目が

大きく変化する可能性がある、スポーツチームを対象と

しても、例えばバレーボールとバスケットボールとでは

行動の項目を異なったものにする必要があると考えられ

る。それと比較すると、知識構造の知覚に焦点を当てる

アプローチは、質問紙形式で比較的簡便に実施すること

ができ、スポーツチームというカテゴリーの中であれば、

汎用性は高いロさらにその妥当性に関しでも、先行研究

の結果などから、測定法自体の妥当性は十分であると判

断できる。以上のことを鑑みるに、スポーツチームとい

う枠組みの中でのメンバーの共通理解を想定している場

合においては、共有された知識構造に対する知覚に焦点

を当てるアプローチが適していると考えられる。しかし

ながら、このアプローチを用いたメンバーの共通理解研

究で、スポーツチームを対象としたものは未だみられな

い。 測定尺度についても、竹橋・唐沢 (2010)やSwaab

et al. (2007) らの用いた質問項目だけでは、メンバー

の共通理解の概念定義を明確にとらえているとはいえな

い。しかし、スポーツチームに特化し、概念定義により

忠実な尺度の開発は、今後のチームワーク研究にとって

非常に有益なものであると考えるD

よって本研究では、共有された知識構造に対する知覚

に焦点を当て、概念定義にもと'ゴいて、スポーツチーム

に特化したメンバーの共通理解説IJ定尺度を作成すること

とした。具体的には、第 1次調査では測定尺度の項目の

作成と探索的因子分析を用いた項目の精選および因子構

造の検討、第2次調査では検証的悶子分析を用いた構成

概念妥当性と項目の妥当性検討、第3次調査では尺度の

信頼性と基準関連妥当性の検討、を行った。

n.第1次調査

1 .目的

スポーツチームにおけるメンバーの共通理解の悶子構

造を検討するc

2 .分析対象

全国の42大学の集団スポーツの運動部に所属する662

名(男性426名、女性236名;20.1 :t 1.4歳)を分析対象

とした。

3 .調査項目

項目は、 TMMの概念定義と、 Cannonet al. (1993) 

による 4つの分類、そして、スポーツチームに関わって

いる監督や選手16人に対して行ったチームワークについ

てのインタビューで得た発話を参考に作成した。作成し

た項目は特に基準をもうけて削除したりはせず、類似し

た内容の項目だけをまとめるなどして、最終的に17項目

が準備された。すべての項目は、運動・スポーツ心理学

に精通した複数の研究者、スポーツチームに所属する選

手らによって内容的に妥当であることが確認された。準

備した項目は、質問紙形式で対象者に回答させた。すべ

ての質問項目がチーム全体に対してどの程度当てはまる

かを回答させるため、「あなたのチームは、以下の項目

にどの程度当てはまりますか?Jという教示文を添え、

すべての項目の前に「われわれのチームは」という一文

を入れた。またすべての項目の最後には r-共通理解し
ているJという一文を入れた。これは、前文の内容をメ

ンバーがとeの程度共有しているかについての知覚にアプ

ローチするためであるo 評定に関しては、“ 1 まった

くあてはまらない"から“6:非常に良くあてはまる"

までの 6段階評定で回答させた。質問紙は2009年11月~

2010年4月に、手渡しゃ郵送で配布、回答後に手渡しゃ

郵送にて1m収した。

4.分析方法

はじめに、天井フロア効果の検討、 G-P分析による項

目の弁別性の検討を行った。次に探索的因子分析(主因

子法、プロマックス回転)を用いて因子構造を検討したD

分析ソフトは SPSSver18を使用した。

5.結果

質問紙回収後、得られたデータから、各項目の平均値

±各項目の標準偏差の値を求め、天井効果やフロア効果

がないことを確認した(表 1)。また個人の合計得点を

求め、上位25%の165名を上位群、下位25%の165名を下

位群とし、各群の項目ごとの平均点を比較した。その結

果すべての項目で 1%水準の有意差が認められ、各項目

の弁別性が確認された(表 1参照)。

その後、 17項目の因子構造を検討した。調査から得ら

れたデータを用いた探索的因子分析(主閃子法)の結果、

固有値は第 1因子が10.50、第 2困子が1.27と閏有値 1

以上の因子が第2因子までであった。スクリープロット

を見ると第2因子と第3因子聞の減少率が高くそれ以降

の減少率は低下していた。岡有値とその減少率、さらに

悶子の解釈可能性から 2因子を指定し、再度探索的因子

分析(プロマックス回転)を行った。その後、共通性、
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表1.メンバーの共通理解尺度項目の項目分析、および探索的因子分析結果

No 項目内容

第1因子チーム職街.操題

よ チームの戦術について.共通理解している

2 各メンバーのチーム肉での役割分担について.共通理解している

立 鼠合での攻撃の時.やるべきことを共通理解している

s チームの決まりごとを共通理解している

2 鼠合での守備の時.やるべきことを共通理解している

重 チームの状況について.共通理解している

i重 チームが達成すべき課題について.共通理解している

立 チーム肉での指示系統について.共通理解している

M 鼠合中の約束事について.共通理解している

叩 自分たちができることについて共通理解している

第2因子メンバーの能力.特性

品 各メンバーの性格の短所について.共通理解している

よよ 各メンバーのプレーの短所について.共通理解している

昌 自分たちができないことについて.共通理解している

2 各メンバーのプレーの長所に・ついて.共通理解している

重 各メンバーの性格の長所について.共通理解している

よ三 メンバー聞の関係について，共通理解している

7 自分たちの能力について.共通理解している

固有値

寄与率

因子間相聞

E がついている項目は最終的に残した項目である
t値はG-P分析でえられたもので.すべて山水準で有意であった

因子負荷量、概念定義などを参考にし、項目の選定を行っ

た。項目10と項目 7は2つの因子で高い因子負荷量を持っ

ていたため除外し、最終的に15項目が採用された(表1

参照)。各国子の内容について、第 1因子はチーム戦術

や達成すべき課題などに関連する項目であることから

「チーム戦術、課題」因子、第2因子はメンバーの能力

や特性などに関連する項目であることから「メンバーの

能力、特性J因子と命名した。これらの因子の内容は、

Cannon et a1. ( 1993)やMathieuet al. (2000)の分類

に類似するものであった。

m.第2次調査

1 .目的

スポーツチームにおけるメンバーの共通理解尺度の構

成概念妥当性および項目の妥当性を検討する。

2 .分析対象

全国の42大学の集団スポーツの運動部に所属する617

平均値 標準偏差 t値(dt) 共通性 E 

4.5 1.03 24.80 (303.3) .651 941 -.167 

4.5 0.97 25.29 (314.2) 696 .895 -J>67 

4.5 0.99 24.18 (322.5) .694 .875 -.050 

4.6 1.03 24.19 (288.4) .633 .785 .0却

4.5 0.95 25.07 (304.3) 641 .776 .050 

4.5 0.99 27.05 (308.7) 648 .676 .171 

4.7 1.04 25.21 (263.2) 5制 .673 .α訓6

4.5 1.∞ 26.37 (293.2) 673 .619 .234 

4.5 1.∞ 24.23 (290.7) 641 .594 .243 

4.4 0.96 27.45 (310.5) 699 .463 .438 

4.2 0.97 20.71 (328.0) .649 -.159 .957 

4.3 0.98 21.07 (311.6) 632 -.086 897 

4.3 l∞ 20.75 (328.0) .577 -.051 808 

4.5 O.卯 26.67 (280.9) 653 .301 .555 

4.4 1.01 23.∞ (287.4) 630 .264 547 

4.4 1.01 24.07 (293.0) 578 .280 528 

4.5 0.97 26.76 (2制.6) .689 .393 .472 

10.50 1.27 
61.78 7.45 

因王 E 

I .743 
E 

名(男性418名、女性199名;20.1:t 1.6歳)を分析対象

とした。

3 .調査内容

調査項目立、氏名、所属、競技種目、チームでの立場

などのデモグラフイツク項目と、メンバーの共通理解尺

度15項目であった。

4 .分析方法

確認的因子分析(最尤法)を行い、適合度指標および

因子からのパス係数を算出した。分析ソフトはAMOS

ver18を使用した。

5.結果

(1 ) モデル適合度 (2因子15項目)による構成概念妥

当性検証

第1次調査で採用された 2因子モデルで適合度指標を

算出した。その結果、 GFI=.88、AGFI=.84、CFI=.93、
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RMSEA=.08であった。 GFIの値については.90よりも若

干下回り、 RMSEAの値は“moderatefit"の範聞となっ

た。豊田 (2008) によると、 GFI、AGFI、CFIは.90以

上、 RMSEAは.10よりも小さいことが一つの基準となっ

ていることから、より合理的なモデルを模索するため、

項目 1rチームの戦術を共通理解しているJと項目 2
「各メンバーのチーム内での役割分担を共通理解してい

るJ、項目 8rチームの決まりごとを共通理解しているJ
と項目14r試合中の約束事を共通理解している」の誤差
変数に共分散を追加した。項目 1と2、項目 8と14はそ

の内容から共変関係にあることが推察される。再度モデ

ルの適合度指標を算出した結果、 GFI=.90、AGFI=.87、

CFI=.95、RMSEA=.07となり、概ね満足のいく結果が

得られた。

(2) 因子からの標準化パス係数による項目の妥当性検討

因子からの標準化パス係数は因子負荷量を表しており、

項目が妥当かどうか示している。「チーム戦術、課題J
因子で、パス係数.73.........81、「メンバーの能力、特性J
因子で、 .73.........82、の高い因子負荷肢が得られ、項目の

妥当性が確認された。(図2参照)

鈎

‘32 

図2.メンバーの共通理解尺度の検証的因子分析結果

注)tmmの後の数字は項目番号を表す。またパス係

数はすべて傑準化係数である。

JV.第3次調査

1 .目的

スポーツチームにおけるメンバーの共通理解尺度の信

頼性、基準関連妥当性を検証する。

2.分析対象

九州地区および関西地区の4大学の集団競技の運動部

に所属する選手69名(男性54名、女性15名;20.1:t 0.9 

歳)を分析対象とした。この内、 36名(男性23名、女性

13名;平均年齢20.2:t1.0歳)が再検査法での対象で

あった。

3.調査内容

調査項目は、氏名、所属、競技種目、チームでの立場

などのデモグラフイックな項目と、「メンバー聞の共通

理解」に関する15項目、そして集団環境質問紙 (GEQ;

4因子18項目;Carron et a1.， 1985)であった。

4 .分析方法

尺度の内的整合性を検証するための信頼性分析(クロ

ンパックのα係数算出)、および尺度の再現性を検証す

るための再調査法による信頼性分析を実施した。また

Carron et a1. ( 1985)の集団環境調査尺度との相関係数

を算出し、基準関連妥当性を検証した。分析ソフトは

SPSS ver18を使用した。

5.結果

(1 ) α係数による内的整合性検証

メンバーの共通理解尺度の内的整合性を検討するため、

各因子のα係数を算出した。その結果、「チーム戦術、

課題j因子は.95、「メンバーの能力、特性」因子は.89

であった。(表2参照)

(2) 再検査法による信頼性検証

メンバーの共通理解尺度の信頼性を検討するために、

36名を対象として、再調査法を行った。 1回目と 2回目

の調査の聞は、 2........4週間あけた。得られたデータを分

析した結果、調査一再調査聞の相関係数は、「チーム戦

術、課題J因子でr=.75、「メンバーの能力、特性」因
子でr=.62で、これらの相関係数は 1%水準で有意であっ

た。

(3) 基準関連妥当性検証

メンバーの共通理解尺度の基準関連妥当性を検討する

ために、 Ca町onet a1. (I 985)の集団環境質問紙 (GEQ)

の4因子との相関係数を算出した。 GEQの4因子とは、

チーム内の個人が、他メンバーとの人間関係にどの程度
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魅力を感じているかを表す「個人が感じる集団の魅力

一一社会凝集 (ATG-S)J、チーム内の個人が、所属チー

ムの課題遂行能力にどの程度魅力を感じているかをあら

わす「個人が感じる集団の魅力一一課題凝集 (ATG・T)J、

所属チームがどの程度人間関係に関することでまとまっ

ているかをあらわす「集団の統一感一一社会凝集 (GI-S)J、

所属チームがと'の程度課題遂行に向かつてまとまってい

るかを表す「集団の統一感一一課題凝集 (GI-T)Jであ

る。 集団凝集性という概念は、 Carronet a1. (2005) 

によると、スポーツチームにおけるグループダイナミク

スの極めて重要なものとして位置づけられており、ノ、ガー・

ハヅイザランテイス (2005)は、様々な集団プロセスに

広範な影響を与えるものと主張している。よって、本研

究では GEQを基準関連妥当性の検証に使用した。

基準関連妥当性を検証する際、集団凝集性とメンバー

の共通理解の概念定義に基づいて以下のような仮説を立

てた。 1)メンバーの共通理解概念は、達成すべき課題

を持つことが前提条件として考えられるので、必然的に

課題凝集との相関は高いことが予想される o 2) GEQ 

の社会凝集の因子はメンバーが社会情緒的にどの程度ま

とまっているかを表しており、このまとまりが強ければ

当然お互いを良く知ることになるので、必然的にメンバー

の共通理解尺度の「メンバーの能力、特性j因子とより

強い関係があると考えられる。

「チーム戦術、課題J因子は、 GEQの4つの因子すべ

てと 1%水準で有意な相関があり、相関係数rは.46--

77と中程度から高い相関であった。「メンバーの能力、

特性」因子も GEQのすべての因子と 1%水準で有意な

相関があり、相関係数rは.54-.74と中程度から高い相

関であった。

v.考察

本研究は、河津ほか (2009)が選定した、スポーツチー

ムにおける特に重要なチームワークの下位概念の中の、

「メンバー聞の共通理解」を測定する尺度を作成するこ

とを目的として行われた。尺度の作成に当たって、内容

的妥当性を高めるために、概念の整理、および先行研究

で使用されてきた測定法のレビュー、スポーツチームに

所属する選手や監督へのインタビューを行い、それに基

づいて項目の作成を行ったoその後、運動・スポーツ心

理学に精通した複数の研究者やスポーツチームに所属す

る選手らと合意が得られるまで、内容について検討し、

項目の内容が妥当であることが確認された。

1 .尺度の因子構造について

メンバーの共通理解尺度の因子構造は、第 1次調査で

行った探索的因子分析の結果、 2因子が抽出され、それ

ぞれの因子は、その項目の内容から「チーム戦術、課題」

因子、「メンバーの能力、特性J因子と命名された。 2

つの因子聞の相関は r=.74と高かったが、 Mathieuet a1. 

(2000)は、 Cannonet al. (1993)のTMM概念の4側

面である、 r1 )チームの課題を達成する上で必-要な技
術や道具に関するもの、 2)達成の手順、戦略、環境に

関するもの、 3)チームメンバーの責任や、規範、コミュ

ニケーションパターンに関するもの、 4)メンバ一個々

の知識やスキル、態度、長所、短所に関するもの」を、

さらにまとめて 1)と 2)を“TaskWork"、3 )と 4) 

を“TeamWork"としているが、この二つの分類の内

容をみると、本研究で得られた2つの因子と類似してい

ることがわかるo このことから、本研究で得られた 2因

子は区別されると考えられる。

2.尺度の信頼性について

メンバーの共通理解尺度について、クロンパックのα

係数による内的整合性の検証では、 2つの因子で非常に

高いα係数が得られた。

次に再調査法の結果であるが、その解釈に先立つて、

メンバーの共通理解概念の特性的、状態的側面について

言及しておく o 本来再調査法は、特性的な概念を測定す

る尺度に対して有効な方法である。しかしながら、本研

究が調査対象としている共有された認知の知覚は、基本

的には安定しているものであると考えられるが、状況に

表2.メンバーの共通理解尺度の下位因子の内的整合性、再現性およびGEQの

因子との相関

集団環境質問紙(GEQ)各因子との相関
再現性(r) α係数

ATG-S ATG-T GI-T GI-S 

TMMR庭園手

チーム戦術.課題 .75** .95 .46** .65** .77** .55** 

メンバーの能力.特性 .62料 .89 .54** .61** .74** .64** 

神P<訓 n=69(再間査法はn=36)
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影響を受ける側面もある。例えば、 Mullenand Copper 

(1994)によって行われた、凝集性とパフォーマンスの

因果関係を検証するメタ分析では、パフォーマンスが凝

集性に影響を与えるという結果が出ている。すなわち勝

利チームの凝集性は高くなるのである。これは、試合に

勝利することで、自チームに対する認知がよりポジティ

プになるために、引き起こされるとも考えられる。これ

と同じような現象はメンバーの共通理解にも当てはまる

可能性が考えられ、チームの勝利、もしくは敗北によっ

て、本来の認知がゆがめられることは十分に考えられる。

以上のことを踏まえると、試合直後の勝敗の影響は無視

できない。また特別な介入を行った直後なども同様であ

る。本研究ではそれを考慮し、測定の際には試合前後3

日から 1週間の間隔を空けることとした。さらに、対象

者が所属するすべてのチームにおいて、 l回目の調査と

2回目の調査の問でチームビルデイングやメンタルトレー

ニングなどの特別な介入を一切行っていないこと、普段

どおりに競技活動を行っていたことを確認した。さらに、

特別な介入などをチームに対して行っていなくても、長

期間の経時的変化もあると考えられるので、 1回目の調

査から 2回目の調査までの聞は2--4週間以内で行い、

4週間以上の期間があいたデータに関しては削除した。

これらのことを徹底し、調査をおこなった。分析の結果

は、 2つの因子で再現性が確認された。

これらの結果から、本研究で開発されたメンバーの共

通理解尺度は、十分な信頼性を有するといえる。しかし

ながら、試合直後などは勝敗などに左右される恐れがあ

るため、その影響を考撤しなければいけない。

3 .尺度の妥当性について

検証的悶子分析によって算出されたモデル適合度をみ

ると、 GFIは基準である.90に満たなかった (GFI=.88)。

その後モデルを修正し、再度適合度指標を算出したとこ

ろ、すべての適合度指標で概ね満足のいく結果が得られ

た。また因子からの標準化パス係数をみると、「チーム

戦術、課題J因子で、パス係数.75--.81、「メンバーの

能力、特性J因子で、 .73-.82、とー西嶋ほか (2000)が

中等度から高い係数としている値が得られ、項目の妥当

性が確認された。

基準関連妥当性に関しては、スポーツ集団の特性とし

て、これまで多くの研究で検討がなされている集団凝集

性を取り上げ、関連性を検討した。集団凝集性の測定尺

度としては、 Carronet al. (1985)の集団環境質問紙

(GEQ)を用いた。 GEQは、前述のとおり「個人が感じる

集団の魅力一一社会凝集 (ATG-S)J、「個人が感じる集団

の魅力一一課題凝集 (ATG-T)J、「集団の統一感-11:

会凝集 (GI-S)J、「集団の統一感一一課題凝集 (GI・T)J

の4つの側面(因子)からなっている。本研究では、 1) 

2つの因子は課題凝集と高い相関がある。 2) 社会凝

集の因子はメンバーの共通理解尺度の「メンバーの能力、

特性」因子とより強い関係がある、という仮説を立て、

このGEQの4つの因子と、尺度に含まれる 2因子の関

連性を検討した。

分析の結果、本尺度の 2つの因子で、メンバ一同士の

情緒的なつながりを強調する社会凝集の因子 (ATG・S、

GI-S)との相関よりも、チームの達成課題に基・ブいたつ

ながりを強調する課題凝集の因子 (ATG・T、GI・T) と

の相関のほうが、より高い値を示した (ATG-Sとの相

関くATG-Tとの相関、 GI-Sとの相関くGI-Tとの相関)。

よって、仮説 1が支持された D また課題凝集の因子

(ATG・T、GI-T) との相関では、 2つの因子間にあまり

差はみられなかったものの、社会凝集の因子 (ATG-S、

GI-S)との相関では「メンバーの能力、特性」因子の方

がより向く、その差も大きかった口これにより仮説2も

支持された。

以上のことから、本研究で作成された尺度は、基準関

連妥当性を有していることが示された。

4 .今後の展望

本研究で作成されたメンバーの共通理解尺度は、河津

ほか (2009)が選定したチームワークの下位概念として

のメンバーの共通理解を測定するための、内容的妥当性、

内的整合性、再現性、構成概念妥当性、基準関連妥当性、

を有する尺度であると考えられるO

しかしながら、問題点もいくつかあげられる。一つは、

概念の評価法についてである。本研究では、メンバーの

共通理解のような概念を測定する際のアプローチとして、

共有された知識に対する知覚に焦点を当てるアプローチ

を採則している。つまり、チームのメンバーが共通理解

している戦術や課題意識そのものには全く触れていない

ということである。先行研究において、このアプローチ

を採用した尺度の信頼性は確認されており、直接確認は

されていないが、妥当性もうかがえる (Swaabet al.， 

2002 ;竹橋・唐沢、 2010)。本研究の結果からも、開発

した尺度は妥当であるとも考えられるが、尺度の妥当性

をさらに強化するためには、知識構造そのものとの関連

性を検討する必要があるロもう一つは、チームのパフォー

マンスを予測するか検討しなければいけないということ

であるo この問題に取り組んだ先行研究をみると、 Lim

and Kleim (2006)のシンガポール軍隊に所属する71の

コンパットチームを対象とした研究では、メンバーの共

通理解がチームの客観的なパフォーマンスを予測すると
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いう結果が得られている。また、バスケットポールチー

ムを対象とした Webberet a1. (2000)の研究において

も、わずかながらではあるが関係が見られている。これ

らの結果を踏まえると、メンバーの共通理解がパフォー

マンスに寄与することが十分に考えられる。しかしなが

ら、スポーツチームを対象として実際に検討した研究は、

Webber et a1. (2000)のものを除けば皆無であり、今

後検討をしていく必要性があるo

このように、検討すべき点はあるが、本研究で作成さ

れた尺度は、河津ほか (2009)の構築したチームパフォー

マンス予測の仮説モデルの下位概念のひとつであるチー

ムの共通理解を測定するものであり、今後仮説モデルの

検証が進んでいけば、スポーツチームを対象としたチー

ムワーク研究やチームパフォーマンス研究に大いに貢献

することが考えられる。加えて、現場においては、スポー

ツチームへの介入の際、その効果を評価するためのツー

ルのーっとしての利用価値もあり、今後のチームスポー

ツの発展に役立つものであるといえる。
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<学会企画シンポジウム>

スポーツの伝播と受容・変容

演者:榊原浩晃(福岡教育大学)，宮平喬(筑紫女学園大学)

山神員一(香川大学)，海野勇三(山口大学)

司会:則元志郎(熊本大学)

スポーツの伝矯と受容・変容および武道の必修化

問題等について4人の専門家の立場からの提案を受

け質疑・討論等が行われた.以下は各演者の提案概

要である.

榊原浩晃(福岡教育大学)

日本への欧米スポーツの移入とその定着

一歴史的経緯と文化的特徴一

スポーツは幕末・明治期に諸外国との接触，交流

の経過の中で日本に移入された.その歴史的経緯を

最新の体育史研究の現状と研究動向から紹介した.

福津諭吉の『西洋事情・外編~ (明治3年)やスマイ

ルス著・中村正直訳『西国志志編~ (明治4年)の叙

述のなかで英語のsportは「遊戯Jと邦訳されている.

やがて，近代における時代の推移の中で，陸上競技

や野球といった日本語で表現されるスポーツを生み

出すことになる.イギリス人のストレンジの人物研

究は近年の研究が進捗した.彼は，来日後すぐに東

京英語学校教師として着任するも，学生たちとイギ

リス・スポーツに興じた.明治16年の東京大学運動

会主催の陸上運動会，水上運動会の開催が，後に日

本語の「陸上競技Jの概，念を生み出す契機となった.

東大出身の武田千代三郎は，ストレンジの遺志を受

け継ぎ， w理論実銭競技運動~ (明治37年)を著し，

日本語の競技概念の創出に寄与した.ベースボール

は，東京大学の英語教師ウィルソンによって日本に

紹介され，一時学生野球が流行した.明治期後半の

野球害毒論争の顛末が，今日の高校野球に代表され

る「教育としての野球.を生み出した.アメリカス

ポーツとしての野球として，打撃・守備・走塁など

のプレーヤーの役割(機能)を重視する文化的特徴

を考慮すれば，日本の武道は「トータルな人間形成J

に寄与する日本的な文化的特徴が看取される.日本

のスポーツや武道は，西洋のスポーツとは異なる文

化的特徴を有するようになったことが重要な論点と

なる.

宮平喬(筑紫女学園大学)

沖縄県の体育祭における伝統文化の受容と伝承

ー中学校における体育祭の種目を視点としてー

沖縄県の中学校を対象に体育祭における伝統

文化の受容について調査した.本報告で取り上げ

る伝統文化は「琉球舞踊JrエイサーJr空手Jr琉
球古武術Jとした.調査の結果，多くの中学校で

これらの伝統文化が実施されている実態があり，

その中でも，エイサーが顕著であった.体育祭に

上記のプログラムを入れる理由は「郷土愛を持た

せるJr仔統文化を学ぶ被会Jとの回答が多く，
生徒達の取り組む姿勢についても積極性がみら

れた.特徴的なのは，それらの指導においては，

青年会を中心とした外部からの協力体制がある.

ある青年会の会長に体育祭に協力する理由につ

いて聞き取り調査を行った所 r学校時代にエイ
サーを指導してもらった経験があり，自分もそれ

を後輩へ還元したいという思いがある.という回

答を得た.

加えて，沖縄県外の大学の沖縄県人会への調査

を行った所，県人会の目的は「交流. r後輩の面
倒.が多く，活動内容は，学園祭でのエイサーが

主だった.県人会のメンバー自身も学校時代の体

育祭でエイサーの経験があり，それを実演してい

ることを考えると，~統文化を受容し伝承してい

ると捉えることができる.

以上のことから，学校行事に仔統文化のプログ

ラムを入れることで生徒がそれを受容している

ことが推察され，特にエイサーに関しては，先輩
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から後輩へと伝承している様子も垣間見られた.

学校行事での伝統文化の経験は，その受容と伝承

に寄与する可能性がある.

山神良一(香川大学)

武道必修化を目前にした中学校保健体育教員の

意識と現状 ー特に食l随授業についてー

平成 24年度完全実施の武道必修化を目前に控

えた剣道授業を対象とした中学校保健体育教員

の意識と現状を調査した.調査対象は，中学校保

健体育科教員113名とし，内訳は，剣道有段者教

員 (4段以上)34名，剣道未経験者男性教員 35

名，及び剣道未経験者女性教員 44名である.そ

の結果，有段者，未経験者ともに，礼儀作法をし

っかりと教えたいという意識が強く，有段者は剣

道衣や袴を着けて行わせることを希望し，未経験

者は，他の単元よりも剣道を教えるのは難しいと

考えている.また，有段者，未経験者ともに伝統

的な考え方を教えることを難しいと考える人ほ

ど，実l躍の教えや理論は生徒には難しすぎて理解

できないと思い，剣道未経験の女性教員は，有段

者や未経験の男性教員よりも有意に剣道授業が

専門家でないとできないと考えていた.

中学校の武道必修化を目前にして，全国各地で

専門家だけでなく，武道未経験の保健体育教員を

対象とした研修が熱心に行われているが，今回の

調査で明らかになったように意識の上でまだま

だ万全な状態ではないように思われた.また，武

道(剣道)をどのように理解し，教育の場で伝播

しようとするのかについても明確にされていな

い現状が伺えた.

武道有段者と未経験者がともに時間を共有し

て，よりよい武道授業の構築を目指して密度の高

い研修を今後も重ねることにより，武道を通して

何を教育するのかを追究し続けることが大きな

教育課題であると思われる.

海野勇三(山口大学)

新学習指導要領「武遊E修化.と教科体育
ー制約・限界及び可能性ー

本報告では，2008年改訂の新学習指導要領におい

て武道が必修化されたのに伴い，実践の場たる教科

体育はこれをどのように受け止めるのかに関し，次

の3つの柱から論じた.

1)学校教育の構造(領域と作用)からみた「必修

化j問題

教育学では，これまで「教育の領域と作用J論の

なかで，教科(=体育授業)領域では主として，科学・

技術・芸術などの文化的価値体系の習得(=学力の形

成)を，また教科外(=体育行事や運動部活動等)領

域では主として民主的行動能力・態度など，狭義の

人格形成を担うものとされてきた.しかし，この度

の「武道必修化.で強調されていることは， r相手を
尊重し，伝統的な行動の仕方を守ろうとする.や「武

道の特性や成り立ち，伝統的な考え方J等，訓育的

な内容であり，武道の授業で訓育的効果をねらうこ

とが第一義とされる可能性がある.

2)教科内容論からみた「必修化.問題

教科内容論では，基礎概念として「文化的素材J• 
「教材J・教科内容.が区別される.柔道や剣道また

は弓道などは，それ自体は社会的に広く人々に親し

まれている文化的素材である.それが学校の体育授

業に持ち込まれるときには，子どもの既習経験や発

達課題，運動文化に関する科学的成果及rs社会的必
要に照らして「教育的配慮jのもとに行われること

になる.その際，この度の「武道必修化.は「教科

内容としての必修化J(ex.食IJ道を教える)なのか，

それとも「教材としての必修化. (ex.剣道で教え

る)なのか，そのいずれかによって武道の授業づ、く

りの実際は大きく異なってくる.r剣道を教えるJと
いう時，何のために?その根拠は?という聞いが鋭

く立ち上がる.他方， r剣道で教える」という時には，
何を教えるための材料(手段)として?他に有効な

材料(手段)は?の聞いが浮上することになる.

3) r宗教的信条に基づく剣道実技拒否Jをめくる判
例(1990年)と「必修化.問題

1990年，A高専学生が自身の宗教的信条に基づ、き

体育授業の剣道実技を拒否したことに対し，学校側

が原級に留置したうえ退学処分としたことをめぐる

判例を取り上げ，①剣道を必修としたことの可否，

②体育の単位を認定しなかったことの可否，③代替

措置を取らなかったことの可否の3点を論点として

設定し， r武道必修化.問題を再考した.この判例は，
武道問題に限らず，体育授業において教材選択や教

科内容を設定する際に，何のために?すべての子ど

もに獲得させたい内容として相応しいのか?，ある

いは，何を教えるための教材なのか?他にもっと適

切な材料・手段はないのか?等の問いに対し指導者

が自問自答すること，また，子ども・保護者に対し

説明責任を負うことをも意味するものである.



2.専門分科会シンポジウム
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体育学・スポーツ科学をめぐる学際性のゆくえ

一第一専門分科会学問領域に求められるべき新たなパラダイムとはー

伊藤友記(九州共立大学)，森丘保典(日本体育協会)，藤井雅人(福岡大学)

コーディネーター 谷口勇一(大分大学)

- 専門諸学を統合する体育学・スポーツ科学の確

立は可能か?

藤井雅人(福岡大学スポーツ科学部)

多様な専門学から構成される体育学・スポーツ科学

は、一科学としていかにして統合的に確立されうるの

か?こうした問題は、体育学・スポーツ科学が専門分

化していく中で、その学問的なアイデンティティの喪

失への危機感から繰り返し議論されてきた。しかしな

がら、例えば「体育学・スポーツ科学とは何か?J rそ
の研知橡や麟坊法の独自性とは何か?Jといった、

上記議論の出発点さえも明確化することができず、統

合的な体育学・スポーツ科学への道はほとんど見出さ

れていないように思える。本シンポジウムでは、人文・

社会科学領域の研究者の視点から、ドイツのスポーツ

科学における同様の動きも参考にしつつ、統合的な体

育学・スポーツ科学とそこでの学際性のあり方と可能

性について探ってみたい。

体育学・スポーツ科学を統合的に存在せしめるには、

専門諸学を統合する何らかの観点が必要になる。これ

までは、研究対象の強自性、すなわち体育・スポーツ

現象を統合の拠り所としようと試みられてきたが、体

育(学)やスポーツ(科学)に関する概念の不明瞭さ

もあって、それがうまくいっているとは言い難い。ま

た、研究方法という観点でも、専門諸学のそれが各親

学問に大きく規定されている関係で、原則的に統合の

鍵とは成り得ないだろう。とすれば、何が統合的な体

育学・スポーツ科学の成立を可能にするのであろう

か?おそらくそれは、 1960年代に「体育運動の科学J

から「スポーツ科学Jへの変化が生じた(西)ドイツ

で以後求められてきたように、体育学・スポーツ科学

を基礎づけるより上位の統合理論を見出すことであろ

う。ただし、ドイツでも依然としてそれに成功してい

ないことからも分かるように、実際にはそうした統合

理論の確立は容易でなかろう。そこで、厳密な意味で

の統合理論の代わりに少なくとも、かつて「共通善J

という用語で友添秀則(r21世紀における体育学研究の

方向性・人文・社会科学的立場からの提言ーJ.日本体

育学会第 50回記念大会特別委員会編. ~21 世紀と体

育・スポーツ科学の発展第l巻~日本体育学会第50

回記念大会誌"'"~.杏林書庖， p. 106， 2000年)が示唆

したように、体育学・スポーツ科学の共通的な使命・

課題の下で、求心力を伴って専門諸学を発展させるこ

とが大きな意味を持ちうる。もっとも、現実的に見.tl

ば、それが統合的な体育学・スポーツ科学を確立する

ほどの機能を果たすとは考えにくく、今後も親学問へ

の接近、専門分化の流れは止められないだろう。そう

した時に、過度の専門分化とそれに伴う体育学・スポ

ーツ科学の輪郭の消失を最僻艮回避するような、それ

ぞれの専門学を体育学・スポーツ科学につなぎとめて

おくための何か杭必要になる。その何かとは例えば、

何らかの問題意識に方向づけられた、専門諸学に共通

の研究テーマということになろう。とはいえ、そうし

た研究テーマの設定は、確かに学際的な研究の展開を

促すであろうが、しかしそれによって統合的な体育

学・スポーツ科学の確立へと向かうわけではない。

以上のことを踏まえると、体育学・スポーツ科学に

関わる我々は今後、理念として科学論的に統合された

体育学・スポーツ科学の確立を目指すというよりもむ

しろ、専門諸学の分化に反作用するために、個別の学

際的研究に優先的に取り組まざるを得ないだろう。そ

の際、体育学・スポーツ科学の関連学会(とりわけ本

学会)には、そうした学際的研究を促進する(科学論

的ではなく)組織論的な観点からの貢献が求められる

ことになろう。

-コーチング学の体系化に向けた学際性の意味

森丘保典(日本体育協会スポーツ科学研究室)

カナダの臨床疫学者Guyattが提唱した
rEv i dence-based Med i c i ne (EB船Jの本来的な意味は、

疫学的研究によって得られた最良の根拠(エピデンス)

と臨床家の経験、そして患者の価値観を統合し、より

よいケアに向けた意志決定を行うというものである。

しかしながら、実際にエビデンスを「伝えるJ場面で

は、患者一般にどのように伝えて、その反応をどのよ

うに研究者へとフィードパックさせるかという問題が

あり、またエビデンスを「使うJ場面では、「エピデン

ス=郎胞の混同による(使われすぎる)診療と、経験

のみに頼る(使われなさ過ぎる)診療が併存するとい
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う「エビデンス・診療ギャップJの問題も指摘されて

いる。これらは、スポーツにおけるコーチングの意志

決定プロセスに苧む問題として読み替え可能である。

ターゲットとすべき課題が多岐にわたる「コーチン

グ(学)Jのようなメタな問題意識が、既存の学問領域

の→士野に過不足なく収まることはない。実践を伴う

理論的考察では、個別事例から一般原理や法則を導き

出したり、逆に一般原理から個々の事実や命題の推論

が行われるが、枠にはまらずあらゆる知識と経験を活

用し、実践にとって有用な仮説的推論を重視する必要

がある。また、自然科学と人文(社会)科学、数量(統

計)的研究と質的研究の仁科学性Jは異なり、「手段j

としての研究方法の正しさは「目的Jに応じて決まる

ため、すべての条件を取り払ったうえで「車猷す的に正

しい方法Jもあり得ない。さらに、研究方法の長所や

限界を理解し、目的に応じて適切なツールを選択する

能力は、lつの研究法に習熟してそれを突き詰めていく

専門研究の能力とは異なるものでもある。コーチング

(学)研究の目的が、コーチング周辺の現象の適切な

説明と課題解決のために必要な「同→生(構造)Jの明

確化にあると考えることは、「量語句vs質的Jr自然vs
人文(社会)Jといった不毛な二元論的対立を超えた学

際性の追究、すなわちfEvi dence-based Coach i ngJの
端緒となるはずである。

単なる複数分野の寄せ集めではない「学際的研究j

の核心は、ある問題(テーマ)の本質を多方面から総

合的に理解したいと願う研究者が、関連する諸学問分

野のなかに踏み込み、複数分野の知識や方法を学び、

自身の内部で「学際Jを達成することにある。

「コーチング(学)Jの個別および一般理論化の相互

補完(体系化)を念頭においたとき、体育学・スポー

ツ科学に関連する学会に求められる役割として、様々

な分野・領域のもつ信念や関心を相対化したうえで、

相互に了解可能な共通目的を共有し、それぞれの仮説

や方法の妥当性を聞い合うような「場」としての機能

が浮かび上がってくる。

- 臨床学視長から捉えた体育・スポーツ事象

伊藤友記氏 σL州共立大学)
斎藤 (2003)は著書「ナラティブ・ベイスト・メデ
ィスンの実践Jの中で、 rr医学』は病む人への援助(予
防、治療、健康増進などを含む)という目的遂行のた

めの、複数の科学の方法論を採用する学際的科学であ

るJと述べている。彼の言葉を借りれば、 rw体育学・
スポーツ科学』は、体育・スポーツに携わる人々への

『知』の提供という目的遂行のための、複数の科学の

方法論を採用する学際的科学であるJと言い換えられ

ょうか。

ところで「体育・スポーツJという事象を研究対象

として、複数の学問領域がそこに関わってくる(いる)

ことに議論の余地はないが、これをもって「体育学・

スポーツ科学は学際的研究カ呼子われてきた(いる)Jと

いうことを意味してはいない(だからこそ、このシン

ポジウムのテーマ設定がなされたわけであろうが)。そ

れは、「学際的研究Jとは多領域が寄り集まってそれぞ

れの知見を寄せ集めた研究を指すのではなく、「学問領

域の垣根を越えた研究jを指すためである。しかしな

がら、この「学問領域の垣根を超える」ことは、言う

ほどには易しくはあるまい。そこには共通の視夜、あ

るいは共通言音とでもいうべきもの城、要となってく

るためである。(もちろん、そこには学問の境界を越え

てコミュニケーションをはかろうとする研究者の意志

カ帯在することが大前提である。)

そこで、筆者は「臨床学的な視点Jを我々(第一分

科会)の研究事象に対する共通の視点として提案して

みたい。「臨床判句な視劇とは、大まかに言えば「研

究者が研究しようとする現象に自らかかわっており、

『客観的観察者』の立場をとらないJ、「人間の個別性

を第ーとし、個々の人間を大切にする」視点である。

これらは、自然科学が副句な研究を基に追求してきた

「普遍性Jr論理性Jr:客観性jを持った視点とは異な
るものである。自然科学が追い求めて来た、事象の「因

果関係」ではなく、個々の事象の中に埋め込まれてい

ることの「意味付けJを行う作業だと言い換えること

もできようか。そしてこのような視点は近年「ナラテ

イプJと呼ばれ、特にその枇念を医療に適用したもの

が「ナラティプ・ベイスト・メディスン:Narra t i ve sased 
Med ic ine: NBMJという医療界での動きである。ナラテ
イブとは「物語(物語り)Jと訳されるが、 NBMは、医
療を「語りj と「対話Jを通じての医療従事者と患者

の相互交流という観点からとらえ、記述しようとし、

医療における、相互交流、関係性、主観、解釈、意味

などを重視するアプローチである。ここでは、そのNBM
の概念そのものの体育・スポーツ事象(場面)への援

用を意図しているわけではない。同じ事象に対して複

数の異なる意味付けを可能とする、あるいはそのよう

な事象の多義性を容認する姿勢(斎藤はそれを「視点

としてのナラティプJと呼んでいる)を持つことを提

案したいのである。



第2・4合同専門分科会シンポジウム

演者:笹津吉明(琉球大学)
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演題:小中学生の学力と睡眠習慣、運動習慣及び他の生活習慣との関連

一沖縄県の疫学調査からのまとめ一

司会:栗原淳(佐賀大学)、桧垣靖樹(福岡大学)

キーワード:小中学生、学力、睡眠習慣、運動習慣、疫学調査

目的

著者らの2度に亘る沖縄県の小中学生の学力と睡

眠、運動及び他の生活習慣に関する調査の結果から、

本シンホ・γウムにおいて、小中学生の学力には学習時間

と同等に、質と量を考慮した醐民習慣や運動習慣が

正の影響を及ぼすことを提言したい。文部科学省が

行う「全国学力・学習状況調査Jにおいて、沖縄県

は過去4年間に亘って最下位で、あるo 教員の指導力

や社会経済的な背景等が論じられるが、著者は沖縄

の夜更かし文化がもたらす児童生徒の醐民の質に学

力の低さの原因があると考えた。

また、醐民生理の基礎的知見、児童生徒の醐民問

題、良質の醐民をとる方法論について触れ、学校保

健における疫学調査の重要性を言及しまとめた。

方法

1回目の調査沖縄県内の中学3年生男女613名、

2回目は小学6年生981名、中学3年生1，051名を

対象に、自記式の質問紙調査を行った。質問項目は、

生活習慣(朝食摂取、TV視聴、TVゲーム、インターネット、

携帯使用)・学習習慣(平日、休日勉強時間、通塾、

読書習慣)、抑うつ、外向性、自尊感情、主観的学力

(国語、算数(数学)、理科、社会、英語、体育の5

段階のリートストjレ)、睡眠習慣(睡眠時間、不眠症、睡

眠の質(不眠症傾向)、日常の醐民の質、睡眠の満足

度、睡眠の規則性)、運動習慣等で構成した。平成

21年度全国学力・学習状況調査A問題を実施し、

国語、算数(数学)の学力調査の結果と主観的学力

の順位相関をとり妥当性を検討した。

結果と考察及びまとめ

有効回答率は全て90%を超えた。学力調査と主観

的学力の!倒立相関は、小学国語、r=.44、算数r=.49、

中学国語r=.54、数学r=.77と1%水準で有意であり、

一定の妥当性を得た。不眠症の有病率は小学生で

13%、中学生で23-..33略であり、 6時間未満の矧民者

は小学生で5%、中学生で9.5-"20部であった。小学

生では矧民者ほど算数、社会、体育、文系の学力が

低く、不眠症傾向者ほど理科、社会、文系、理系の

学力低かった。中学生では醐民の質が悪い者ほど国

語、社会、英語といった文系教科の学力が低かった。

また運動習慣は小学生では国語、社会といった文系

教科、中学生では理科を除く全ての文系、理系教科

の学力とポγティ7守な関連がみられた(表)。運動習慣

は徐波醐民の増加や入眠潜時の短縮等の良質の睡眠

を誘発し、良質の睡眠は日中の活動性を高めかトニン

活性を増加させ、学習能力の向上や感情制御や知的

作業に好影響をもたらす。逆に睡眠の質の低下は、

成長お悶ン分泌低下、コlげコステライト分泌増加、インスル抵抗

性低下を招き肥満に繋がる。夜更かしで夜食を摂る

と朝食欠食に繋がり血糖値低下による脳活動低下も

招く。近年の研究成果から脚民前に獲得した記憶・

学習成果よりもR郵民後のテスト結果の方が向上する、

「醐民依存性の記憶の向上Jも示唆される。疫学調

表.2回目調査の学力に影響を及ぼす諸要因の関連(ログ好イ神田鍋分析、数値iまれr比、林…pく0.01 *・・・p(O.侃)
査で得られた知見

を、現場で実践す
1)、学生 中学生

各項目(晦劃V対関 国館 算数 理科 社会 体育 国語 鮮繍理科社会 開 ることが公衆衛生

は :; !:: :; l:! 活動である。琉大睡曜{短時間/対関 1.4 2:0宇 1.7 1:2 1.2 1.1 
不醒症(不眠症/対照B 0.9 0.7 1.7* 1.3 0.9 0.9 
睡韓貿(不眠鏑/対関 1.4 1.1 1.3 1.2 1.3 1.540 1. 0 1. 2 O. 9 1. 540 O. 8 では小学生に日曜

1:L fL f: ?L 2L の早朝運動と勉強日常臨民(不良/対駒 1.1 1.1 。，お 0.7 2.2* 0.9 
運動習慣悔崎? 1.1 1.6紳 1.3 1.s. 5.0 1.4串

1.3 1.5 1.3 1.3 1.併 を介入している。
2.8特 3.4柿 2.4柿 3.4柿 2.1柿

朝食摂取(欠食/対関 3.4柿 1.6 1.2 3.2*串 2.2事 1. 7* 
勉強(短時間/対照D 1.9輔 1.7寧 1.9紳 2.1柿 1.7寧 3.2紳
抑うつ(抑うつ/対冊 1.2 1.5柿 1.0 0.8 1.7柿 1.0 1. 3 1. 0 O. 9 1. 3 1. 9柿
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<第3専門分科会シンポジウム>

大学における教員養成としての育成すべき資質能力とは

【企画趣旨】

本分科会においては、 2008年 3月の学習指導

要領改訂に伴い、「幼少連携Jr小中連携J、そして
階梯に伴った「適時性jや「系統性Jなどをキー

ワードに、各発達階梯を意識しながら、研究成果

や実践をテーマとして論議を進めてきた。丁度、

今年 (2011年)4月、小学校において全面実施を
迎えたところである。しかし一方では、教員養成・

免許制度に関するさまざまな教育改革も同時に進

められ、体育教師の「実践的指導力Jや「専門性J

において熟考されぬまま、制度だけが先行してい

る感が否めない。

そこで本年度は、各養成機関において育成すべ

き資質能力をどのように捉えているのか、といっ

た視点を柱として、階梯ごとの養成機関における

「専門性」や、「こども観J、「教師観Jなどについ

て意見交換をしていきたい。演者として、大学で

の教員養成に関わりのあるお二人の先生に話題提

供をしていただき、フロアの方と課題を共有しな

がら活発な意見交換をしていきたいと考えた。

【演者要旨】

「教員養成として育成すべき資質能力とはJ

三輪佳見(宮崎大学大学院)

①中央教育審議会「教員の資質能力向上特別部会

基本制度ワーキンググループj における教員と

して必要な資質能力に関する議論

②体育専攻ではない学部卒小学校教員の実態は?

③体育授業の指導者としての専門性

④個に応じた指導をするための実技指導力とは?

上記の柱をもとに、教職大学院における講義や

実習で得られた問題から、体育授業者の専門性に

問いかけ、大学での実技授業の内容について問題

提起を行っていただいた。とりわけ、@@に関連

して、学部生に対しては、技能・技術や動きその

ものに対する指導の必要性を感じる。また、でき

演者:三輪佳見(宮崎大学大学院)

海野勇三(山口大学教育学部)

司会:中島憲子(中村学園大学)

ない子どもへの指導には、できない子どもへの共

感(決して同情ではなく)が、子に応じた指導の

ための実技指導力の一部であること。加えて、「で

きるJことと「教えられるJことは必ずしも一致

しないため、運動技能と運動指導力とを区別して

力を付けていく必要がある。

『いま、教師教育カリキュラムに求められている

ことJ 海野勇三(山口大学)

①「学び、の履歴測定バッテリーJを用いた調査結

果…教師の指導性タイプには、全体の3割にあた

る「教育内容不在型Jと「授業不成立型Jが存在

し、それらのタイプは、他のタイプより児童・生

徒の学習成果得点が低得点である。つまり、教員

養成機関において、教えー学ぶ内容を明確にする

ための「教授知識Jや「スキル」の獲得が必要で

ある。また教育現場での研究を通じて、省察の視

点と方法を獲得する必要がある。

②教師教育の現状(東アジアにおける初等学校教

師教育の特徴)…他国に比して日本における教科

に関する必修単位数及び教科開講科目の零細さ。

ここ十数年、子どもたちの『自発性を尊重=r指
導」しなくてよい』という教育d思潮があった故の

指導性タイプを生み出すこととなったことは否め

ない。そういった点に学びつつ、「教科内容Jr教
材」についての豊かな専門的教養、そして「教授

知識Jや「教授スキルJを明確にした教員養成カ

リキュラムと講義内容を準備する必要があろう。

現在、教員養成大学・学部は「研究・教育予算

の縮減Jr教官定員の削減Jr管理・運営業務の増
大Jといった三重苦の中、「育成すべき資質能力J

についての各大学における取組みゃ工夫について

多くのご意見をいただいた。複合の分科会である

がゆえに、教員養成大学・学部としての成果や手

ごたえ、課題、階梯聞の接続などについても今後

共有していきたいと思う。
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平成23年度九州体育・スポーツ学会第60回記念大会

第5専門分科会(競技スポーツ)シンポジウム

「地域におけるスポーツ強化と育成策についてJ

演者知念豪一郎(県立名護高校)

宮城政也(琉球大学教育学部)

世話人 田口正公(福岡大学) 池上寿伸(佐賀大学)

[企画趣旨]

最近、地域(各県)におけるスポーツの強化は

国民体育大会に向けての強化策から圏内、国際的

トップアスリートやプロ選手の育成を視野に置い

た指導体制や方策が構築されてきている。多くの

県や地域がタレント発掘事業を実施し、能力開発

や育成プログラムを展開している。

先に発表されたスポーツ立国戦略において、ま

た立法化されたスポーツ基本法でもアスリートの

育成・強化は国が責任を持つと同時に地域が大き

な役割を果たすことになる。特にジュニア期の選

手発掘と育成は地域のミッションであり、その環

境づくりは急務である。しかし、昨年のシンポジ

ュウム「一貫指導におけるジュニアからシニアに

かけてのコーチングについてJで議論されたよう

に地域の育成環境や指導体制には多くの問題が内

在する。

今回は学会大会が沖縄で開催されるにあたり、

沖縄のスポーツ強化と育成策に焦点をあて議論し

ていきたい。沖縄は本土と遠距離にあり、独自の

アイデアと工夫でトップアスリートやチームを育

て上げられている。特にゴルフ、野球、ハンドボ

ール、バスケットボールなどはスポーツ界をリー

ドし注目されている。

そこで本シンポジウムは沖縄で高校ゴルフ部を

創設し多くの有望選手を育成されている知念豪一

郎先生(名護高校)、沖縄でスポーツ強化の医・科

学サポートをされている宮城政也先生(琉球大学)

をシンポジストにお招きし、指導者の立場と医・

科学サポートの立場から沖縄のスポーツ強化の現

状と問題点を提議いただき、地域からのスポーツ

強化、育成の在り方を考えたい。

[発表要旨]

rゴルフによる学校の特色づくりJ
~本部高校・本部町の取り組み~

知念豪一郎(沖縄県立名護高等学校)

1.はじめに

本部高校は、平成 15年度に沖縄県学校編成整備

計画の中で連携型の中高一貫教育推進校として位

置づけられ、文部科学省及び県教育委員会の指導

を仰ぎながら中高一貫教育の研究・実践を推進し

ている。この問、受け皿となる本部高校ではコー

ス制の導入や読書活動(平成 16年度学校読書活動

優秀実践校文部科学大臣表彰)、進学対策の充実等、

多様な生徒のニーズに対応できる教育活動の改善

に努め、また中学校においても本部町教育委員会

と連携した学力向上対策を積極的に推進してきた。

しかしながら、学区の拡大や本部地域における

少子化が著しく進行し、町内からの本部高校への

入学率を改善しでも、現状 (3学級)の維持が大

変厳しい状況にあり、このため高等学校の存続に

は、広く県内外から募集可能なインパクトの強い

「特色ある学校づくり」が不可欠となり、『ゴルフ

による学校の特色づくり』を推進することとなり、

平成22年度までの取り組みについて報告する。
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2.ゴルフによる学校の特色づくり

( 1 )なぜ「ゴルフJなのか?

①本部地域はゴルフ競技の最適な環境であり、地

域の特性を生かすことができる。

②ゴルフに対する関心が高まり、県内外への大き

なインパクトが期待できる。

③ゴルフは礼儀やマナーを重んじるスポーツであ

り、教育的意義も大きい。

④本構想は県立学校としては前例が無く、学校の

特色が鮮明になる。

⑤ゴルフは個人競技なので小規模校でも活動しや

すい。

(2)教育的ねらいは何か?

①町外からの入学者確保の可能性を高める。

②本校のイメージアップを図り、地域の関心を一

層深める。

③コース制(スポーツコース)の特色づくりを推

進する。

④町外からの生徒が入学することにより学校の活

性化を促進する。

(3)推進にあたっての課題は何か?

①教育課程の位置づけ

②学校教育に理解ある外部指導者の確保

③校内の練習場の整備

④地域のゴルフ場と連携し、プレー費優遇等の協

力依頼

⑤本部町(行政・商工会・観光協会)や同窓会等

へ育成資金造成の支援を依頼する。

3.学校の取り組み(平成 18年度県立高等学校

生き生き活性化支援事業を通して)

( 1 )地域のゴルフ場と外部指導者を活用したゴ

ルフの授業

1--3年スポーツコースの生徒を主に授業を実

施。ゴルフ専門の指導者がいないため外部指導者

を講師として依頼し、より専門的技術を注入する

ことで取り組んだ。 1回の授業を 2時間単位で設

定し、ゴルフ練習場、ゴルフコースの協力を得て

行ったo平成 19年度からは学校設定科目としてゴ

ルフの授業を教育課程に導入した。

(2)県外先進校訪問

ゴルフを授業に取り入れている高等学校を訪問。

授業計画や学習内容、部活動の取り組み状況を視

察。視察校:福岡県立北九州高等学校、福岡県立

青豊高等学校、福岡県立早良高等学校。

(3)校内ゴルフ練習場完成

平成 19年2月に校内にゴルフ練習場が完成 (8

打席の長さ 30ヤードの鳥かご形式)。生き生き活性

化支援事業の研究報告として公開授業を実施。現

在は授業(連携中学校の選択授業含む)や部活動

で活用。

(4)研究の成果と課題

①ゴルフの授業で外部指導者を導入したことによ

り、専門的な技術、ルール、マナーなどを生徒一

人ひとりが学ぶことができた。また、職員もゴル

フの指導方法を深く学ぶことができ今後、授業を

する上で大きな指針となった。

②実際にコースをラウンドすることで、ゴルフの

楽しさや深さを味わうことができた。

③多くの生徒が「またゴルフをやってみたいJと

感想を述べていることから、生涯スポーツへの足

がかりとなった。

④ゴルフ場を利用する際に、一般のお客さんに迷

惑にならないよう弾力的に授業時間を設定し、ゆ

とりをもって授業を行えるよう計画する必要があ

る。

⑤授業者がゴルフを指導できる体制づくり。

4.部活動の取り組み

( 1 )沖縄のジュニアゴルファーの状況を受けて

県内出身のプロゴルファーの活躍にともないゴ

ルフ愛好者が増加しており、県内のジュニアゴル

ファー (6歳--18歳)は約460名の登録数で全国

的にも非常に多い。しかし、小学校や中学校、高

校には部活動として取り組んでいる学校はほとん



どなく、個人的に親やコーチの指導で練習場やゴ

ルフ場に通っており、学校の教育活動としての部

活動の体制は十分とはいえない。そのため、県外

の高校へ『ゴルフ留学』をして活躍する選手も多

い。そのような状況の中、本部高校では野球部や

サッカ一部のような『チームとしての部活動』を

目指し、発足することになった。発足前の半年間

(H17年度)は、外部指導者からゴルフ部顧問に

なるレッスンを受け、コーチング方法やジュニア

大会の日程や内容、年間トレーニングメニューや

週間トレーニングメニューなどを学んだ。

(2)練習方法

本部高校ゴルフ部の最大の目標は 8月に開催さ

れる全国大会(緑の甲子園)の団体の部での優勝

であるので、その大会に照準を合わせ、年間トレ

ーニングメニューと週間トレーニングメニューを

組んでいる。

5.これまでのおもな実績

<男子>

O団体 ※3年連続全国大会出場

H21:九州大会準優勝、全国大会27位、

H22 :九州大会4位、全国大会 16位

H23 :九州大会準優勝、全国大会準優勝

。個人

県内の大会は、ほとんど優勝や上位を占め、国

体や全国大会にも出場している。

<女子>

O団体

H19 :夏季九州大会優勝(県勢初)、全国大会8位

H22 :夏季九州大会優勝、全国大会8位

。個人

県内の大会は、ほとんど優勝や上位を占める。

比嘉真美子が日本女子アマ優勝をはじめ全国優勝

を2回達成、上位入賞も多く果たしている。ナシ

ョナルチームメンバーとして国際大会にも数多く

出場している。
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6.支援体制

大会数が多い。ほとんどの大会において県内予

選がなく、九州大会からの参加となるので他競技

に比べ派遣費が多くかかる。学校の予算だけでは

対応ができず、部発足時からゴルフ部後援会を立

ち上げ資金造成を実施。後援会の取り組みとして

会員獲得や年に2回のチャリティーコンペ等を開

催し、資金集めをゴルフ部父母会と連携して取り

組んでいる。

7.これからの展望と課題

( 1 )展望

①ゴルフを通しての人間教育

ゴルフは審判がいない競技。選手自ら公正にルー

ルを遵守するフェアー精神はもちろん、相手選手

への気配りやゴルフ場へのマナーを重んじるスポ

ーツである。何よりも日頃の生活面が重要になっ

てくる。小さい(当たり前)ことからコツコツと

できるよう指導し今後も『結果(実績)~よりも

『プロセス(生活態度や練習に取り組む姿勢)~を

大事にする部活動にしていきたい。

②本部高校ゴルフ部はプロ養成所ではない

本校ゴルフ部は日本代表として国際大会で活躍す

る選手もいれば、高校入学後にゴルフをはじめた

初心者まで幅広い部員で構成されている。高校は

プロ養成所ではない。チームとしての目標と個々

の目標に向かつて取り組んで欲しいと思っている。

自然と親しみ自然と闘う、生涯スポーツとしてゴ

ルフを楽しんでもらいたい。

(2 )課題

①新入生の受け入れ体制

高校から県外の名門校ヘゴルフ留学をする生徒が

少なくない。最近では本校ゴルフ部も実績を挙げ

つつあり、入学希望者が増えてきた。しかし本校

には寮がなく、後援会のパックアップのもと、ア

パートを寮代わりにしている。今後、新入生が増

えた時の受け入れ体制の充実が急務である。

②ゴルフ場との連携
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練習をするレンジやゴルフ場には常に一般のお客

さんがいるので、迷惑にならないようなマナー指

導と、練習内容が不足にならないようにゴルフ場

との連携、協力体制の構築が必要である。

③指導者の育成と充実

ジュニアゴルファーの数は全国的にも多い本県で

あるが、それを受け入れるゴルフ部がほとんどな

く、指導者も少ない。中学校でも部活動として取

り組むことも必要である。

④経済的な負担と大会数の多さ

練習場、コースでのラウンドが主な練習になるの

で、他競技に比べ経済的な負担が大きい。派遣に

関しても県外での大会が多く学校からの補助が出

ない学校も多い。またゴルフ界の組織も多岐にわ

たり、大会数が多く日程的にも厳しい場合もある。

8.おわりに

ゴルフ部を発足して 6年目。ょうやく部活動と

しての基盤が出来つつある。本部町をはじめ、父

母会、ゴルフ部後援会、ゴルフ場や地域の方々に

支えられ多くの実績を残すことができた。

年中ゴルフができる気候的な環境、ジュニアへ

の理解がある練習環境、県外には類を見ないユニ

ークな大会など、本県はゴルフをする上での環境

は非常に恵まれている。これからも『ゴルフをさ

せてもらっている』という感謝の気持ちを忘れず

に、ゴルフを通しての人格形成や生涯スポーツと

してゴルフを楽しめるような部活動として取り組

んで欲しい。

『沖縄県スポーツ医・科学サポートプログラムに

ついてJ

宮城政也(琉球大学)

【はじめに】

今回，九州体育・スポーツ学会第60回記念大会

において，沖縄県スポーツ医・科学サポートプロ

グラムについて報告できる機会を与えて頂き感謝

申し上げます。

沖縄県では，これまでのスポーツ医・科学委員会

の活動をさらに発展させ，スポーツの振興，競技

力の向上などについて，教育的な観点から各専門

部会(スポーツ科学部会，医学部会，コーチング

部会，栄養部会， トレーナ一部会)の専門性を生

かし，現場で活用できる継続的なサポートを具現

化すべく， 2009年9月， rスポーツ医科学サポー

トプログラムJを発足することとなりました。

本シンポジウムでは， 2010年度沖縄県で開催さ

れた“美ら島沖縄全国高校総体"におけるサポー

トプログラムの活動内容，評価，課題などについ

ての情報提供を行うことを通して，フロアの皆さ

んとの有意義な意見交換の場となりました。以下

にその内容報告をいたします。

【シンポジウムの内容】

1.具体的取り組み

「トレーナーサポートJ: 0トレーナーの体制は，
トレーナ一部会員 5名及び，沖縄県理学療法士会

より派遣されたサポートトレーナー47名，総勢52

名で6競技7チームをサポート。 O通常のサポー

トは，週 1--2回程度。 1回は，練習時間も含めて

1--3時間程度。活動内容は，疲労に対するマッサ

ージやストレッチo また，慢性疲労や外傷がはっ

きりしている場合には，テーピングや個々に合わ

せたトレーニング，セルケアに関する指導。 O必

要に応じて，医療機関の受診を勧め，その情報を

もとに事後対応を行った。「スポーツ医学部会(医

療機関)との連携J。

「栄養サポートJ: 0主なサポート内容は，選手

個々のこれまでの食事調査を行い，その結果を受

けての食事指導。 0食事の基本や夏場の食事や水

分の摂り方，試合時の食事方法等についての講話。

01人15分程度の個別指導や，日々の食事チェ

ック，合宿先での食事調整，試合に帯同しての水

分や捕食の摂取状況の管理等の実施。 o高校生の
食生活は，保護者の協力も欠かせないことから，

選手の保護者向けの栄養講話の実施。



「メンタルサポートJ:0スポーツ医・科学サポー

トプログラムの目的。 0メンタルトレーニング解

説(メンタルトレーニングの目的)0 0目標設定・
動機づけO落ち着き&醤起のバランストレーニン

グ。 0セルフトークトレーニング。 0イメージト

レーニングと気づき。 0集中カトレーニングOチ

ームビルディングトレーニング。 0日常生活と競

技パフォーマンスO相談活動(個人面談、怪我の精

神的対応、その他)0 0マスコミ対策O指導者と

の意見交換。 oその他部会とのコーディネート。

2.サポートに対する選手，指導者の評価

全てのサポートに対して選手は意識が良い方向

ヘ変化し(85-90%)，満足度も高かった(88-94%)。

指導者は，選手の意識や行動の変化や試合への影

響などについて積極的な評価が多くみられた。

3.サポートプログラムの内容的課題

「トレーナーサポートJ:常にケガと隣り合わ

せである現場では，極力，早期に対応できるサポ

ート体制の構築。「栄養サポートJ:様々な状況に

合わせてより詳細な個別指導の実施。「メンタルト

レーニングサポートJ:より多くの選手が，意識を

変え，実際に行動を変えるまでの「プロセスJに

要する時間的な課題。

4.サポートプログラムの制度的課題

本プログラムの「受益者負担Jの捉え方につい

て，指導者の意見を簡約すると「“良いことは分か

っている"しかし 保護者や選手との調整の中か

ら，いかに予算のやりくりをしていくかが必要と

なり，有効な取り組みだからといって，すぐに“サ

ポートの活用"といえる現状ではないJ。このよう

な現状について，今後検討が必要である。

【フロアとの意見交換】

本報告後，多様な所感や質問が出される中。特

に，サポートスタッフと今後の継続に関する質疑

は象徴的であった。サポートプログラム実施スタ
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ッフのマンパワーについては，各部会とも必ずし

も十分であるとは言えない。しかし，各部会とも

後継者の育成を意図した活動，コーチング部会や

各指導者，競技団体との連携を強化することによ

ってマンパワーの不足をどのように補うかについ

て検討が行われている。さらに将来的なサポート

そのものの継続について，人づくり，財政的視点

(受益者負担制度)を含めたシステマティックな

活動の在り方は，沖縄県のスポーツ振興に関わる

将来構想との連動性を持たせるべきであり，今回

のシンポジウムでは，今後のさらなる検討課題が

明確になる場となった。



3. 研究推進委員会企画セッション



音楽が自己選択ペースでのランニングに及ぼす
生理心理的効果

斉藤篤司、橋本公雄(九州大学)、本多芙美子(鹿屋体育大学)

キーワード:自己選択ペース、ランニング、音楽、感情、心拍数

研究の背景と目的 方法
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健康・体力づくりのためには運動の継続が不可欠である。 手順:健康な成人を対象とし、自己選択ペースによるラン

従来の運動処方では運動強度や時間、頻度といった量的側 ニング (selιselectedpace running: SPR)とこれに音楽を加

面での処方がなされ、継続につながりづらいというデメリ えたランニング (selιselectedpace runnmg+music: SPR+M) 

ットがあった。これに対し、我々は運動者が自ら選択した をそれぞれ30分間行った。ランニングに用いた装置は走

ベースでの運動により「快感情Jや「満足感Jなどのポジ 者のペースに合わせて、スピードを自動的に変化させるも

ティブな感情を増加させることを示し、このような運動者 ので、走者の選択したペースでの走行が可能となる。音楽

の欲求や態度を含めた運動処方の必要性を呈示してきた。 は被験者個々の好きな音楽を携帯型音楽プレーヤーから

しかし、長時間のランニング中、一定の強度を保って走 ヘッドホーンを用いて聞くようにした。

行しているランナーでは、感情の変化が小さいだけでなく、 測定項目:走行中の運動強度を心拍数および主観的運動強

ポジティプでもネガティプでもない「無感覚(ニュートラ 度により測定した。また、走行前、走行中および走行直後

ル)Jな状態で走行していることが認められた。また、自 の感情の変化を Feelingscaleと「快感情Jrリラックス感」

己選択ペースが可能な装置を用いた 1時間のランニング 「不安感Jからなる尺度 (MoodCheck List Short fonn 2; 

においても、走行中の気分や感情の変化が小さいことを報 MCL-S2)を用いて測定した。

告してきた。 結果

したがって、自己選択ペースでの運動中の感情はむしろ 走ペースの設定はSPR+Mではすべての被験者において、

ニュートラルであり、運動を継続している人では様々な外 音楽の影響を受けたと回答した。SPRでの走行中の心拍数

的環境が変化する中でも内的環境を変化(生理的変化)さ はおよそ20拍/分の範囲内で変動し、速度(強度)を変化

せ(アソシエーション)、感情変化を小さく保ちながら運 させながら走行していた。 SPR+Mにおいても、 SPRとほ

動を遂行できているのではないかと考えられる。 ぽ同様の心拍数の範囲で走行している傾向が認められた。

これに対し、近年、音楽のビートは心拍数と関連し、ウ このように強度を変化させながら走行するランニングに

ォーキングの持続時間を増加させることが報告されてい おいて、SPRでは走行中の感情は快でも不快でもない状態

る。これは音楽を聞くことにより運動を分離させ(ディソ を示したのに対し、 SPR+Mでは快感情の増加と不安感の

シエーション)、運動を遂行していると考えられる。 低下を示す傾向が認められた。

そこで、本研究では自己選択ペースでのランニングにお したがって、ランニング中に音楽を聞くことの生理的な

いて音楽の使用が生理的・心理的応答にどのように影響す 応答への影響は小さいが、心理的にポジティプな影響を及

るかについて検討することを目的とした。 ぽし、運動の継続化に有効な要因の1つである可能性が示

唆された。



4. スチューデントセッション



51 

「楽」して上手くなる!

一運動スキル獲得に労力や時間は必要か?ー

司会:阪田 俊輔(九州大学大学院)

演者:幾留沙智(鹿屋体育大学大学院)中川 希望(熊本大学大学院)

初めに

スポーツにおける上達、つまり競技に必要な運動・

心理スキルの獲得には、長期的かつ反復的な練習が必

須であると考えられてきた。しかし、最近では、より

短期的かつ効率的に上達に至る方法が注目されてい

る。これは、スポーツ科学全体の発展に伴うものであ

ると考えられる。

本セッションは、上記のような「短期的かつ効率的

に上達に至るJことを、「楽Jをするという言葉にま

とめテーマとして設定し、幼児教育・運動学習・行動

科学の視点からその方法論と有用性を考察した。

1.幼児教育から(中Jlf}

「幼児期における運動遊びと運動スキル獲得につい

ての一考察」

幼児期における「運動遊びJが、将来的な運動スキ

ル獲得に効率的に働くことを説明した。

幼児期において運動スキルを獲得できる場面とし

て「運動遊びJがある。「運動遊びJには、遊具を用

いた多様なものがあり、年齢に合わせたものを選択す

ることによって、神経発達を促進出来ると言われてい

る。また、この時期に十分な神経発達がなされること

で、将来的に運動スキルの獲得が効率的に行うことが

出来る、つまり「楽Jが出来ると考えられる。

2.運動学習から(幾留)

「運動学習研究がもたらす「楽」して?!上手くなる方

法」

運動スキルの保持及び転移を得ることを上達と定

義し、それらをより効率的に獲得できる方法を説明し

阪田俊輔(九州大学大学院)

た。

バドミントンのサーブ等の技術練習において、ーか

所からではなく多様な場所から行う、練習メニューの

ランダム化をすることで、より効率的に上達すること

が期待出来る。これは、多様性練習効果による優れた

保持と、文脈干渉効果による優れた転移が行われるか

らである。これらは、練習者の認知的負荷が高まるこ

とから、保持・転移がより短期間で行われ、結果とし

て「楽Jが出来ると考えられる。

3.行動科学から(阪田)

「練習より試合を一大学体育授業における行動科学

技法の導入-J

体育授業において、生徒に試合をより多く経験させ

ること、行動科学技法を積極的に取り入れることが運

動スキル獲得に効率的に働くことを説明した。

試合には、競技毎の特異的な場面を経験出来る、ス

ポーツの楽しさを多く含み、体育において積極的に行

うべきであると考えた。また、目標設定等を用いた自

己調整型学習を行わせることで、有能感や自己知覚と

いった心理面の向上が期待でき、それらが運動スキル

の獲得に有益に働くことも期待できる。体育授業とい

う限られた時間内でも、心理・運動スキル両面の獲得

が出来ることから、「楽」が出来ると考えられる。

まとめ

以上の3点の視点から、短期的・効率的な運動スキ

ルの獲得、つまり「楽Jをするということの方法論と

有用性を示すことが出来たと言える。



5 一般研究発表 (口頭発表)
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プロ野球選手の通算年俸に関する研究

ードラフト指名順位に着目して-

0黒田次郎(近畿大学産業理工学部経営ビジネス学科)

キーワード:プロ野球 ドラフト制度通算年俸 ドラフト指名順位

目的

プロスポーツの中で人気・集客力・マスコミ露出

が多く、大きな経済効果をもたらすプロ野球選手の

場合、世界的な景気後退により経済事情が悪化して

いる中でも、近年はトレード・フリーエージェント

制度(以下FA制度)の導入明書手の海外移籍など

が活発になり、選手の平均年俸は30年前と比較して

3倍以上に目訴し上がり、 2010年の 1億円プレーヤー

は70人にのぼった。

しかしながら、プロ野球選手の全盛期は必ずしも

長いとは言えず、毎年脚光を浴びてチームに入団す

る選手と同じようにひっそりと引退してして選手も

少なくない。プロ野球選手の平均在籍年数は約9年、

引退時の平均年齢は約29歳となっているo

このようなデータがある中、 ドラフト指名!唄位と

通算年俸がどのような関係にあるのかを検討する。

対象と方法

1. 調査対象

日本プロ野球のドラフト制度によって指名を受け、

かつプロ野球球団に入団した選手であり、 2001年か

ら2009年までの聞に引退した(アメリカ・メジャー

リーグ移籍選手は除く)選手全員698名を対象とし

た。

2. 調査検討項目

調査項目として、選手の推定平均年俸(以下、平

均年俸。契約金の含まれていない通算年俸を在籍年

数で除し、四捨五入して整数値にした)、在籍年数、

ドラフト指名I民位を選択した。在籍年数は25パーセ

ンタイノLイ直、 50パーセンタイノレ{直、 75パーセンタイ

ノレイ直を調べた上で、整数の年数で4つに区分した。

ドラフト指名順位は、ドラフト 1位、ドラフト 2位、

ドラフト3位、 ドラフト4位、 ドラフト 5位、 ドラ

フト6位以下の6群に分類した。

3. 分析方法

1)在籍年数と平均年俸の関係

在籍年数と年俸水準の関係を明らかにするため、

平均年俸に関する基本統計量を在籍年数区分ごとに

計算した。

2) ドラフト指名順位と平均年俸の関係

選手が野球選手としての将来を設計するにあたっ

て、判断材料にできる重要な基準として、 ドラフト

指名順位を考えた。選手のドラフト指名順位を 1

位・2位・3位・4位・ 5位・6位以下の6群に再カ

テゴリ化し、 6群間で平均年俸を比較した。

3) ドラフト指名順位と在籍年数の関係

ドラフト指名I1慎位と在籍年数の関係を明らかにす

るため、平均年俸は低い方から 25%以下(1023万円

以下群、以下第一分位)、 25%超-"50%以下(1024万

円以上2034万円以下、以下第二分位)、 5併も超-"75%

以下(2035万円以上4011万円以下、以下第三分位)、

75%超(4111万円以上、以下第四分位)の 4群に分類

し、 ドラフト指名順位との間でクロス集計分析を行

った白分析には、統計パッケージ SPSS15.0J for 

Wmdowsを用いた。

結果と考察

ドラフト会議において下位指名された選手が、プ

ロ野球選手として球団に長く在籍して、高い年俸を

獲得できる確率は低いことが本研究結果から示唆さ

れた。特に高校生でドラフトの指名順位が下位の場

合、プロ野球選手として充実したキャリアを築ける

確率は必ずしも高くないことは指摘せざるを得ない。
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アスリートの自己開発過程における「ギャンプノレ」的行動の意味性

-400mハードラー為末大選手のライフヒストリーに着目して一

0新美尚行 (大分大学大学院) 谷口勇一 (大分大学)

キーワード 為末大，ギャンプノレ，自己開発過程，自己有能感，主体性

目的

「主体性Jに関して船津 (20∞)は.r人間は日常的
な状況においては自動的，習慣的.}V-ーティン的な

行動を行うが，何らかの問題に直面した場合，これ

までとは異なる新たな行動を行わねばならず，自己

を内省化し，思考をあれこれめぐらし，問題を解決

しようとするj とし，問題解決の過程で発栂される

「創発的内省性」によって 「自我形成jが見出され，

その結果として「主体性J形成に至ると説明する.

各種「困難」と対幹する中で，自己の更なる成長を

目指し，これまでとは異なる新たな行動を起こそう

とする 「主体性」には，確実な結果の保証がなされ

ていないような一種の「賭けJ.つまり「ギャンブノレJ

的な要素が内包されているように思われる.そこで

本研究では、数多くの困難を克服し，第一線で活躍

し続けている為末選手のライフヒストリーに焦点化

し、「困難」克服を意図した行動を「ギャンプノレ」概

念にて解釈し、また、し、かなるプロセスを経て「ギ

ヤンプノレ」 的行動(主体性の発揮)を起こすに至っ

たのかを考察することを目的とした.

方法

l 調査方法

半構造化インタビュー法を用いて為末選手へのイ

ンタビューを行った分析にはグラウンデッド ・セ

オリー・アプローチによるコーディング法を援用し，

データの概念化を行い，各概念間の関係性を考察し，

カテゴリーとしてまとめ rギャンブルJ的行動の構
造把握とその意味性の考察を施した また，いかな

るプロセスを経て「ギャンプノレJ的行動を起こすに

至ったのかをライフヒストリー(為末選手の手記や

インタビューでの語り)をもとに考察を施した

2調査時期

インタビュー調査は2011年6月 19日に国立スポ

ーツ科学センターにて約80分間実施した.

結果と考察

インタビューの分析・考察から，為末選手の自己

開発過程における「ギャンブ/レj的行動は自身と他

者とを比較して[新たな役割認識]や [志向性の不

一致1がなされるく自他対比過程>から[絶対的自
信1[将来像の展望1[自己への無実任感】からなる
強烈なく自己有能感>によって [現状脱却][定説へ

の反発1といった行動を起こすく創発的行動過程>
へと移行し，更なる自己成長を目指しく自他対比過

程〉へ移行するというく自己開発過程の循環構造>

によって行われていることが明らかとなった(図 1). 

また，以上の構造把握から.rギャンプノレ的J的な
行動を起こすに至るには強烈なく自己有能感>が大

きく寄与していることがノ官凌された.このく自己有

能感>は，幼少期の大人たち・高校時のH先生との

関係・大学時のT先生との出会いといったように他

者との関係のなかで樹制2なされていることが推察

され. [絶対的自信]による行動への決意. [将来の

展望性]による安心感.[自己への無責任感]による

勝負強さが「ギャンプルJ的な行動を起こすに至っ

た一要因になっていると言えよう.

自己開発過程の

循環構造

図1 自己開発過程における「ギャンプノレJ的行動の怖量



元高校球児のスポーツ的社会化過程に関する探索的研究

一高校野球文化の規範性に着目してー

O甲斐義一(大分大学大学院)，谷口勇一(大分大学)

キーワード山1校野球スポーツ的社会化文化的再生産指らぎ

目的

高校野球はその歴史的経緯から，わが国のスポー

ツ文化の中IL;剖役割を担ってきた しかしながら，

近年のJリーグや民間スポーツクラブとし、った走行た

なスポーツ文化が台頭により，これまで維持してき

た独自の規筒性は大きく儒らいでいると考えられる。

本研究ではそうした向佼野球界の変動の中で，貌

として再ひ1高校出j球への社会化を遂げた元高校球児
に着目し，彼らのスポーツ的社会化i品肢をプルテ'ュ

ー(1勿0) の文イU内~土gg~í命を枠組みとして明らか

にすることが目的となる 換言すれば，本研究は絶

え間なく変動する社会における個人の社会化の可符

の要因を解明することに主眼がi泣かれている

方法

l 対象者の選定

対象者は，R7i校野球文化の変容を顕著に感じてい
るであろう，し、わゆる古訴と l呼ばれる o tll~立 T 高校

出身寄で，同校野球部員を子どもにもつ元高校球児

3名とした

2 調査 ・分析万法

ナラティブインタビュー法により収集した会誌が

ータを，木下 (2003)によるグラウンデッド ・セオ

リー ・アプローチを援用し，分析を行った

結果及び考察

以下では，インタピーューデータの分析により生成

された7つの慨宮、と 3つのカテゴリーを)fJい，日:，校

野昧t文化の再生主杭造にl刻する考察を述べる
元日:，校球児(殺)は，その社会化過程において，

まず [中目腕'f.J文化資本]を基にして伝統ilそj尚校野球

く場>でのハピトゥスを汗あたする.また，そこで成

ったメンタリティや他者IJ'j係に価値を見出したこと

で [教育的意後の尊重]をその意図として日長銀百五J

高校野球<場〉の正統化]を志向するようになり，

それは [エリー卜義成への区腕剖 となって立ち現

れることとなる

しかしながら，そのあからさまな悩調は， [樹支力

という支自己的文化資本]を持つ〔新興高校町球く場

>の卓越、化〕に寄与することと同義となる また，

Jfr興高校野球<場>は [伝統的対抗凶生の強制]によ

り [競技力という支配的文化資本]の窓k1:性を隠蔽
し，その正統化を図っているのである.

さらに，[進学体制の闘一化]は，fl胡長 〔イ税制守11Ji

校野球く場>の正統化〕の後ろ荊となってきた年二校

教育<場>の [教育的十臓のj師号化]をもたらす

さらに，[進学体1Mの画一化lは問時に多傑な人材を
受け入れる必'llWJ:を生み，新貝!~::j校野球く場〉での

[競技力という支円己的文化資本]のま['1専による進路

形成のiF.統化に寄与しているのである

以上の倒目を皇しつつ《市政!I1T-球文化のj櫛E性の
揺らぎ》が進行を続けているものと恩われる(図 1)。

図 1 高校野球文化の再生産指造図

社会学酷命としての 「揺らぎj とは，削除{料、

つつ進展する変化 ・成長 ・再生に向けた個人 ・集団

の社会的営為であり，r不安定性の'ffi'態化のなかから，
新たな価値観や枠組みを創出する発開可制Vt..-プ
の構造Jをもつものとして捉えられる(谷仁1，2010)

元高校球児傷心たらは，幼少!QJより形成された

伝紙t的高校野球く場>での強固なノ、ビト少スに加え，

その正統化に対する迷いやg膝 cr揺らぎJ)を惹起
することにより向校野球への再紅会化(高校球児の

再生産)を果たしたのである また，このことから，

「スポーツによる宇土会化Jと「スポーツへの社会イ七J

を相Jlne(Jに捉えた村背且み桃築の必要性が示唆されたー
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スポーツのサブカルチャーに関する一考察

一昭和初期の大学野球に注目してー

0立木宏樹(九州保健福祉大学)

キーワード:支配的イデオロギ一行動様式、価値基準サプカルチャー

はじめに

学生野球にみられる「学生らしいJと評されるプ

レーや行為の多くは「全力J、「寡黙(ひたむき)J、

「正々堂々」等といった学生野球が持つ独自のイデ

オロギーのうえに成り立っている。こうした学生野

球のイデオロギーは明治期の一高野球に始まり、昭

和初期の大学野球へと引き継がれた。しかしながら

昭和初期には野球統制令が通達され、野球害毒論が

沸き起こる等、学生野球のあり方が関われるように

なった。こうした背景には、学生野球を取り巻く環

境とともに学生選手のさまざまな態度や振る舞い、

行為に対する批判がその要因のひとつとなった。

研究の目的

本研究では、昭和初期おける大学野球の支配的な

イデオロギーの特徴ついて概観にしつつ、こうした

イデオロギーに支配されない行為に注目し、それら

の行為についてスポーツにおけるサプカルチャーと

して位置づけ、支配的イデオロギーとの関係性につ

いて考察することを目的とする。

昭和初期の大学野球にみられるイデオロギー

大正9年に早稲田大学の初代監督(専任)となっ

た飛田は「学生野球の父Jと呼ばれるほど、学生野

球大きな影響を与えた人物である。そのイデオロギ

ーは「野球は宗教なりJとの言葉が示すように、基

本的には一高の「武士道野球Jの影響を大きく受け

ており、早稲田大学監督時の「千本ノックJに代表

される猛練習の課し、一高野球に代表される武士道

的勝利至上主義と武士道的鍛錬主義を貫いていた。

このようなことから昭和初期の大学野球において支

配的なイデオロギーとその行動様式や価値基準は

「武士道野球Jを中心とした野球信条イデオロギー

に強く傾斜したものであることが示唆される。

中心的イデオロギーに支配されない行為

昭和6年、春季リーグ早慶2回戦七回表三原衡の

ホームスチールや昭和 13年、春のリーグ早立二回

戦早稲田の二塁手である大谷選手がチェンジの際み

んながやるように、パッとグラブを地上に投げ捨て

た行為、また、昭和 13年、春のリーグにて慶応井

川選手が主審銭村氏の判定に対して喰ってかかって

抗議をした行為等は「武士度野球Jを中心とした野

球イデオロギーからは逸脱するものであった。また、

三原のホームスチールに対し、飛田が「定法外れj

と批判したことや昭和 13年に文部省から「パット

やグローブを投げ捨てておかないJ、「審判には絶対

文句を云わないJとの改善が求められたことからも、

こうした行為が「武士道野球Jを信条としたイデオ

ロギーから逸脱していた行為であったこと、さらに

は、こうした行為が度々行なわれていたことが伺え

る。

まとめと考察

昭和初期の大学野球にみられる派手なパフォーマ

ンスや勝利至上のトリックプレー、また、試合進行

を妨げる堕落的な態度や審判への抗議などの行為は

支配的イデオロギーに対するサプカルチャーとして

捉えることができる。そして、こうした学生野球に

みられるサプカルチャーは、多くの野球関係者や教

育関係者に説得され、制度的な規制が行なわれてき

た一方で、学生野球における支配的なイデオロギー、

それに基づいた行動様式斜面値基準に迎合すること

なくその存在を維持していること、さらにはこうし

たサプカルチャーとしての行為はサプカルチャーが

持つ「下位性Jや「周縁性Jとして、支配的なイデ

オロギ一、それに基づく行動様式や価値基準を刺激

し、新たなカルチャーの創出する契機を生み出して

いることが明らかとなった。
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ルネサンス期における calcioの実相

-Richard Mulcasterの教育論への影響を考えるために-

O中野大地(福岡教育大学大学院) 榊原浩晃(福岡教育大学)

キーワード:ルネサンス期悶chardMulcasterωlcio フィレンツェ パドヴア

1.はじめに

近代イギリスにおいて行われていた f∞tballは，
極めて暴力的で，ゲームの禁止令や批評家による言

及などからもわかるように多くの批判を受けている.

このような時代に，英人人文学者問ch紅dM叫伺蜘

は，イギリスのパブリックスクールの学校教育にお

いて，教育価値のある球技の 1つとして， D∞めall

を推奨している.彼は， D∞tballが批判を受けていた
時代において，ルネサンス期の calcioの実践に注目

して，時代に先んじて推奨した人物として，明らか

になっているが，推奨した f∞tballの詳細に関する
内容や，推奨したf∞tballと伺lcioとの詳細な関連に
ついては明らかになっていない.また， footballを推

奨するにあたり，よって本研究では， Richard 

Mulcasterがイギリスのパブリックスクールの教育

に推奨したあotballの詳細を明らかにすることと，

Richard M叫.casぬrが推奨したあotballへ影響を与

えたcalcioの実相を明らかにすることを目的とする.

2.関ch訂dMulcasterが推奨するfootball

Marchant taylors' scb∞lの初代校長であった
Richard Mulcasterは 自身の教育論の特徴である身

体の訓練の重要性と必要性の主張を満たす球技とし

て， D∞めall，handball， anneballの3つについて推奨

している.既存のイギリスで行われている f∞めall

について， r蹴球技に対する悪口は，それが正しい効
用を持っていることの十分な証拠となるJとしてお

り，健康増進と体力養成の身体への効果があること

を認めている一方で，改善した footballを新たに推

奨している.彼が推奨したf∞めallの新たな特徴は，

近代イギリスで行われていた f∞tballと同様に，健
康増進と体力促進の身体的効果を持つことと，青少

年の教育的活動における運動のために，出etraining 

m錨飽r，すなわち，審判を配置することである.

3.フィレンツェにおける calcio

フィレンツェにおける calcioは「若者の2チーム

が腕を使用しないで足で行うゲームJである.最た

る目的は， αccia，すなわち，ボールを敵のゴールの

後ろに進めることによって得点を奪うことである.

ca∞iaを奪うことは，賞賛と男らしい徳への欲望を
満たすものであり，激しい肉体運動による身体的効

果と，有徳な勝利へと喚起することによる精神的効

果がもたらされるとしている.また，この競技は，

jレールと競技者の配置と戦術によって，素晴らしい

正確さとその複雑で完全なる知識を持ち，ルールを

遵守するために，審判と矛槍兵か百置されていた.

4.パドヴァにおける αlcio

パドヴァにおける calcioの最たる目的は，ある特

定の場所へボールを押し込むことによる得点を決め

ることであり，う信長ある行為とされている.また，

ルールは， 2つの禁止事項とスカラムッチアによる

試合の開始と再開方法のみであり，これらのルール

を遵守するために 各チームの隊長が護持Ijの役割を

担う.r本物の会戦を初御とさせるゲームJとし，競
技者の配置と戦術空間的限定視覚的識別からも

わかるように競技者の配置に応じた活動を伴う疑似

戦闘の鱗リを持つ競技として，規則を遵守すること

によって，秩序のある活動が展開されていた.

5.まとめにかえて

以上のように， Richard Mulωterは，青少年の教

育的活動において， D∞めallñ~ 血e 回血血gm鎚ter を配

置することによって，健康増進と体力促進の身体的

効果を持つものとして推奨している.ルネサンス期

における αlcioの実相として双方の αlcioの共i邑長

をみると非常に人気のある競技で，名誉のために

競技し，そのために，激しい身体的活動を伴う組織

的な活動を行っていた.さらに，組織的な行動は，

ルールとルールを遵守させるための審判の存在によ

り徽密なものとなっている.Richard M叫郎防が推

奨したfootballがイタリアのcalcioの実践に基づくも

のであることが再確認できる.
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大学生の運動・スポーツ行動の国際比較

一計画的行動理論に準拠してー

0橋本公雄(九州大学健康科，学センター)，藤永 博(和歌山大学)，西田順一(群馬大

学)，内田若希(北九州市立大学)， Rafer Lutz (Baylor Univ.， USA ) Frank Jing-Horng 

Lu (National College ofP.E. & Sport， Taiwan)， Jiandong Ding and Xin Wang (Hainan 

Univ.， Sanya College， China)， Shijun Wang (Dalian Medical Univ.， China) 

キーワード:運動行動計画的行動理論比較文化的研究

目的

近年の大学生の運動・スポーツ活動は減少傾向に

ある。このような社会的行動を予測・説明する理論

として、計画的行動理論があるが、この理論では、

行動の決定因を行動意図とし、態度、主観句規範、

行動の統制感を行動意図の予測因としている。欧米

の研究では、行動意図に対する予測因のうち主観的

規範の規定力は態度や行動の統制感に比し、低し、こ

とが指摘されている (Hausenblas，Carron， Mack， 

1997; Hagger， et al.， 2002)。主観的規範とは他者

の期待に対するプレッシャーであるが、わが国の国

民のさまざまな社会的行動を考えたとき、重要な予

測因と考えられる。そこで、わが国の大学生の運動

行動を理解するため、計画的行動理論に準拠し、諸

外国の大学生と比較検討することとした。

方法

1. 対象者と調査時期

対象者は日本、アメリカ、中園、台湾の1年生か

ら4年生までの男女大学生であり、欠損値のない資

料の完全な2250名を分析の対象とした日本の対象

者は男子504名、女子277名、アメリカは男子 179

名、女子264名、中国は男子 179名、女子301名、

台湾は男子319名、女子227名である.調査は2011

年 11月から2012年5月にかけ実施された.

2. 調査項目

1)運動・スポーツ行動:Pr，∞haskaとDiclementβ

が提唱するトランスセオレテイカル・モデルの行動

変容ステージを用いて、無関心期、関IL-朔、準備期、

実行期、維持期を表す項目から 1つを選択させたo

2)行動意図:rあなたはこれから 1ヶ月以内に運
動あるいはスポーツを行いますかJという設問項目

に対し、 fしないだろうーするだろうJを両極とす

る5段階評定尺度法で測定した。

3)運動行動に対する態度:運動・スポーツに参加

することに対する感情および評価的側面に関して、

「楽しし、-楽しくなしリ「良し、-悪しリなどの8項目

の汗熔詞対を用いて5段階評定尺度法で測定した.

4)主雛句規範ぷ族、兄弟・姉妹、親友、仲間集

団メンバーの重要な他者について、「あなたが運動や

スポーツをするべきだと，思っているj としづ設問項

目を設定し、「まったくそうでないーまったくそうで

あるJを両極とする 5段階評定尺度法で測定した。

5)行動の統制感:r運動やスポーツを定期的に行
うことJに対する時間確保の可能性、自己決定感、

難易度の3項目の統制感について5段階評定尺度法

で測定した。

結果と考察

日本の大学生の運動行動は他国に比し、無関IL~朝

に占める割合(男子:28.6%、女子:43.3%)が多

く、実施している者と実施していない者とのこ極化

がみられた。アメリカの学生の運動行動は男女とも

後期ステージ(準備期、維持期)に占める割合が高

い.よって、行動意図 (5段階のレベル)はアメリ
カが男女とも最も高く、つづいて日本>中国>台湾

の順で、あった.

行動意図に対する態度、主雛句規範、行動の統制

感の説明カと規定カを調べるため、重回帰分析を用

いて検討した.その結果、男女とも行動意図の分散

の30%弱を説明し、 3変数とも有意な規定力がみら

れた。日本人学生の行動意図に対する主雛句規範の

規定力は他国の学生に比べが高かった。計画的行動

理論における国家間の文化差が論じられた。



59 

中国帰国者の体力および生活の質の現状

ー身体活動介入に向けた基礎資料の収集ー

0熊原秀晃(中村学園大学)，西田11慎一(群馬大学)，森村和浩，田中宏暁(福岡大学)

キーワード:身体活動量健康関連体力 QOL 健康支援 中国残留邦人

目的

近年，中国帰国者の経済的・社会的サポートを骨

子とした「中国帰国者等に対する新たな支援策Jが

施行されたが，高齢化が進む現在の中国帰国者が生

涯に亘りより安心して生活できるようにするために

は，支援すべき施策の課題や問題点を明らかにし，

効果的な支援の検討をす寸めることが望まれる.帰

国者では，地域社会への適応や生活の質(qualityof 

1ife:ωL)，またメンタルヘルスが低下しているこ

とを示唆する報告が 1990年代後半までは多くみら

れるが，帰国十数年以上を経た現在の帰国者に対す

る心身の健康状態やωLに関する報告は不足してい

る.また，最新の厚生労働省の調査によれば，帰国

者の平均年齢は72歳と高齢化が進んでおり， r将来
に対する心配・不安Jで最も多い回答として「健康

の不安Jがあげられている.本研究は，現在の帰国

者のωLやメンタルヘルスの現状を調査すると共に，

疾病予防やQOLの維持・向上に密接に関連する日常

身体活動量および健康関連体力の水準を明らかにす

ることを目的とした.

方法

対象者は， K地区在住の中国帰国者とその家族の

成人男女 46名 (62:t10歳， BMI: 24. 8:t 3. Okg/m2) 

であり，帰国後10年以上経過した者が8割であった.

帰国者支援・交流センターへの通所頻度は3.5:t 1. 4 

回/週であった.日常身体活動量は，加速度計内蔵歩

数計を用い評価した.身嗣句体力要素のうち有酸素

性作業能は，踏台昇降運動を用いた運動負荷試験に

より乳酸闇値相当の運動強度を測定した.また，下

肢筋力，柔軟性体力，静的ノ〈ランス能力はそれぞれ

30秒立ち上がりテスト，長座体前屈，開眼片足立ち

テストを実施した.メンタルヘルスはGeneral

Health Questionnaire28項目版 ωHQ28)を用い評

価し，包括的ωLは附卿L26，健康関連ωLはSF36v2

を用い評価した(いずれも中国語版).

結果と考察

身体活動量 (6820:t2872歩/日;9. 1:t6. 5町fs・

時/週)は，推奨されている水準に比して極めて低値

であった.また，有酸素性作業能 (4.4:t0. 8肥Ts)

と下肢筋力(19.2:t5. 2回 5段階で2.7:t 1. 1 rや
や劣っているJの範囲)は，改善の必要がある水準

であった.WHωOL26による QOL平均値は 3.51:t

0.57と日本国民の平均値の範囲内であり，包括的

ωLは移住による社会生活への適応の安定期にある

と推察された. しかし，健康関連QOLは，特に身体

的側面 (39.1:t 13.3ポイント)において日本国民の

平均より低値であり，健康上の障害や不安を抱えて

いる者が多いことが推察された.さらに，下位尺度

のうち「日常生活機倍精神J(42. 5:t 12.9ポイント)

といったメンタルヘルスに関連する項目も日本国民

の平均値の下限の程度であった.また， GHQ28の得

点合計は 4.1:t4. 7点と平均的には臨床上メンタル

ヘルスに問題が疑われる水準には至らなかったもの

の2割の対象者が何らかの問題ありと判定された.

また，女性においては正常の最下限の水準であった.

本研究は対象者数やその特性(属性)が限定的で

あり，一般化可能性における限界点が考えられるが，

帰国者支援・交流センターに定期的に通所する帰国

者であっても健康関連QOLが低く，メンタルヘルス

に何らかの問題を有する者が潜在することが示唆さ

れた.生活習慣病予防や介護予防，精神的ストレス

性疾患の軽減に重要と考えられている身体活動量や

健康関連体力は低水準であった.高齢化がすすむ帰

国者には，より具体的にI[J、身の健康づくりを推進す

る包糊句支援が必要であり，身体活動増進プログラ

ムが一つの支援策となり得ると考えられた.
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心臓の負担を考慮した安全で効果的な高強度間欠式運動様式の検討

0塩瀬圭佑1)飛奈卓郎 2.3} 松田拓朗心桧垣靖樹 2.砂清永明 2.3} 田中宏暁 2.3}

1)福岡大学大学院スポーツ健康科学研究科

2)福岡大学スポーツ科学部

3)福岡大学スポーツ科学部身体活動研究所 4)福岡大学医学部

キーワード:高強度運動心音心負担

背景及び目的

近年，競技スポーツだけでなく健康づくりや心臓

リハピリの現場においても高強度運動の有用性が明

らかになりつつある.しかし，安全性や身体的負担

を考慮した高強度運動様式は確立されていない.

心負担程度は心音を用いることで簡易に評価でき

る.心音は第一心音 (81)と第二心音 (82)から成り、

それらの振幅は運動負荷の増大に伴い増加する.ま

た81・81'は1心周期時間と等しく 82・81'は心臓の拡

張期時間と等しいという特徴から、81振幅と，乙粕数

の積である2重積(Doubleproduct: DP)と一心周期
あたりに占める拡張期時間の割合併Di笛句lic

白ne:%D1)を算出することにより心負担程度を推
定できる.先行研究において%DTが 5ゆらを下回る
場合冠状動脈に有意狭窄を有する心疾患者の心筋虚

血が生じることが報告されている(Ferroet al. 1995). 

本研究は心音および他の生理学的指標を用い高強

度間欠式運動制igh-in伽 sity耐 m蜘首 exercise:

HIE)時の身併句負担程度を検討した.

方法

本研究では健常成人男性9名(年齢22土1歳)を対

象とした.対象者は5日以上の間隔を空け，ランダム

に V~max の 1∞%(HIE1蜘)と 8航。Eω に相

当する負荷で自転車運動を実施した.1回の運動時

間はHIEl蹴で60秒"HIE蜘で75秒とし，各4分の

間隔をあけ12回運動を行った.運動時の仕事量は方

法問で統ーした.

各運動終了後，主観的運動強度侭PE)を聴取し

たまた，運動中は継続して心拍数と心音を測定し，

各運動終了直後の 10心周期分のDPと%DTを算出
し、評価に用いた.

結果及び考察

運動中の最高Ii:;粕数はHIEl附で予備心弛数の79.

5土6.2%，HIE蜘で予備心拍数の71.3土5.飢に相当

し， HIE制。に比べ HIEl酬で有意に高値を示した

(HIEl蜘 171:i:11vsH1Eso% 160土 11拍，pく0.05).運動
中の即EはHIElOO%で12・16，HIE蜘で11・14であり，

運動終了直後のRPEはHIEI∞%で有意に高値を示し

た (pく0.05).平均o/oDTは皿100%。で56-500/0，HIE胸骨

で54-51%であり、方法問に有意な差は認められなか

った(図).安静時を基準としたDPの比 ρp同 0)は
Ramp式漸増運動負荷試験時の最大DP脚と比較し
HIElOO%。で39・75%，HIEso，もで45-7']010であった.

現在のガイドライン (AC8M，2ω6)では一般の人

で予備，乙伯数の-800も強度の運動を推奨しているこ

とに加え， HIEl()(~ゐ HIE蹴において RPE も過度に上

昇しなかったことを踏まえればこれらの高強度間

欠式運動は過度な負担なく実施が容易な運動様式で

あると推察される.また， HIEI蜘 HIE鵬において

DP副 Oは最大の800も以下であり，%DTは500も以上を
維持したこれは HIEum匂 HIE蹴の運動時聞が-75

秒と短く、運動聞に十分な休息を設けたことが貢献

したと考えられる.また、有疾患者においてもこれ

らの高強度運動様式は安全に実施できる可能性が推

察される.

75 
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R・2回目 Z園田 JIDI'I・回目 s回目 ‘眉目 2回目 ・回目 ，回目 10白目 u園田 u園田
図運動回数と%DTの変化
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喫煙が運動中の脳血流に及ぼす急性影響

0稲田卓也1) 安藤創ー 2) 三島健司 3) 松山清 3) 清永明 2，4) 田中宏暁 2，4) 桧垣靖樹 2，4)

1)福岡大学大学院スポーツ健康科学研究科， 2)福岡大学スポーツ科学部，

3)福岡大学工学部， 4)福岡大学身体活動研究所

キーワード:喫煙近赤外線分光法 (NIRS) 脳血流運動

緒言

喫煙はニコチンの作用により交感神経を刺激し，

血管収縮を引き起こす.喫煙が脳血流に及ぼす急性

影響については，明らかでない.一方，脳血流は運

動中に増加することが知られているが，これまで運

動直前の喫煙がその後の運動中の脳血流にどのよう

な影響を及ぼすかは明らかにされていない.

目的

本研究では，喫煙が運動中の脳血流に及ぼす急性

影響を明らかにすることを目的とした.

方法

1.被検者

被検者は， F大学の男子学生4名，女子学生2名

の喫煙者を対象とした

2.運動負荷試験

被検者は本実験の前に自転車エルゴメーターを用

いたランプ式漸増運動負荷試験を行った.運動負荷

試験中にdoubleproduct b陀akpoint(DPBP)が出現した

運動負荷を乳酸閲値(Lηに相当する運動負荷とし，

本実験の運動負荷とした.被検者6名の負荷の平均

値は86.0土6.5watおで、あった.

3.実験プロトコール

実験条件は，タバコ+運動・運動のみ・タバコの

みの3条件で実施した.3条件の順番は，ランダム

に行った.タバコ+運動条件では被検者は，最初に

安静状態を4分間保ち，無煙タバコを2分間吸し明

""""6分)，その後，安静状態を4分間保った(6""""10分).

そして各被検者のLTの強度で10分間自転車エルゴ、

メーターを用いて運動を行った(10""""20分X条件 1). 
運動終了の2分後に安静状態を4分間保った(22""""26

分).運動条件では，条件 1の2分間の喫煙を行わず

安静状態を保ち(条件 2)，タバコ条件で、は，条件 l

の10分間の運動を行わず安静状態を保った(条件3).

3条件ともに実験中はNIRSを継続的に測定した.

結果と考察

タバコ十運動条件では，酸素化ヘモグ、ロビン

(oxy-Hb) ，総へモグ、ロビン(旬凶・Hb)の変化において

喫煙を行っても運動条件と同様に脳血流は増加を示

した(図). しかし，タバコ+運動条件と運動条件の

聞で、差は認、められなかった.脱酸素化ヘモグ、ロビン

(deoxy-Hb)においては， 3条件間で脳血流の変化の

パターンに差が認、められなかった.

oxy-Hb， dωxy-Hb，ω凶・Hbの変化では，いずれも

運動中の脳血流変化において，喫煙による影響は認

められず，その要因として無煙タバコに含まれてい

るニコチン等の含有量が非常に少ない可能性が考え

られたこのことから，本研究では脳血流の変化に

無煙タバコより運動の影響がより強し、ことが示唆さ

れた
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続岡

本研究では，運動前の喫煙が運動中の脳血流に及

ぼす急性影響は認められなかった.
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スロージョギングで児童もいきいき

0田中宏暁・森村和浩・桧垣靖樹
(福岡大学スポーツ科学部・福岡大学基盤研究機関身体活動研究所)

キーワード:スロージョギング・運動有能感・有酸素性作業能

目的

本研究は，日常的に持久走を行っている児童を対

象として，スロージョギング介入が児童のジョギン

グに対する意識及び運動有能感へ及ぼす影響を検討

することを目的とした.

方法

1.対象および調査時期

対象は，毎朝習慣的に 10分間のジョギングに取り

組んでいる M 小学校に通う児童 319名(男子 165

名，女子154名)であった.調査介入期間は， 2010 

年9月から 12月までで、あった.調査内容は， 1)ジョ

ギングに対する意識と，運動有能感 2)ジョギング

中の運動強度は，心拍数 (HR)，主観的運動強度

(RPE)および， 20MSとジョギングの平均速度か

ら評価した.3)有酸素性作業能は， 2，伽1シャトルラ

ン (20MS)から評価した.

スロージョギング介入は，従来の「しゃべるな・

歩くな・行けるところまでJという指導方針かから，

「おしゃべりしながら・自分のペースで・ニコニコ」

に方針を変更して指導した

結果

介入前とスロージョギング中の心拍数は 162:t28

拍/分から 130:t28拍/分， RPEは， 15:t3から 12:t3

へと有意に減少した.20MSとジョギング中の速度

から算出した運動強度は，介入前が 78土12%

V02maxから 62土12%V02maxへと有意に減少した.

昨年度の 1年間シャトルラン増加回数 02ヶ月)

は， 9.7:tl1.4回であったのに対して，スロジョギ介

入時のシャトルラン増加回数 (4ヶ月間)は 16.2:t

10.2回と有意に 1年間の増加回数を上回った

(p<0.01).図 1には，各学年別2∞9年5月， 2010 
年5月， 2011年 12月(介入後)の20MS推移を示

した.

また，介入前にジョギングに対して 319名中 36

名がジョギングを嫌いと答えた.また介入前に嫌い

と答えた児童 36名のうちスロージョギング介入後

に28名 (78%)の者がジョギングを好きと答えた.

さらに運動有能感は，肯定的な児童に対して，否定

的な児童は運動有能感がいずれも低値を示したが，

否定的であった児童の有能感は，身体的有能さは

12.5:t4.3から 14.5:t4.2(pく0.05)，統制感は 16.5:t

3.1→17.8土3.0，受容感は 14.0:t4.1→15.5:t 3.2 

(p<0.05)，運動有能感は42.9:t47.8(p<O.05と改善

し，ジョギングに対して肯定的であった児童の身体

的有能さ(15.3:t3.5) ，統制感08.2:t2.4)受容感06.5

:t3.3) ，運動有能感 (50.0:t7.5)と同程度の水準に

まで向上した.
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考 察

以上より，スロージョギング法は児童の，体力向

上に十分な運動強度を確保できるだけでなく，運動

有能感とジョギングに対する意識を好転させること

が示唆された.
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バスケットボール競技審判員の実践知に関する質的研究

0鈴木淳(福岡教育大学) 大山泰史 ・小川 諒(福岡教育大学大学院)

キーワード バスケットボール審判口実践知質的研究ゲームコントロール

目的

パスケットボールの審判員に求められる能力の中

でも，近年より重要視されているものの中にゲーム

コントロールの能力がある。ゲームコントロールと

は，ゲームの流れや場面を理解し，その上でヴァイ

オレーションやファールの判定を下すこと，前チー

ムのベンチやプレーヤーを管湿することと考えられ

る。

そこで本研究では，バスケッ トボールにおいて国

際的に活躍した審判員が有するゲームコントロール

に関する実践知を質的研究の手法であるグラウンデ

ッド ・セオリー ・アブローチによって知識化し，審

判員および指導者育成に役立つ知見を実践現場に提

供することを目的とした。

方法

l 対象者

約 20年にわたり国際バスケッ トボール連日1
(FlliA)公認の国際審判員として活路したA氏。

2インタビュー調査内容および方法

調査内容は，ゲームコントロール能力の内容，そ

れらの能力を獲得するまでのプロセス. ð~íH.j.圭の変
化などであった。 インタビューの方法は，半もI\~造化

面肢を用い.2010年6月23日におこなった。

3.データ分析

データの分析は. 1)データの文お化.2)データ

の切片化.3)プロパティとテ.ィメンションからラベ

ル名をつける.4)カテゴリーにまとめる.5)カテ

ゴリ一関連図の作成.6)ストーリーラインの作成，

という手順で行った.

結果

データ分析の結果，図1のようなカテゴリ一関連

図を得ることができた。

ゲームコントロールのためには r技術の羽1解Jr戦
術の取解Jが必要なことが分かつた。これによって，

「先を見通したWiJが可能になり r観客:の面白さj
を実現するようなゲームコントロールが可能になる。

「技術の理解Jrl俄術の迎解Jが可能になった要因と
しては rコミュニケーション力」があり，これは「生
まれ育った殿境」に大きく影響されるものであるこ

とが分かつた。

図l ゲームコントロールに関するカテゴリ一関連図

考察

「技術の理解Jrl成術の理解Jという概念は，単に
コンタクト(身体懐剣Oや規則立退反の事実があるか
らファールやウ;7イオレーションという判定になる

わけではないことを意味している。コンタクトや規

民l随反の事実確認以外に考慮すべき要素して，選手

やチームの 「技術レベルの理解J.rチームのシステ
ムの理解J.場面や状況の理解が挙げられる。これら

を考慮することによって，起こった事実を判定とし

て取り上げるべきかどうかという「判定基準の決定J

が可能になると考えられる。

「技術の理解Jr戦術の理解」が可能になった状況
として.rコミュニケーションカ」がある。 これは，
「生まれ育った環境Jに大きく影響を受けるとして

いることから，審判員は，日常生活の段階から人と

どのように接するか，物事にどのように対応するか

について注意する必要があると考えられる。
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小学校における音楽を用いた体育授業が学習意欲に及ぼす

効果に関する試験的試み

0谷本英彰(九州大学大学院) 橋本公雄(九州大学健康科学センター)

キーワード:小学校体育授業音楽感情

目的

本研究では，小学校の体育授業において平易に学

習意欲を喚起させる方法のーっとして音楽の利用に

着目し，その効果を検証するための基樹句資料を得

るための検証を猷験的に行うことを目的とした.

方法

1.対象およてガト入時期

九州地方の小学校に通う 6年生の児童47名(男児

23名，女児24名)を対象として2011年3月上旬に

介入を行った.このうち介入群は23名(男児10名，

女子13名)，統市見学は24名(男児13名，女児11名)

であった.

2.介入手順

介入群:体育授業で児童が活動する際に音楽を流

した.音楽は最近の曲うちアップテンポ

な曲を児童の実態に合わせてs 授業を担

当しだ教諭が自由に選択したp

統制群:通常の体育授業を行った.

3.調査項目

西国(1989)の作成した「体育授業における学習意

欲検査Jにおける各下位尺度(学習ストラテジペ困

難の克服，学習の規制強度，運動の有能感，学習

の価値，緊張性不安，およて期救不安りの項目のうち

因子負荷量の高いものを4項目ずつ抽出し，合計28

項目で調査を行った.調査は，授灘官と授業後の 2

回行った.

結果と考察

体育授業における音楽の有効性を検証するためじ，

学習意欲の各下位尺度の得点について，群θト入群・
統市騨)x時間。受鶏首・授業紛の2要因分散分析を

行った.その結果を表1に示す.

学習意欲における回避的側面(緊張性不安および

失敗不安)~ごういては，緊粥生不猟男児のみ)および

失敗不安において，有意な交互作用が認められたた

め，各要因の水準ごとの主効果を検討した.その結

果s介入群において授業前と比較して授業後の得点

が有意に減少していた{緊張性不安(男児のみ)

F仏21)=3.67，p<.Ol;失敗不安 F(I，4ゆ=3.55，
pぐ.01).

以上のことから，体育授業で音楽を用いることに

よって，体育授業における不安を低減させることが

できる可能性が示唆された.これは，西田(1992)の

f期待・感情モデノレ」における「劇育Jに作用し，

学習意欲の一部を改善させたといえる.西国(1992)

は体育における学習意欲の一次的要因どして重要な

『期待Jや「劇育Jを揺さぶるような具体的な指導

法についての研究の必要だとのべている.このこと

に関して，本研究で得られた知見から，体育授業で

音楽を用いすζとは f期待・感情モヂノレJに準拠し

た学習意欲向上を目的とした指導法の1つといえる

かもしれない.しかし，本研究では1単位時間の授

業のみで介入を行ったため，今後は長期的に検証し

ていく必要がある.

表1学習意欲の授錦織の変化および

その分散分析・下位検定の総果
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コントロールテストによる中学陸上選手のトレーニング効果

一身長・体重・学年・種目による違いー

0井藤英俊(福岡大学スポーツ科学部非常勤講師) 青柳領(福岡大学スポーツ科学部)

キーワード:混合計画による分散分析 単純主効果

目的

コントロールテストは，陸上競技において，タレ

ント発掘やトレーニング効果の確認など様々な目的

で活用されている(岡野， 1988).発育段階にある中

学生では，そのトレーニングにおける効果は明らか

である(有吉， 1988). しかし，同様のトレーニング

を行ったとしても，その特徴によって，効果は様々

であると思われる.

そこで本研究では，中学生陸上競技選手を対象と

して，冬季トレーニングにおけるコントロールテス

トの結果から，男女別に学年，種目，身長、体重に

おいてどのような違いを示すのかという点について

検討する.

方法

1.対象および調査時期

調査対象は， K県内の中学陸上部員 80名(男子

47名，女子33名)であり，測定は各年度の冬季ト

レーニング期間である 11月から4月までの問に各3

回ずつ実施した.第1回目の調査はシーズンオフ問

もない 11月頃に行った.2回目は1月末から2月初

めに， 3回目はシーズンイン間近である 3月から 4

月にかけて実施した.実施に当たっては、ケガの防

止と気温によって差が出ないように、比聯句暖かい

日を選んで行った.

2.調査項目

コントロールテストは，陸上競技の指導書や文献

を参考に，5Omスタートダッシュ，5Om加速走，2α油

走， 3α加走，川町m走， 15∞m走，立中醐L立5
段跳，メディシンボール前投げ，メディシンボール

後投げの10項目を実施した.

3分析方法

要因聞のトレーニング効果の違いについては、固

定効果と変量効果の混合計画による分散分析を用い

て検討をした.さらに、要因聞に有意差が見られた

項目については、多重比較検定を行いトレーニング

効果の違いについて検討した.

結果と考察

1.男子における要因聞の差の有無

学年の違いによるトレーニング効果の差を検討し

た結果， 2∞m走、 15的 n走、立中醐L立5段跳，
メディシンボール前投げに 1%水準で有意な差が見

られた.種目の違いによるトレ}ニング効果の差を

検討した結果，5Omスタートダッシュ，抑n加速走，

1ぽ胸走， 15伽 1走、立5段跳において 1%水準で

有意な差が見られたさらに、身長と体重の違いに

よる差を検討した結果，両項目とも5Om.スタートダ

ッシュ， 5Om加速走， 2∞m走， 3∞m走，立幅跳，
立5段跳，メディシンボール前投げ，メディシンボ

ール後投げにおいて 1%水準で有意な差が見られた.

表市男子にま封ずる要因問の蓋の有鯨

揖錨立

立
a前ずT後そ』4t』げMS 〉J後E4Tht鏡-4-5bげ'1) 事伽n

SE5速伽n走 2∞sE m 30走伽 ，。愈e伽 15王0監命司
五za s SD. 

学年
** 傘$ ** ーー* ** 

種目 $事 司事* ** ** ** 
身長 ** ** ** 司F傘 ** ** ** ** 
体重 .* ** *唱陣 ** •• ** ーー* 傘*1**肱1%水皐で有U~砂

2.女子における要因聞の差の有無

学年の違いによるトレーニング効果を検討した結

果、メデ、イシンボールの前投げと後投げにおいて

1%水準で有意な差が見られた.さらに、種目の違い

では，15ぬn走、身長ではメディシンボール後投げ、

体重では1側 m走， 15∞m走、メディシンボール後
投げにおいて1%水準で有意な差が見られた.

表2 女子(:1>(1る要因聞の差の有練

，立Es S 

主

舟前V後.-0Jげ-フS鎗rT鐙.(.抑b げ50m 50m 200m 30走om ，。t。包。m l500m 
五a 誼SD. 加速傘 愈 5を

学年 *. ** 
種目 $傘

身長 ** 
体重 *. ** ** 

事*肱1%家皐で有志盤.~I.J
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ゴーノレ型球技の対人的戦術達成カに関する検討

一小学校体育授業の鬼猷Fに着目して一

0清水将(東亜大学)

キーワード:対人的戦術ゴール型鬼遊び

目的

学校体育におけるゴール型のボーノ同軍動キ味技に

おいて示される戦術学習の内容は、チームやグルー

プの戦術が中心であり、対人的な戦術達成力、いい

かえれば1対1の場面において発揮されるような技

能の獲得は、児童・生徒の自得に委ねられているこ

とが多い。また、新学習指導要領で系統的に示され

たゲーム領域の鬼遊びが小学校においてどのような

ねらいで実施されているかを調査した結果からは、

鬼遊びが学校現場では、球技やボール運動との関連

を意識するものではなく、戦術達成力の獲得を期待

して実施されているわけではないことが明らかにな

ったo 対人的戦術達成力を獲得させるためには、 1

対 lの場面での状況判断と意志決定の手順を解明

し、そのために必要な技能を身に付けさせる「鬼遊

びJが体系化される必要があることが示唆された白

本研究では、ゴール型のボール運動や球技におけ

る戦鮒句学習で期待される戦術達成カの獲得のため

に必要な学習内容を明らかにすることを目的とし、

小学生における鬼遊びに着目して、児童がどのよう

な学習を通して経験値を増やし、知識化しているか

を検討した。

結果と考察

ゲームにおける攻撃機会(286)のうち、 59%で1対
1が試みられ、 29%がパスとしづ選択で、あった。 1対

1の際に用いられた戦術は、チェンジオブディレク

ションが56%、特にないが38%、チェンジオブベー
スが6%であったo ゲームにおいてよく 1対1を試

みた児童と関連のある鬼遊ひ'は足踏み鬼であったo

対人的戦術を用いるときにどのような点に気づきを

払っているからは、相手の動き出しゃ足下には注意

を払う傾向が示されたが、相手に応じるというより

は自分の技能発揮に関心があり、相手を意識して崩

す意識は高くなかったo

対人的戦術とは、①自分の行為を有利に運ぶ、②

相手の有利を妨げる2つに大別される。その達成カ

を高めるには、相手の動きを察知し、それに応じる

かけひきを必要とする遊びが適すると考えられ、全

力の発揮を競い合うのではなく、今自分が持つ運動

能力を状況判断に応じて適切に選択し、コントロー

ルしたパフォーマンスにより勝敗が競われなければ

ならない。対峠による気づき、何をするかという判

断、対応した技能発揮の条件が満たされた場合には

勝利が倒草されるが、それらの要素が不完全な際に

は勝敗の未確定性が確保されるよう配慮、されたノト

ルが設定され、時間や空間という聞を重視する鬼遊

びは対人的戦術の向上に有効であると推察できる。

0% 20% 40% 60% 80% 100% 
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体育教師の相互作用行動に対する意思決定モデ、ルの開発

一体育教師を志望する大学院生を対象としてー

Oi兵上洋平(東E大学)

キーワード:体育教師相互作用行動意思決定修正版グラウンデッド・セオリー・アプローチ

目的

これまで，一般教育学分野においては教師の意思

決定モデルが提案されてきた (Pe民間nand Clark， 

1978; Shavelson and Stem;吉崎， 1988).しかし，即興

的な意思決定が求められる体育教師に対し，一般教

育学分野で提案された教師の意思決定モデ‘ルをその

まま体育教師の意思決定モデルに援用することには

限界があると考えられる.他方で，体育教師教育に

関わる先行研究においては，教員養成段階の学生は

熟練の体育教師に比べ，貧弱な教師行動をとること

が報告されている (Romer，1995). 

以上の問題意識に立ち，本研究では，体育教師志

望の大判完生を対象に，体育教師の相互作用行動に

対する意思決定モデルを開発することを目的とした

方法

1.対象授業および対象者

対象授業は平成21年度に T大学大学院で開講さ

れた科目の中で実施された模擬授業(計8授業)で

ある.対象者は本科目を受講した大学院生の中から

目的的サンプリングにより選定された4名の大学院

生である.なお，本研究では，対象者の選定基準と

して，体育教師を志望していること，調査者との信

頼関係が確立していることの2点が設定された.

2.データ収集

収集されたデータは，Q)t莫擬授業中の相互作用行

動，②授業省察コメント，③半構造化インタビ‘ュー

データの3つである.

3.データ分析

本研究では，木下 (2007)の修正版グラウンデ、ツ

ド・セオリー・アプローチを援用し，帰納的な分析

が進められた分析手11慎は以下の通りである.

まず，インタビ‘ューデータの中から，相互作用行

動に関する箇所を具体例として抽出し，その具体例

を端的に表す概合名とそれを簡潔な文章で表わす定

義をつけ，ワークシートに記入した.その後，生成

した概念の定義に該当する箇所をインタピ、ューデー

タから抽出していき，具体例を収集したなお，具

体例を追加する際は，生成された概合名及ひ'定義に

基づき，あらかじめ収集された具体例に対して適切

かどうか確認し，必要があれば:修正を加えた.この

手順に基づき，新たな概念の生成と具体例の収集が

同時進行で進められた.次に，複数の概念、を包括す

るカテゴリーを作成し，カテゴリーがさらに分化可

能である場合は，その下位に位置するサブカテゴリ

ーを作成した.その後，概念同士の関連を検討し，

それらをモデ、ル図としてまとめた.

結果と考察

表1はインタビ、ューデータから生成されたカテゴ‘

リー，サブカテゴリー及て対舵念、の一覧である.また，

図 1はそれらの関連を示したモデル図である.
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教育課程編成から読み解く身体教育の位置づけの検討 2

一非言語的コミュニケーションワークから身体表現の可能性を探る一

0西迫貴美代(鹿児島県立短期大学)

キーワード:実験的授業 自己他者 自己表現法身体表現コミュニケーションイメージの共有

目的

本研究は，昨年度発表の「教員養成系科目におけ

る実験的授業の報告Jに引き続き、「自己表現法(身

体)J科目における教育内容をより精選・発展させる

こと.を目的にする.本実験的授業では、特に昨年度実

験授業で確認された課題である「イメージの共有j

方法の追求を主な目的とする.

方法

1. 実践期間:20日年4月 14日-7月28日

週一回、 90分授業の 15回

2. 対象者 :K大学一年生計44名(研究対象者)

男子27名、女子 17名

但し、出席仏7回の4名、受講途中休学1名の学生につ

いては、分析対象から除いた(受講登録時49名)

3. 分析方法

]) 毎回提出の学習レポート記述の分析:当初計

画の修正根拠の明確化(r身体感覚Jr運動感
覚」と「知識瑚平Jとの関係)

2) イメージ共有のための効果の分析(非言語的

コミュニケーションワークからの展開方法の

決定:被験者の様子をビデオ映像で検証)

3) 15回履修後の課題レポート記述の分析:授業

で達成された内容の分析

実践の概要

1. 実践における指導者の方針(被験者との関係)

O自分や他者の「からだJを見つめ、観察する

様々なワークの体験から、自らの身体感覚、

運動感覚を再発見する方法を追究すること

Oさらに再発見の過程を通して， rからだjの構
造、メカニズムなどを理解し，自分のからだ

を使い，他者とのコミュニケーション能力や

自己表現力が高まる方法を追究すること

2. 授業内容(I・15回)く実施内容の分類、順序変

更、展開内容・方法の変更>

感 1. rからだjが生きている証拠探し(呼吸を意識→腹式

じ 呼吸法)2.柔らかし、からだとかたいからだ(緊張とリラ

る クゼーション)3.人間のからだを取り扱う(他者のから

だとの出会い:同質と異質の交流)4.背骨との対話(ガ

イコツくん作成→姿勢)5.歩き方のルーツ探し(年齢、

文化の違い)6.転がるからだ (r人類の進化Jr猫ちゃん

体操J)7.立つ(逆さ感覚、二本足で立つ:重心探し)

伝 8.からだと動きのコミュニケーション(言葉を使わな

え い:アイコンタクト・感触・音・声の伝達ワーク)

る 9.呼吸と声(伝わる声)

表 10.作品をつくる①(場所・時間・人間)11.作品をつく

現 る②(感情・身体・言葉)12.作品をつくる③(関係性)

す 13.グループ作品をづくり①

る 14.グループ作品づくり②

15.作品発表(作品を観る:自己表現について考える)

3. 分析と成果および課題

1) 1.-7.まで「感じるJの展開は、リラクゼーショ

ンの方法の定着が速い段階で確認される.無意識な

感覚を意識化させるワークが毎時の学習の始まりス

タートとなり、授業後半では多数の日常生活への応

用の事実を記述している.感覚と知識との関係の合

理的記述も多い。 2)8.言葉を使わないコミュニケ

ーションワーク以降、ワークの意図を被験者自身が

読み取る記述が多くなっていったo 集団で作品をつ

くる後半において「お絵描きワークJを契機にグ、ル

ープ分けをし「イメージの共有Jの方法を被験者の

主体的な活動に委ねた(自分の意見を伝える活動と

して)。各作品はビデオに撮影し次時に.作品集とし

て紹介することにより、グループでの活動がより活

発になった(観察から同質・異質の視点がより明確

になる).3) r感じるJ→「伝えるJ→「表現するJ
という学習内容の系統性が実証された.なお「イメー

ジの共有Jをし、かに図るかの方法にはさらに多様な

方法も吟味する必要がある (r一般から特殊へJ). 
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日本の大学生におけるスポーツ観形成の実態 (1) 
ースポーツ価値意識のタイプとスポーツ像との関連ー

0中島憲子(中村学園大学)・海野勇三(山口大学)・鐘ケ江淳一(近畿大学九州短期大学)

キーワード:スポーツ観，スポーツの価値意識，スポ}ツ像，価値意識タイプ，尺度開発

目的

本研究は，スポーツ文化活動が多様化される中，

大学生が抱くスポーツ像やスポーツに対する価値

意識の実態を明らかにしようとするものである.

そこで，研究Iとして，大学生のスポーツ観を測定

する尺度の開発を試みた.加えて，研究Eとして，

その測定尺度を用いて，大学生のスポーツ価値意識

およびスポーツ像との関連を明らかにすることを

目的とした.

方法

【研究リ 2007年に福岡県と山口県， 2∞9年に京都
府の大学生を対象に，各大学の体育授業担当教員の

協力を得て，配布調査法による「スポーツに対する

意識調査Jを行った.回収された656名中，欠損値，

誤記入のある回答を除いた479名分(有効回答率

73.0%)を分析対象とした.

調査内容は， rスポーツに対する価値意識Jについ
ては，青木 (2003)によって作成された「スポーツ

観測定尺度 (30項目)jから23項目を選択し，独自

に検討した8項目を追加した全31項目の調査票を作

成した.rスポ}ツ像Jについては，松尾 (2001)， 
日下ら(1989)によるスポーツ観に関する調査項目

群から 16項目と，独自に検討した37項目を加え，

全53項目の調査票を作成した.なお， r基本的属性J
として，年齢，性別，スポーツ少年団所属経験と在

籍期間，中・高校での運動部活動所属経験と在籍期

間を尋ねた.また， r体育jに対する愛好的態度1項
目と，有用さの認知に関する3項目の計4項目も設

問に加えた.なお，スポーツに対する価値意識，ス

ポーツ像，体育に関する各質問項目は， rとてもそう
思う:4J rそう思う:3j rそう思わない:2J rま
ったくそう恩わない:1 jの等間関尺度を設定し，

4件法で尋ねた.

統計的手続きとして， rスポーツに対する価値意

識Jに関しては，最尤法，プロマックス回転に基づ

く探索的因子分析を行った.なお，本尺度の信頼性

は，内的整合性による信頼性指標である信頼性係数

(クロンパックのα計動を用いて算出した.統計

処理にはSPSS 17.0Jを用いた

【研究II]研究Iで作成された尺度を用いて，同じ

分析対象者において，スポーツ価値意識とスポーツ

像との関連をみるために，因子別，項目sIJ，性別の

比較を行った.またスポーツ価値意識タイプを調べ

るために，スポーツ価値意識を構成する3因子の得

点を標準得点に換算し， KlDeans法による Qモード

のクラスター分析を行った.

結果と考察

【研究I】スポーツ価値意識尺度の因子構造

スポーツに対する価値意識の項目について，探索

的因子分析を行ったところ，解釈可能な3因子が抽

出され，各因子を構成する項目を勘案し，因子の命

名を行った.第l因子は，社会的な価値の意味を含

んだ項目群で，明会的有用性j，第2因子は，スポ

ーツを通した人格形成に寄与する項目群で， r陶冶
性J，そして第 3因子は，日常的な価値としての意

味を含んだ項目群で， r日常的有用性jと命名した.
なお，スポーツ価値意識尺度の各因子の信頼性係数

の範囲は， . 72 -.81と高い水準にあり，高い内的整

合性を有していた.

【研究E】スポーツ価値意識タイプ

スポーツ価低意識タイプには，①文化的価値肯定

型 (36.5%)，②有用性懐疑型 (21.3%)，③陶冶性

懐疑型 (23.0%)，④文化的価値懐疑型(19.2%)

の4タイプが存在することが明らかとなった.

付記:本研究は，学校体育・スポーツがスポーツ観形

成およびスポーツ価値意識に及ぼす影響(平成 22-24

年，基盤研究C課題番号22500599)の助成を受けて実

施された研究の一部である.
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日本の大学生におけるスポーツ観形成の実態 (2)

一勝利志向性とスポーツ観との関連一

0海野勇三(山口大学)・中島憲子(中村学園大学)・鐘ケ江淳一(近畿大学九州短期大学)

キーワード:スポーツ観，スポーツの価値意識，スポーツ像，勝利志向性

目的

本研究は，スポーツ文化活動が多様化し，進展し

ている中で，現代の大学生がどのようなスポーツ像

やスポーツに対する価値意識を形成しているのか

を明らかにしようとするものである.ここでは，大

学生の勝利志向性とスポーツ観との関連について

考察する.

方法

2001年に福岡県と山口県，2∞9年に京都府の大学
生を対象に，各大学の体育授業担当教員の協力を得

て，配布調査法による「スポーツに対する意識調査j

を行った.回収された656名中，欠損値，誤記入の

ある回答を除いた419名分(有効回答率13.0%)を

分析対象とし， rスポーツの価値意識尺度Jおよび「ス
ポーツ像Jカテゴリーを作成した.また，勝利志向

性を測定する尺度として，スポーツ像における勝利

志向カテゴリー3項目とレク志向カテゴリー2項目

(R) ，全5項目からなる f勝利志向性尺度jを作成

した.さらに，合計得点をf勝利志向群(15--20点)J， 

f中間群(12--14点)J， rレク志向群 (6--11点)J
に群分けをし，分析を行った.なお，統計処理には

SPSS11.0Jを用いた.

結果と考察

1 .勝利志向性得点の男女比較

勝利志向性は，男子の方が女子より有意に高い

(p<.∞1)ことが明らかとなった(表1). 

表1勝利志向性の男女別平均値と標準偏差

男 女 H宣
勝利志向性

(5-20) 

13.76 

(2.55) 

12.51 

(1.93) 
5.26申寧傘

本陣p<.()り1

2.勝利志向性とスポーツ価値意織との関連

勝利志向性の3群別にスポーツ価値意識を構成す

る3因子では，有意差がみられなかった.項目別の

得点に注目しても，一部を除き，顕著な差はみられ

なかった.一方，男女別では，中間群(社会的有用

性:女>男)およびレク志向群(社会的有用性，日

常的有用性:男>女)で有意な差が認められた.

3.勝利志向性とスポーツ像との関連

勝利志向性の3群別にスポーツ像を構成するカテ

ゴリーの得点を比較した.その結果， r伝統J，r協
力・共同J，r科学主義J，r技術・戦術jのカテゴリ
ーで，勝利志向群が中間群またはレク志向群よりも

得点が有意に高かった(図1). 

ーー必勝利志向群…・・必中間群一一③レク志向群

按街・戦術

鍛~・精神

主務

4 

①〉③ 3

環t実

斜~主袋

①〉③

協力・共同

①〉②

伝統

①②>@ 

努力志向

自己志向

ジエンター

フリー

(Tukey 0.5%) 

図， .勝利志向群別にみたスポーツ像

まとめ

以上のことから，大学生がもっスポーツ像の特徴

として，①「鍛練・精神主義J，r伝統Jの得点が相
対的に低く，他方，②「協力・共同J，r規範意識J
で高くなっていた.さらに③「ジェンダー・フリーJ

や「環境Jといったスポーツに関する現イ効句課題に

対する得点は，勝利志向性に関係なく低かった.

付記:本研究はスポーツ・りテラシー教育とジェンダーに関する国

際比載研究(平成23-25年基盤研究C課題番号2部制93)の助成を

受けて実施された事前作す事である.
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日本の大学生におけるスポーツ観形成の実態 (3)
一組織的スポーツ活動経験とスポーツ観との関連一

0鐘ケ江淳一(近畿大学九州短期大学)・中島憲子(中村学園大学)・海野勇三(山口大学)
キーワード:スポーツ観，スポーツの価値意識，スポーツ像，組織的スポーツ活動

目的

本研究は，大学生の抱くスポーツ像やスポーツの

価値意識の実態を明らかにしようとするものであ

る本報告では，小学生，中高生におけるスポーツ

活動の中心的な場であるスポーツ少年団，運動部活

動などの組織的スポーツ活動経験の有無，在籍年数

および在籍ノ号ターンと大学生のスポーツ観との関

連について考察する.

方法

2007年に福岡県と山口県， 2009年に京都府の大

学生を対象に，各大学の体育授業担当教員の協力を

得て，百疏調査法による「スポーツに対する意識調

査jを行った.回収された656名中，欠損値，誤記

入のある回答を除いた479名分(有効回答率73.0%)

を分析対象とし「スポーツの価値意識尺度Jrスポ
ーツ像尺度Jを作成した.さらに，上記の fスポー

ツに対する意識調査Jにおいて，小学校期の「スポ

ーツ少年団所属経験と在籍期間j と中学・高校期の

「運動剖活動所属経験と在籍期間Jを調査した.そ

うした質問項目への回答をもとに組織的スポーツ

活動経験の有無，在籍年数，在籍パターンに関して

グパpープ分けして分析を行った.

結果と考察

1.組縦句スポーツ活動経験の有無とスポーツ観

組織的スポーツ活動経験がある大学生とそうし

た経験を持たない者に群分けし， rスポーツの価値
意識尺度Jrスポーツ像尺度Jの得点を比較した.
その結果， rスポーツの価値意識Jの「日常的有用
性j因子で活動経験を有する大学生の方が5活水準

で有意に高い得点を示した.rスポーツ像jでは， r勝
利志向」で活動経験を有する大学生が有意に高い値

を示したのに対し， rレク志向Jでは活動経験を持
たない大学生の得点が有意に高かった.

2.組織的スポーツ活動の在籍年数とスポーツ観

組織的スポーツ活動への在籍期間によって r7
年以上群Jr 4--6年群Jr1--3年群Jr 0年群j

に群分けし， rスポーツの価値意識尺度Jrスポーツ

像尺度Jの得点を比較した.その結果， rスポーツ
の価値意識jでは f日常的有用性j因子で r7年以
上群Jが ro年群Jより有意に高い得点を示した.
「スポーツ像Jでは， r勝利志向Jで r7年以上群j
r 4--6年群jが ro年群Jよりも高い得点を示し
た.逆に， rレク志向Jでは、 fO年群」の方が f7
年以上群Jr 4--6年群jよりも高い得点を示した。
3.組側qスポーツ活動在籍パターンとスポーツ観
スポーツ少年団に代表される小学校期の組織的

スポーツ活動経験と「スポーツの価値意識Jrスポ
ーツ像Jとの関連を分析した結果 r経験を有する
群Jがそうでない群に比して， r日常的有用性J因
子と「勝利志向Jで有意に高い得点を示した.また，

高校入学時に運動部活動に所属せず， r離脱j した
群と「継続」した群との得点を比較した結果， r価
値意識Jでは， r日常的有用性j因子にくわえ， r社
会的有用性J因子において有意差が認められた.さ

らに， rスポーツ観jの「ジェンダー・フリーJrレ

ク志向Jにおいて高校入学時に「離脱Jした群の方

が高い得点を示した.

まとめと今後の課題

組縦句スポーツ活動経験の有無，在籍年数および

在籍ノ号ターンの差異は，総じて，大学生のスポーツ

価{底意識，スポーツ像に対し，強い作用を及ぼして

いるとの結果は見出せなかった.スポーツの価値意

識の f日常的有用性J，スポーツ像の「勝利志向Jに

ついては，組縦句スポーツ活動経験を有する大学生

の得点が高い傾向にあった.一方で，活動経験のな

い大学生は，スポーツ像の「レク志向Jの得点が高

い傾向にあった.スポーツに親しむ機会キ活動を行

う場としての組織的スポーツ活動の連続性側搬性

に対する配慮や位掛けを学校階梯間，学校・地域間

で構築していくことの重要性が示唆された.

【付記】 本研究は，平成21--23年度科研費基盤研

究 (C)rスポーツ・リテラシー形成と学びの履歴・
生活スタイルに関する国際比較研究J(研究代表者:

鐘ケ江淳一)に関わる研究である.
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陸上競技短距離選手のエネルギー摂取量

及び消費量状況と身体組成の特徴

0市川麻美子小清水孝子 2吉村英一 2 山田陽介 2飛奈卓郎 2・3
山崎一彦三清永明 2，3 田中宏暁 2，3桧垣靖樹 2，3

l福岡大学大学院スポーツ健康科学研究科 2福岡大学スポーツ科学部，

3福岡大学身体活動研究所

キーワード:消費エネルギー摂取エネルギー陸上短距離選手身体組成

目的 JISSの式

身体系即或は，競技のパフォーマンスやコンディシ スポーツ選手の推定BMR(kcal/日)

ヨニングに影響を与える要因のひとつであり，運動 =28.5 ( kca1lkg LBMI日)XLBM(kg)
に適した身体組成は競技種目によって異なる.ま エネルギー摂取量は，対象者による自己記録法と写

た， 1日の消費エネルギー量に見合ったエネルギー 真法の併用により 3日間の食事記録を行った.栄養

を食事から摂取することは，競技力を高める為のコ 計算はWELLNESS21を用いた.身長，体重は， 12時

ンディショニングのひとつとして重要である. 間絶食後の早朝に測定を行い，脂肪量，除脂肪量は，

我が国において，スポーツ選手の 1日のエネルギ 測定部位別多周波生体電気インピーダンス法

一消費量のデータが少なく，種目ごとのエネルギー (physion社)にて測定した.

消費量について十分に把握されていない. 結果と考察

そこで，本研究では，大学男子陸上部短距離選手 補正後の総エネルギー消費量及びエネルギー摂取

を対象にエネルギー摂取量及び消費量と身体組成を 量は，それぞれ 2657:!:251k伺胤ay， 2762:!: 557 

評価し，陸上短距商船墾手のエネルギー出納について kcallday ，で、あった.除脂肪量及び体脂肪量，体脂肪

基礎的資料を得ることを目的とした 率は，それぞれ 59.1:!:3.8kg ， 4.7:!:2.2 kg ， 7.3:!: 

方法 3.1%で、あった.JISSの報告(2007)によると陸上短

l.対象およひ澗査時期 距離撃手の体脂肪率は男性で 6.2%と報告されてお

F大学陸上部男子短醐健手計16名を対象とした り，今回の対象者は， 7.3%で、あった.P此(身体活動

身体的側教は，年齢20:!:1歳，身長171.8:!:4.7cm，体 レベル)は，1.58であった.種目系分類別，期別に示

重63.8:!:4.6kgであった. した PAL(小清水ら，2005)では，陸上短距離種目は

測定期間は，2011年2月 10日'""'17日であり，本研 1.75(瞬発系，オフトレーニング期)に当たるが，この

究の測定時期は，陸上部のオフ時期だ、ったが，練習 値よりも低値であった.

は通常通り行っていた. その理由の 1つに3軸加速度計では，ウエイトト

2.調査項目 レーニングや短距離のスプリント練習等のエネルギ

身体活動レベル(PAL)は3軸加速度計(パナソニッ ー量が，正しく評価できない可能性が考えられる.ま

ク社アクティマーカー)を用い，就寝，入浴以外の た，本測定期聞が，大学休暇日にあたり，練習以外の

1週間装着し，評価した.3軸加速度計の結果は， 1日8 活動が少なかったことも考えられる.

時間以上着用している日の値を採用し，そのうち8時 縦命

間以上の装着が確認できた日を平均し，算出した.内 陸上短距離撃手 16名の基礎的データを得た。今

蔵されている基礎代謝の推定値は，一般成人を対象 後，更に対象者を増やしていきたい.

としたものである為，国立スポーツ科学センターに これらについては，今後二重標識水ωLW)等を用
よるスポーツ選手向けの推定式 υISS式)を用いて いて，より精確なエネルギー消費量を求めて確認、す

補正を行った. る必要がある.
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中学生女子バレーボーノレ選手を対象とした

ラダートレーニングの効果 ~敏捷性、瞬発カに着目して~

0矢城あさみ(佐賀大学大学院)

池上寿伸、坂元康成(佐賀大学)、演田真伍(佐賀大学大学院)

キーワード:ラダートレーニング敏捷性瞬発力 中学生女子バレーボール

目的

ラダートレーニングに関する先行研究において、原

田(2∞7)は女子バスケットボーノ同霊手を対象に、ラダ
ートレーニングの有努H生を報告している。
本研究では、 SAQトレーニングの1つであるラダー

トレーニング、を用い、バレーボールに重要な敏捷性と

瞬発力を効果的に高める要因と方法の検討を行い、今

後の指導実践に役立てることを目的とする。

方法

l.対象及び実施期間

中学生女子バレーボーノ哨3員 39名を対象とし、 ト

レーニングを実施するT群 17名、実施しないN群22

名の2群を設けた。 T群には、ラダートレーニング、を

週当たり 3回、 3週間にわたり実値した。

2.測定項目

ラダートレーニング、効果を検証するために、 トレー

ニング期間の前後に測定を行った。測定項目は、敏捷

性と瞬発力に関係するサイドステップ、 9m3往復走、

3回闘~、垂直闘~、スパイクジャンプ (SJ) 、ブロッ

クジャンプ(BJ) とラダーテスト3種を行った。

結果と考察

T群は、ラダートレーニングを週当たり 3回行うこ

とでサイドステップ、 9m3往復走、垂直闘[(J、SJ、BJ、

1マス1歩のラダーテスト 1、ラダーテスト3等の記

録が向上し、敏捷性、瞬発力能力に対するラダートレ

ーニングの有効性が示された。(表1参照)

また、 3週間のトレーニング後に記録が向上し有意

性が認められたことから、敏捷性、瞬発力を向上させ

るためには少なくとも3週間のトレーニング期間の必

要性が/官凌された。原因(2007)によると 1カ月以上の

ラダートレーニングによって効果がみられているが、

本研究において3週間という短期間で効果がみられた

ことは、さらに発育発達上の観点からの検討が必要と

なると考えられる。

表1 トレ一三ング前後における測定結果
T群{n=17) N群(n司2)

司自 T佳 司自 T後
サイドステップ(固)将士20 49土11林 関土6 49.5土8.5
9m3往復走 (秒)15.74土2.2915.21土1.8お* 15.日士1.6115.62土1.11
3周属ぴ (m) 5.91土0.91 5.83土1.16 5.5土0.7 5.28土0.94
垂直跳ぴ (c同将士15 47土18林 47.5士10.5 44剖
SJ (cm)絹5土14.5 50.5土18.5輔 46土12 44:1:10 
BJ (cm) 41土15 45土13* 42.5:1:11.5 41:1:9 
ラダー子スト， (秒)5.75土1.76 4.82土1.62柿 4.76土1.11 4.55土1.1
ラダーテスト2(秒)5.34:1:1.24 4.78:f:0.79 4.97土0.69 4.78土0.87
ラダー子スト3(秒)6.01土Z田 5.21土1.43* 5.57土1.56 5.04土1.42*

{P<O.05* P<O.o1紳)

ラダーテストと敏捷性・瞬発力の両項目聞における

関連性は、ラダーテスト 1においては顕著な関車がな

かったがラダーテスト2、3は中等度以上の相関関係

が見られた。 (r=:tO.5258から:tO.8466)

さらに、 T群のトレーニング後における敏捷性と瞬

発力の沸j定値聞の関係を見るために相関行列を求めた

ところ中等度の相関関係が見られた。具体的には、サ

イドステッアのように左右の切り返しが必要制政捷動

作と、鉛直方向のジャンプ動作における瞬発動作の双

方においてラダートレーニングによる効果が表れたも

のと考える。(表3参照)

まとめとして、中学生女子バレーボーノ~墾手の敏捷

性、瞬発カを高めるためには週当たり 3回のラダート

レーニングを縦続して行うことが必要と考えられる。

さらに、敏捷性、瞬発力の向上がどのようなバレーボ

ールの動きに繋がっていくのかを明らかにする必要が

ある。

剖
一
副

引用・参考文献

1.原因剛、烏賀陽信夫、金高宏文、山本正嘉 (2007)

女子中学生バスケットボーノ吋塞手を対象としたラダー

トレーニングの効果.スポーツトレーニング科学.第8

巻:pp5........12
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バレーボール選手の高さとスピード要素を高める

バランストレーニングに関する研究

O演田真伍(佐賀大学大学院)、池上寿伸(佐賀大学)、坂元康成(佐賀大学)

キーワード .バレーボーノレ指数バランストレーニング 高さとスピード

目的 問Jスピード)が向上した。このことから、パラン

引地らは、体幹部トレーニングによって、大学 ストレーニングが高さとスピードの向上に影響

バレーボーノレ選手のスパイタ成功[*5が向上する

と報告している。本研究では、バランストレーニ

ングによってバレーボーノレに必要な体力が向上

するかどうかについて検証し、高さとスピードの

要素を中心としたトレーニング効果の要因と方

法を検討する。

方法

被験者は、高校男子バレーボーノレ選手と大学男

子バレーボーノレ選手の苦1-32名である。 トレーニ

ングを行う1昨と行わない群に分けた。 トレーニン

グ群には、バランストレーニングを迎4日、 6週

間に亘り実施した。 10項目の体力測定項目とその

総合得点であるバレーボーノレ体力指数を得点化

し比較検討した。

結果及び考察

図 iよりバレーボーノレ体力指数の総合得点は、

トレーニング後に向上し、有16差が認められた。

(pく0.05)各測定項目をスピード、市さ、パワ

ー別にまとめ、各要素の合計点を比較したところ、

トレーニング鮮は高さとスピードの要素におい

て、 トレーニング後の測定値が向上した。

600.00 

400.00 

200.00 
0.0。

蝿トレーニン

グHfl

トレーニン

グ後ャ、

泳
/
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 }、 」

図 lバレーボー/レ体力指数の変動

中でも特に、ランニングジャンプ、 T.ぬst(移

を及ぼしたと考えられる。また、表1に示すトレ

ーニング前 ・後の体力姿索開の関連性を見てみる

と、 トレーニング前はスピードとパワーにおいて

1'=0.6962と中等度の関連がみられたが、 トレー

ニング後は、高さとスピード(1'=0.7006)並びに高

さとパワーG:=0.5783)に中等度以上の相関関係

が認められ、市さ・スピード ・パワーの関連性が

密接になった。

バランストレーニングの効果が最も表われた

被験者は、ランニングジャンプが9cmfJllび、T-test

が 0.5秒速くなり、メディシンボーノレ投げ (パワ

ー)が 50cm向上した。これは、バランストレー

ニングにより前後左右の移動スピードやジャン

プlJ;'iの身体ノくランスが安定し、体幹部の筋力が地

加したことを示している。

引地らは、体幹部の筋パワーがバランス能力に

効果すると報告しており、本研究におけるバラン

ストレーニングが高さとスピード要素の向上に

貢献することを示唆している。

表 1各要素別合計点(中日開行列)

上ニ角rI直/下ニ角:検定結果(*:5弛特1略)

スピード 高さ パワー

スピード 1.0000 0.7006 0.5042 

高さ ** 1.0000 0.5783 

パワー 本

引用 ・参考文献

1引地ら大学女子ハ.レーポール選手対する体幹部トレー

ニンゲが筋力およびハランλ能力に与える効果，体力科

学56(6)，735， 2007 
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バスケットボールにおけるリバウンド獲得の実践知についての質的研究
O大山泰史(福岡教育大学大学院)鈴木淳(福岡教育大学)小川諒(福岡教育大学大学院)

キーワード:バスケットポール リバウンド獲得質的研究コツ獲得実践知

目的

バスケットポールにおいて、シュートされたボー

ルのうちの半分は、リングを通過せずにリバウンド

ポールになる。この事から、リバウンド獲得がバス

ケットボールにおいて重要であることが言える。

従来のリバウンドにおける研究は、数量化し、統

計処理することによって客観的に評価するという手

法で行われてきた。しかし、この手法では結果を量

的に評価することはできても、プレーヤーの個々の

技符Tや技術獲得の背景、価値観を質的に評価するこ
とができない。そこで、本研究は、リバウンド獲得

に優れた選手が、なぜ、リバウンドを多く獲得でき

るのかに注目した。その中で、どのようにして技術

を習得したか、そこにはどのようなきっかけや背景

が存在するのか、どのような経験を得てきたかを調

査することを目的とした。これらの点を踏まえて、

選手に対してインタビュー調査を実施し、選手のリ

バウンド獲得に関して個々の持つ特徴を明らかにし、

調査や研究から明らかになったことを指導や今後の

選手のために役立つ知見として現場に提供する。

方法

1.研究対象
2010年度第 17回全九州大学バスケットボール

リーグ戦の予選リーグにおけるリバウンドタイトル

獲得者を選出した。

2.インタビュー調査内容および方法

調査内容は、大学生現役選手にリバウンド獲得に

ついて、コツを獲得するまでのプロセス、技や動き

のコツ、コツ獲得後の変化、コツの伝達(中込，2003)

についてインタビュー調査を行った。調査は、 2011

年2月9日から2月24日の聞に行った。

3.データの分析

対象者のインタビューデータを 1)データの文章化、

2)データの切片化、 3)プロパティとディメンショ

ンからラベル名をつける、4)カテゴリーにまとめる、

5)カテゴリ一関連図の作成、 6)ストーリーライン

の作成、という手順で行った。

結果

データの分析から、「リバウンドに対する価値観J

「リバウンド獲得技術についての分類と使い分けJ

「選手の生い立ちJ3つのコアカテゴリーを導き出

した。

まず、リバウンドの価値観としてディフェンスリ

バウンドに対して重要度を高く示しており、オフェ

ンスリバウンドに関しては、以前は重要視していな

かったものの大学進学後にオフェンスリバウンドに

対する意識も高まってきた。また、リバウンドにお

いて参加する意識の重要性を述べている。

次に、分類と使い分けについては、ボックスアウ

ト、キャッチング、リバウンドジャンプの3つに分

類し使い分けが行われている。特にボックスアウト

では、相手とのコンタクトの部分を重要視している。

キャッチングにおいては、ポースハンドキャッチを

心がけている。

また生い立ちに関しては、中学校、高等学校、大

学のそれぞれのカテゴリ一時に技術獲得の変化が見

受けられた。

考察

これらの結果から、リバウンド獲得を増加させる

ためには、参加するという事が最も重要であると考

えられる。その他にも、技術の使い分けや様々な選

手との対時が技術獲得に影響しているようである。

しかし、これらの事は一般的に指導書などでも言わ

れている事である。つまり、今まで言われてきた事

を実行する事でリバウンド獲得の可能性を高める事

が改めて確認することができた。

また、キャッチングにおいてボースハンドでキャ

ッチが可能ということは、この選手のシリンダーの

広さが考えられる。この事は、シリンダーを広く取

るためのコンタクトや体の使い方を行っていると考

えられる。
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高齢者の運動習慣を規定する身体的、心理的、社会的要因の検討

一高齢者2次予防事業参加者を対象として ー

O 荒井久仁子(熊本健康・体力づくりセンター/九州大学大学院)， 

橋本公雄(九州大学健康科学センター)

キーワード:2次予防参加者運動習慣 ソーシャルサポート 主観的健康感

我が国の65歳以上の高齢者人口は、 2025年には

30%を超えると予想され、今後さらに医療費や介護

費の増加が問題となってくる。特に要介護になる可

能性が高い高齢者への対応は重要であり，健康・体

力を向上させるとともに，運動習慣(頻度)の確立

を目指したプログラム構築が待たれている。効果的

なプログラム構築のためには運動習慣を規定する

要因を探ることは重要であるが、要介護者になるリ

スクを有する高齢者に関するこれらのエビデンス

は乏しい。そこで本研究では、 2次予防事業参加者

の運動習慣を規定する要因を調べるため、身体的、

心理的、社会的変数を用いて包括的に要因を明らか

にすることを目的とした。

方法

A県在住の2次予防事業参加者80名を対象とし、

運動習慣(頻度)と、身体的要因として体の痛み(肩、

腰、膝のO.全く痛くないー10.想像出来る最高の痛みの

合計)、体力 (4種目 5段階制面の合計得点))、心理

的要因として主観的健康感(1.よい-5.よくないの 5

件法)、メンタルヘルス(橋本1994の20項目)のス

トレス度と生きがい度、運動セルフエフィカシー(岡

ら，1999)、運動動機づけ(外発的動機づけ一内発的動

機づけの5件法)、社会的要因として家族・友人から

のソーシャルサポート (5項目の合計)を測定した。

まず、運動習慣の状況、および未実施理由を確認し

た。さらに、運動習慣の規定要因を検討するために、

従属変数を運動習慣(頻度)、独立変数を、身体的要

因、心理的要因、社会的要因の8項目として、重回

帰分析を用いて検討した。

結果と考察

まず、参加者の運動状況は、 AC8Mから身体的効果が

得られると言われている週2回以上実施している者は

53%であり、約半数であった。実施項目は、散歩が 6

割を占めていた。未実施者は、約半数が体の痛みを未

実施理由に挙げていた。

さらに、運動習慣を規定している要因を検討するた

め、重回帰分析を行ったところ、以下の図1の結果が

得られた。

L特約健康浮iJ ど・251** R2=.13 
、¥、も運動習慣

~頻度)

LソザヤルサボヲトJ/s=.242**

図1.運動習慣を規定する要因

図1.の結果より、主観的健康感と家族・友人からの

ソーシャルサポートに有意な規定力があった。

以上の結果から、 2次予防対象者の運動習慣は、約

半数は週 2回以上運動習慣があり、その内容は散歩を

しているものが多く、未実施理由としては、体の痛み

が大きな阻害要因となっていた。さらに、運動習慣(頻

度)を規定する要因は、家族・友人からのソーシャル

サポート、および主観的健康感であった。ソーシャル

サポートは運動実施の重要な決定因であり (McA凶ey.

E.，2000)、高齢者の運動参加理由として、社会的交流

が上げられていることから (Wunbush.8.，1997)、運動

習慣を身に付けるためには、家族や友人のソーシャル

サポートが重要であると言える。また、体の痛みは主

観的健康感に影響を及ぼすと言われている(赤嶺

ら，2002)ことから、体の痛みは運動習慣の調整変数と

なりうる可能性があると示唆される。よって、 2次予

防事業では、関節痛改善のための運動指導とともに、

ソーシャルサポートを高めるアプローチも必要と考え

られる。

今後の課題として、被験者の人数を増やして、さら

なる要因検討をしていきたい。



認知トレーニングシステム開発の試み

- EMR，・9を使用した“見え方"の検証-

O今村律子、山本勝昭、徳島了、坂元瑞貴(福岡大学)

庚田祥吾(福岡大学大学院) 川面剛(九州共立大学)

キーワード:追従眼球運動 注視点解析 アイマークレコーダー

目的

スポーツ場面における視覚分野の研究は、観察行

動による指導者と選手の視線比較や、認知トレーニ

ングとしての戦略理解など盛んに行われはじめ、視

機能向上を中心としたスポーツビジョンなど「見る

トレーニングjは多岐にわたっている。しかし、「刺

激(情報)→予測(理解)→即芯(ノ《フォーマンス)J

へつながる一連のトレーニングシステムは少なく、

トレーニングそのものがパフォーマンスにどう影響

しているのかを検証することが大きな課題となって

いる。「見るトレーニングJとして、実際場面へとつ

なげるには、リアリティが関われる。そのーっとし

て、提示する刺激の大きさが考えられる。見るトレ

ーニングとしてまずはアスリートが提示されたもの

をどのように見ているのか「見え方Jを検証する必

要がある。

そこで、本研究では2つのサイズの視覚刺激提示

用モニターに赤色小光点を移動させ、非櫛虫型の注

視点解析装置 EMR・9を使用し、大きさの影響によ

る見え方を検証することを目的とした。

方法

1.対象および測定機器

対象者は球技種目選手17名(平均24歳)中、有

効対象データ 12件を今回の対象とした。測定機器は

NAC社製 モパイル型アイマークレコーダー

EMR・9を使用し、刺激提示法としてプロジェクター

1台を移動させ2サイズ提示を設定した。

2.実施手順

被験者に実験要領を説明し、アイマーク装着後、

キャリブ、レーション (9点)を行った。追跡眼球運

動課題は画面サイズ (L…180cmx 18Ocm) (S… 
60cmX60cm)の2サイズにおいて、 3スピードX8

方向からの追従課題 (0
0 4~ 900 1350 1800 22ダ

270
0 

315
0 

) X2前子納6分)を実施。課題終了

後、アンケート調査を行った。

結果と考察

アイマークデータを座標変換し、各左右の眼にお

いて、刺激光点からの距離の誤差平均を8方向別に

比較した結果、左眼(1800 →00 方向)に5%水準

で有意な差が見られ、他の方向にはサイズにおける

有意性は見られなかった (Fig.l)。しかし、今回の

研究において、被験者の「見ているJとbづ報告と

アイマーク軌跡データのズレがあり、どこを意識し

てどのように見えているかの違いがあることが考え

られた。また「見え方Jには個人特性(競技性・ポ

ジション)が存在することも予測された。多くの被

験者からSサイズモニターは追従が困難であったと

報告された。今後は、より実際場面に近い課題の探

索と、アスリートの見え方の解明を進め、その刺激

に関連するダイナミックな反応トレーニングを加え

ることで実践に近づいた f刺激→予測→即芯j と一

連の認知トレーニングシステム開発へとつながるこ

とが期待される。

¥ 

225・→45‘ J ・135....315

270→90 *P<.国

円g.1左唄・L袋示cS袋示の距離誤差
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中高年の運動経験とレジリエンス

0出水忠 1) 山本勝昭2) 今村律子2) 谷川知士3)

1)福岡大学大学院 2)福岡大学 3)鹿児島女子短期大学

キーワード:レジ日エンス運動・スポーツ経験中高年

目的

レジリエンス b溜ilience)とは「ダメージを受け
た状態から元の精神的に健康な状態に戻ろうとする

復元カJと祐宗ら(21∞ηは定義している。運動・ス
ポーツ場面では怪我、スランプ、パーンアウト、イ

ップスといった精神的ダメ}ジを受ける不適応状態

に陥ることがある。そこから立ち直り、適応状態に

戻ることは、まさに運動場面のレジリエンス能力が

試され、高められるトレーニングの場としてもみる

ことができる。 近年、発達期や中高年における運動

実践とレジリエンスの研究は進んでいる。現代祖会

は黙息した状況にありストレス祖会である。その中

で今日の中高年は年間自殺者数が一番多く、ストレ

スフルな状態に至っていると考えられる。そこで本

研究で}ネ 40--ω代の過去の蔀括動経験および今の

運動実施とレジリエンスとの関係を明らかにするこ

とを目的とした。

)i 法

1.調査対象者

調査対象は，スポーツ指導者、軽スポーツ愛好家

ボランティア団依市民イベント参力幡で40代68

名、 50代75名、 60代8s名の228名である。

2.調査内容

S-H式レジリエンス検査:putl ①ソ}シヤノレサ

ポート感②自己効力感③社会性である。(今回

開t1のみ使用)

運動活動・生活様式調査:①スポ}ツ歴②仕事

での身体活動 ③スポ}ツ有能感④生活習慣⑤

自己管理⑫畠去5年間の運動実施

結果と考察

中高年においては、あrrG邑去5年間)の運動実
施と現在のレジリエンスとの聞には有意な関係がみ

られた(図 1)。中高大学期の運動部活動経験年数と

現在のレジリエンスとの聞には有意差はみられなか

った(図2)。
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図1過去5年間の運動実施とレジリエンス
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図8過去と現在における運動と生活様式

さらに、運動部活動経験者において、最近も運動

している人の)iが筋后軍動してない人に比ベソーシ
ヤルサポート感が有意に高かった。また、スポ}ツ

有能感、生活習慣、自己管理も高い事がわかった(図

3)。
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教科の噌好と社会的スキルの関係

0杉山佳生(九州大学)

キーワード:教科の好き嫌い 対人関係スキル コミュニケーションスキル

目的

学校では，様々な教科の学習が行われるが，その

活動の中で，同時に社会的スキルも学習されている

と推測される.本研究では， r特定の教科に対する好
意的態度は，その教科関連活動への高いコミットメ

ントをもたらし，そこでの社会的スキル学習も促進

されるjと仮定したうえで，どのような教科活動が

どのような種類の社会的スキルを獲得させうるのか

についての基礎的情報を収集することを目的として，

教科の噌好(好き嫌い)と社会的スキルとの関係を

分析することとした.特に，保健体育という教科が

社会的スキルの獲得にどのような貢献をしているの

かに注目した.

方法

1.対象者

調査対象者は，身体科学関係の必修授業を受講し

ていた大学生619名(男436名，女183名)である.

平均年齢は， 18.8歳(泣)=1.2)であった.

2.調査内容

社会的スキルの獲得水準を調べるために，相川・

藤田 (2005)の成人用ソーシャルスキル自己評定尺

度を用いた.この尺度は，対人関係スキルにかかる

3下位尺度(関係開始，関係維持，主張性)，および

コミュニケーションスキルにかかる3下位尺度(記

号化，解読，感情統制)，合計35項目で構成されて

いる.

また，教科の好き嫌いを調べるために，高校で通

常履修する 10の教科(国語，地理歴史，公民数学，

理科，保健体育，芸術，外国語，家庭，情報)を呈

示し， r好きJである順位(1:最も好きである， 10: 
最も好きでない)をつけさせた.

結果およて氏考察

教科の好き嫌いと社会的スキルの獲得水準との関

係を検討するために，各教科について，好きである

順位を 1位---3位と回答した者を「好群J，8位---10

位と回答した者を「嫌群Jとし，両群の社会的スキ

ル各下位尺度の平均得点を算出した.両群聞に得点

の違いがあるかどうかは， 2要因(性別×好嫌群)

の多変量分散分析によって検討した.

その結果，国語，保健体育，外国語，家庭の4教

科において，好嫌群聞に，有意あるいは有意傾向の

違いが認められた.下位尺度ごとに見た，両群聞の

社会的スキル得点の関係は表 1に示したとおりで

ある.これらの分析より 好きである(あるいは好

きでない)教科の違いに応じて，獲得されている社

会的スキルの内容が異なっていることが明らかにな

った.特に，保健体育への好意的態度は，関係開始

(および維持)スキルや記号化スキル(情報伝達に

かかるスキル)と密接に関係していることが示され，

保健体育という教科が，この種の社会的スキルの獲

得に貢献している可能性が示唆された.

付記:本研究は科学研究費補助金(基盤研究(C)，課

題番号:21500564)の助成を受けて行われた

表l教科の好き嫌いと社会的スキルの関係
教科 関係開始 関係維持 主張性 記号化 解読
国語* 嫌*

保健体育" 好材 好↑ 好傘
外国語T 好* 好* 好? 好**
家庭f 嫌寧
好，嫌:それぞれ，好群(順位1-3位)，嫌群(順位8-10位)のほうが高得点であることを示す.
申*p<.01.事p<.05.t.05<p<.1O. 

感情統制

嫌?
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中学校保健体育教師のキャリア・デザインに関する研究(1 ) 

一特に，職能構造モデ、ルの構築に焦点をあてて一

中田朔士 桐谷隆介(福岡教育大学大学院)

中西純司 兄井彰(福岡教育大学)照屋博行(九州看護福祉大学)

キーワード:職能保健体育教師職能構造モデルキャリアデザイン

目的

近年，問題視されている指導力不足教員問題を超

克し，質の高い学校教育を児童生徒に保障していく

ためには，指導力のある教師の確保，及び，そうし

た指導力を支えるだけの専門的力量の形成・向上が，

21世紀生涯学習社会を担う学校系断裁にとっては喫

緊の課題である。

そこで，本研究では，中学校保健体育教師に必要

な職能(専門的力量)に関する仮説的構造モデ、ル(以

下「仮説的構造モデ〉レj と略す)を設定し，検証す

ることを主な目的とする。

方法

本研究で、は、以下に示す方法によって研究を行う。

(l}t反説的構造モデルの構築

本研究では，全ての耕市に関する「教自制哉能Jと

して西 (1981)と津布楽(1989)の研究成果を，ま

た，保健体育に関する「体育職能Jとして武隈(1992)

や笹山(1998)の研究知見を参考にした。それらの

研究知見より，学校経営学・教育経営学や体育・ス

ポーツ経営学の分野における教師教育研究を吟味す

ることによって、仮説的構造モデ、ノレを構築したo

(2)仮説的構造モデノレの検証方法

本研究では、Y県N市の中学校保健体育教師7名、

Y県N市教育委員会職員 1;名、及びY県教育委員会

職員4名に対して， 2010年 12月 16日， 20日， 22 

日の3日間でインタピ、ュー調査を行ったo 調査内容

は，研究内容の説明を行った上で， 12の職能分類の

優先順位の確認と討議を行ったo 1人あたりのイン

タビ、ュ一時間は20---40分であり，その際， ICレコ

ーダーによる音声録音の許可を頂いた上でインタビ

ュー調査を実施した。知包するとともに、調査対象

となった 12名の発言内容等に対して定性的分析を

行うことによって、仮説的職能構造モデルの検証と

修正を行った。

結果と考察

本研究では，以下の様な研究結果が得られた。

(1)仮説的モデ、ルの構築

仮説的構造モデルを， r学習指導に関する知識・能
力Jr児童生徒を理解する能力Jr学校経営能力Jな
どを含む 12の職能分類から，構築することができ

た。職能分類は，教育(体育)観や教育(体育)理

念，及び人格的側面(情熱・人間性)といった「資質j

を基底としながら，保健体育教師として後天的に学

習・獲得していくことのできる知識・能力として「教

師職能J(教職能力)と「体育職能J(体育専門職能)

といった2つの仮説的構成概念から構築した。

(2)仮説的構造モデルの検証

この仮説的構造モデルに修正を加え， r学習指導に
関する知識・能力Jr生徒を理解する能力Jr社会環境
を認知する能力Jr校務遂行能力Jr体育事業の企画・
運営能力Jr学校保健教育と学校保健の知識Jr運動・
身体構造に関する知識Jr地域・保護者とのコミュニ
ケーション能力Jなど，後天的に身につけることの

できる知識・能力と，それらの職能を身につけるた

めの「研究・研修，情報収集，分析能力Jとし、う名

称に命名された。その結果，図1に示す様な教育現

場に適合した， 11次元の職能分類からなる「職能構

造モデ、ノレJを構築することができた。

学官.1t~1こ関する
鈎O1能力

図1 保健体育教師の職能構造モデル
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中学校保健体育教師のキャリア・デザインに関する研究 (ll)

一職能とキャリア・デザインのあり方に焦点をあてて一

0桐谷隆介・中田朔士(福岡教育大学大学院)

中西純司・兄井彰(福岡教育大学) 照屋博行(九州|看護福祉大学)

キーワード.職能保健体育教師 キャリア・デザイン大学カリキコ.ラム

目的

近年，終身雇用制度の衰退や不況によるリストラ

の影響で失業の可能性が高まり，学生のキャリア・

デザインへの関心が高まっている.そのような中，

学生は失業率の低い公務員志向へと傾きつつあり，

公務員である教師とb、う職業をめざす学生が増加す

ると考える.しかしながら，現代の多様な教育現場

の実態に対応しきれず，挫折する郡市も少なくない.

そのような問題を超克し，教職をめざす学生を育成

することが喫緊の課題である.そこで，本研究では，

キャリア・デザインの観点から，研究(1 )によっ

て明確にされた職能構造モデ、ルに依拠して，職能項

目と本学中等教育教員養成課程保健体育専攻カリキ

ュラム(以下， r本学カリキュラムjと略す)のあり
方について検討していくことを目的とする.

方法

1.調査対象

今回の研究ではY県N市の中学校保健体育教師7

名， Y県N市教育委員会 1名， Y県教育委員4名に

インタピ、ュー調査を行った.

2.調査内容

①具体的な職能項目に関するチェツクシートの確認，

質疑応答

②職能の優先Jl開立の記入質疑応

③保健体育教側議能の枠組みに関する質疑応答

このような手順でインタビュー調査を行い，イン

タビ、ュ一時間は， 1人20分--40分で、行った.またイ

ンタビ、ュー内容は許可を頂いた上でICレコーダー

による音声録音を行った.

3.インタピ、ュー調査内容の分析方法

ICレコーダーに録音したインタビュー調査の内

容を再生し，文字おこしを行った.そのデータから，

KJ法を用いて具体的な職能項目に関するチェツク

シートの修正に参考に成り得る合計207の発言を抽

出した.そのような発言を加味し，研究(1 )によ

って明確にされた職能構造モデルに基づ、いて職能項

目に関するチェツクシートを作成し，本学カリキュ

ラムと比較・分析を行った.

結果と考察

職能項目と本学カリキュラムとの比較・分析を行

った結果，学習指導に関する知識・能力では， r各地
域の教育委員会が制定している教育方針の理解」と

「学習指導要領の改訂で，新たに指導することが必

要な内容を指導することができる能力J，社会環境を

認知する能力においては， r~î走数等の学校規模の理

解Jと「地域の状況把握能力jの項目が取り扱われ

ていなかった.こうしたことから本学カリキュラム

では近年の教育の情報・情勢を学ぶ授業を行なけれ

ばならないと考える. r体育事業の企画・運営能力J
の項目と本学カリキュラムを比較すると「体育経営

学講義jの授業内容が具体的な能力として挙げられ

た「体育事業の企画・運営能力jは「体育祭や体

育系行事の適切な計画作り，実施・評価することが

できる能力Jとして先生方の必要性も非常に高い.

このように，必要性の高い「体育事業の企画・運

営能力Jを指導する体育経営学の学問の必要性が改

めて問われる.このようなことから学校現場では「体

育経営jの知識・能力が必要とされているといえる.

また本学の授業では，教育論理・知識を身につけ

ることができる授業は多く取り扱っているが，その

知識を生かし実際に授業を行っていくとしづ教職実

践能力を形成する授業はあまり行われていない.こ

のような能力を形成するために実習形式の授業を，

増加させることが求められる.
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「新しい公共jの形成と総合型地域スポ}ツクラブの可能性に関する研究

ーあるコミュニテイクラブに着目して一

O 中西純司縄問教育大学)

キーワード:r新しい公共j ソーシヤノレ・ガパナンス 地域スポーツ振興総合型地域スポーツクラブ

事碗の目的

2011年 6月24日に公布された「スポーツ基本法1

(2011年8月24日施行)においては， rスポーツを通

じて幸福で豊かな生活を営む権利J，いわゆる「スポー

ツ権Jが基本理念として明記され，第21条には「住民

が主嗣句に運営する地域スポーツクラブの必要性・重

要性Jが規定された.また，こうしたスポーツ基本法

の基盤となった「スポーツ立回戦略J(文部科学省，2010

年8月26日)や" r新しい公共j宣言(内閣府， 2010 

年6月4日)では，総合型地域スポーツクラブ(以下，

「総合型クラブj とし、う)に対して，スポーツ振興に

よる「新しい公共jの形成が期待されている.

そこで，本研究では， rソーシヤル・ガパナンスJの
立場から地域スポーツ振興体制を捉え直し r経営参
加・協働Jとし、う観点、から， r新しい公共Jを担う総合
型クラブ(コミュニティの拠点として)の可能性につ

いて事例分析を行うことを目的とする.

研究の方法

1.分析視点の設定

本研究では，これまでの知見仔子賞・中西， 2009; 

中西ほか， 2011)から「経営参加・協働Jとし、う分析

視点として，①入会時におけるクラブ理念・趣旨の理

解状況，②事業の総創主と会員の事業参加状況，およ

び会費設定， Q漣営組織システムへの会員参加・協働
の状況，(4)会員の意識・行動レベノレ(クラブ運営，地

域経営)の変化，といった4つの指標を設定した.

2.研究方法

(1 )事例分析の対象:設立準備時から「スポーツ

振興による地域づくりJを方針とするAコミ

ュニテイクラブ (X県Y市)を対象とした

(2)調査方法:r経営参加・協働jの状況について
把握するために，①会長・事務局長に対する

インタビュー調査。010年5月24日""'12月

6日までに7日間)と，(g潤l送法による会員

調査。010年 12月21日""'2011年 1月10日

まで)を実施した.

研究結果の概要

本研究では， r新しい公共Jを担う総合型クラブの
可能性として，以下のような結果を得ることができた.

1.クラブ理念・趣旨の理解状況

クラブ会員の68.0%は rクラブの思念キ煙旨を知ら

ずに入会したJと回答しているのに対して，クラブ理

念・趣旨を知っていた会員は32.0%であった.

2.事業の「総針金Iと参加状況.およひ浩費設定

Aコミュニテイクラブでは，文化・芸術事業22，ス

ポーツ事業14の合計36事業を総合的に実施している

とともに，会員も全体の302%は r2種目Jに， 14.6% 

は r3種目」に，そして 17.5%は r4種目以上Jに参加

しており，最高でr10種目Jに参加していたさらに，

会費設定のあり方についても， rlヶ月 1，∞0円ですべ

ての事業にいくつでも参加できるJといった，会員が

参加・協働しやすし、「格針金Jを重視していることが，

インタビュー調査の結果から明確にされた.

3.運営組織システムへの会員参加・協働の状況

Aコミュニテイクラブの運営組織システムには，会

員が経営参加・協働できるような白調みとして「指導

者&世話人J制度を導入し，運営委員25名を含む141

名の会員がクラブ運営に参加・協力している.また，

会員調査の結果からは，クラブ運営担当者やクラブ運

営協力者として全体の 59.9%の会員がクラブを「創

る・ささえる」活動に関わっていることが分かった.

翻って，クラブ運営等に関われない会員 (40.1%)

の理由としては仕事や家庭の都合でできなしリ

(36.7%)， r自分よりも他に適切な人がいるJ(26.6%)， 

「時聞がなし、J(24.1%)などに高い割合が示された.

中には， r運動を『する』ことだけが目的Jといった
ような回答も 13.9%ほど見られ，総合型クラブの糊主

には馴染まない状況もあることが明確にされた.

4.会員の意識・行動レベルの変化

会員のクラブ運営と地域経営に対する意識・行動・レ

ベルについて分析した結果，クラブ運営に参加・協力

している会員ほど，そうした意識・行動レベルが向上

しているということが明確にされた.
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産官学連携によるプロスポーツ選手自主トレーニングの受け入れに

ついて

O山崎利夫(鹿屋体育大学)隅野美砂輝(鹿屋体育大学)

キーワード:プロ野球選手産官学連携 自主トレーニング受け入れ

目的

鹿屋体育大学は鹿屋市と2010年秋に包括連携協

定を結んだ。同協定の目玉事業が、同大学、岡市及

び岡市観光協会の産官学が連携した「スポーツ合宿

まちづくり推進事業Jである。この事業の一環とし

て、 20日年1月、ソフトバンクホークスの和田毅投

手をはじめとする4球団のプロ野球選手 12名とト

レーナー数名を自主トレーニングで受け入れた。同

事業の目的は、鹿屋市を全国にアピールし‘岡市と

国立唯一の体育大学である鹿屋体育大学の知名度

と好感度を向上させ、地域活性化につなげることで

ある。

受け入れ内容

受け入れの内容は、同大学の施設・設備を利用し

てのトレーニング、高速度カメラやモーションキャ

プチャ装置等の高価な機器を使った各種測定、地元

小中学生の野球選手を対象とした野球教室の開催、

マスコミに対する自主トレーニングの公開、地元児

童養護施設の訪問などであった。 • 鹿屋体育大学は学内施設・設備の利用したトレー

ニング、各種測定及び野球教室の会場提供であった。

測定の結果を測定終了後速やかに本人とトレーナー

にフィードパックした。

結果と考察

合宿後、和国選手より以下のコメントをもらった。

「ああいう形で自分を分析していただいたのは初め

てのことでしたj、「まだ障りの段階なので、今後 2

年、 3年、 5年とデータを残していくことに意義が

あります。Jr初めてデータをとれたのが一番の収穫
です。今後の自分の変化が楽しみJ

和田毅投手が 2010年度のパリーグ最優秀選手に

選ばれたことから、テレビ、新聞、雑誌など40社以
上のマスコミが期間中、取材で鹿屋市を訪れた。鹿

表l 受け入れ選手

名前 所属 ポジション 期間

前回大和 内野手

高演卓也 阪神 内野手
23年1月11日~

森田一成
12日

内野手

藤岡好明 投手

江川智晃
ソフト

パンク
外野手 23年 1月14日

高橋徹 投手

鶴岡慎也
日本ハ

捕手
23年 1月17日~

ム 18日

和田毅 投手

大場朔太
ソフト

投手
パンク

柳川洋平 投手 23年 1月19日~

ヤクル 25日
赤川克紀

ト
投手

黒羽根利規 横浜 捕手

屋体育大学の充実した設備・測定技術・分析能力が

選手に評価され、報道されたという点で、強いプラ

スイメージを生んだことは大きな成果といえよう。

また報道には、鹿屋市長による自主トレ訪問と岡市

名産品の贈呈を取り上げているものが多く見られ、

鹿屋市がPRされたこともプラスだった。

この自主トレはテレビ、新聞、雑誌等で広く報道

された。これらの報道内容すべてを定量化(広告費

に換算)した結果、 l億円近いPR効果が得られた。
他にも選手・報道陣の滞在や野球ファンの見学によ

る経済効果もみられた。今後は、体育大学の存在を

強みとして、野球以外のスポーツ分野への誘致も図

り、ニーズの掘り起こしや広報活動に力を入れてい

く予定である。
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日本と韓国のスポーツ政策に関する研究

一国際競技力向上政策について一

0竹下俊一領屋体育大学)鄭絃撤(台湾国立苅重大学大学院D
前田博子，隅野美砂輝(鹿屋体育大学)

キーワード:スポーツ政策，国際競技力，政策モデル

本研究らは2004年のアテネオリンピック当時，日本

の「スポーツ振興基本計画 (2000年.)Jと韓国の「第

三次五ヵ年計画 (2003年--2007年.)Jをもとに国際競

技力に関する政策の検討を行った.その後， 2008年北

京オリシビックや2010年の広州アジア競技大会で，日

本は韓国に追いつき追い越せをスローガンにのぞんだ

が，インドや中東の躍進もあり，かえって韓国に水を

あけられた.そこで，日韓のスホーツ政策について再

考察した.

スポーツ政策の問題として，韓国は少数精鋭，競技

人口が少ないにもかかわらず日本よりも競技力は高く，

エリートスポーツ中心で取り組んできた.選手養成面

でのソフト面は優れているが，競技人口を増やし底辺

拡大につながるスポーツ施設の充実などハード面の政

策に遅れが現在でも見られる.

アジエンタ設定及び政策形成のレベルで日本のスポ

ーツ政策を決める手順は，文部明学省のスポーツ青少

年局企画・体育課で，政策案を諮問する.諮問をうけ

て中央教育審議会のスポーツ・青少年分科会(旧保健

体育審議会)で審議梢子われ答申する.この答申をう

けて文部捌学省でスポーツ振興基本計画を策定する.

なお，この計画を実行するための毎年の予算と事業は

財務省と文音開学省で政策を調整する.それを国会に

提出して審議・成立すると文部刺学省が予算を配分す

る.

政策決定において，韓国は日本とそのプロセスでは

ほぼ変わらない.すなわち文部劇学省や文化観光部が

政策を決めて両国オリンピック委員会が実施する， ト

ップダウンの形態を取っていた.しかし予算の策定段

階で単年度予算と複数年度システムの日本と韓国に違

いが見られた韓国の場合，年度毎の予算策定に文化

観光部， KOC，大韓民国体育会が一体となって審議する

という実状があり，一般的なプロセスよりもアジェン

ダ設定，政策形成，政策実施の各レベルが近接したモ

デルとなっている.しかし日本は，アジェンダ設定レ

ベル，いわゆる計画策定段階では競技関係者が審議会

に参画しているが，それ以降は参画していない.政策

実施や謝面面でのフィードバックや修正に迅速な対応

ができないのではない.

韓国では政策的に迅速な対応以外にも，競技力優秀

者に対する兵役免除や年金支給制度，また優秀な人材

を養成して世界の各地に派遣させて，国際大会・大会

や会議などの誘致を通してスポーツ先進国にもつなが

る特別政策などが実施され，国際的な競技力向上を多

方面から支援するシステムが構築されている.このよ

うに政策を含めたインセンティプの違いがアテネオリ

ンピック以降の日韓の競技力の格差に影響していると

思われる。
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障害者スポ}ツにおける継続的な練習環境の要因に関する研究

一視覚障害ランナーを例としてー

平井達雄(鹿屋体育大学大学院) 武隈晃(鹿児島大学) 山崎利夫(鹿屋体育大学)

キーワード:障害者スポーツ継続的な練習環境視覚障害ランナー組織化

目的

障害者スポーツの組織研究ではこれまで，オース

トラリアにおける障害者スポーツ・レクリエーショ

ン組織の実態 (0蹴 :hamp，1990) ，障害者スポーツの

普及・振興に大きな影響を及ぼしてきた障害者スポ

ーツの実態や(武眠1996)，知的障害者のスポーツ

における支援組織の経営分析(金山・山下，1996)な

ど，ある程度組織化が進展したものを対象とした研

究が多く， r個人同士の関係Jから「組織化Jへの過
程を対象としたものはみられない.しかし，視覚障

害者が継縦句な練習環境でトレーニングや競技を行

うためには「組織化Jが不可欠である.

そこで本研究では，障害者スポーツにおける継続

的な練習環境に関する要因を明らかにすることを目

的とした.

方法

1.対象および調査時期

調査対象は，視覚障害ランナーと伴走者をベアと

した形式であり 8組 16名(倒鴎佐3組，長蹴15
組)に対して2∞4年9月から 12月にかけてインタ
ビュー調査を実施した.

2.調査項目

調査項目は，視覚障害ランナーと伴走者の共通で，

f出会ったきっかけj，r練習頻度j，r練習継続期間j，
「練習は個人かチームか'J，rチーム同士の関わりj，
「コーチの有無J，r伴走を広めたい意思j，r身近な
人への相談状況j，r周囲への理解」であり，それぞ
れの項目で，前者は「練習場所へのアクセス方法j，

f被伴走経験jで，後者は「伴走経験の有無jであ

る.なお，調査項目は， r人を介した情報の流れJ，
f障害のもつ人からのフィードパック情報j，r人的
ネットワークの継続的な発展j，r障害者スポーツ経
営を担う主体の循環システムj，rチーム的な集まり
同士との関わりj とし、う論点から構成されている.

結果と考察

5つの論点ごとの結果は以下の通りである.

1)人を介した情報の流れ:情報の発信受信は視覚障

害ランナー自身の意志による影響が大きい.

2)障害者からのフィードパック情報:フィードパッ

ク情報が視覚障害ランナーからスポーツに関わる

人々には発されるが，家族や友人との間ではそれが

伝達されることはほとんどなく，フィードパック情

報の発信量は，視覚障害ランナーがスポーツを行う

主体である意識の強さに依存する.

3)人的ネットワークの継続的な発展:走る人と接す

る練習環境で視覚障害ランナーが積極的に人的ネ

ットワークを築き拡充していると考えられる.視覚

障害ランナーが走る場に伴走者などのサポートす

る人が少しずつ集まり継続的な練習環境が整いつ

つあるケースと，既に視覚障害ランナーと伴走者が

日常的に活動しているケースがある.

4)障害者スポーツ経営を担う主体の循環システム:

視覚障害ランナーがスポーツ経営を行う場の主体

である意識は高くはないと考えられる.

5)チーム的な集まり同士との関わり:r個人同士の関
係」から fチーム的な関係jへ発展する過程を把握

できなかった.

分析の結果，次のようなことが明らかになった.

①視覚障害ランナーと伴走者との関係は，個人同士

からチーム的な集まりへ，さらにチーム的な集まり

同士の関わりへと発展している.

②視覚障害ランナーの走りたい気持ちが周囲の人に

伝わり，前者と後者が頻繁に連絡し合うようになる.

G練習を継続して続けるにつれて，視覚障害ランナ
ーが練習や大会に参加する機会が増える.
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ニコニコベース運動での教室型支援が中高齢者の QOLに及ぼす効果について

0江口慎一 ・吉岡寛 ・丸山悠司・松原建史・樋口慶亮(株式会社健康科学研究所)

進藤宗洋(福岡大学 スポーツ科学部)

機能)と SF(社会名):，，!iIJ機能)に有意な改善を認め(そ

れぞれ p<0.05)，ニコニコベース運動を主体とした

教室型支援により中高齢者の QOLが改善する可能

性が示唆された残りの6項目は教室前のl時点で標

準点以上か，近似していたことから，元々が高かっ

たことで改善を認めなかったと推察された

ニコニコベース体力と QOLとの関係では，まず，

体力のトレーニング適応について初附レベルの影響

を考慮する必要があるため，ニコニコベース体力の

初期値 (x申h)と変化盆(y刺J)との幾何平均回帰直

線における x申h切片を本教室の運動適応の飽和水準

とし，教室前のl時点でそれ未満だった 107名を分析

井j象者とした そして，ニコニコベース体力の増加

群と減少群に分類したところ，増'sOl洋のみPCS(身
体的サマリースコア)に有意な改善を認めいく0.01)， 

ニコニコベース体力を向上させることが QOLの改

i!f'-に繋がる可能性が示唆された さらに，ニコニコ
ベース体力はニコニコベースマスターで評イ川したニ

コニコベース自己調整能力が高かった群 (5四月I3 

回以上で目標脈拍数を達成)でより向上していた

中高齢者健康関連QOLニコニコベース自己制整能力ニコニコベース体力

背景 ・目的

近年，転倒 ・介護予防のための取り組みでは，身

体機能の改善に加えて生活の質(以下， QOL: quality 

oflife)の改善に対する重要性が高まってきている

そこで本研究の目的は，ニコニコベースi.!J!!WJ

(50%Vo，m制 強度)を主体とした教室型支援が中
高齢者の QOLに及ぼす効果を明らかにするととも

に， 50%VO，m畝相当の酸素摂取盆(以下，ニコニ

コベース体力)の変化と QOLの変化との関係性に

ついて検手lすることとした

キーワ←ド ニコニコベース運動

まとめ

ニコニコベース運動を主体とした教室型支援によ

り中高齢者の QOLを改善できること，ニコニコベ

ース体力を高めることが QOLの改善に繋がる可能

性があること，ニコニコベース体力を高めるために

ニコニコベース自己調整能力を身につけることが重

要であることが示唆された

圃増加群口 減少i昨

方法

対象は，健康づくり運動教室に参加した中高齢者

190名(年齢67土7歳)とした.教室は全 16回開催

し，健康づくりに関するミニ講話と運動実技として

ニコニコベースによる踏み台運動とウォーキングを

実施したまた，独自の支援として rニコニコベー
スマスター」を実施した これは，運動強度を自ら

の主観的な感覚でニコニコベースに調整できる能力

(以下，ニコニコベース自己調整能力)を養うこと

を目的としたもので，脈拍モニターにブラインドを

かけて運動させ，運動終了後の脈拍数がニコニコベ

ース脈拍数 138一年齢1(2(:!:5拍/分)であれば「ニ

コニコベースマスターJとして認定し，これを繰り

返し実施することで，その向上に努めた.

教室前後の測定として，踏み台を用いた運動負荷

試験によりニコニコベース脈拍数に相当する台高と

昇降スピードを求め，酸素摂取量に変換し，ニコニ

コベース体力を評価した.また， QOLの評価には

SF-36v2を用いた. 8
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結果

教室前後の測定結果が揃った 150名のB聞 は有意

に減少しヤく0.001)，ニコニコベース体力は有意に

向上した(P<0.00J). SF-36はRP(身体的日常役割

教室前 教室後

ニコニコベ ス体力の変化の違いと:PCSとの関係
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伸張性筋収縮による疲労後の断続的アイシングが

筋力および生理的応答に及ぼす影響

0山本燕(名桜大学)

キーワ ド 伸強性筋収縮等尺性筋力 アイシング換気量動脈血酸紫飽和度

目的

アイシングは関節や筋肉において炎症を伴う痛みが

起きた場合の応急処置として施されている。しかし、

局部冷却がその後の筋力発拘iに及ぼす影響について

の報告は多くなく、生理的応答にについて不明な点

が多い。そこで本研究は、 I~I発的伸張性筋収納によ

る疲労醐般の断続的アイシング処置が生理的応答

に及ぼす影響を明らかにすることを目的とした。

方法

1.対象

対象者は健康な成人男性6名(年齢 22土1歳)とし、

あらかじめ研究の内容について説明を行い、書面に

て実験参加の同意を得た。なお、本liJfJ'i:は名桜大学

人間健康学部倫理委員会の承認を得て実施した。

2 実験手順

抜検者は本実験に先立ち利き腕の上腕二頭筋等尺

性最大筋力を誤'1定(BIODEXSystem3 CBiodex社

製)した後、ランダムにアイシング処世αCE)とコ

ントロール(CON)に分けられた。被検者は実験mJ日
の20時以降絶食とした。実験当日は室温を 21C(土

1.0)に設定し、朝9時より測定を開始した。迎ffilJ前

の測定後、 10悶lセットの伸張性筋収紛(ECC)を3

セット以上の疲労困悠まで実施し、直後に ICEを

20分と休息を取り、続けて 10分I::JのICEと休息を

3回実施した。さらに ECC6時間後、 24時間後、

48時間後に ICEを実施した。CON群はICE群と

阿様のl侍fHjで測定を実施した。

3， IJlIJ定項目

測定は上11宛二頭筋等尺性筋力、呼気ガス、動脈Ilu

酸素飽和度(Sp02)、皮膚ilio1(Tsk)、主主l摸12L(核心

IR)σ'ty)、心拍数任ffi)について運動前、運動i直後、

各アイシング+休息後.ECC6H後、 24H後、 48H

後にそれぞれ実施した。 測定値は全て平均値±標準

偏差で示し、群聞の平均値の比較には2wayANOVA

を用い、posth∞testにはSche/fe'sの方法にて有意
性の検定を行った。危険率は5%未満とした。

結果と考察

本研究にて而i非問に統計上有意な差は認められな

かった。各群内の値は、等尺性筋力が ECC疲労困

fAH麦、両1咋とも約 40%有意に低下した後 ICE群で
は ECC前と比較して有意な差を認めなかった。

CON群はECC前と比較して有意に低い状態が続い

た。つまり、断続的ICE中は筋力の低下が押さえら

れるが筋力回復開始は遅れる事が推察された。断続

的ICE中の換気虫は有意ではないが常にCONl伴を

下回り C02初出が抑制される傾向がみられた。

Sp02は断続的ICE中、 ICE時に一旦月号加傾向を示

し休息時に低下傾向を示すという動きが見られ、一

定に鰍持される傾向が見られた。鼓11民温は CONl洋

ではECC後士目減の変動したが断続的ICE中は比較

的安定していたことから、測定していないが血流に

ついてもICEの影響が現れる事が能祭された。

圃lCE群 ・CON群
P< 0.05 

100.0 

80.0 

s剖5a2o0o 0 

a
T
 
C
 F
 

♂
-F
 

d
d
v
'
 

込

r
p
，
Q

Z
F
R
 

J
J
〆一

平

pp
〆‘
id
一
J

‘

品

v
as.r
Aび
e

t
p』F
d

j

l

 ヘAV¥
/
3

F

牛、jAM
d

F

F

 

r

k
 

，P

べ

F
-J
 

命。
r
d
'
日

小

前

中
j
l

・
r

動

、‘号事

F
p
z

日

Z
SJ

t

t

E

 

S
司

S

J
a
p

い

ム
Any

A
7
d
前

.y
ぺ

剛

、1
3
週

o
d
'
c

口

0

・
F

町

J-
'
 結論

ICEによる末梢への酸素供給維持やIfIl流変動の抑

制が疲労囚館後の筋力変動に影響を及ぼしている事

が示唆される。
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盗塁における一塁走者の注視点

0蔭山雅洋、水谷未来(鹿屋体育大学大学院)、前田 明(鹿屋体育大学)

キーワード:盗塁視覚探索活動注視点周辺視情報収集

目的

野球の技術に関する研究は、「投げるJr打つJ
「捕るJr走るJの 4つの要素があり、この中で
「打つJr走るJは重要な攻撃技術であるとされ
ている。しかし、「打つj に着目した研究は多数

あるものの、「走るJに着目した研究は少ない。

盗塁を行う走者は、投手の動作から投球か牽制球

かを予測するためには、視覚探索が重要であると

考えられる。視覚情報については、競技種目特有

の視覚探索ノミターンにより情報収集していると

報告されている(加藤と福田 2002)。

そこで本研究では、左右両投手に対して、盗塁

を正確かつ早く行う一塁走者特有の注視点を明

らかにすることを目的とした。

方法

被検者は大学野球選手 15名とした。いずれの

被検者にも研究内容の詳細を説明し、書面にて実

験参加の同意を得た。

実験は室内で行う視覚実験とした。被検者には

アイマークレコーダ (nac社製)を装着させ、椅

子に座り、モニターに映し出されたモデル投手の

投球もしくは牽制球の映像(一塁走者のリードし

た位置から撮影)を見せた。映像 (30コマ/sで撮

影)は、モデ、ル投手(右投手1名、左投手1名)

が行う投球、または牽制球の合計 10種類を各 2

回、計20球の映像をランダムに呈示した。また、

盗塁もしくは帰塁の判断をした瞬間に手元のボタ

ンスイッチを押させ、その時間をプログラミング

ソフト EXPLAB(須藤)、デジタルカメラ EXILIM

EX-Fl (CASIO社製)を用いて測定した。本研究

では、判断が早い者の注視点の特徴を明らかにす

るため、盗塁判断時聞が平均より早い者 7名を

Fast群、遅い者8名を Slow群とし、注視点の分析

を行った。

結果と考察

左右両投手に対する盗塁判断時間において、

Fast群が Slow群よりも有意に短い値を示した

(pく0.001)が、盗塁判断の正解率においては、両

群に有意な差は認められなかった。よって、両群

聞の視覚探索活動の違いが盗塁判断時間に影響

を及ぼした可能性が考えられる。

表 1は、判断する lコマから 50コマ前の注視

割合を示している。対右投手においては Fast群が

「左背部j、Slow群が「両脚の間j に一定の注視

点を置くという特徴がみられた。また対左投手に

おいては、 Fast群が「頭部Jに一定に注視点を置

き、 SIow群が下半身に注視点を置きながら、盗塁

判断直前に「頭部」に注視点を移動させる特徴が

みられた。加藤と福田 (2002)は、一定のエリア

に注視点を置くことで「視野の安定」と「周辺視

の活用Jにつながり、相手選手の全体像を把握で

きると報告している。よって、盗塁判断時間の差

異は、注視する部位の違いと周辺視の活用が影響

したと推察された。本研究において、盗塁の判断

が早い者は対右投手の場合が「左背部」に、対左

投手の場合が「頭部Jに注視点を置きながら、盗

塁を判断するための視覚探索活動を行っている

ことが明らかになった。

表コマから 50コマ前の注視割合
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セパタクローにおける非利き脚キックの特徴

0水谷未来・蔭山雅洋(鹿屋体育大学大学院) 前田明(鹿屋体育大学)

キーワード:セパタクローインサイドキック 非利き脚動作分析

目的

セパタクローは「空中の格闘技j とも呼ばれ，アク

ロバティックなアタックが競技の見所だが，競技の特

徴として，セパタクロー特有のインサイドキックを多

用することが挙げられる.また，セパタクローにおい

て，両脚が同様に扱えることができれば試合を優位

に進めることができる.これまでにサッカーにおける

非利き脚キックの鞘数 (Nunome2∞6)に関する研究
は行われているが，セパタクローにおける非利き脚キ

ックに着目した研究は見当たらない.

そこで本研究は，非利き脚と利き脚のインサイドキ

ック動作を比較することで，セパタクローにおける非

利き脚インサイドキック動作の特徴を明らかにするこ

とを目的とした.

方法

被検者は，健常な大学男子セパタクロー選手6名と

し，全ての被検者は利き脚が右脚で、あった.

測定項目として， トス精度測定，股関節の関節可動

域測定，股関節等尺性最大筋力，動作分析とした ト

ス精度測定は，サービスサークルから目標物を狙って

ボ、ールを蹴り，目標物とボールの落下点との誤差を，

メジャーを用いて測定した.また，測定は手陣Ijき脚，

利き脚交互に 15本ずつ計30本行った.股関節の関節

可動域測定は， 日本整形外科学会及び日本リハビリテ

ーション学会の定める方法に基づき東大式角度計(酒

井医療社劉を用いて，股関節の屈曲・伸展，外転・

内転，外旋・内旋の測定を行った.股関節の筋力測定

は，デジタル背筋力計(竹井機器工業機~)を用い，

足首にベルトを巻き背筋力計と固定させ， トスをあげ

る要領で等尺性最大筋力を測定した. 動作分析は，被

検者に非利き脚及ひ年IJき脚で通常のトスを上げるよう

にボールを蹴らせ，その際の動作を3次元光学式モー

ションキャプチャーシステムMac3D (Motion 

Analysis社製)を用い，撮影した.なお，キックを評

価するためにキック動作中の腰部・膝部・足部の最大速

度，インパクト時における軸脚の膝関節角度，インパ

クト位置の高さ，フォロースルーの長さを求めた.ま

た，同時に多分析フォースプレート(阻stler社製)を

用いて，インパクト時の軸脚の地面反カを測定した.

結果と考察

非利き脚のトス精度は利き脚に比べ有意に誤差が

大きく (pく0.001)，非手Ijき脚の股関節の関節可動域は，

屈曲，タト転，外旋において，利き脚に比べて関節可動

域が有意に小さかった (p<0.05).また，インパクト

時における垂直方向への地面反カは非利き脚が利き脚

に比べて有意に小さし、値を示し (p<0.05)，左右方向

の地面反力で有意に高い値を示した (p<0.05). さら

に，桝IJき脚のフォロースノレーは利き脚に比べて有意

に短し、値を示した (p<O.OI).これらのことから，股

関節の可動域，軸脚の踏み込み，フォロースルーの長

さがインサイドキックに影響していることが示唆され

た.

表1. 測定結果

手陣lき脚 利き脚

トス精度における
103.6土12.5 78.7-i96-

目標物からの誤差 (an)

目薬関節屈曲位(0) 90.7土12.9 98.9士12.t

膝関節外転{担。) 67.担9.9 716:ゆ5

目繍節外樹立の 47弘3.8 541土7.9.

左右方向の地面反力 (N/kg) 0.05:崎.03 0.02%0.01. 

垂直方向の地厨反力 (N/kg) 0.85:釘0.13 0.96:凶11.

フォロースルーの長さ(an) 191土33 2400.9" 

(p<O.05. **pく0.01.***p<O.∞l 桝 IJき脚 vs利き脚)
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教科内容研究における弁証法論理学の可能性

攻防入り乱れ型ボ}ノレゲームを例に

0西谷憲明(鹿児島国際大学)

キーワード:弁証法論理学弁証法的矛盾有機的統一平面的分析立体的分析

I 研究の経過と目的

弁語法論理学の方法では、現実を抽象しながら分析

して、矛盾する本節句2側面を角棚し、その実体の取

る発展諸形態を明らかにして、事物の構造と発展を解

明する。それだけでなく、その延長線上で他の類似の

事物との連闘をとらえ、体系的整理の可能性をJ刊唆す

るものと考えられる。弁証出句方法による抽象的分析

によって、事物の構造や発展がとらえられ、かっ体系

的な整理の可制金がノ背凌されていることを事実で示す

ことが、本研究のねらいである。

E 掛醸しながら分析・総合する方法

1 貧しU、がゆえの制限

細部の分析を中心とする自然斜学とは対照的に抽象

しながら分析するという方法を取る。しかし、次のよ

うな2つの制限を前提とする。①個人の能力差や偶然

性が条件に加わる現実のプレ}世界とは区別すること

②初心者が実臆する内容と世界のトッププレイヤ}が

実施している内容を区別して、階層をもっ世界として

理解する必要がある。

2 パスケットポーノ同競伽分析・総合

(1)抵訴~由象化を通した弁語法的矛盾の把握

コート上の1対1の攻防関係、から4つの概鋭協橡

化を行い、弁証崩句矛盾を防御者の「ブラインド空間J

に対して攻撃者が「即志時高差lで働きかける矛盾関

係でとらえた。この弁証法的矛盾を介して防御突破の

原理と技術の有糊慨ー性をとらえる視点となった。

ω総合の過程
終盤の攻防分析から攻撃側が「向き合うJ関係

となる中横型を中心とする攻防関係を分析する

と弁証法的矛盾関係を「普通Jとして内包しつつ

攻撃技術の「特殊Jな姿を同時にとらえ、技術の

有機的統一(構造。と発展を同時に把握できた。

E 攻防入り割出迎ボールゲームの連関の拒握

攻撃側が「向き合うJ関係は、攻撃側はほぼ一直

線に防御側を視野に入れて目で情報を共有(アイ

コンタクト)しながら展開できるが、逆に防御側は

「ブラインド空間Jを利用されやすい条件にある。

ハンドボーノレではロングシューターとポストプ

レーヤーの聞で成立し、サッカーではセンタリン

グ攻撃の中で見られ、作図の上で3攻撃技術(パス

ワークプレー、リターンパスプレー、スクリーン

プレー)が矛盾関係の質的発展として把援できる。

w r平面的分析j と『立体的分析jの融合
1 3種目の f立体的分析J

「立体的分析jとは、シュート場面における人間と

ボ、ールとゴL ルの関係分析をしたものである。バスケ

ットボーノレ・ハンドボール・サッカーを分析対象とし

た。その結果、サッカーはボール保持が困難で目標を

見ずにボール操作に集中する構造であるため蹴摺熟

が特に難しい。ボール保持が片手で可能で、直獅句な

シュートであるバンドボールが最も技能習熟が容易で

あることが関係分析から瑚平できた。

2 n的当てゲームjの平面的分析
「的当てゲームJとは、サイドライン、エンドライ

ンなしで、ボールを手で持って走って行ってゴL ルエ

リアの列イ則からゴールにシュートして倒せば得点する

ゲームである。ゴ二一ノレエリアは、円または半円である。

攻撃側が「向き合うJ関係、でシュートとパスが成

立しやすい条件があり、周囲しながらの攻撃の3

技術への発展の必然性も見通せる。

3 的当てゲームのハンドボーノレザ叫〉発展

円形的当てゲームでは、周囲しながら横への動

きを基本としてシュートチャンスをうかがう。ハ

ンドボールではシュート成功率の高いゴール前

へのスピードのある縦攻撃が予想され、ゴール前

の瞬間的空きスペースを生かしたポストプレー

が発生する可能性が指摘できた。また、サイドラ

インとエンドラインが加わることで、 1回の攻撃

ミスが同時に相手攻撃へと瞬時に変化する必然

性が高まり、速攻発生の可能性も指摘できた。
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携帯電話端末によるコンディショニングデータ収集とログデータの活用

0市川浩(福岡大学) 吉田孝久(筑波大学) 田口正公(福岡大学)

キーワード:コンディショニング、データ収集、携帯電話端末、ログデータ

目的

コンディショニングデータを競技パフォーマンス

に活用するためには、ある程度の期間に渡って安定

した収集が必要である。そのためには記録や収集・

整理に手間をかけずに、高い頻度で確実にデータを

収集する倣且みがあることが望ましい。木研究では、

携帯電話端末からweb経由で、アクセス可能なデータ

ベースを使用し、その利用調査とアクセスログの活

用から、コンディショニングデータ収集システムの

効果的な利用法や課題を検討することを目的とした。

方法

1. 使用システムの概要

国立スポーツ科学センターで開発されたデータ収

集システム官SS.mobile"を使用した。このシステム

はアスリートのコンディショニング情報をアスリー

トが自ら入力し、これを蓄積するためのデータベー

スである。データの入出力はweb経由で行われ、携

帯露首端末からのアクセスも可能である。蓄積した

データはMS-excel形式でダウンロードでき、数値デ

ータはweb上でグラフ表示も可能である。

2. グ、ループを対象とした調査

競技スポーツ3グループ、アスリート計52名を対

象におよそ半年間の利用調査を行った。各グ、ループ

のコーチング、スタッフがグ、ループ管理者として入力

項目を決定し、利用ユーザや入力データもグループ

管理者が管理するものとしたo各グ、ノレープに対して、

利用内容についての介入は行わなかったo

3. 個人を対象とした調査

女子陸上競技学生選手1名を対象に半年間の利用

テストを行ったo 選手が入力する項目は"体重"、"

体調"、"コメント"の3項目のみとし、データ入力し

た日時をシステム側が自動で記録した。また、対象

期間中のデータ入力を毎日行わせるようコーチング

スタッフに指示した。

結果と考察

グループを対象とした調査では、いずれのグルー

プにおいても利用開始後に一旦アクセス件数が急措

し、間もなく減少していく傾向が共通して観察され

た。その一方で、、アクセスやデータ入力の継続性に

グループ間で大きな差が見られた。システムの利用

のしやすさや入力するデータ量などの影響もあるも

のの、グループ管理者が事前にシステム利用の目的

や方針を明確にし、それがアスリートに伝わってい

たかがデータ入力の継続性に大きく影響したものと

考えられた。アスリートのデータ入力が継続的に行

われたグ、ループは、他のグ‘ループと比べて、グルー

プ管理者が高い頻度でデ、ータをダウンロードしてい

ることがログから観察され、アスリートの入力状況

を把握していたこと考えられた。このことが他のグ

ループよりもアスリートのデータ入力を継続させた

ものと考えられる。

個人を対象とした調査では、アスリートのデータ

入力日時を観察することで、入力の習慣化やデータ

の信頼性を検討できることが確認された (Fig.l)。

システムが対応可能な携帯電話端末は限られてお

り、多種多様化した新規携帯雷百端末の一部で利用

ができないといった課題も明らかとなったo

5 

回 4

6/1 7/1 8/1 9/1 10/1 11/1 

Fig.l陸上女子選手 1名によるデータ入力日時の遅

れ
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大学体育における知識・能力の形成 (8) 

ーフットボールの文化論

0則元志郎(熊本大学) 中熊芳子(平成音楽大学) 西国明史(西九州大学)

村上清英(中九州短期大学) 柿原一貴(尚綱大学)

キーワード:知識・能力 専門教育教養教育教科内容

目的

本研究は2008年からの「大学体育における知識・

能力の形成Jの継続研究であり，高校までに修得し

てきた体育・スポーツ・健康等に関する知識・能力

の実態調査で得られた課題を基に教科内容を設定し，

実騨句実践により習得可能性の追求してきた

今回は学士課程教育に対応した授業内容の検討の

一環として体育分野の専門的内容と教養教育を融合

した教科内容を設定した実騨切受業により学士力と

しての大学体育の可能性を検討した.

方法

調査対象は，実蜘孝として大学新入生25名，統制

群として5大学新λ生218名である.
15回の実験的授業の事前と事後に大学体育授業

に関する調査を行った.調査内容は授業評価に関す

る20項目，スポーツ実銭構成要素に関する20項目，

教養に融合させたスポーツ科学の専門的内容に関す

る5項目，樹オの技術・戦術句技能に関する5項目で

ある.実験的授業内容は図(4)に示す5つである.

結果と考察

総合的授業評価は統制群とほぼ同様に向上してい

た技能の変化は図ωに示すように明らかに向上し
ていたスポーツ実践構成要素の知識・技能も図(3)

に示すように明らかに向上した.

今回の実蜘娘業の中核となる教養に融合させて

スポーツ科学の専門できないようであるが，図(心

に示すようにかなりの向上を示した.

これらのことから，体育分野の専門的内容と教養

教育を融合した教科内容は学士課程における授業内

容としての可能性を示唆すると同時に教材の技能や

種々のスポーツ構成要素の知識・技能をも向上させ

ることが示された.
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大学体育における知識・能力の形成 (9) 

一卓球のスポーツ生理学一

0村上清英(中九州短期大学)，西田明史(西九州大学)，柿原一貴(尚綱大学)， 

則元志郎(熊本大学)，中熊芳子(平成音楽大学)

キーワード:大学体育卓球スポーツ生理学

目的

現在、各大学で検討されている学士課程教育に対

応した授業内容は大学体育の緊急の課題でもある。

学士課程とは大学の教育課程全体 (4年間)が対象

であることから、今後の大学教育には、教養教育を

含んだ一貫した学士課程教育が必要になるであろ

う。体育学は、人文・社会・自然のほぼ全分野が関

連する総合的教科である。各学部(あるいは単科大

学)生に関連する体育学の分野を大学体育の授業内

容とすることで、教養教育と専門教育を融合させる

ことが可能となるのではないだろうか。

今回は、卓球の技術・戦術内容に科目担当教員の

専門分野であるスポーツ生理学の内容を融合させた

実験的授業を実施した。授業前後における授業内容

の習得度により授業成果を分析し、大学体育の教科

内容について検討することを本研究の目的とした。

方法

1.対象および調査時期

熊本県内の保育者養成系短期大学に 2011年度に

入学した学生76名を対象に質問紙調査を実施した。

調査は、2011年度の前期授業の初回と最終回の2回

実施した。欠損値のある回答を除外した 39名(有

効回答率51%)を分析対象とした。

2.調査項目

大学体育を通じて学生に形成される知識・能力に

ついては、学習指導要領ならびに先行研究をもとに、

「スポーツ実践を支える構成要素に関する知識・技

能J20項目、「スポーツ生理学の専門的内容J5項

目、「卓球の基礎技能J5項目を設定した。すべての

調査項目について、4段階評定による回答を求めた。

3.分析

統計処理は、川l∞，xon符号付順位検定を用いて対
応のある 2標本間の差を検定した。有意水準は 5%

未満とした。

結果と考察

スポーツ実践を支える構成要素に関わる知識・技

能(以下、「スポーツ実践の知識・技能J)関して、

事後において総合、その他要因で有意な向上⑪く.05)、

技術・戦術と組織・運営で増力削頃向が見られ(pく.10)、

事後においてスポーツ実銭の知識・技能におげるポ

ジティプな変化が認められた。

スポーツ生理学の専門知識(以下、「専門知識1)

と技能の程度と変化(以下、「技能変化J)に関して、

事後においてすべての質問項目で有意な向上がみら

れ (pく.05)、専門知識と技能変化におけるポジティ

プな変化が認められた。

今回、専門的内容であるスポーツ生理学と体育実

技を融合させ授業実践を行なったo 様々な指標を用

いて検討した結果、一定の教育効果は期待できそう

である。しかしながら、技能変化と専門知識の向上

の違いを考慮すべきである。

今後の課題としては、「あまり身に付いていなしリ

から「やや身に付いているJと実感する学生の割合

を増やすための工夫が必要かである。例えば、専門

知識と蹴車させたトレーニングの実施やスキルテス

トの実施などが考えられる。

1 島cdーのflJtについτ~まかに飽扇で曹る.

2Sで活曹'晶E@(1)%亭ルギ-ftI聞について~まかに箆周

3 億大種宮のかスに臨ポ調ーでツ@曹ZるEa.温度・e11)についτ

aB晶事aカとそのac置について大まかに1UIでe

E S3Kパ.かワー1::aを高mめでる曹たるめ.のトレーエングについて

oも 20‘ 40、60包 80普 100¥

前

:ト |ムヂヲ ||| | 

前

a軍司ヒ@に付いても¥(lいロ.，.明l:ftI.、τι唱い
ロやや届に付いている ロtτ竜4<Aに付いてい晶

事前・事後の差の検定の結果、全ての項目において有意差がみられた。
(w iboxonの符号付願位検定。項目3のみpく05.その他p(O1 ) 

国.教聾に融合させたスポ-'Y科学@専門知鵠
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メタボリツクシンドローム者の活動量を高めるために優先的に変容

すべき活動意識・行動について

0松原建史 ・柳川真美・小池城司(福岡市健康づくりセンター)

キーワード メタボリァクシンドローム、特定保健指導、歩数、 3llETs以上活動時間、活動窓撒 ・行動

背長・目的

福岡市では多理論統合モテ'ノレを基盤にしたメタボリツ

クシンドローム(以下、MS)改善テキストを作成し、特定保

健指導(以下、特保)に取り組んでいる。その結果、行動

変容ステージの上昇、版図と体重の減少や一日歩数の

Jf.limなど一定の成果を認め、MS者の行!fVJ変容を起こす
上で有タ117'.:プログラムであることを明らかにしたにまた、

運動面では、特保前後に行った身体活動・選五IJに対する
主~1tæ .行動部誼(以下、活動自哉・行動市臨:表 1 )の該当

数が1放った者ほど‘(該当数の減少は活動な織の上昇を

意味する)、一日歩数が地IJrIしたことを報告した2)。ただし、

より弱点制Jなプログラムの附立を目指す必要がある。

そこで、材開の日的は、MS者をI<'f象に一日歩数と
3METs以上活動込を効率的にかつ十分に百五めるために

変容すべき活動意識・行動の優先限位を明らかにするこ

とで、特{呆プログラムの運動而における指導方法の改善

を図ることとした。

対去

対象は、MSと判定された男性58名(年齢 51::!:5歳、

腹四 90.1::!:4.9cm)とした。初回指導では、医学、運動、

食事、気持ちの而から支援を行い、その後は、2週間お

きに生活音慣記銑表を回収し、それに開法しのコメントを

付して返す支援を行った。3ヶ月間の介入前後でf舌却j意
識・行脚瞳(表 1)を行い、身嗣問jレベ/レにつしては、

加速度センサー十捗数計ライフコーダ(Kenz)を装着さ

せ、介入前 l週間と介入期間中 ¥0週間の一日歩数と

3ME芯以上沼似H時住iを測定した。

表1身体活動・運動に対する意ill.行動調査

あてはまる項目にチヱツヲ回してみよう
①l回30分以上の軽〈汗をかく運動を遡2日以上実行していない
②l日の!i'rr時間はl時間未消だ
③間世代の同性の人と比べて歩く速度が遅し、ほうだ
@積樋的にからだを動かすような工夫をしていない
⑤階段はあまり使わない
⑥家から一歩も外へ出ない日がある
⑦歩いて5.......¥0分のところでも歩かない
③運動に出1するh'l傾(スポーツ観戦も含む)に興味がない

結果

介入前後で、sMl、 j度聞と活動意識・行革IJ調査該当数

は有;なに減少し、一日歩数と 3METs以上活!fVJII寺IlfJは有
意に別加した(全て、p<O.ool)。

そして、活動Yn哉・行動制査の減少数と一日歩数
ヤ<0.∞1)ならびに 3M町古以上活切IJI時間ヤく0.001)の上自

力日誌との問lに有':mな負の相f~J関係を認め、活動Mjf& .行

!fV.品M査項目の該当数を減らすことで、効率的に活励金を

高められる可能性が示唆された。

次に、一日歩欽と 3METs以上f舌!f¥IJII寺lliJの変化量を基
に二分{立に群分けし、{邸曽iJrUÞ~と?~~増加l併で比'1疫したと

ころ、 一 日歩数の場合は、 ;nj~;r，i)日群で項目 1(p<O.Ol)と

項目 6ヤく0.01)が改善した者の割合が有意に27iかった。
3METs以上活動時rifJの場合は、高地加:s手で項目 l
い<0∞1)、項目 2ヤ<0.05)と項目 6ヤ<0.01)が改善した

者の'glJ合が有意に高かった(図 1)。

維持 E曹孟E也e'J!t~p dat t憧定
《低増加群》 項自 ((;ftjt曽加群》 plj( 

9名 ""も 区菅E‘す言下0.001
" 

zZaE i9 l " 
16 

0.n0s 75 

" 
5 20 ns 

26 6 15 <0.01 

25 7 27 ns 

23 8 24 ns 

(目)100 80 60 .10 20 0 0 20 40 60 80 \OO(~..) 

図 13ME日以上活動時聞の直化と，舌動君臨 行動調査のE化由開院

まとめ

MS者に士「する運動支媛で仮先(19に取り組むべきこと

として、項目 l、2と6について具併剥な行動目標を設定

し、それを実践に結びつけることが必要と考えられた。

!)松永盟主香も.日循ニH.hi詮 45:169-179，2010 
2)樋口ゅう子ら平成 22 年度前川y;V~決術生学会



95 

児童の持久的運動に対する意識の差異が体格・体力・学力ヘ及ぼす影響

0森村和浩・清永明・進藤宗洋・田中宏暁
(福岡大学スポーツ科学部・福岡大学基盤研究機関身体活動研究所)

キーワード:持久的運動，体力・学力・意識，行動傾向

目的

子どもたちの持久的能力は， 20年間低下し続けて

おり様々な影響が懸念されている.持久的能力は，

筋力，敏捷性，柔軟性などから構成される体力要素

の一つである.このうち，持久的能力は健康づくり

に関連が深いだけではなく，近年では脳機能との関

連も示されつつある重要な体力要素である.ところ

が，持久的運動に対して子どもたちは，必ずしも好

意的ではなく，否定的な態度を示す者が多い.また，

高学年になるほど否定的な態度を示し，持久的運動

を敬遠しがちになる.現に子どもたちの持久的能力

は，著しく低下している体力要素である.従って，

発育期にあるこの時期に持久的運動に対して否定的

な意識(自己概念)を形成することは，持久的能力

に関わる身体・心・脳へ何らかの影響を及ぼす可能

性がある.そこで本研究は，児童の持久的運動に対

する意識が体格・体力・学力へ及ぼす影響を検討す

ることを目的とした.

方法

1.対象および調査時期

調査対象は， M小学校の4-6年の男女126名であ

った.尚，対象は持久的運動に対する意識の違いに

よってポジティブ群 (p群)とネガティブ群 (N群)

の2群に分類された.さらに，ポジティプ群とネガ

ティプ群の中から年齢と性別，身長をマッチングさ

せた各群34名(計64名)が抽出された.

2.調査項目

体力測定期間中に児童の持久的運動に対する意識

を3分件法によって調査した.

体力・運動能力測定・学力検査

文部:科学省に示されている体力・運動能力テスト

に準じて実施した.尚，これらの測定値は全て学年

別全国平均値と標準偏差値を用いてTスコア化して

評価された.学力検査は，標準学力検査 (CRT)を

用いて国語(国語への関心・意欲・態度，話す・開

く能力，各能力，言動についての知識・理解・技能，

平均得，紛と算数(科目に対する関心・意欲態度，

数学的な考え方・数量や図形についての表現・処理，

数量や図形についての知識・理解，平均得，拐から

評価した.

結果

身体的特徴は，身長(p群 138.0:f:6.8cm， N群138.7

:f:8.0cm) ，体重(31.2:f:4.6kg， 35.9:f: 9.5kg;p < 0.01) ， 

体格指数(16.3土1.5，18.4:t3.3kg;p < 0.01)のうち，

体重とBMIに有意差を認めた.

体力・運動能力項目の得点は， 20Mシャトルラン

(63.6:f:8.7， 54.0:f:9.5)及び50m走 (56.5:t 6.4， 

50.1 :f:8.5点)，総合点数 (59.6:f:7.1， 54.1土8.5)に

有意差が認められた(ぞれぞれ， p < 0.01).学力検

査は，国語には統計的有意差が認められなかった.

一方，算数の3項目(数学的な考え方・数量や図形

についての表現・処理・平均得点)において有意な

差を認めた(ぞれぞれ， p < 0.01).尚，国語と算数

科目に対する関心・意欲・態度の得点には，いずれ

の科目も両群聞において有意差は認、められなかった.

考察

以上の結果から，児童の持久的運動に対する意識

が，体重・体格，持久的能力へ影響を及ぼす可能性

が示唆された.さらに学習科目に対して関心や意

欲・態度に差が無いにも関わらず，持久的運動に対

し肯定的な児童が算数科目において有意に高い得点

を示した.すなわち，持久的運動に対する意識が，

児童の行動傾向へ作用し，身体活動や運動の機会へ

関与することによって，体格・持久的能力，さらに

は学習効果へ影響を及ぼした可能性が考えられた.

以上より，持久的運動に対する意識は，児童の体

格・体力，学力へ影響を及ぼす可能性があり，健康

や豊かな脳を育むためのより良い学習環境には，持

久的運動に親しむことのできる環境作りが必要であ

ると考えられた.
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行動観察による幼児の運動技能発達の順序構造分析

一移動系運動技能に関して 一

0青柳領(福岡大学スポーツ科学部)

キーワード:IRS分析順序性係数走動作跳動作階段の上り下り

目的

乳児期の運動動作の発現には、「ハイハイJ→「立

つJ→「歩くJといった系統発生的な順序性が存在

する。そして、これらは特に移動運動で顕著である

ことが知られている。本研究はこのような運動技能

発達がその後の幼児期の移動運動においてもみられ

るか、見られるとすればし、かなる順序構造であるか

を明らかにするのが目的である。

方法

1.対象者およひ調査方法

対象となった幼児はF市内の5幼稚園424名であ

る。これらの幼児の保護者に対して「走動作jr跳動
作jr階段の上り下りjに関する動作を対象に、当該
幼児の日常の行動観察の結果から判断し、幼児の運

動動作の可否を問うアンケートを行った。

2.調査項目

調査項目は、「走動作は走っている時転ぶことが少

ないかJrスキップがで、きるか'Jrギャロップができ
る州「階段をかけのぼれるかJなど8項目、慰働作

は「両足跳びができるカリ r20cmくらし、なら跳ひ漣

せるかjr3仇mくらいなら跳びのることができるかJ

r30cmくらいなら跳ぴおりることができるかJなど

17項目、階段の上り下りは「手すりにつかまって階

段を上がれるかJr手すりにつかまって階段を下がれ
るかjr階段を片足ずつ出して上下できるかjr階段
を両足交互に出して上下できるかJなど10項目であ

る。

3. IRS (ltem Relation Structw宅)分析

IRS分析(竹谷，1980)は項目AとB間で、項目 A

も項目 Bもできない人数をa、項目Aはできたが項

目Bではできていない人数をb、項目 Aできないが

項目 Bはできた人数をc、項目 Aも項目 Bもできな

い人数をdとすると、次の式で表される順序性係数

(r0を求め、 0.5以上の項目 Aから項目 Bへ順序構

造を示す矢印を描く手法である。

c(a+b+c+d) 

リ・ (c+d) (a+c) 

結果と考察

1走動作

これらの運動成就に関するアンケート調査から得

られた動作の可否データに IRS分析を行った結果、

走動作に関しては「まっすぐ走れるjr転ばないで走
れるjrスキップがで、きるJといった成就が容易な項
目から最も困難度の高い「ギャロップがで、きるJへ

統合していく系列が得られた。

2.階段の上り下り

階段の上り下り(下図)では、最も容易な「手す

りを使って階段を上り下りできるJから「階段を片

足ずつ片足ずつ出して上り下りできるJr駅などの階
段を休まず駆け上れるjr太鼓橋を渡れるJの3つの
困難度の高い動作の成就へ繋がる系列が認められた。

3.眺動作

しかし、眺動作に関しては単純ではなく、非常に

複雑な系列の統与純伊られた

0.40成就率/たいこ橋・¥

・ .
0.51¥.t¥ ~A.. •. / 

0.63 

ずがらのぼれる・時かけおりられる

0.75 i ・2

0.86 

0.98 
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久留米高専における体育授業時のエネルギー消費に関する研究

0龍頭信二(久留米工業高等専門学校)

キーワード:エネルギー消費体育授業久留米高専各種スポーツ

目的

これまで事嘩者 (21∞9)は久留米高専生(I， 3年
生)を対象として体育授業時のエネルギー消費に関

する調査を行った結果、類似した先行研究と比較し

でも非常に高い値を示したことを報告している。そ

こで本研究では久留米高専に在籍する4，5年生を対

象として、開講した各種スポーツ毎に測定を行い、

継続研究として進めている全学年およて場競技にわ

たる体育授業時のエネルギー消費に関するデータベ

ースをさらに蓄積していくことを目的としている。

方法

1.測定対象および測定期間

測定対象:久留米高専4，5年生各5クラス

測定期間:2009年4月--2009年9月

2.調査項目

授業開始時に、カロリーカウンターe-スタイル(ス

ズケン社製)を受講者全員の腰部にしっかりと固定

させ、授業終了までの約 80分間、総消費量、運動

量、歩数の測定を行った。その測定結果をもとに t

検定による男女間比較、同性問比較、また多重比較

検定による競技別比較を行い、有意差を求めた。さ

らに運動・スポーツの実施状況に関するアンケート

調査を行い、比較検討する際の資料として活用した。

表1 体育授業時のエネルギー消費量と歩数

結果と考察

本研究における総消費量、運動量、歩数について、

性、学年別にまとめたものを表1に、また開講した

各種スポーツ毎にまとめたものを表2に示す。

男女間比較ではすべての測定項目で男子学生のほ

うが有意に高い値を示したほか、同性問比較ではす

べての項目で有意差は認められなかった。次に競技

別比較について、男子学生ではバスケットボールと

サッカーを専攻したグループが、女子学生ではバス

ケットボールを専攻したグループが他‘競技と比較し

て有意に高い値を示した。このことについて、測定

結果が上位であったいずれの競技も継鰯句運動形態

を示す特徴を持っているのに対し、下位であった競

技はいずれも間欠的運動形態を示す競技特性を持っ

ていることが影響していると考えられた。さらにア

ンケート調査から、まったく運動をしないと回答し

た学生が4年男子で35.3%、5年男子で37.5%、4

年女子で52.5%、5年女子で46.2%にものぼり、体

育授業以外での本校学生の運動機会が確実に減少し

ていることが判明した。このことからも身体活動量

を確保するうえで、体育授業は重要な役割を担って

いると考えられる。また本研究から競技自体が身体

活動量に大きな影響を与えることからも、半期授業

の中で2競技を組合せるなど教員側がコーディネー

トしていく必要性があると考えられた。

今後は全学年および多競技にわたる体育授業時の

エネルギー消費に関するデータベースをさらに蓄積

し、将来的にはどの学年でどのような競技を実施す

ることが一番悲観句なのかを検証し、久留米高専に

おける体育授業のシラパス構成に役立てていきたし、。

表2 各種スポーツのエネルギー消費量と歩数

パスケヲトボール ザヲカー バドミントン バレーポール テ=ス 4. 段式野l!I<ソフト】
総泊費盆男子1328.2土94.7 306.4土87.8 263.3土66.7 249.4土43.7 243.2土79.8 228.5土66.5 237.3玄関A

ha1)女子1232.4土47.6 162.0土32.3 一 一 158.3%41.3 1517土47.0

理動量男子1226.6士84.8 204.0%76.8 147.0土62.6 143.7土40.4 144.2土57.8 122.2土62.4 117.4土40.9

{kcaI)女子1131.2土37.4 75.4:!::31.2 一 一 72.2土43.2 7ω土25.6

歩徹男子15345.0土1322.25065.5ま1372.04031.4土1261.3 4293.7:!::912.3 4072.7土1238.23732.1土1375.03323.8土8411

〈歩) 女子I3825.5土643.5 2577.4土828.2 2517 .2土1139.82552.7玄801.9
(Mclln土SD)



6. 一般研究発表(ポスタ一発表)
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運動が高齢者の心理・身体的側面に及ぼす効果について

0堀田 亮(九州大学大学院) 橋本 公雄(九州大学健康科学センター)

キーワード:ステップ運動筋力トレーニング認知機能体力

目的

現在、高齢化に伴う医療費の培大は大きな社会問

題となっており、その対策のーっとして各地域では

高齢者の健康維持・増進に向けさまざまな健康運動

教室が行われている.その中で近年、ステップ台(踏

み台)を用いた運動に注目が集まっている.ステッ

プ台を用いて高齢者を対象に運動介入を行った

Hallage et a1. (2010)は、 1回30--60分程度の運動を

週に3回、12週にわたり行うことで、柔軟性や筋力、

バランス、持久力といった体力が改善したと報告し

ている.

ところで、さまざまな先行研究から運動は体力の

みならず認知機能にも良い効果をもたらすことがい

われているが、 Col∞n由eand Kramer (2003)は1つ
の運動を行うよりも複数の運動を組み合わせたほう

が認知機能への効果は大きいことを明らかにしてい

る.

これらのことを踏まえ本研究では、地域在住の高

齢者を対象にステップ台を用いた運動と筋力トレー

ニングを組み合わせた健康教室を行い、体力や認知

機能に効果があるかどうかを検討することとした.

方法

1. 対象者と調査時期

対象者は、 2011年4月から 7月にかけてF県M

市で開催されたシルバー運動教室に参加した高齢者

24名(平均年齢68.3:t4.97歳)であった.

2. 調査項目

(1)体力

体力について、以下の5項目により測定した

1)握力(上肢筋力)、 2)最大一歩幅(下肢筋力)、 3)

開眼片足立ち(バランス能力)、 4)30秒椅子立ち上
がり(下肢筋力)、 5)Tuned up & go (歩行能力)

(2)認知機能

認知機能は、新ストループ検査n(株式会社トー
ヨーフィジカル発行)を用いて測定した.この尺度

は、文字や色といった情報の処理速度と注意力を浪.IJ

定する4課題から成り、本試行 (60秒)での各課題

の正答数を算出し得点化した.得点が高いほど情報

処理速度や注意力は高いことを示す.

結果と考察

対応のあるT検定を行ったところ、体力について

は開眼片足立ち、 30秒椅子立ち上がり、百E記dup&

go、最大一歩幅の4項目で運動教室後に改善がみら

れた(表1).このことから、今回の運動教室はバラ

ンス能力や歩行能力を含め下肢筋に改善効果をもた

らした可能性が示唆された.認知機能については、

文字や色の情報処理速度を測定する課題において運

動教室後に改善がみられた(表2).なお、注意力を

測定する課題についてはデータのばらつきが大きく、

そのことが結果に影響したと考えられる.

本研究の結果は、ステップ台を用いた運動と筋力

トレーニングを組み合わせた教室が高齢者の体力や

認知機能に効果がある可能性を示唆するものであっ

た.しかし、統制群を設定していないといった課題

があり、今後は他の健康運動教室と比較するなどし

て有効性を示す必要があると思われる.

項目

表1.体力の変化
運動教室(n=24)
前後

時間

M SO M SO T値

開眼片足立ち(秒 700 43.10 862 45.99 2345* 

30秒椅子立ち上がり(回) 22.6 5.03 26.0 6 57 4.195** 

Timed up & go (秒 6.4 .843 5 9 785 3 952** . 

最大一歩幅(cm) 1150 964 121.8 1071 4040" 

題カ/右(J<g) 27 6 6.09 28 1・ 6.14 752 

握力/左(kg) 26.2 6.38 272 6.53 1.595 
M 平勾 so棟思偏差 ・p<05 ~p< 01 

表2.新ストループ検査Eの4課題の正答数の変化

項 目
運動教室(0=24)

時間
盟 盆

M SD M SD T盤
謀題1 49 3 11.90 52 0 12.08 3 794“ 

課題2 40.8 13 46 45.5 13.94 1 540 

観題3 31.4 11 6435.9 8.00 2268* 

課題4 270 1219 314 8.81 1.967 
M 手均 50 t寝g偏鐙 • p < os ・・ p < 01 
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精神科通院患者への運動介入効果

O日田綾香(福岡大学大学院)

キーワード:精神科患者、運動継続、体力、気分活性化

目的

近年精神障害者のスポ}ツ活動はQOLの向上に

寄与することが報告され、精神障害者のスポーツ振

興は全国的な取り組みへと発展しつつある.また健

康を保持・増進するには、健康に好ましい生活行動

を習慣化し、それを生涯にわたり続けていくことが

大切である.しかし運動は良いとわかっていても継

続は困難であり、運動プログラムに参加した人の運

動継続率は、半年後で50--80%、1年後で約50%

と長くは勧ないというのが現状である.そこで本

研究の目的として、精神科ショートケアに参加する

精神科患者を対象に、日常生活での運動継続によっ

て体力的変化および心理的変化を撫せする.

ぶ法

1.対象およて潮査時期

調査対象は精神科クリニック通院患者5名(男性

4名、女性1名)であり介入期間は平成23年 1月

上旬から4月中旬である.

2.調査項目

全身持久力の測定として20mシャトルラン、心理

面の測定として POMS短縮版によるここ最近の気

分状態の評価を行う.

身体活動量の測定に当たっては、生活習慣記録機

〈以下ライフコーダ)の装着によって、 1日の歩数

を調査した.また、対象者には毎日実臓部調紙の

記入を求めた.

結果と考察

ライフコーダ装着開始後の1週目を除きライフコ

}ダ装着に慣れてきた、その後の2週目からの比較

を行う.1週間の平均歩数を第2週目と第13週目で

比較すると、 A氏+676歩、B+1218氏歩、 C-727氏

歩、 D氏+2397歩、 E氏+4563歩である(図1).

全身持久力を測るために20mシャトノレランを行っ

た.介入前後の回数を比較すると多い人では30回、

少ない人でも 7回の全員の靖加があった(表1).介

入初期では測定をするときの意欲が低く緊張や不安

も高い様子だったが、 3ヶ月後の測定では「日頃運

山本勝昭(福岡大学スポーツ科学部)

動しているからJという自分に対しての期待から運

動に対しての意欲が前回に比べて向上していると考

えられる.

&嶋ω
1却ω 仁ム.../<>~ 'A 点。(> (> (>- <> ". A氏
歩 10000 -~タヘよ-~~、、崎氏
敏 22〆¥J〆三ゐて民一冷千七守C氏
4000 ;::=m=喝、~吋，.~晶、、/ ~D民

2001白 骨E民
234  5 6 7 8 9 W U U U 

図1 1週間の平均歩轍推移

表120mシャトルランの変化

遭

1月〈回数) 4月〈回数〉 変化

A民 59 89 i 
B氏 10 17 1 
G氏 53 69 t 
D氏 17 38 1 
E氏 56 69 i 

POMSの結果として、活力得点では、 E氏の数値

の差はみられなかったが、そのほかのA氏、 B氏、

C氏、 D氏は増加している(表2).これは日常生活

に運動を取り入れることが負担にならずに実施でき

ていると考えられる.介入初期では対象者たちの、

不安や緊張が高い様子であったが、次第に安心して

参加出来ていることが伺える.

表2 POMS 活気得点の変化

1J=t 4貝蜜..~
A氏 42 49 i 
B.Ii; 39 46 、 T
C.li;'、 35 51 i 
D.Ii; 30 39 i 
E民 42 42 

精神科患者に対し、まずは身体活動を促すことか

ら始め、出来ていないことを指摘するのではなく出

来ていることや、やろうとしたことを翻面し、個人

の体部伏態を考慮に入れなければならない.ただ運

動を行うのではなく、その時の充実感や達成感、そ

の日の体調や疲労感を記入してもらい、集団であっ

ても個別的に対応を行った結果、運動の継続化を促

し全身持久力また活力得点向上につながったのでは

ないかと考える.
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視覚提示目標に対する腕目標到達運動の左右差
0山内正毅 日高正博(長崎大学)

キーワード:目標到達課題一側優位性刺激一反応の対応性反応時間 Peekvelocity 

目的

山内ら(2似，1991)は、視覚情報を伴わなし嚇位置決

め課題における寸目雌位性の要因として大脳半球機

台陸、半球繍告と対仮l腔聞に対する注意、半球間情報

伝達の方向性等の影響を示唆した。一方、 careyet 
al.(2∞1，199めは、視覚情報を伴った腕位置決め課題の
左右差に対する身体構造上の制限による影響を主張

した山内らとcareyらの課題の主な違いは視覚情報
を伴うかどうかであった。そこで筆者は、視覚情報を

伴う腕位置決め課題の左右差を、身体構造上の制限を

極力緩和した条件のもとで検討し、視覚目標への即芯

時間の左右差に対する身体構造上の動作制限による

影響iま小さいことを/官俊し九しかし、正確性につい
ては明確な左右差が得られなかった。

本研究では、ディスプレイ上の左右半視野に提示さ

れた視覚目標に対する腕目標到達運動のVTRを分

析することにより、左右示指先端の到達動作に違いが

みられるかどうかを検討した。

方法

1.実験参加者

実験参力[渚は、健康な右利き大学生8名(男子6名、

女子2名)で、あった。八回・中塚の利き手テストによ

って利き手を判定した0 ・

2.課題と装置
課題は、タッチノサ、ノLイ寸き 15インチディスプレイ
(タッチ即矧旋器、味K羽∞IX)上の左/右半視野に

提示された標的に対して、実験参加者中央のホームポ

ジションから左/右どちらかの示指で素早く正確に標

的にタッチすることで、あった。示指の先端にはタクト

スイッチを装着し丸

3.測定

目標~腿鍾動の即割哲司、$lJ溜立置の標的からの誤
差(x、 Y軸方向)を測定し丸全到すの動作をVTR

(HDR-XR1∞、 SONY)に記録し、二次元動作分析ソフ

ト(IOYOPHYSICAL)を郎、て分析した。
4.条件と手続き
実験参加者はデ、イスプレイ前方にセットしである椅

子に座り、実験方法についての説明を受けた。ディプ

レイ上6カ新にランダムに提示する標的の位置は、デ

ィスプレイ中心を原点として左上方、左中間、左下方、

右上方、右中間、右下方て'あった。概句是示日欄は3sec

で、タッチすると同時に消去し、 3就後に次の標的を

提示し丸諸改は、標白慌示位置の6条件に対して

各10謝子、計ω訓子を左/右手それぞれで実施し、
合計120誠子であった。

結果と考察

1.R均onse伽.e(Reη
示指先端の反応時間 (ReT) を、 RT~臨~on 也ne)、

MT(Movern即他ne)に分けて即芯手、目標提示視野の要
因について分析したが、し、す守しも有意差JJ4専られなか

った。これは先行研究の結果と異なった。

2.P1句kvell∞ity~膳時眠pvη
PVTをX判。IVTx)、Y判。VTy)、X軸Y軸の合成方
向(PVTabs)およびPVfxとPVfyのすサLPVT(x-y)で分析
し丸 PVTxは同側のPVTが短川頃向にあるが、右
視野提示においては左手より右手が有意に短くが必)、

右手においては左視野提示より同側の右視野提示が有

意に短かった@く01)0PV1おは同側のP円が短し傾向
にあるが、右手の右視野提示のみが有意に短かった

@く05)0 PVT(~・y)では目標提示視野と反応手とに対応
性がみられ、目標提示視野と反応手が同側のとき、

PVT(~・y)が有意，~j、さかった(左手:左視野〈右視野、

pく05、右手:右視野〈左視野、 pく01)0PVT(x-y)が大き
いということはY軸方向の動俗車度がより早くピーク

に遣することを示しており、手の左右にかかわらすで対

仰牒的への動作は、垂直方向へ動いた後、標的へ向か

つて水平苅旬に動いたことを表している。

3.PI白kvel∞旬。w
PVxは左右手にかかわらす左視野提示のときの速度
が有意に速いことを示し@く05)、PVabsは左視野提示
で左手即芯の速度が有意に遮J、ことを示した@く05)0

本研究結果は、反府摘には要因聞の有意差が得ら

れなかったが、目標への左右示指先端の動きには左右

の提示半視野との対応性が示唆された。また、この対

応性は、左右半視野の視覚情報処理去、よて刃諸手の運

動市j御にかかわる大脳半刺繍包差との関係によるとこ

ろが大きいと考える。
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大村藩における近代教育と体操への可能性

一体育関連資料の収集および関連記事の抽出を中心に-

O田端真弓(鹿屋体育大学大学院，日本学術振興会特別研究員)， 

山田理恵(鹿屋体育大学)

キーワード:小学校兵学兵制砲術銃隊

1.はじめに

幕議糊j下最後の対槽主，第 12代純穂は明治 2

年6月に朝廷から3万石の賞典禄を賜った.これは元

治元年に藩主が勤王の方針を明確に打ち出し，薩摩，

長州の両藩に随従しながら戊辰戦争に出兵したこと

に対する論羽市賞であった.筆者らのこれまでの研究

では大村藩では嘉永7年に神道無念流斎藤歓之助が招

聴されて安政2年までに貧附す却を改変し，元治元年

には藩校五教館の改革が実施され，西洋技術の言i隙よ

りも剣術・槍術・馬術としりた古来の武術が重視され

たことを明らかしてきた.佐賀務では天保年間にすで

に別局として兵学寮・蘭学寮などが設置され，高島秋

帆の西洋砲術が伝習されていた.幕末期，西洋の軍事

倒すの優位性と実用性を認識した諸藩は，西洋諸国の

軍事技術を導入したのである.我が国の体操はこの西

洋諸国の軍事訓練を鳴矢としている.佐賀藩と貿易港

長崎に隣接している大村藩が西洋の技術に関心を持

たなかったとは考えられず何らかの対応をしていた

と考えられる.これまでに藩校五郷官は明治4年に廃

校となり， r新精組jが西洋式の訓練に従事したであ
ろうことが述べられてきたが，具体的に明らかにされ

ていない.

そこで本研究では， w九葉賞制， w大村渚史稿』お
よび『肇山公事賎1を用いて軍事に関する用語，銃隊
兵制，兵学，砲術などに着目しながら関連記事の抽出

を行い，大村藩の軍朝句訓練と教育がい州こして取り

込まれていったのかについてまとめることとする.

2.安政期鞘j改革

安政2年に「弓組jが実用に適しないと察したため

に銃隊がそれにかわった.w基山公事賎』はこのときの
銃隊のことを f練兵jとして具体的内容に「足並稽古J

を挙げている.すなわちこれは樹予に関する司I練を示

唆するものである.一方，砲術の稽古は荻野，淵山流

などが列挙されており この時期の対憾の砲術が和

式7であることがうかがえる.

3.京銃の馳kそして西洋銃隊の確立

務佼改革が行われた元治元年と同年の 10月に杭銃

が駈上されて，祥銃の製造とその原料の患鑓，そして

演習が千育つれた.すなわち，藩校においては日本古来

の武術を蚕視しながら，その一方で、は洋式の銃を導入

するという西洋技術と古来の技術に対する改革が同時

針子でなされた.臨t2年には「西洋流操兵指南j と
して蹴11，)1/原の二人が任命され.， r銃隊操練第一之急
務ニ付j として「新精組Jが組織された.

4.明治期の兵制ならびに小学校の設立

慶応3年大政奉還の直前には京都でイギリス式の軍

朝甥l鯨を行う薩摩藩兵からそれらを伝習する意向を

示し，明治元年にはイギリス式の内容を採用していた

しかし明治3年にフランス式へと転換したのである.

これは戊辰戦争が勃発そして終息を迎えるその時期に

あたり，開館句な動向との関連も考えられる.

寛政年聞から藩士らの教育を担ってきた藩校は，明

治4年に廃校となり，小学校が設立された.明治3年

の論告は，僻地に尉主する者への配慮と洋学，砲術，

学問，武術を一校内に設置することを明確にしたもの

で，小学校は，藩の意向通り，藩の中央から脅働もた場

所に建てられた.

5.まとめ

兵学，砲術ともに時間の推移とともに次第に和式か

ら西洋式へと転換し，そして明治期の小学校設立時に

すべての教育が一校内に整理されたとみられる.しか

し，対嫌において，これらの西洋の技術の採用しな

がらも， ~I附などの武術は全面的に羽験されることな

く一定の位置を持ちながら，むしろ西洋の軍事技術の

導入と同時並行で維持され改革されてしりたのである.

これらの内容は反内外の射台動向と密接に関わってb、
たと考えられるため，これらと合わせて検討していく

ことが今後の課題である.
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T.B.グラバーも出場した「長崎レガッタj
-1874年(明治7年)のレースを中心にー

0榊原浩晃(福岡教育大学)

キーワード:T.B.グラパー 長崎レガッタ 1874年

1 .はじめに

レガッタ競技は、 1961(文久元〉年9月26日に長崎外

国人居留地前面の水域で行われ、居留地の外国人の中

では「長崎レガッタ(N噂sakiRe伊伽)Jの年次行事と

して知られていた。イギリス人商人であり、グ、ラパー

商会を設立したトーマス・ブレーク・グ、ラパー、ホー

ムリンガー商会を設立したフレデリック・リンガーも

レガッタ競技に参加していた。 T.B.グラパーは、 1864

年の「長崎カップJの快走帆レースに弟のA.j.グ、ラパ

ーと共に出場し優勝を果たしている。また、 F.リンガ

ーは 1868年に行われたレースで優勝をしたとし、う記

録もある。彼らは商人として一時期長崎の地で通商上

レガッタ競技は、 1870年代にはその全盛期を迎えてい

た。その後の時代に通商上の繁栄がもはやイギリスの

みではなく、アメリカ、ロシア、中固などの他国にも

浸透していくと、イギリス人を中心としたレガッタ競

技も表退していったとみられるo 本研究では、長崎の

地元英字新聞百包NAGASAKIEXPRESSの1873年
と1874年のレガッタ競技のレースの記事を分析して、

日本におけるイギリススポーツの萌芽期を飾る華やか

なレガッタ競技の一面を描き、その実相にせまろうと

する。

2.外国人商人とレガッタの活i兄
幕末明治期の外国人商人たちを Paske-Smithは，
‘Me陀hant・剖V印刷町"と称しているが，明治初年に活

躍した商社の中で居留地設定の当初より永続，発展し

たものは極めて少なく，わずかにグラパー商会，オル

ト商会，ウォーレス商会，ゲーイマンズ商会の4社に

すぎなかった。 rMerchant-adven旬開rJのピークとして幕

末維新時，志士と結んで特異の舞台に活躍したグラ

パー商会の設立当初からの動きを見てみると，グラバ

ー商会は1860年から 1861年においては居留地の借地

はわずかに2カ所で， しかもデント商会，ウォーレス

商会が河岸前面のFron匂eの一等地を占めたのに対し，

その背後のR伺 rageの2等地と TomachiNo.で、あったが，

1867年(慶応3年)にはすで、にグ、ラパー商会はすでに借

地19カ所を持っており，当時，オルト商会が12カ所

で続いておりウォーレス商会はわずか3カ所にすぎず，

グラパー商会は商社としての業績を挙げて第l位にな

った。しかも， 1870(明治3)年における長崎対外貿易に

ついては外国人商社の貿易総額の大半を独占して，そ

の地位を築いた。しかし，この 1870(明治3)年の前半

こそグラパー商会の最絶頂時であり，以後この商会は

衰退傾向をたどることになる。また， 1870年代はレガ

ッタ競技についても全盛期を迎えており，数ある有名

商社の中で、グラバー商会の名前もレガッタ競技運営に

携わる外国商社・外国人リストに見られる。しかし，

1870年のグ、ラバー商会の倒産により， 1875年前後には

グラパーの名やグラパー商会についても長崎の新聞記

事から消滅している。

3.グラバーとレガッタレース

グラバー商会を設立したトーマス・ブレーク・グラ

バーは1864年「“長崎カップ"の快走帆レースはT.
B ・グ、ラパーと A・J・グラバーの兄弟が優勝したJと

いう結果が示しているように 1860年代からレガッタ

レースに参加していた。グ、ラパー商会は 1871(明治4)

年に経営難により閉鎖されることになるが，グ、ラパー

はその後もレガ、ッタレースに参加している。 1874年5

月9日土曜日のTHENAGASAKI EXPRESSにおいて5
月8日金曜日の第7レース rAK別∞， S CUPJにグ
ラバーは出場していた。レースの出場者の名前をみる

と，グラバー商会を設立グラパーはもちろんのこと相

手チームにはフレデリック・リンガーが乗っていた。

同じグ、ラバー商会で、働いていた仲間同士のレガッタへ

の参加が見られる。グ、ラパーは，第10レースrNIPHON

CUPJにも出場していた。このようにTHENAGASAKI 
EXP阻 SS掲載のレース結果から見るように，グ、ラバ
ーは様々なレースに参加していたことがわかる。

【文献】

1) 菱谷武平(1988)長崎外国人居留地の研究.

九州大学出版会:福岡

2) THE NAGASAKJ E疋PRESS，Nagasaki 

Japan Saturday， 10th May 1873 
3) THE NAGASAKJ EXP~， Nagasaki 

Japan Saturda:弘9出May1874 

4) 長崎県史編集委員会編(1985年)長崎県史一対外

交渉編ー-
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ジャイロセンサを用いた歩行異常程度の評価の試み

0演泰彦(鹿児島大学大学院) 末吉靖宏(鹿児島大学)

キーワード:ジャイロセンサ 片麻捧 リサージュ図

目 的 (deg/s) (a)健常側

高齢者の樹子を考えるときその評価は重要である.

これまでの方法では手聞がかかったり，高価で計測

対象者への負担が大きかった.そこでジャイロセン

サを歩行評価の解析に使用できればこれらの問題の

解決につながる。今回は下腿ー大腿角速度関係リサ

ージュ図から得られる評価値が歩行麻輝程度を表す

評価値として妥当か新T速度との関係を調べた。
方法

研究対象は，入院中脳卒中リハビリテーション患

者5名である. 4mの歩行を行わせストップウォッ

チで歩行時間を測定して，平均速度を求め、同時に

データの計測を行った.測定装置は荷重センサを両

足足底(腫・栂指球)の計4か所，ジャイロセンサ

を両大腿・下腿外側部の計4か所にそれぞれ装着し

て歩行させた.評価指標は下腿-大腿角速度関係リ

サージュ図に基づく麻療歩行(棒足歩行)程度をみ

る指標として次の二つの指数を求めた.

1)傾き係数

リサージュ図のプロット値回帰直線式の一次係

数の値.この値は直線の傾きを表し，健常肢では

Oに近づき，麻癒肢では1に近づく.

2)蹴腕数

リサージュ図のプロットデータの直線 y=xか

らの距離の平均値.この値が小さいほど元のグラ

フで直線y=xに近いことを表す。

評価指標の妥当性の検証はリサージュ図指数(r傾

き指数J，r蹄位指数J)と他の歩行異常の指標(歩行
速度)との相関を調べることにより検討した.

結果と考察

下腿・大腿角速度関係リサージュ図は健常肢では

その概形が横長の楕円形に近い形であるが、片麻庫

歩行者に見られる棒足歩行では，立脚期・遊脚期と

もに下腿・大腿の動きが同期して行われるため同一

時間での両者の角速度の値をプロットしてできるリ

サージュ図はグラフ上に45度の傾きで一直線にな

っており式y=xの直線に近づく. (図1(心， (b)) 

傾き指数 距離指数

健常側 麻癖側 健常側 麻癖側

前
0.031 0.716林 0.016 0.785林

半

後
0.354 0.702林 0.198 0.804林 l

半

表1歩行速度と回帰直線の傾きと距離の相関係数

表1はリサージュ図「傾き指数jおよび「蹄儲

数Jと歩行速度との関係性を調べた結果である.脳

卒中片麻療患者の健側肢で、は関係性は見られなかっ

たが麻療肢においてのみ有意な相闘が見られた.下

腿・大腿角速度関係リサージュ図を足の振り出しの

前半と足の振り戻しの後半に分けて示したが，いず

れの場合もこの傾向は変わらなかった.以上のこと

より下腿ー大腿角速度関係リサージュ図の「傾き指

数Jおよび「醐儲数Jは，歩行速度と密接な関係

が見られた.

結論

歩行中下肢外側面に付けたジャイロセンサを用い

た大腿と下腿の矢状面内角速度からリサージュ図を

生成し，その形状から片麻癒患者の棒足歩行の程度

を言判面する試みを行った.片麻療歩行者の麻捧側に

おいてリサージュ図の「傾き指数J，r~鴎佐指数J と

もに歩行速度と有意な相関を示したことからこれら

の指数は棒足歩行の異常歩行程度を表す指標となる

ことが結論づけられた
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投動作の測定評価におけるジャイロセンサの有用性

0浦寺朔太・井上伸一・宇野直士(佐賀大学)

キーワード:投動作 ジャイロセンサ

目的

野球における研究の中でも投動作に関する研究は

数多くみられ、その成果として多くの知見が報告さ

れている。それらの研究の多くは画像分析手法によ

るものであり、加速度センサやジャイロセンサ等を

用いた研究はそれに比べ少ないようだ。リアルタイ

ムかつ多量のデータを取得できるセンサを用い投動

作を分析することは、画像分析手法の課題でもある

分析時聞を短縮し、さらに指導へのフィードパック

をより早く、効果的なものにする。また、センサを

用いた実験の課題である身体への拘束は、科学技術

の進歩に伴いセンサの小型化・無線化により改善さ

れてきている。そこで本研究では、ジャイロセンサ

を用いて投動作の分析を行い、投動作における測

定・評価方法を確立することを目的とした。

方法

センサ配置

ジヤイロセンサ (ω9軸ワイヤレスモ一シヨンセン

サ、 LOGICALPRODUC'町I
カ所に装着したo 手背に続く手首へのセンサの取り

付けは、X軸を榛側・尺側方向、Y軸を前腕長軸方向、

Z軸を手背・手掌方向に合わせ、 Y成分から前腕の囲

内回外角速度を計測できるようにし、 X成分と Z成

分を合成し肘の伸展速度を計測できるようにした。

上腕へのセンサ取り付けは、 X軸を肩峰を通る前頭

面への垂直線方向、 Y軸を上腕長軸方向、 Z軸を肩

峰を通る床への垂直線方向に合わせ、 X成分から肩

の屈曲伸展速度、 Y成分から肩の内旋外旋速度、肩

の水平屈曲伸展速度を計測できるようにした。

試技および計測

軟式野球部に所属する中学生 4名(身長1.56:1:

O.lm、身体質量42.25:1:9.2kg、年齢13.25:1:0.5歳、

競技歴3:1:1.4年)を被験者とし、全力投球の試技を

各 10回ずつ行わせた。同時に2台のビデオカメラ

で各試技を撮影するとともに、球速をスピードガン

(CASIO)により測定した。ジャイロセンサのサン
プリング周波数は500Hzであった。

ビデオカメラで撮影した映像からリリース局面を

検出し、リリース局面の前後における前腕の囲内回

外・肘の屈曲伸展・肩の屈曲伸展・肩の内旋外旋お

よび肩の水平屈曲伸展の角速度をジャイロセンサか

ら算出した。

結果と考察

角速度最大値の出現パターン

角速度最大値の出現は、肩の水平屈曲、肩の屈曲、

肘の伸展と続き、リリース局面付近で肩の内旋と前

腕の囲内がほぼ同時に出現した(図1)。これは、身

体の中心部からのエネルギーをリリースへ向け、末

端部に伝える過程をたどっていると考えられる。

球速とリリース時の角速度の関係

球速と肩の内旋速度の聞にかなり強い相関

(r=O.82)がみられた。また、球速と前腕の囲内速
度の聞にやや強い相関(r=O.53)がみられた。肩の

内旋運動と前腕の囲内運動は速いボールを投げるた

めのー要因であると言える。

定
営
S
】
周
囲
潤
寂

リリース局否

ーーーーー周水JjZ路幽

一-…ーマ府m泊

肘伸風

一一ー府内tt!

一ー一前腕図内

図1. リリース局面前後の角速度推移の例
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ステップ運動の介入は医療費を減少させる

O 飛奈卓郎・清永明・進藤宗洋・田中宏暁(福岡大学)

キーワード:高齢者生活習慣病通院日数

目的

30兆円を超えた我が国の医療費は、なお増加を続

けているが、およそ3分の lは生活習慣病の治療に

費やされている。これは生活習慣の変化によって削

減が期待できる部分である。運動トレーニングが有

酸素性作業能力を向上させ、生活習慣病の予防・治

療に有効であることは数々の研究から示されている。

そこで本研究では自宅でのトレーニングが容易で

あるステッフρ運動を用いて、運動トレーニングが医

療費の減少に有効であるかを検証した。

方法

1.対象者

本研究は石川県根上町にて実施された。住民基本

台帳によって無作為に選出された 65歳以上の住民

220名のうち、本研究への参加に同意した189名(平

均年齢73:t4歳)が対象である。対象者は無作為に

運動群98名と観察群91名に分けられた。運動群の

うち50名は医学的な治療を受けており、内訳(延べ

人数)は高血圧35名、血管系疾患18名、消化器系

疾患15名、高脂血症12名、不眠症・うつ8名、糖

尿病5名、外科的疾患4名、甲状腺機能異常2名、

貧血1名、更年期障害1名であった。本研究は2002

年6月から2∞5年 11月に実施された。
2.医療費と通院日数

医療費のレセプトは6ヶ月毎、 6期間に分けて評

価された。 1，2期は運動群への介入は実施せずに

観察群との比較を行い、同質の対象であることを確

認した。 3，4， 5期は運動群に対して介入を実施し

た。 6期は運動介入の 1年後に調査を実施し、その

効果を観察群と比較した。

3.運動介入プログラム

運動群の対象者に基本台高2伽 nのステップ台を

配布して、週当たり 140分の運動を指導した。運動

強度は乳酸関値強度として、個人に合わせてステッ

プの昇降頻度と高さを調節した。介入開始6週目に

再度、体力測定を行い運動強度の調整をした。介入

3ヶ月目までは週 1回の運動教室を開催して、以後

は2週に1回の運動教室を実施した。

結果と考察

運動群は有酸素性作業能力の指標である乳酸閥

値が介入前と比べて有意に増加した。

1， 2期の総医療費、通院日数と外来医療費に、運

動群と観察群で有意な差は認めなかった。また 3，4

期も同様に有意な差は認めなかったが、 5期(運動

介入1年後)の総医療費、通院日数と外来医療費は

観察群に比べて運動群が有意に低い値を示した(総

医療費 170，007:t192， 072 vs. 294， 705:t 432， 314 

円、 P= 0.008;通院日数 19.2:t26. 3 vs. 28.2:t 

32. 1日、 P=0.012;外来医療費:132， 973:t 132，016 

vs. 187， 799:t158， 167円、 P= 0.005、それぞれ運

動群と観察群)06期ぴト入 1年後)の総医療費も、

有意ではないものの運動群 313，744:t500， 569円に

対して、観察群 395，133土644，380円と低し司直であ

った(P=O.132)

本研究で収集したレセプトの半数は内科または

外科の受診によるものであった。高血圧、高脂血症

キ糖尿病の改善に、本研究で用いたような有酸素性

の運動トレーニングが有効であることはよく知られ

ている。また我々はステップ運動が高齢者の脚伸展

パワーを向上させることを報告している。そのよう

なトレーニング効果が医療費の減少に喜与したのか

もしれない。

本研究では、対象者の医特句治療の内容や主訴を

調査していないため、具体的にどのような変化が医

療費の減少に貢献したのかを断定することはできな

いが、ステップ運動トレーニングが高齢者の医療費

の減少に貢献することを示した。
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水平跳躍種目におけるマーカーの有効性について

瀬戸口 純手口(福岡大学大学院) 高瀬幸一(名桜大学) 田口 正公(福岡大学)

キーワード水平跳躍種目 7 ーカ一 二次元分析

I目的

水平跳躍種目の助走スピードと慰問羽羽佐との聞

には高し、相関関係があることが過去の研究で報告

されている。

また、高い助走スピードを保ちつつ正確な踏切を

行う助走を再現するために走路lこ7 ーカーをi泣く。
このマーカーはより遠くへ跳ぶために必要不可欠

なものであると考えられている。

本:1!J 1究の目的は、 水平跳躍種目(~幅跳 ・ 三段跳)

において、日本陸上競邸主盟の定める続出掛1]で、

助走の]~芸品iJj回引こ 2 つまで[置く事のできるマーカ

ーの有玄雌主を検討することである

日:方法

! 被験者

M大学陸上競技部の剖醐ト三脚性専門とする

選手4名を弁l象とした。
2.試技訊1]定

試伎は全版~j回~雌で、踏切までの実胞と した。 平

成22{I三10月30日と 10月31日の2日111]に分けて

マーカーの有る場合と無い場合それぞれ 10オ'1'つ
の助走を行った。

3. tll出~ ・ 角i紡庁方法

臨j~は、砂場から 8m の区間を、 左側1]方よりカシ

オ社製デジタルカメラ rEXILlMPRO EX-FIJで

3∞Itsの速度で行った。
映像搬J彩データをディーケイエイチ社製フレー

ムディアス悶を用いて二次元分析を行い、踏切二歩

前からの水平速度と踏切離地H寺のま垂直速度を算出

しtc"得られたデータは t検定を行い、危険率5%
にて検定を行った。

血結果と考察

踏切二歩前からの水平遮度に関して。4名とも同

じ傾向を示していた。水平速度は4名とも7ーカー

ありの1u立が大きかっfこ。水平速度の平均で最も大き

な差が出た被験者は0.8m1s、最も差のなし制i験者は

O.3m/sの差であった。また、最高速度で最も大きな

差がでた被験者は0.8m1s、iil::も差の少なし教験者で

O.2m1sの差て‘あった。また、検定の結果、有意差 (p

く0.05)が認められる(図 1)。

踏切胤倒]11寺の平均垂直速度に関しては 4名とも

O.lmls以内の差で収まっており、マーカーの有無、で

差を見ることはできなかった。最高垂直速度に関し

ても、 4名ともO.lm/s以内の差で収まっており、同

線の結果となっている。また、有志差は認められな

かった(図2)。

材開の結果、マーカーの有11¥¥てが踏切二歩前から

の水平速度に差が現れたのは、マーカーを置くこと

によって助走の|擦に指棋とする物ができ、無5(iJF，i¥，'1支

となる不安が減少し、思い切った助走がで、きたこと

が原因であると考えられる。先行研究では、助走ス

ピードと跳躍距離には正の相関関係が報告されて

いる。踏切コタ前からの水平速度に関して、 4人が

それぞれマーカーありの値が大きく、本堂差が認め

られたとし、う結果から、マーカーの有WJ性が示唆さ
れた。

~. 

9_d I 台
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マーカー有 マーカー無

図 1 被験者4名の平均水平速度
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図 2 被験者4名の平均垂 直速度
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心音を用いた心機能評価の検討

0松本大葵1) 松田卓郎 2) 飛奈卓郎 3)4) 檎垣靖樹 3)4) 清永明 3)4) 田中宏暁 3)4

1)福岡大学大学院スポーツ健康科学部研究科 2)福岡大学医学部 3)福岡大学スポーツ科学部

4)福岡大学身体活動研究所

キーワード:第一心音振幅 二重積屈曲点 (DPBP)

目的

心音は簡易にI~機能を矧面する方法として臨床診

断に用いられている。心音に関する先行研究で第一

心音振幅 (HSl)は運動負荷の漸増に伴い、心拍数

や血圧などの増加に比べ大きな変化を示し、心収縮

カを反映することが示唆されている (L凶sadaetal.

1985)。動物実験においてカテコラミン投与により

HSlが糟大することも報告されている (Sakamoω

et al. 1965)。また、心音から算出される一心周期あ

たりの拡張期時間の割合はST低下と密接な関係、が

あることが報告されている (Fe町oet al. 1995)。こ

のように運動中の心音変化から、心の収縮力や虚血

状態を矧面することができ、さらに、 HSlと心拍数

の積から算出可能な二重積の変化から求められる二

重積屈曲点(DPBP)なども評価することが出来る。

そこで、本研究は心音を用いたIt;機能の制面の有用性

を検討することを目的とした。

方法

健常者25名(年齢:58:t10歳、身長:160.9:t7.3cm、

体重:74.6:t 13.3除、 BMI: 28.8:t4.8kg1nUを対象

に、自転車エルゴ、メーターを用いたRamp式漸増運

動負荷試験を実施した。運動負荷試験は1分間の座

位安静の後、ウォーミングアップを 10Wa抗sで1分

間実施した後に、運動負荷を1分間に 15Wattsずつ

漸増させ、疲労困鍛に至るまで実施し、運動中に心

音と呼気ガス、血中乳酸を測定した。運動中のペダ

ル回転数は毎分60回転とした。運動負荷試験中の

心電図、心音図、呼気ガス分析装置は連続して測定

し、採血は1分毎に測定した。

心音は、加速度形心音マイクロフォンを用い、胸

骨柄に固定した。運動中の第一心音振幅を運動終了

まで1拍毎に解析し、連続する 10拍の平均値を代表

値とした。

結果と考察

全対象者において明瞭なDPBPが確認された。

DPBPはAT、LT、Vo2peakと有意な相関関係、が認め

られた (DPBPv.S. AT :同.712、DPBPv.S. Vo2peak : 

I司.850)0DPBP、AT、LT時の酸素摂取量の聞に有

意差は認められなかった(平均値±標準偏差;

ぬ2@DPBP: 835:t 220ml/min、ぬ，2@AT: 800土
143mVmin)。

心音から算出するこ重積は測定が簡易であり、運

動負荷中の心負担(心筋酸素需要劃を制面するこ

とができる。また、運動中に心音をモニタリングす

ることで、様々な生体情報(心負担など)を簡易に

評価することができ、有酸素性作業能力の評価や運

動処方などにも応用できることが期待される。
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低出生体重と体力の関係

0安方惇1)平野雅巳 2) 飛奈卓郎 2，3) 山田陽介 2) 永山寛 2) 安藤創ー 2) 田中守 2，3)

清永明 2，3) 田中宏暁 2，3) 桧垣靖樹 2，3)

1)福岡大学大学院スポーツ健康科学部研究科 2)福岡大学スポーツ科学部

3)福岡大学身体活動研究所

キーワード:出生体重最大酸素摂取量

緒言

近年，我が国では出生数と同様に平均出生体重も減

少傾向にある.その背景として，若い女性の強い痩せ

願望や矧辰中の体重増加が少ないこと，喫煙，早産，

多胎妊娠などが挙げられている.8剖cerらは， r成人病
(生活習慣病)の素因は，胎芽期，胎児期，乳児期に

形成され，出生後のマイナス生活習慣の負荷で成人病

が発生する.Jとし、う“成人病(生活習慣病)胎児期発

症説"を唱えた.出生体重が低いほど虚血性IL疾患によ

る死亡率が上昇し，男性においてメタボリツクシンド

ロームの発症リスクが高く，インドと米国の調査では，

2型糖尿病の発症リスクも高いことが報告されている.

一方，津田らは体力が高し、ほど生活習慣病のリスクが

低くなると報告している.

目的

本研究では，出生体重と体力の関係を検討した.

方法

対象者は F大学スポーツ科学部に在籍する3年生で，

授業を履修している学生計75名に，本研究の主旨を説

明し， 67名の同意を得た.解析対象は，出生体重と最

大酸素摂取量のデータの両方が得られた 57名(男性

31名，女性26名)とした.出生体重のデータは，信

想性を高める為に，母子健康手帳のコピーの回収を行

った.コピーの手渡しと出生体重が記載されている個

所の画像をメールに添付してもらう 2つの方法をとっ

た身榊白或は身長，体重， 8MIを測定した.最大酸

素摂取量は自転車エルゴ、メーターを用いたランプ式多

邸倒糊運動負荷試験により測定した.1分間の脳立

安静後，陥~atts で 4 分間のウォーミングアップを行っ

た後に， 1欝b負荷を4---7.5秒毎に lwatぉ漸増させた.

運動中のペダル回転数は毎分60回転とした縮十処理

は， Microsoft EXIαI 2∞7を用い，回帰分析とt検
定を行い，全ての検定は，創換率 5%未満をもって有
意とした.

結果と考察

男性の低出生体重児 (25∞g未満)の割合は l名
(2.6%) ，女性は3名(10.7%)で、あった.全国同世代

(男性:平均出生体重3160g，低出生体蜜尼の割合5.7%，

女性:平均出生体重3080g，低出生体劃尼の害恰7.(010)

と比較すると，低出生体蜜尼の出現率は，男性で有意

に低値を示し(p<Oω，逆に女性で有意に高値を示し
た (pく0.0]).この背景として性差によって幼児期のス

ポーツを始めた時の違いがあるのではなし、かと考えた.

男性の場合，遠くに飛ばす，速く走るなどパワーを競

う競技が多く，女性の場合は体操など技術を競う競技

に興味を持つ傾向が影響している可能性が考えられた

この点については，サンプル数を増加し，競技歴の検

討を進める必要がある.

女性において出生体重と体重当たりの最大酸素摂

取量の問に負の相関関係が認められた(図，r=一0.44，

p=0.02). 本研究の限界として対象者数が少ないため，

今後，対象者数を追加し検証する必要がある.また，

樹新的な研究のため因果関係を明らかにすることはで

きない.
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図女性における出生体重と最大酸素摂取量の関係

結論

女性において出生体重と有酸素性作業能に関連性

が認められた低出生体重児の出現率について，本研

究の対象者は全国同世代の人と比較し，男性で低く，

女性で高いことが明らかlこなった.
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血中乳酸値からみたスロ}ジョギングの効用について

0永山 寛・飛奈卓郎・松田拓朗・田中宏暁(福岡大学)

キーワード:ニコニコベース スロージョギング血中乳酸値 RPE

目的

近年、マラソンやランニングがブームではあるが、

正しい知識を踏まえたうえでの実施が必要である。

本学では2003年度から毎年、一般市民を対象として

マラソン講座を開講しており、マラソンを走るため

の基本的な体力づくりと無理なく走破するためのス

ポーツ医学、運動生理学、バイオメカニクス、栄養

学的知識やトレーニング、法を学ぶための講義と実技

を、全十数回年間を通して実施される。実技はニコ

ニコペースのスロージョギングを主としており、こ

の講座を通して生活習慣病患者や全く走ったことの

ない初心者がマラソンを完走するまでに至っているo

本研究では、この講座の成果として血中乳酸値か

らみたスロージョギングの効用について検討するこ

とを目的とした。

方法

1.対象および調査時期

2010年度に開議された講座受講者 115名のうち、

2010年に以下の測定を実施した 88名を分析対象と

した。内訳は、講座初心者52名(男性18名、女性

34名)、講座経験者36名(男性17名、女性19名)

であり、平均年齢48.3土11.7歳(19---75歳)で、あっ

た。また、 2011年度にも継続受講し、 2011年に再度

測定を実施した26名(男性 14名、女性12名)につ

いては併せて経年変化も検討した。なお、 2010年の

測定は、講座経験者は講座開始初期 (5月)、講座初

心者は講座の中期 (11月)に実施した。また、 20日

年の測定は講座開始の初期 (5月)に実施した。

2.調査項目および測定方法

lグ、ループ10名程度で全天候型陸上競技トラッ

ク2周半 (I，OOOm)を主観的運動強度 (RPE;Rating 
ofpeli切ivedexertion)がrll:楽であるJの土1(RPEI0 

---12)の強度で各自走行するよう指示し、 1，000mに

要した時間を測定した。また、安静時および運動直

後にはJL4白数と耳染から微量の採血による血中乳酸

濃度(La)の測定を実施した。

結果と考察

本講座では、無理をしないで、ニコニコペースで、走

ることを強調して実施している。1.00伽n走の測定の

結果、走スピードは初心者 135.9土25.0mlmin、経験

者 157.1::1::27.2m1minであり、経験者が有意に高し可直

を示した。運動後のRPEは初心者11.2土1.6、経験者
11.0土1.1と有意な差は認められず、両者とも主観的

に楽なベースで走行できていたと考えられた。しか

し、指示した RPEより高値 (rI3:ややきついJ)で
走行した者も見られ、経験者1名 (2.8%)なのに対

し、初心者では11名 (21.2%)で、あったo 運動後心

拍数は、初心者129.1土:23.5拍/分、経験者134.0土:21.7

拍/分と有意な差は認められなかったo 運動後Laは

初心者2.4::1::1.0mmol/L、経験者2.6::I::l.0mmol/Lであ

り、La増加量は初心者1.2:i:1.0mmol/L、経験者

1.6土1.0mmol/Lといずれの項目においても有意な差

は認められなかったo一方で、初心者のうちRPEが
13の者の運動後Laは12以下の者と比べて有意に高

く、初心者は不慣れなために周りにつられたりして

自然とペースが上がった可能性も考えられたため、

初心者には特に RPE11以下を指標にすることが望

ましいと考えられた。これらのように、わずかにオ

ーバーペースの者も見られたが、ほとんどの者がほ

ぼニコニコベースで、走行で、きたものと考えられた。

一方、 2011年度にも継続して参加した者の経年変

化について検討したところ、 RPE、運動後心拍数、
運動後La，La増加量走スピードのいずれの項目

においても有意な変化は認められなかったo 長期に

わたるスロージョギングの実践から、ニコニコベー

スの主雛句な設定と客観的な設定のずれが少なくな

り、至適運動強度でのベースを習得できたのではな

いかと推察された。今後は、多段階漸増運動負荷試

験を実施し、血中乳酸関値についても横断的、制折

的に検証していく必要がある。
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カルニチン投与が全身の代謝と中枢神経系におよぼす作用

0吉田剛一郎・吉武裕(鹿屋体育大学)

キーワード:エネルギー産生カルニチン脂肪酸代謝 JVSマウス 絶食

目的

脂肪酸代謝のコファクターとして機能するカルニ

チンは、脂肪からのエネルギー産生に必須のバイオ

ファクターである。細胞膜カルニチン輸送体、

OC1N2の遺伝子異常により全身的にカルニチンを

欠損する、juvenilevisceral s旬atosis(NS)マウス1)で

は、絶食下において暗期活動期の自発行動が減少す

ることを見出した。自発行動は、カルニチンの腹腔

内1回投与により持続的に増加する。その機構につ

いて、全身の代謝および中枢神経系より検討を行う。

方法

3ヶ月齢の雄野生型、NSマウスに対し24時間の

絶食後、カルニチンの腹腔内1回投与を行った。マ

ウスの自発行動は、直径48cmの円形の大型ケージ

に3ヶ所の赤外線発生装置が取り付けてあり、それ

をマウスが遮ると行動量としてカウントされる倣E

みのケージを用いて測定した。エネルギー代謝は、

マススベクトロメーターを用いた酸素消費量と炭酸

ガス生成量および尿中窒素量から算出した。長鎖脂

肪酸酸化能は、マウスに 14c-mhi包reを尾静脈投与
し、呼気中に排出される 14C-<ご向を測定することに

より求めた。オレキシン神経活動については、脳内

神経活動の指標となる c-Fosを発現した視床下部外

側野のオレキシン神経細胞について濯流固定後、切

片を作成し、それぞれの抗体を用いた二重免疫染色

法によって検討したoマウスの醐民覚醒サイクルは、

EEGAMGを測定することにより覚醒、 REM睡眠お

よび non-REM脚民に分類し、その量、持続時間お

よび頻度を分析した。

結果と考察

1.全身の代謝について

1)24時間の絶食によって低下したNSマウスの自

発行動量と体重あたりの酸素摂取量は、腹腔内への

カルニチン1回投与(10μmoOによって改善され、

その効果は少なくとも投与後2日間にわたり続いた。

2)投与されたカルニチンは血中、肝臓に顕著に取

り込まれた。しかしながら、投与12時間後では元の

低いレベルに復した。血中FFA、ケトン体および肝

臓中の総脂質量も脂肪酸代謝に相応するように、投

与後 12時間ではそれぞれ元のレベルに復した。

3)栄養素別のエネルギー消費を求めたところ、カ

ルニチンが消失した投与後2日目においても NS

マウスでは脂肪からのエネルギー産生は充進した。

4) 14C_p油叫凶eを用いて、カルニチン投与36時間

後におけるNSマウスの長鎖脂肪酸酸化能を求めた

ところ、生食投与NSマウスと比較して約3倍の高

値を示した。

5)カルニチン投与によって示された持続的効果は、

一つは血中明蹴告で、のカルニチンレベルが低いにも

関わらず、脂肪酸代謝が改善されたことによるもの

である。この場合、カルニチンはrate-limi白19になっ

ていなし、。

2.中枢神経系について

1) NSマウスのエネルギー産生に利用可能なショ

糖や中鎖脂肪酸を投与しても、減少した自発行動を

増やすことはで、きなかったo 自発行動の減少は、エ

ネルギー不足のみに起因しているのではない。

2)中枢神経刺激作用のあるモダフィニルをNSマ

ウスに投与したところ自発行動は増加した。エネル

ギー不足下でも JVSマウスの自発行動は増える。

3)NSマウスの自発行動と、 c-Fos陽性のオレキシ

ン神経細胞の割合とは高い相関を示した。

4) NSマウスの闘民覚醒サイクルについて検討し

たところ、覚醒の断片化を生じており、オレキシン

欠損マウスと同様の臨民パターンを示した。 NSマ

ウスの自発行動減少には、オレキシン神経活動の低

下が関与すると考える。

参考文献

1) Nezu J. et al. Natw志Genetics，21(1): 91-94， 1999. 
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小学校体育におけるタグラグビー指導の現状と課題

一教師からみた難しさを手がかりとして一

0庚瀬勝弘(鹿児島大学) 黒原貴仁(鹿児島女子短期大学)

キーワード:小学校体育ボールゲーム タグラグビ一実践的課題

目的

小学校学習指導要領解説による例示としてタグ

ラグビーが提示された(文科省， 2008) .また，ボ

ールゲーム系の学習では，小学校・中学校・高校の

12年を r4-4-4Jと3つのステージに区切り，

系統性を踏まえカリキュラム作成が目ざされるこ

とになった.したがって，小学校体育において，タ

グラグビーは，新しし噂鯨ヰ内容となるため，その指

導内容及び方法の実践的課題の検討は不可欠であ

ると考える.

そこで，本研究は，小学校教師を対象とするタグ

ラグビーの授業実践に向けた課題についての先行

研究を概観すること通じ，授業構成における課題及

びボールゲームのカリキュラムづくりに向けた基

礎資料の提示を目的とする.

方法

1.対象

ボールゲーム系の内容として roo型J表記が登
場する， 1998年改訂小学校学習指導要領以降に発表

された，タグラグビーを対象とする授業実践報告及

ひ噺究など25編を分析の対象としたその詳細は，

以下の通りである.

・学会誌スポーツ教育学研究Jr体育科教育学
研究上・・2編 ・著書等…7編

-大学等研究紀要…3編 ・修論・卒論等…5編

・雑誌;r体育科教育(大修館書庖)J r学校体育(日
本体育社)J…8編

2.分析・検討の方法

研究対象とした先行研究群を r授業実践におけ
る課題に焦点づけた研究J r授業構成における耕市
の実践的知識に焦点づけた研究Jに分類を行い，そ

の内容について検討を行った.特に，考察視点とし

て，タグラグビーを指導する教師の実蹴句課題に焦

点づけることに留意をした.

結果・考察

1.授業実践における課題に焦点づけた研究

学習者の個人技術の習得を目ざした課題解決が対

象とされており，教師は，ゲーム課題と学習者の課

題の整合が不明瞭であり，老婦市自身がタグラグビー

指導を難しく捉えていることが明らかになった.

2.授業構成における教師の実践的知識に焦点づけた

研究

閉じゴール型に位置づくサッカーやハンドボール

などのゲーム事例との差異について，つまり，教師

が突破構造を明確に捉えることができず，授業実践

では具体的な相互作用行動に結びつけていない課題

の存在が明らかになった.

3.タグラグビーの授業における教師の実践的課題

1)ゲーム指導に不可欠なゲーム構造の理解

庚瀬 (2006)は rゴール型Jにおいて，攻撃側

の課題である「最大防御境界面Jの突破を手がかり

として，攻防相互に対決する情況をモデル化するこ

とを通じ，学習者が直面するゲーム課題の違いを明

らかにした.タグラグビーは，相互に最初の防御面

の突破を目ざし合うゲームである.授業を実践する

教師は，この倣担みを基盤として，学習者個人の課

題設定をする必要が生じる.

2)効果的な相互作用行動(言葉かけ)

鮫島 (2005) ・森田 (2010)は，タグラグビーの

授業を効果的に展開することのできる教師に共通す

る事項として f突樹T動の発生を促進するj ことを
提起した.その背景は，前項にて提示したタグラグ

ビーのゲーム構造の理解である.攻防が相互に，相

手の最大防御境界面を連続的に突破することを目ざ

し教師は，効果的な相互作用行動(言葉かけ)を

行っていた.ゲーム中に，タグを取られた学習者に

対しては「パス，パスJや「後ろに向いて味方を探

してjなど，あるいは，タグを取られた側の味方に

対しては「後ろから近づいてボールをもらおうJな

ど，連続突破行動の発生を促進するための言葉かけ

を行っていた.



113 

ベースボール型ゲームについての認識調査

一大学生を対象として一

0日高正博，山内正毅(舟崎大学)
キーワード:ベースボール型ヂーム，認裁戦飾扮かり，大学生

1.目的

本研究はベースポー凡型ク九一ムに関する認識をど

の程度獲得しているかを，大学1年生183名を対象に

調査したものである。‘すプ説コち，高等学校午桑までの，

ベースボール型ゲームについての体育支業経験制婁い

相話頭織の有無，さらに欄臓の違し噂が与

えている認識獲得への影響を捉えることから，小・中・

高等学校におけるベースボール型クえームを教材とした

体育授業の問題点を探ろうとした。特に授業でι経
験の溜ハが，攻撃と守備における戦締句な認識の獲得

にどう影響してしものか等を明ら州こしようとしむ

2.方法

ω対象:魚崎県内の大学1年生183名(男子70名、
女子113名)を対象とし丸

ω調査項目 :31聞からなるアンケート用紙を用いて調
査を実施した。なお，ベースボール型の授業を過去ど

の程度受けてきたのかlこついては小・中・高等学校

の3筏種のうち 1種の学校での経験のある者は「授業

経験値lJとし丸同様に2種の学校及び3種の学校

での経験のある者はそれぞれ f授業経樹直2J，r授
業経験値3Jと処産することとし丸

3.結果ならて舟こ考察

(])守備理解について

部括観経験の有無によって守精側の動きの理鰍打球

の処理に係ゐる各ポジションの動きの理解:13点満蔚

の程度をとらえようとし九その結果，野球の部活動

経験がある者は 11.82::t3.01点を示したのに対して，

部括経験のない者は3.60::t2.93点を示し丸野球の部

活韻経験のある者の方が守備に対する理解の深いこと

が当然のことながら確認された。また，部議議機磁の

ない者について授業経劇翻'Uこ，守備についての理解

を検討しむ

授業経験値0の者の守備理鱗号点は3.55+2.53点を

示し丸同様に，授業経劇直1の者は3.46+3.12点，

授業経樹直2の者は3.30+2.87点授業経劇直3の者

は4.17::t3.02点をそれそわ示した。授業経験値3の者

の得点は他に比して若干高値を示しているが，授業経

験値が上がるにつれて得点が向上しているということ

も言えず，全榊句に守精理解得点は低値を示した。

ω攻撃理鮪こついて
剖括韻経験のない者について授業経験値別に，効果

的な打撃方向に関する聞の正答率を樹すしようとした。

い背1の授業経験{直においても80%以上の正答率を

示した。しかし，理由まで正しく言謎できていた者は

授業経験値0の者では55.3%，授業経験値1の者では

43.9%，授業経験値2の者では51.201O， 授業経験値3

の者では45.8%をそれ殺1示し，大きく低下し丸

(3鴻織獲得について
剖括銀経験のない者について授業経験値ごとに，ポ

ジションとプレ}の名称についての知識獲得の程度を

男女別に捉えようとし九

授業経劇直0の男子は4.5::t1.18点，女子は3必±

1.57点を示した。同様に授業経験値1の男子は4.94

:t 1.71点，女子は3.48+1.39点，授業経験値2の男子

は5.21:tl.37点，女子は3.41+1.38点，授業経劇直3

の男子は5.63:tl.45点，女子は3.75+1.79点をそれぞ

れ示した。すなわち，男子は，授業経験値が上がるに

つれて得点も向上したのに対して，女子には向上は認、

められなかった。

4.まとめ

野球の剖括銀経験のない者の戦術場織の理解度は

低く，体育授業における経験は戦体泊錦織獲得に関し

て影響を与えていないことが認められた。ただ，男子

の「ポジション及びプレーの名称Jの知識は授業経

.験(直が大きいlまど知識のE樹生も増宇偏向にあった。
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大学生が有する運動によって感じる楽しさの構造とその特徴

~日常における身体活動量・運動習慣別にみた楽しさの違い~

O田原亮二(福岡大学) 中山正剛(別府大学) 神野賢治(金沢星稜大学)

丸井一誠(福岡大学非常勤講師) 村上郁磨(久留米大学研究推進課)

キーワード:大学体育運動楽しさ身体活動量運動習慣

緒言

大学生を対象とした体育授業における目標のひと

つである，生涯に亘る運動習慣の務専には「授業の

楽しさJが影響を及ぼすことが明らかとなっている

仇井ら，2011).しかし，ひとことで楽しさと言っ

ても，体育授業における楽しさの要素は，友達との

コミュニケーション，有官包惑，達成感等，多様性に

富んでいる.しかし多様性に富んでいるといっても，

体育授業の核をなすのが身体運動であることは疑い

のないところである.したがって，大学体育履修後

の運動習慣を促進させる要因が「授業の楽しさjで

ある以上， r運動の楽しさJの要素・構造を深く探る
ことは，大学体育の意義，効果を示す上で重要であ

ると考えられる.また，どのような「運動の楽しさJ

が運動習慣を促進させるかといった，楽しさの要素

と運動習慣との関連性に着目した先行知見はない.

本研究の目的は「運動の楽しさjについて多面的

な調査をすることによりその特徴を明らかにすると

ともに，日常における身体活動量キ彊動習慣によっ

て「運動の楽しさjの捉え方にどのような違いがあ

るかを明らかにすることであった.

方法

1.調査対象およて用騒時期

対象は体育が必修で開講されている4年制大学に

おいて，体育授業を受講している学生であった.回

収されたデータのうち，完全な回答が得られた 391

名分(男性239名，女性152名)のデータを分析対

象とした.調査は平成23年4月中旬に実施した.

2.調査項目

質問項目は，個人属性，過去1ヶ月の身体活動量，

現在の運動習慣，運動の楽しさについてであった.

1)過去1ヶ月の身体活動量 :K節制(197めの身体活

動指標の改訂版を用いて測定した.

2)現在の運動習慣:岡ら(21αX>)が作成した運新官動
ステージ尺度を用いて測定した.

3)運動の楽しさ:徳永ら(1980)が作成した体育授業

の「運動の楽しさ」に関する56項目の中から，大学

体育の目的，授業の内容を考慮し16項目に改変した.

3.統計先日里

「運動の楽しさJの 16項目に対して主因子法・

戸。m鉱回転による探索的因子分析を行い，その結果

に基づき因子ごとの平均等点を算出し，身体活動量，

運動習慣によって分類し群間比較を行った.有意水

準は5%.未満とした

結果およV;考察
探索的因子分析の結果.， r運動の楽しさJの項目に
ついて3因子15項目が採択され，第1因子は競民志

向，第2因子はコミュニケーション志向，第3因子

は自己決定志向と命名した.日常の身体活動量が多

い群は競技志向の項目の得点が有意に高く，またコ

ミュニケーション志向も高い傾向にあった.一方，

身体活動量が少ない群は自己決定志向の得点が高か

った.運動習慣に関しても運動実施群の競技志向得

点が有意に高かった(表1).

大学体育の目的である生涯に亘る運動習慣の獲得

を授業の達成目的として考えた場合，運動をする習

慣が身についていない群を中心にすえた授業展開を

考える必要がある.本研究の結果から身体活動量が

少ない群は，自分のベースで負荷の高くない運動を

することに楽しさを感じるため，その点を百噂した

授灘十画を立てることが授業の効果を高める方法で

あると言える.

表1身体活動量と運邸調慣による棉Iゆ楽しさ項目得点の朝拙佳体)

h民・'筑ha"} 不(0-活I動E2n} 
意働集鎗n

運動(.. 弗q実$9路}n 
(0-132) 

M S.D. M 8.D. M SD. M S.D. 

鵠健lO向 29.0 4.$ 27.6 4.6 28.1 4.6 271 4・』 ・・
コミaユケーシwン志向 16.9 2.6 16.$ 2.$ 16.8 2.6 16.3 2..5 

自己決定怠肉 14.1 2.$ 1$.4 2.2 15.0 2..5 15.2 2.4 

• <.05 •• < .01 
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「運動プロフィール」による学士力の違い
-汎用的技能と態度・志向性に着目して-

O中山正剛(別府大学短期大学部) 田原亮二(福岡大学スポーツ科学部)

神野賢治(金沢星稜大学人間科学部) 丸井一誠(福岡大学スポーツ科学部)

村上郁磨(久留米大学研究推進課)

キーワード:運動プロフィール コミュニケーションスキル問題解決力 チームワーク リーダーシップ

目的

2∞8年に中央教育審議会から学士課程答申が出
され学士課程教育構築の必要性と学土力が提示さ

れた.その中で，大学における各授業において学士

力にと、う結び付けるかが近年課題となっている.先

行研究をみると，運動・スポーツ活動と関連するも

のとして，コミュニケーションスキル，リーダーシ

ップ，問題解決力などが明らかにされており(橋本

ら2∞9，堺ら2010，花田ら2∞6)，学士力の中でも，
汎用的技能と態度・志向性に体育授業カ彰響を及ぼ

すことができるのではないかと予想される.しかし，

大学生を対象として，過去と現在の運動・スポーツ

活動状況を踏まえた上で学士力を検討した研究は見

当たらない.そこで本研究では，大学における体

育授業と学士力の関係性について調査するための基

礎資料を得るためにこれまでのスポーツ経験年数，

過去1カ月の身体活動量，現在の運動習慣から成る，

「運動プロフィールJ別の学士力(コミュニケーシ

ョンスキル，問題解決力，チームワーク，リーダー

シップ)を調査することを目的とする.

方法

1.調査対象およ協同査時期

対象者は，大学1年生425名であり，回収された

データのうち，完全な回答が得られた415名(男性

257名，女性 158名)を分析対象とした調査時期

は，平成お年4月中旬に実施した.

2.調査項目

アンケートの内容として，徳永・橋本 (2010)が

作成したスポーツ特有のポジティプ矧生尺度(ICSS)

の一部を使用し，チームワーク，リーダーシップ，

問題解決カ(忍耐力)を棋院している.また，コミ

ュニケーションスキルについては，堀毛(I労4)に

よる E叩DE2を使用した.加えて これまでのスポ

ーツ経験と過去1カ月の身体活動量，現在の運動習

慣に関する質問(以下， r運動プロフィール'J)から
構成されている.

3.選定条件

1)運動プロフィール低群:スポーツ経験2年以下，

K郎副得点5点以下，無関1[;朔・関1[;噺

2)運動プロフィール中群:スポーツ経験 3--6年，

h 剖得点6--15点関心期・準備期・菊子期

3)運動プロフィール高群:スポーツ経験7年以上，

Kasari得点16}戟人上，類子期・維持期

4.統計処理
日ぜDE2の因子を明らかにするために探索的因子

分析(最尤法.prom鉱回転)を行った.さらに，運

動プロフィール別の学士カを明らかにするために

高群，中群，低群のー要因分散分析を行った.有意

水準は5%未満とした.

結果と考察

Eの1E2に因子分析を施した結果， 3因子13項目

が抽出された.因子名をそれぞれ~ r解読力(4項目)J，
「適切伝達力 (4項目)J， r統制力 (5項目)Jと名づ
けた.次に，コミュニケーションスキルと問題解決

力，チームワーク，リーダーシップを，運動プロフ

ィール別に比粉糊した結果， r運動プロフィ-)レ」
が高いほど，汎用的技能の中の「チームワークJ，r問
題解決力J，rリーダーシップJ，態度・志向性の中の
「コミュニケーションJ(適切伝達力)も高い結果と

なった.この結果は，今後の授業による介入研究へ

の基礎資料となり得る.

表.i!動プロフィール>>1)得点

全体 低 中 高

11""107 11""35 11""33 1F39 多重比絞

Mean SD Mean SD MeaD SD Mean SD F値 B∞fe官官官E
チームワーク 177 3.3 16.2 3.1 17.2 2.6 19.6 3.1 12.9.. 低.中〈高

悶阻解決カ 175 3.5 16.3 3.3 16.6 3.2 19.4 3.2 10.4..低.中〈高

リーダーシ;/7" 10.9 3.3 9.S 2.7 10.5 3.4 12.6 3.0 10.3.. 低.中〈高

解綬力 14.2 2.3 14.3 2.1 13.4 2.1 14.7 2.5 3.3・ 中〈高
適切伝途力 13.1 2.8 119 2.7 12.5 2.8 14.7 2.2 11.6.. 低.中〈高

統制力 16.6 3.1 16.6 3.1 16.0 2.8 17.3 3.3 1.6 0.5. 
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運動のコツを認識するカを培う跳び箱運動の授業研究

0大宅恒文(佐賀大学) 堤公一(佐賀大学)
キーワード:コツ認識跳び箱運動

目的

近年体育科において知識・技能の習得と活用が穏

われている。また，体育科における協同的な学びも

必要とされる向きがある。しかし，子どもが学び合

うには，自らの身体の動かし方を仲間に伝えること

ができなければ成立しにくい。身体の動かし方，す

なわちコツを認識させることで学びあいの向上につ

ながり，牽いては，“楽しさ"“掛15"“自発的な学習"
を高めることができると考える。

そこで本研究では，小学校5年生を対象として，

認識したコツを共有化させることを目的とした「コ

ツの伝言板jを使用したクラスと使用しないクラス

で櫛包の獲得に変容が見られるのか，また，形劇句

授業評価への影響が見られるのかを検証し，コツを

認識させることが子どもたちの学習にどのような影

響を及ぼすかを検討する。

方法

1.対象およひ澗査時期

対象は，佐賀県内A小学校5年生1組。1名)， 2 

組。3名)である。 1組を実蜘挙(r伝言板使用Jク

ラス)， 2組を被実験群 (f伝言板使用なしJクラス)

として跳び箱運動の授業を行った。実施時期と期聞

は， 6 月下旬~7月上旬の 8 時閥単元で実施した。

2.調査項目

授業後に記入する学習カードの結果から以下の調

査を行ったo

1)実蜘草と被実験群で技の獲得状況を比較する。

2)実験群(fコツの伝言板jあり)と被実験群(fコ

ツの伝言板jなし)で毎時間ごとの形成白根業評価

の変容を比較する。

3.分析方法

Microso食Excelおifwindows ， SPSS 13.0 J for 
Wmdowsを用い、単純集計・ T検定を行った。

結果と考察

毎時間めあて 1(今できるカで高さヰ錆切板まで

の距離を離して跳ぶ活動)とめあて2(できそうな

技に挑戦する活動)に取り組むスパイラル型の学習

過程で実施した。

1)実翻挙と被実験群での技の獲得状況の比較

事前の持ち技につい

ては，児童の自己申告

に基づいて数値化して

いる。技の獲得は4段
悶脚 伺験し 跳べたことで1つの技

図l 、俊豪首k侵M径の銭隻得訟の比綾
を獲得したものとして

計量した。実験群と被実験群では授業前と授業後で

の技獲得数の平均値が，実験群で約3ポイント，被

実験群で約2.5ポイント上昇しており，実験群の
方がo.5ポイント高い数値を示している。
2)形成的授業評価の比較

:¥.0 
::>:;1'の缶詰お雌!}JJなしタラA

Zア二・--ー竺~..:-:ユ
2.6 11---==~;:;IjJ; 
E ...・・・・・・ー マ

2.0 I 

図2 形成的授業評価の変容比殺

-ーヰ"'"ユ.:=iooi事

実蜘挙と被実験群で毎時間の形劇切受業評価を比

較した。

2つの授業ともに進度に伴い評価数値が上昇傾向

にある。また，実験群の評価の方が単元序盤から数

値が上昇しており，単元を通して高い翻面を維持し

ている傾向が見られた。特に「成果Jf協力jといっ

た観点の数値が高くなっていたことから，コツを言

語化できたことからの影響州制される。

これらの結果から，コツを認識させ「コツの伝言

板Jを使用することは技獲得と授業評価にいい影響

を及ぼすと考えられる。これまで取り入れてきた学

習スタイル(自発的学習や運動の特性)を尊重しな

がら運動のコツの認識を高める学習を位姐むことは

意義があると言えるであろう。
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フリースローにおけるシュート動作時間と成功率の関係

0)11面剛(九州共立大学)今村律子(福岡大学)八板昭仁(九州共立大学)
大山 泰史(福岡教育大学大学院)

キーワード:フリースロー、ルーティン、シュート成功率、パスケットポール

緒言

これまで、フリースローの成功率を高めるために、

シュートフォームなどの動作分析やルーティンにつ

いての動f宇パターンなどの研究は数多く行われてい

る。フリースローにおけるルーティンとは、ボールを

回転させる選手、ドリプルを劉ヨつく選手、紫存者に

なればなるほど行動パターンが決められ、これらはパ

フォーマンスルーティンと呼ば弘 「自己ペース課題

の遊子直前における運動、感情、認紬桁動側目縦句

な順序jと定義されている。

(Bou白her，1鋭治';Cohn，I99αLidor&Mayan，2∞5)

目的

本研究では、プロ選手のフリースロー町掃を計測し、

シュート動作時間と成功率の関係、について実蹴句研

究を櫛サし、プロレベルにおいてルーティンやシュー

ト動作時間の一定化が成功率に影響しているカ検討

することを目的とする

方法

データは、bjリーグ2009-2010シーズンにおける、

Rチームの試合映像よりフリースロー成功数50本以

上の条件を充たした選 7名のフリースロー場面を抽

出し、ボールに創れてからシュートポジションセット

までの時間(ノレーティン)と、シュートセットポジシ

ョンからショットまでのシュート動作時間を計測し

た。映像は、 1/2倍逮で再生し、計測にはタイマー

プログラムを使用した。そのほか、チーム名、選手番

号、試合時間、スコア、フリースローの結果(成功・

失闘の託織も同時入力した。

結果・考察

成功シュートとミスシュートにおける平均ルーテ

インタイムと平均シュートタイムを比殺した。

1名の平均シュートタイムにおいて成功とミスの時

間の聞に差がみられたが、シ)ズン中にシュートフォ

ームを変えていたために差がみられたと考えられる。

他の6名においては差がみられなかった。

選手7人の試合中の優勢侍と劣勢時におけるフリ

ースローシュートの成功率を比較した結果、優勢時の

成功率が5%水準で有意な差が見られた。そこで、選

手別に優勢なゲーム時においてフリースローシュー

ト成功場面と劣勢なゲーム時においてフリースロー

失敗場面を比較した結果、 5人の選手が、ンュート時間

に変動があることでシュートミスが起きていること

が分かった。 A選手の場合、シュートタイムが短くな

ることでミスが起きている。 B選手の場合、ノトティ

ンが長くなることでミスが起きている。 E選手、 F選

手の場合、シュートタイムカ浸くなることでミスが起

きている。 G選手の場合、ルーテインタイムが短くな

ることでミスが起きている。

本研究において、統制された条件下ではなく、菊擦

のプロリーグの試合場面において、フリースローの成

功率は、少なくともフリースロー動僧期占に影響して

いることは伺えた。しかし、プロ選手レベルのフリー

スロー動畑欄において、1000凶蹴単位の錨週内に

て動僧噺掃の差が大きく影響しているカヰま、今後、測

定法の樹サの必要がある。また、しかしながら、個人

の特徴を知ることにより指導方法のーっとして優勢

なゲーム時と劣勢なゲーム時においてフリースロー

シュート失敗場面において変動が起こっている際に

指術することが出来る研究であった。
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パスケットボールのスキノレテストの信頼性と妥当性の検討

0小牟礼育夫・青柳領(福岡大学スポーツ科学部)

田方慎哉(福岡大学大学院)棲木規美子(福岡大学スポーツ科学部)

キーワード:級内相関係数双列相関係数基準関連妥当性

目的

バスケットボールでは，中学・高校・大学などのバ

スケットボールの授業での客観的な技能評価のため

に，多くのスキルテストが作成され，活用されてきて

いる.しかし，内容がかなり重複するものやその根拠

が必ずしも明確でないものも少なくなく，信頼性や

妥当性が検討されていない場合も多い.そこで，本研

究は，男子体育系学生のバスケットボール受講生を

対象にバスケットボールのスキルテストの信頼性と

妥当性を検討する.

方法

1.対象者

F大学体育系学部のバスケットボールを受講して

いる男子学生138名である.

2.スキルテスト項目

Clark(l%η，Co出15& Hodge (2001 )，Larson(l951)な
どを参考に，①日grenball han也事協⑫IModifiedzone 

toss旬。ReboWld協⑪MωifiedKoski dribble臨⑬
Mo泊19阻get臨t⑥Push開55for似国抑制⑦

Overann pass for accuracy teばIDWallpass speed開S

憾。IPenny-c叩憾。Frontshot<!鴻Sideshot (右側・

左側)@⑪:Fieldgl叫 sh∞t回K得点・回数近掬isoun印
加dsh∞t(得点・所要時間)の計16項目の測定を行っ
た

3.測定の実施

測定は4月から5月上旬までの授業時間を利用し

て行った.測定にあたっては予め測定要領を作成し，

学生補助員に熟知させた上で、行った.①@ゆ④③⑬

@⑪の項目は各2回怠郎劇均は各10回，⑬は20

回試技を行った.同時に，小学生から現在までのバス

ケットボールの経験年数についても調査した.

4.分析方法

得られた測定値の中で 10回および20回測定され

た項目は折半法により 2つの値に分割し，各2回測定

された項目と同様に級内相関係数を用いて信頼性係

数を求めた.経験年数から経験の有無に分類した上

で，基準関連妥当性係数は双列相関係数を用いた.

結果と考察

1.信頼性

⑤Mo泊19凶別協L⑥IPushpass for accuracy臨L⑦

ov捌加問55for accuracy test，⑩Front shot，~Side 

shot (右側・左側)が0.7以下で，静止した状態での

シュートや動いている目標に当てる項目の信頼性が

低かった.他の研究でも一般的にシュートは信頼性

が低いと報告されており(竹内・山崎，1997)，本研究

の結果も同様の傾向を示したといえる.

2.基準関連妥当性

経験の有無を基準とした場合の妥当性係数を求め

た結呆⑤IMo泊tg回get協 L⑥IPushpass for accuracy 

t闘 /1ゆverannp部品r似山抑制の3項目が有意な
値を示さなかった.また，⑨lPenny仰闘は本来時間

で計測しているので双列相関係数は負の値を示すべ

きにもかかわらず，正の値を示し，バスケットボール

経験者の方が逆に成績が惑い結果であった.しかし

ながら，@⑪Fieldgoal sh∞It test(得点・回数)の両項目
は0.7台の高い妥当性を示した.

項目名 信頼性 妥当性

①Edgren 0.866 -0.312 

②IZone toss o. 711 -0.258 
③;Rebound 0.841 0.518 

④Oribble O. 761 -0.280 

倒的ing 0.396 O. 199 

@push pass 0.574 0.203 

⑦overann pass 0.436 0.167 

③wall pass 0.895 -0.400 

@penny-cup 0.661 0.310 

⑩Front shot 0.522 0.464 

⑪ Side shot右 0.523 0.494 

⑫ Side shot左 0.521 0.515 

⑬Field goal得点 0.809 0.660 

⑭Field goal回数 o. 767 0.621 
⑬Bounce得点 0.635 0.467 

⑮Bounce時間 0.801 -0.529 
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幼児の身体表現の効果的指導方法に関する研究

一保育 ・言葉掛けプランニング、シー ト作成の観点から一

0小松恵理子(鹿児島女子短期大学)

キーワード幼児身体表現指導プランニングシート

[はじめに]

幼児の身体表現の努燥が指導方法について、これ

まで瀧・下釜等と九州地区の身体表現の指導実態調

査を基銚としながら、多綴な!f!1Jきを引き出す手立て

としての綴々な素材(新聞紙や段ボール侍)や視聴

覚教材キ集団 ・言業餅けといった指導方法の有釧主

にっし、て検討してきた。その過程において、身併壊

現指導の難しさの重要ファクターとして『言葉掛

け』が常に挙げられてきたといっても過言ではない。

この『言築掛け』が効果的にできるようになるため

に、養成校では学生にどのような指導が必要なのか。

本研究では、事前にli1'Jj材』に対する保育者の『運

動のイメージ作り』をしておくことで『効果的な言

葉掛け』ができ、幼児の豊かな!f~1きの引き出しゃ展

開ができる実践力を高めることが察易になると考

えた。

[目的]

そこで、『題材』に対する保育者の『連動のイメ

ージ作り』を容易にすると思おれる手立て 個財の

運動分析・ロリズム等)を、保育を企画するH寺の観

点として考え、その観点の持入された身体表現に特

化したプランニングシート(郡深)を作成し、その

有効性を検詐rすることを目的とした。
【対去]

保育者養日対交に在学する学生を対象に、事前に身

体表現遊びの『保育・言茶掛けプランニング‘ンート』

を作成させ、 3悶模擬授業を行い各担当終了後、ア

ンケート調査を行った。

対象:K女子短期大学児盆教育学科幼保コース2

年生203名情効回答数168名)・表現授業を 1年

次に半期受訴している。

調査項目 質問①保育・言楽勝けプランニングシ

ート(以下PS)は担当保育の企画や実践をする上
で役に立ったか5段階で青判瓜/質問②どの欄が役

に立ったか(複数回答)/質問③他にどのような欄

彬ちか子(鹿屋体育大学・非)

が必要か(複数回答)。質問@その他気付いた点に

ついての自由言E述について回答

分析方法.統計処理には、SPSSVel'・16.0を用い、
有意水準は、 5%未満とした。質問①は、評価の推移

をANOVA• Bonferroni検定を用いて比較し、質問
② ・③は、各国の項目別の比率については二項検定

を、百利回の推移はχ二乗検定を用いて比較した。

【結果と考察1
1)(図1)に示すように、質問①に対する 3聞

の回答では、いずれも4.5を超す高い評価が得られ

た。 1. 2回目の問には青判凶に有意な差はなく、 1・

2回目と3回目の聞に0.1%水準で有意な差が生じて

いる。このことは、樹疑保育体験を重ねたことによ

りPSの有効性を自覚できたものと思われる。
2)質問②に関する回答に関して、3回目の結果

を示している。 7番 言笑掛けプラン ・1番。シー

ト全体・3番 ロリズムのl慣に多く選択している。

このことは、 PSで事前に題材となる動きのイメ
ージや具体的な保育場面を想定して企画する観点

を提起しており、担当保育の実践で擁認することが

でき、その有効性を実感できたものと考えられる。

。坤、 P s 17::>-(1却即位
!J . 2 1，-，U"'ー←V~ ;，1 1 川 一 副機用 r. ~Q._1

.・'"-....‘プ"品"'.，"'-ト).. ，1("""‘四前

(l副 2) 科品"の有効俳Sミ

主(竺:=|&"<Of'・n<陶旬嗣n，

《名》
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武道必修化における現状把握と課題

一鹿児島県内の中学校を対象としてー

O伊地知啓一郎・川畑弘大・坂元達哉・高城勇太・

戸高陽子・中薗勇樹・舞原琢也(鹿児島大学大学院)

キーワード:武道，必街乙.中学校体育，新学習指導要領

目的

平成20年弱了の学習指導要領において，中学校保

健体育に新たに f武道jの領域が必修となり，現在

平成24年度の完全実施に向け，各学校治瀧々な取り

組みを行っている.しかし，設備や用具，指導者の

不足など武道の授業を行うにあたり，様々な問題が

浮上している.そこで本研究は鹿児島県内の中学

校の武道実施状況キ移行期の取り組みを調査し，武

道必修化における現状把握と課題を明ら州こするこ

とを目的とする.

方法

1.対象およて瑚習時期

調査対象は鹿児島県内全ての中学校施校の体

育教師445名全員であった.調査方法は，郵送法に

よる質問紙調室切子った.平成2年3月上旬に実施

し， 回収数は143校の196名 ω4.例%)であった.

2.調査項目

調査項目は，学校及び巨略者の属也武道の実施

状況@槌の実施の有無実極した種目，授鶏時類。，

教師自身のこと匂鑓の鑓技経験.武道の指導経験，

研修の鋭孔今後の研修の参加予お，教師の意識儲

港必修化への意見安全面への配慮主武道の授業で

一番伝えたいこと)，学校の現状(学僚の課題色必修

化への学校の取り組み，武道場の有無，用具の有無

外部指導者の導入予泡であった.

結果・考察

調査の結果，武道を平成22年度実施していた学校

は120校側.9DA.)，実施していなb洋校は22機15.JOA.)

であった.また，実施していない22校のうち，平成

23年度実施予定の学校は10校，実施しない学校は8

校，検討中の学校は2校であった.実施しない8校

があげた理由として，体育教員がいない，用具・武

道場がどちらもないこと泊津げられ，たまた，すべ

て離島・へき地にある極小規模校であり，実櫨でき

ない状況であることがわかった.

規概qにみる教師の考える課題について，仮説と
して規模別で課題の差異カ奇跡，るのではなb、かと考

えたが，施設・用具の不足といった『学校の課題1が

大規模位WolJ場鵡61%とともに最も多く，次いで

指導力不足キ教材易関不足といった f教師の課題l

大規模2凡小規模21.5%と多く，学校の規榔'J附
ける大きな差鈎ま見られなかった.

しかし，かす当為ではあるが，差異が示唆されたの

は『免許jの項目であった.大規模佼においては

課題として挙げられなかったが，小規模校では

12go~が課題として挙げていた.これ札小規模校

特有の課題であると考えられる.

教師の意識術白銀で一番伝えたいこと)を見

てみると，有段者で鏡技経験のある教師(=;以下，

経験群:)，無段者で競技経験がない教師←以下，未

経験群)ともに， f:礼儀作義j経験群η.2;0/0，未経験

群 61.6)弘『精神面{精力善用，自他共栄)J経験群

56~飢，未経験群47.-ro，{，と多方るった.ただ， r技術的
なことj について雌鶴騰では9.~At.であるのに対し

て，未経験群では 23~もと武道の競技経験の有無こ

よる教師の意識の違いが示唆された.学習指導要領

においては技能を重視する葺強治宝多い中，経験群

は『技術的なことjよりも， r礼儀作法Jf!鰯勅ちな
ことjを伝えようとしていることが考えられる.
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ヨーガの身体トレーニング

一心身一体に至る技法を探るー

0古田 瑞穂(筑紫女学園大学短期大学部)

キーワード:フィットネス 身体トレーニング方法心身一体

目的

ヨーガは， 4500年ほど前にインドで考案された過

酷な環境の中をいかに健康に生きるかを実現するた

めの実践方法である.ヨーガの名の由来は， rつなぐ，
結ぶJであり，その対象は心と体，自分と宇宙(自

然・社会的環境:)，自分と他人(人的環境)など，自

分と自分以外の現象や人との聞にー倣惑を得，調和

(バランス)を得ることを意味している.その目的

を達成するにはいくつか方法があるが，身体運動を

中心にしたヨーガは比較的新しく，ハタ・ヨーガと

呼ばれ10世紀以降に確立されてきた

古剣句なヨーガの身体修行法としては坐法を行い

膜想が中心であったようだが，社会や環境・ライフ

スタイルの変化に対応して様々に多様化・変化した

ノ、タ・ヨーガの流れは，現在ではフィットネスクラ

ブでも人気のある種目の1つとなっている.その理

由は，リラックス度が増し，ダイエット効果があり，

心身のさまざまな問題点が改善されるからという.

指導要領(保健体育)にも「心と体を一体としてと

らえ」た指導が重要であると明記され，心身を一体

にすることを強調している.その身体トレーニング

方法はどのようなものであろうか.ヨーガの心身一

体を目指して行われるトレーニング方法が分かれば，

体育科教育にも適応・応用が可能かもしれない.本

研究ではヨーガの身体トレーニングのうち特に技法

に着目し，文献考証や実践を深めながら，心と身体

が何をどのようにトレーニングし，一体化するのか

を明らかにすることを目的としている.

方法

1調査対象および方法

対象は身体トレーニングを伴うハタ・ヨーガ全般

2調査方法

1)文献・ DVD・インターネット検索による考証

2)ヨーガの学習・実践による観察

(ノ、タ・ヨーガ，アシュタンガ・ヴィンヤーサ・ヨ

ーガ，パワー・ヨーガ，ヨギック・アーツ，ジパム

クティ・ヨーガ，イン(陰)・ヨーガ ) 

結果と考察

運動中用いる身体技法を目的別に分類したところ，

以下のように大きく 4つの技法が見られた.

1.姿勢を整えるための技法

2.呼吸が安定し，快適に機能することをサポート

する上体のリラックスと意識的な呼吸の技法

3.無意識であったり，未使用だった脳と筋肉(実

は随意部分)を使用可能にするための技法

4.意識を心と身体に集中するため，他へ向いてい

く意識を遮断する集中に関する技法

姿勢に関する技法は，脊柱をとおる自倖神経を正

常に機能させるための工夫であり，脊柱を支える筋

肉，骨盤，脚の位置，力の発揮に関する技法が見ら

れた.生活習慣によってできる筋肉の使い方は，ル

ーティン化され自動化されている.このことが，筋

肉使用のアンバランスを産むと言われている.この

自動化された部分を意識し，バランス良く使うため

の技法が多数みられた.

以上の技法から，ヨーガにおけるI~身'一体とは，

無意識部分を意識し，意識できる部分を拡張させる

ことと考えられる.そのため，意識下・無意識下双

方で使用できる呼吸運動を用いながら，無意識下の

自律神経に働きかけ，同時に使用しないために使え

なかった筋肉を使用することで，この筋肉を支配す

る脳の機能へも働きかける.その結果，意識される

部分が拡張されることにより，心身の一体化を目指

すと考えられる.そのためには心と身体のコミュニ

ケーションのみに集中することが重要で，他のこと

に意識が向かない集中の工夫が見られた.今後，ヨ

ーガ哲学から身体技法の意味を考察し，さらに心身

一体化への検討を行う.
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小学校における遊び集団についての一考察

一小規模校でのフィールドワークを活用してー

0黒原貴仁(鹿児島女子短期大学)庚瀬勝弘(鹿児島大学教育学部)

キーワード:小規模校・遊び・フィーノレドワーク

目的

現在(平成22年)、鹿児島県には596校の小学校

があり、その内、 262校の学校が複式学級を設置し

ている。今後さらなる少守化が予想され、複式学級

を有する学校が増加することは明らかである。

本研究は、小規模校における遊び集団、特に異学

年グループでの遊びを参与観森し、その遊び集団に

おける法則性、仲間集団の社会的側面を視野に入れ、

遊びを行っている子どもの実態を明らかにするこ

とを目的とし、遊び集団で抽出された課題等を体育

授業作りの観点とした。

方法

調査対象は、全校児童47名(複式1学級、単式5

学級)の小規摸校であり、昼休み時間内での校庭や

体育館での遊び集団とした。

本研究では、人類学者が民族誌を書くために開発

したフィールドワークを採用した。

遊びにおけるデータについては、子どもたちが観

察されていると意識することで、本来の子どもの姿

がみられないという状況が危倶されたので、観察メ

モ等は，子どもの前で託殺することを避けた。また、

ビデオカメラ等での記録方法は使用せず、参与観察

を行った後、記録メモを基に記述されるフィールド

ワークのみをデータとして保存した。そのため、フ

ィールドノートには、子どもの遊びに生起している

出来事は細大漏らさず諮企することを，乙、掛けた。し

かし、不明な点や疑問点については、子どもたちの

通常会話での採取を心掛けたが、必要に応じて、調

査対象校高学年担任との会話により分析していった。

本研究の目的である、遊びの実態を明らかにする

うえで重要になってくるのは、子どもたちの本来の

姿をデータとして納めることである。そこで、筆者

の立場は、子どもたちにとって、「お兄ちゃんj的

な存在であることを心掛けた。

結果と考察

フィールドワーク中にみられた遊びの種類は、サ

ッカー14回、ドッジボーノレ6回、バレーボール5回、

キックベースボール4回、バドミントン4回、その

他2回であった。これにより、ボールを使ったゲー

ム形式の遊びが多く行われていることが明らかとな

った。

以下は子どもたちの実態がみてとれるフィールド

ワークの実際である。

エピソード (2007年6月 11日)

-小規模校であるため、高学年から低学年の児童が

一緒になりサッカーを行なう。そこにはこの学校

生活での上下関係も存在しているようだ。チーム

分けを行うときは、最上学年の6年生 (TとE)

が同じチームになるように下級生らをわけでして o

-ゲームが開始されると、子どもらはボールに群が

り、因子状態が形成される。

• 6年生TとEによる強引なドリブル突破、目の前
にいる下級生をも巻き込み、張り倒すように突進

していく o

エピソード感想:小規模校であるため、異学年や男

子女子関係なく遊ぶ。一見微笑ましい光景であった。

しかし、そこには子どもたちだけの上下関係が築き

あげられていた。上級生は下級生にむかつて否定的

な言動を行い、下級生は上級生の顔色を伺い、不満

があっても口に出さずにいる。

まとめ

小規模校における遊び集団の実態として、1.参与

観察中の遊びのほとんどがボールを使ったゲーム形

式の遊びである。 2.運動に対する固定化奇術き過ぎ

た上下関係を背景にゲーム本来の楽しさを味わえて

いない。 3.個人技能の低さや個々人の技能に聞きが

ある。 4.一部の児童(特に上級生)から否定的な言

動が頻繁にみられる。という結果になった。

今回の研究により明らかとなったことを踏まえ、

小規模校での体育授業を構築・実施する必要性が示

唆された。
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バスケットボールの速攻のゲ}ム分析

ー数量化E類を用いてー
0楼木規美子 青柳領 (福岡大学スポーツ科学部)

キーワード:プレイと状況アウトナンバーパス解析完全逐次モデル

目的

これまでバスケットボールのゲーム分析では，あ

る1つの局面でのプレイとシュートの成否との関連

を分析した研究が多く報告されている(陸川 2003，

高橋2∞9).しかし，バスケットボールでは，ボールを
保持してからシュートまでの一連のプレイは独立で

はなく，その前後のプレイや状況は互いに関連し制

限されていると考えられる.そこで本研究では，時系

列の局面が判断しやすい速攻に着目し，シュートに

至るまでの寸車の攻撃を前後のプレイや状況の関連

を考慮し，他の要因を一定にした上で個々のプレイ

の最終的なシュート状況との関連を明らかにするた

めに，数量化理論E類を用いたパス解析を行う.

方法

1.対象試合

対象試合は，2010年にチェコで行われた第 16回

FIBA女子バスケットボール世界選手権大会で日本

が対戦した 7チーム(ロシア，ギリシャ，韓国，ブ、ラジ

ノレ，スペイン，アルゼ‘ンチン，チェコ)との試合，合計 8

試合である.その試合の中で発生した日本の速攻の

総数146試技を抽出し，分析を行った.

2.分析項目および分析方法

分析対象は①セーフティの数(St)②奪取対去(Get)

③奪取エリア (G-area)④奪取時ディフェンス数

(G-DF)⑤奪取時オフェンス数 (G心F)⑥奪取後

デ、イフェンス強度 (G-pr)⑦奪取後プレイ種類

(G-play)③フロントコートに入った時のデ、イフェ

ンス数 (F・DF)⑨フロントコートに入った時のオフ

ェンス数 (F心F)⑩オフェンス配置 (Fonn)⑪関わ

った人数 (Nwn)⑫ノミス回数 (Pass)⑬シュート前

プレイ種類 (S-play)⑬シュート前デ、イフェンス強

度 (S・pr)⑮シュート種類 (S-type)⑮シュートまで

の時間 (Tune)⑫シュートの状態 (Sh∞t)の計 17
項目である.そして，最終的な結果はゴールではなく，

アウトナンバーがより最適なシュートの状況である

という前提で，数量化理論E類を用いた完全逐次モ

デルによるパス解析を行った.

結果と考察

得られたパスダイヤグラムを図 1に示した.⑪

Sh∞tを従属変数とした場合の回帰式の相関比は
0.74と高い値を示しそれぞれの項目と⑫Sh∞tとの
偏相関係数は③if-DFが0.58，⑩ifonnが0.44，⑫P鰯が

0.44と0.4以上の高い関連を示した.そして，アウトナ

ンバーのサンプルスコアの平均が負を示す状況で，

それらのカテゴリーウエイトは③if-DFにおいて O

人が・1.71，1人が・0.11，2人が・0.83，3人が 0.15，4人が

0.44，5人が0.63で，⑩Fonnにおいて 1線が0.11，2線

がー0.50，3線がー0.02，4線が 0.41，5線が 0.35であった.

また，⑫P蹴において 0回がー0.11，1回がー0.55，2回が

0.12，3回が 0.58，4回が 0.48であった.このことより，

よりよい状況でシュートする状況としては③F-DF

が少なく，⑩Fonnは2線速攻，⑫Passは1回の場合が

該当することを示している.この点に関して，rオフェ

ンスがディフェンスよりも人数が多い場合に成功率

が高しリと報告している松原ら(1976)の結果と一致

するが，従来より言われている3線速攻の有効性とは

反していた.これは⑫Passが l回と少ない場合にお

いてはボールを奪取してからより速くシュートをし

ようとすることの有効性を示唆していると考えられ

る.(Sh∞t以外の項目問の関連については紙面の都
合で省略)

D 竺 1...................(亙E
iμG 予拘，1ayl'ト卜z口イ=
-一ナ-一:..， :，一一一一.一.日一"1:'元戸斗 Pass r --:一一

回 回回回レ:ン、 l¥¥¥.¥¥¥べ下¥ケト¥¥¥¥¥「λ{ 
「〆、 E¥1¥ .A S-pr I 

[ Ga()~l) 回〕 \i ぺ11=
一一-'- 〆 、......， ¥I  s-句碑 l
I G-area r 、.. ，--l-一、
』ー:::-' ...・ 、..I由血.eI 
回
r--ー一、 ... ISh∞t 
I St I 

図1. 偏相関係数によるパスダイヤグラム

注)実線はシュート状態(Sh∞tいのパス，点種はその他の項目
聞の035以上のパスを示す.
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健康づくりを目的とした「ミランパくん体操」の開発

0堤公一，井上伸一，浦寺朔太，坂元康成，栗原淳，池上寿伸(佐賀大学)， 
内田信子(株式会社サガテレビ)

キーワード健康づくり ミランパくん体力 ・運動能力基本的動作

目的

本研究では、株式会社サガテレビ(以下、サガ

テレビ)の依頼を受け、幼児から高齢者までの幅

広い世代を対象に、佐賀県民の健やかな生活の一

助となることを願い、健康づくりを目的とした「ミ

ランパくん体操」を開発した。

開発コンセプト

l. rミランバくん」の分析
「ミランパくん」 包け は，平成 18(2006)年サ

ガテレビ、の地上デジタノレ放送Iltl局にあわせて誕生

したキャラクターで、図 1のように太陽やひまわ

りの明るいイメージで作成された 5歳の男の子と

いう設定である。「ミ 「一一一ーコー「一一一一

ランパJとは、佐賀

の言葉で「見なくち

ゃj や「見てくださ

い」の意味から取っ

た愛称であり、子ど

もたちゃ女性にとっ

ても人気のキャラ ク

ターである。 目1サガテレビキヤう?~ -rミうンI¥(んl

2. rミランバくん体操jの開発コンセプト
体操の振り付けを考案するにあたっては、幼児

から高齢者が楽しみながら継続的に実施できる健

康づくり体操を開発のコンセプ卜とし、かつ安全

で容易に行うことができるよう具体的な動きを作

成していった。特に、体力 ・運動能力の要素であ

る調整カや柔軟性の維持向上につながるようなバ

ランスを保つ動作や、屈伸 ・仲!肉1• IJH聞という身

体各部を大きく動かすストレッチ的な動作を多く

取り入れた。

加えて、サガテレビの人気キャラクター「ミラ

のうたJにおける歌詞の内容や出1調から笑顔や元

気で軽やかなイメージを、!I!IJきに反映させること

も大切にした。

開発結果

開発コンセプトに基づき振り付けを6才男児、

3才女児の協力を得ながら考案した結果、「ミラ

ンハくん体操Jにおいて行う動作を9種類とした。

考案した「ミランバくん体操」の振り付けを資料

1に示す。

資料1 rミランパくん体操」振り付け

閉ヨ担当どそ笠笠笠竺企吐Y二Eフコココに口1
'il~鐙:44781もëL!L;~王将星?ぞ将位品盟ぷ主肥川

?工ifi~i弘fJFおO'i'1~~.:.口MLEb品目1 13iEEI|

基塑盟ごご竺土与~-;::;~i'~'~' o ~ '1 

ンパくん」のキャラクターコンセプ卜である太陽 註1)rミランパくん」のイラストと名称は、株
やひまわりの明るいイメージと、「ミランパくん 式会社サガテレビの登録商標である。
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105kmウオークラリー時の身体活動強度およびエネルギー消費量

-20代初参加者を対象として一

0)1/測良輔(長崎県立大学日l崎究実(長崎県立大学大学院)

石井l怠(長崎県立虹の原特別支援学校) 峰松平rr夫 (JI/買天堂大学)

高村恒人(長崎大学大学院)綱分怒明 (長崎県立大学)

キーワード 長距印t!T

I 目的

近年の傾向として、健康志向者であっても I~I己

の健康 ・体力の限界を試すウルトラ的なウォーキン

グやランニングのイベン トに目を向け、参加するよ

うになってきた。こうしたイベントでの競校中の

極々の生理機能測定には困難性が高く、多くの場合

少数炉lの報告に儲まっている。一方、今回研究対象

とした 105kmウオークラリーでは、20歳代男女の

昨年度完歩率は 52.5%と、 例年同様に他年代参加者

よりもl列らかに低他を示している。そこで本M究で
は、 20歳代初参加者の完歩率向上に資するため、体

力度、競伎[/~，の心拍数、活動強度、歩数などを苦1iJ!11

し、若干の知見を待たので報告する。

E 方法

.j;t象および1時期l
調査対象は，特にスポーツ活動をしていない健康

的な 20歳代男性 10名。(24.3:t3.23歳)0 1時期はレ

ース本番2011年5月3EI ~4 日とした。

11 制査項目

被験者には、 心拍青l'(Polar 製)と身体活動量言|

(National 製 アクティマーカー)を装着させた。

測定・J';iLU項目は、全区間、各区間のラリータイム、

休足時間、平均歩行速度、総歩数、平均歩数、 %HRR、

METs、エネルギー消費量とした。

なお、休足l時間は身体活動量苦|から得られた 1分

1:日当たり 30歩未満の時間とした。

III 統計処理

SPSS 11.0 J Windowsを用いて全測定 ・算出項

目の平均値および標t判扇差を求めるとともに、平均

値の差の検定は一元配也分散分析ならびに多量比較

(Tuckey法)、必要に応じて対応のある t-検定を行つ

た。なお、有意水準は5%未満とした。

E 結果と考察

被験者10名中、5名が完歩、 5名が途中 1)タイ

アとなった。なお、結果を比較検討するために、昨

年度本大会で得られた中高年経験者 7名値(63土7.4

歳)を!日いた。完歩者のラリー中の結果については表

lのとおりである。図 lの歩行速度では、 20歳代リ

タイア1伴が前半の区間で有意な減少が児られると同
11寺に、休足l時間においても有意に鳩加している。ま

たIgl2より 5-6ル!ETsの時間(%)については20歳代リ

タイヤ併が、 20歳代定歩群よりも有意に高いことか

ら、前半に高い強度の活動が続いたことでダメージ

均市F秘しリタイアになったと考えられる。

N まとめ
長距離歩行初心者が完歩を目指すには、レース前

半での波労を最小限にすることが重要となるため、

速度を抑えるとともに、活動強UJiを 3.0-5.0METsの

範囲内に収める意識を高める必要があるだろう。

自l 完~.gのラリー中の砧*
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小学 3~6年生の身体組成、体力および身体活動量

0岡崎寛実(長崎県立大学大学院)、石井 聡(長崎県立虹の原特別支援学校)、
峰松和夫(順天堂大学)、高村恒人(長崎大学大学院)、川淵良輔(長崎県立大学)、

綱分憲明(長崎県立大学)

キーワード:身体組成骨強度体力身体活動量

目的

近年、子どもの身体活動量や体力、運動能力が二

極化傾向にあることが指摘されている。また、身長

や体重では親の世代よりも豊かであるにもかかわら

ず、肥満・やせといった偏った身体組成の問題や骨

の脆弱性、身体活動量の減少に伴う低体力化なども

懸念されている。その背景には、運動をする子ども

としない子と、ものこ極化や幼少期における外遊び、の

減少、ライフスタイルや生活環境の変化に伴う運動

の機会の減少などが原因としてあげられる。

そこで本研究は、小学3--6年生の身体組成、骨

強度、体力および身体活動量の測定を行い、その実

態とそれぞれの関連性について検討し、若干の知見

を得たので報告する。

方法

1.被験者

対象は、 N県O市立H小学校の3--6年生 547

名(男子272名、女子275名)とした。また、対象

を運動部やスポーツクラブに参加している運動クラ

ブ参加群と不参加群とに分類した。測定は、身体組

成および骨密度は2010年9月、体力は2010年5月、

身体活動量は2010年 10月--2011年2月に行った。

2.測定方法およと胤Ij定項目

身体組成は、 TANITA社製の体組成計 (DC・320)

を用い、体重、体脂肪量、除脂肪量、体脂肪量につ

いて、骨強度は、 LUNER製の超音波骨密度測定装

置(A・1000Insight)を用い、骨内電動速度(SOS，mJs)及

び骨内減衰係数(BUA， dBlMHz)から求められた

Sti他民sIndexを骨強度の指標として用いた。体力は、

新体力テスト項目の8種目を用いた。身体活動量は、

3軸の加速度計アクティマーカー (Panぉo凶c社製:

EW48∞)を用い、測定時は機器を専用のベルトに

固定し、腰部前面に装着させた。測定期間は1週間

とし、 1週間の内、平日3日以上、休日2日間のデ

ータがとれている者451名(男子209名、女子242

名)のデータを用いた。

結果と考察

1.身体組成および体力との関連
身体組成は、体脂肪率および体脂肪量の6年生男

女間でのみ有意な差が見られた。これにより、男子

が還しい身体へ、女子は女性らしい身体へと変化し

ていっていることがうかがえる。また、骨強度は除

脂肪量(筋肉量)との関連が強く、除脂肪量が高い

方が体力的な要素も高い傾向が見られた。

2.運動クラブへの参加と身体組成、体力および身

体活動量との関連

運動クラブへの参加群は、不参加群より Sti缶lesS

Indexが高い傾向が見られ、これは運動による骨へ

の刺激が影響していると考えられる。また、体力テ

スト項目を見てみると、どの項目も運動クラブ参加

群が高い傾向が見られ、特に20mシャトルランにつ

いては有意な差が見られた。さらに、運動クラブへ

参加している児童は、週、平目、休日の歩数が多く、

活動時間も長い傾向が見られた。特に女子では、学

年が上がるにつれて活動量が減少していく傾向が見

られた。身体活動量については、今後の課題として、

活動強度別の活動時間、学校生活や放課後の活動中

の活動量など、より詳細な分析が必要になるととも

に、メンタルヘルスとの関連性等についても検討を

行っていきたい。

以上の結果より、運動を含めた身体活動は、学童

期の身体組成の形成および体力的な要素の発達に影

響があり、子どもたちの体力向上のためには、全体

的な活動量を増やすとともに、学年や男女による発

育・発達や活動等の特徴を踏まえた方策の検討も必

要であると考えられた。
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女子短大生の体格とボディイメ}ジ，及び食事摂取状況との

関係について

O 宮嶋郁恵 瀬浦崇博 (福岡女子短期大学)

キーワード:女子短大生体格ボディイメージ食事摂取状況

目的

近年若年女性のスリム化がすすむ中、「痩せjの女性

の摂食障害や骨密度の低下、低出生体重児の増加など

深刻な問題へと発展している。体格を示すHMlを女性

の年齢別でみると 17歳をピークとし18歳から20代後

半まで低下している(2010年政府統計)。また、 20歳

代の女性に於ける BMII8.S未満の割合は20ω 年には

22.3%で5人に1人は痩せという状況である。女性の

「痩せJの要因の中には、自己の体型に対する誤認識

による減宣行動が考えられる。今回BMIが低下し始め

る18-20歳の女子短大生を対象に、自己の体型認識、

また、体格やボ、ディイメージが食事摂取状況に影響を

及ぼしているのか実態を調査した。

方法

1.対象および調査時期

女子短大生 l、2年生145名(平均年齢19.2歳)を

対象に、 H23年4月末-5月上旬に授業の中で調査

を行ったo

2.調査項目

形態計測(身長、体重、 B阻)と上腕背側部と肩甲

骨下部の2カ所の皮脂厚から長峰、 Bro.放の推定式

を用いて身体組成を求めた。食事摂取状況はコンピ

ューターソフトエクセル栄養君(建自社)を用いて、

食品群、各栄養素の摂取量を求めた。また質問紙法

により、自己の体型認識や希望する体重、食事によ

るダイエット経験等について調査したo 統計処週は

分散分析 (Fish町、sPLSD)を用い、 5%水準を有

意とした。

結果と考察

1.対象者の身長は157.6cm、体重は51.5kg、算出した

BMIは20.7であった。

2.自分の身長に対して希望する体重を示しそれを聞I

で表すと、平均18.39であったo これは日本肥満学

会の肥満度判定基準では「痩せjに分類される指数

であった。

3.肥満判定基準により 3つに群分けすると「痩せj

14.5%、「普通J81. 4%、句回簡J4.1%であった。し

かし、認識体型では「痩せ過ぎJ0%、「やキ痩せJ

1.4%、「普通J38.6%、『やや太めJ40.7%、「太り

過ぎJ19.3%であり、「やや太めJr太り過ぎjを合
わせて60%で現実よりかなり過大矧面していた。

生「痩せJと f普通Jの群では、食事摂取量において

ほとんどの食品群・栄養素に有意な差が認められた。

「痩せjと「目蹴jの群で差が認められたのは、緑黄

色野菜と油脂類のみであった。

5.認識体型別に食事摂取量を見ると「菓子類jを除い

て差は見られなかった。「太り過ぎJと認識している

学生は「菓子類Jを減らしていることが明らかであ

った。(図参照)

6.現在も食事のコントロールを行っている学生は、他

の学生より脂質を減らしているという結果であった。

女子学生へのボディイメージや不適切なダイエットな

どによる健康被害、さらに次世代への影響等、今後女

子短大生の健康教育のー資料としたい

..  体湿の遣いによる菓子短の模取量
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Functional Movement Screen TM の導入と課題

ースポーツ傷害予防を目的としてー

0石塚利光(福岡大学)

キーワード:ファンクショナルムープメント 評価傷害予防

目的

前十字靭帯の損傷予防プログラムに代表されるス

ポーツ傷害予防のトレーニングでは単一の関節や筋

の機能向上に焦点を当てるのではなく、動きのパタ

ーンを指導することに焦点が当てられている。基本

的な動作パターンを評価する方法として Functional

Movement Sα-een TM (FMS)がスポーツチームを中心

に使われている。近年， FMSスコアと傷害発生の関

係について研究され報告され始めている。しかし，

圏内のスポーツ選手を対象とし FMSを実施した報

告はされていない。

大学トレーナーズルームでの活動の一環として，

スポーツ傷害予防を目的に， FMSを導入した。圏内

大学選手の FMSスコアの特徴を明らかにすること

を目的として， FMSスコアをまとめた。 FMSスコ

ア平均値をこれまでの報告と比較し， FMSのスポー

ツ傷害予防に関する可能性について検討した。

方法

F大学陸上部投郷選手16名とアメリカンフットボ

ール部に所属する学生24名を対象とし，オフシーズ

ン後の準備期にあたる 2月に FMSスコアは集めら

れた。全ての対象者は FMS実施時に，傷害なく通

常のトレーニングに参加しているものであった。

FMSはGrayCookにより推奨された方法により，

本研究者と研修を受けた学生トレーナーによって実

施された。 FMSは7つの動き(ディープスクワッ

ト[DS]，ハードノレステップ [HS]，インラインラ
ンジ [ILL]，ショノレダーモピリティ [SM]，アクテ

ィブストレートレッグレイズ [ASLR]， トランクス

タピリティプッシュアップ [TSPU]，ロータリース

タピリティ [RS])で構成され，それぞれ0点から3

点で評価された。 0点はその動作に伴って痛みが報

告されたことを示し， 1点はその動作を完結するこ

とができない，もしくは、バランスを失うことを表

し、 2点は代償動作を伴ってその動作を実行できる

こと、 3点は代償動作なしにその動作を実施できた

ことを示した。 7つの評価の合計を総合翻面とし用

いる。 21点満点中， 14点以下の選手は傷害の発生す

る確率が高いとされる。

結果と考察

40名全ての対象者のFMSスコア平均値 (M伺n土

SD)は13.8土23であったo 大学投榔選手と大学ア

メリカンフットボール選手の平均値は，それぞれ

13.4土3.1と 14.1土1.6であり，有意な差はなかった

(t(38) =・.873，p>必)040名中27名の選手 (68%)

がスポーツ傷害の発生率が高くなるとされる 14点

以下であった。

FMSは評価者間の信頼性は非常に高く，動作の測

定として有効な手段であると報告されている。海外

の先行研究では， 46名のプロアメリカンフットボー

ノレ選手のFMS平均値は16.9土3.0，38名の大学女子

選手(サッカー，バレーボール，バスケットボーノレ)

の平均値は14.3土1.8，約200名の健康な成人男女の

平均値は15.7土1.9であり，本対象者の平均値は海外

の報告よりもわずかに低し可直であったo14点以下の

選手はスポーツ傷害の発生率が高くなると報告され

ており，何らかのスポーツ傷害予防プログラムに取

り組むべき選手が多いことが示唆された。

FMSのように動作パターンに着目した評価を実

施し，それを基に動作改善のプログラムを作成する

ことで，より効果的で効率的なスポーツ傷害予防が

可能になると考えられる。今後，圏内選手の FMS

スコアとスポーツ傷害との関係について明らかにす

るとともに，改善プログラムによって FMSスコア

がどのように改善するのか検討する必要がある。
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マッサージスティックによるセルフマッサージが下肢における

筋疲労の回復に及ぼす影響

0石原勇次郎・畦山与里子(福岡教育大学大学院) 片平誠人(福岡教育大学)

キーワード:マッサージスティック セルフマッサージ陸上競技部筋柔軟性

目的

近年，スポーツ現場におけるセルフケアの 1つと

して，マッサージスティックを用いたマッサージが

行われている.実際に使用している競技者からは，

「疲労感が和らいだJr動きやすくなったJなどの声
を耳にするが，その効果や身体に及ぼす影響につい

ては不明な点が多い.そこで本研究では，マッサー

ジスティックを使用したセルフマッサージ、が，陸上

競技者の筋疲労の回復に及ぼす効果を検討した.

A 実験方法

1.測定項目

方法

測定項目は，筋硬度，筋柔軟性とした

筋硬度の測定は，井元製作所社製筋弾性計(筋硬

度計)Mu詑leMe低rPEK・1を用いて，うつ伏せの状

態で下肢筋群伏腿直筋，大腿二頭筋，排腹筋内・外

側駒における筋硬度，各4ヶ所をそれぞれ3回測

定し，測定した3回の平均値を算出した.

筋柔軟性の測定は，ハムストリングスの柔軟性の

ー謝面としてSLRテスト(股関節屈曲角度)を，大腿

四頭筋群の柔軟性の=嗣面として，尻上がりテスト

(膝関節屈曲角度)を実施し，下腿三頭筋の柔軟性

の評価として，膝伸展位での足関節背屈角度の測定

を実施した.

2.測定の実施

測定は，練習前と練習後の1日2回とし，合宿期間

中において計7回行った.

3.マッサージのタイミングと方法

マッサージのタイミングは，午前の練習と午後の

練習のウォームアップ中・クールダウン後，および

入浴後，就寝前の計6回としたマッサージの方法

は，被験者かで不快感を感じない強さとし，下腿部後

面，大腿部前面・後面に対し 1分ずつ左右合わせて6

分間のセルフマッサージを実施した.

結果と考察

本研究では，合宿期間中の福岡教育大学陸上競技

部に所属する男子学生9名にセルフケアのlつとし

てマッサージスティックを用いることにより合宿

前後での筋硬度と筋柔軟性の変化，身体における筋

硬度の回復効果を検討した.その結果，以下のよう

な変化を認めることができた.

山本 (2002)はマッサージは自覚的な疲労度と

筋硬度とに関連がないことを報告している.浅井

(2001)は，マッサージと筋硬度には関連がないこ

とを報告している.マッサージスティックを用いた

本研究においても，大腿直筋，大腿二頭筋，緋腹筋

内・外側頭すべてに有意な変化はなく筋硬度との

関連はなかった.

湯浅ら(1987)は，体肢では大腿や上腕のように

中枢に近いところほど皮下脂肪は厚いと報告してい

る.また，Clin (2011)は，脂肪組織の厚みにより筋

肉に伝わる刺激が違うことを報告している.マッサ

ージスティックを用いた本研究では，下腿三頭筋の

筋柔軟性の低下を防ぐことはできたが，大腿部のよ

うな大きな筋肉には刺激が伝わりにくく，筋柔軟性

の低下を防ぐことができなかった.

結論

本研究において，マッサージスティックを用いた

セルフマッサージを行うことにより，下腿三頭筋柔

軟性の低下を防ぐことのできる可能性があることが

明らかになった.大腿部前面・後面の筋柔軟性への

効果を実証することはできなかった.
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バスケットポーノレのゲームにおけるショット成功率が勝敗に及ぼす影響

一新ルーノレが採用された2010-11WJBLを対象としてー

O)~板昭仁・川面倒(九州共立大学)・大山泰史(福岡教育大学大学院)

キーワード:パスケットポールゲーム分析ショット成功率新ルール

目的

パスケットポールのゲームキ練習におけるショッ

ト成功率は、そのチーム奇想手が持っている得点カ

の指標とされることが多く、コーチはそのデータを

考慮しク九一ムプラン判櫛を研究している。しかし、

ゲームにおいては様々な要因によりどんな-流チー

ムキ濯手であっても一定て・はない。そこでゲームが

長期間に及ぶリーグ戦等における平均ショ yト成功

率と各ゲームにおけるショット尚子数から各試合の

;平均得点カを算出し、実際のゲームにおけるショッ

ト成功率と比較し、ショ yト成功率がゲームの勝敗

に及ぼす影響について以下の定義によって検言'qする

こととした

方法

1.調査対象

新ァレーノレカ混用された WJBL(パスケットボール女

子日本Pーグ機時 2010-2011レギュラーりーグの
全112試合である。

a調査方法
iJBL発表の公式ボックススコアシートから各試

合におけるチームの 2ポイントフィーノレドゴール

(以下2pと省略〉、 3ポイントフィールドゴール(以

下3Pと省略)、フPースロー(以下Ffと省略)の横行
数・成説激・成功率を調査し、全試合の各ショット

の成功率を集計した。

平均得点カ・ショットの好不調および勝敗への影響

の定義

ショット好翻:

各試合のショット成功率〉平均ショット成功率

ショァト不調:

各試合のショット成功率く平均ショット成功率

平均得点ゐ:

各試合のショット試行数 X 半均ショット成功率

ショット好調が勝敗に影響した試合:

実際の得点一半均得点カ〉対戦相手との得点差

ショット不調が勝敗に影響した試合:

実際の得点一軍均得点カく対樹円手との得点差

結果・考袋

各チームの勝率とショット成功本の関係は、 E

成功率はr-O.923、修司5.887となり P<O.Olで令意

な相闘が認められた。3p成功率はr-O.581.，tAJ=1.750、

IT はr-O.049、ω=0.119でそれぞれ宥意な相関は認
められなかった，

ショットの好不調が勝敗に影響した試合は全112
試合中 37試合(33.00/6)あり、影響したショ yトは

2p29試合、3P14試合、Fl2試合であり、 E と3P

にP<O.05で有意な差が認められた。ショ yト好調

で勝った試合は24試合<21.4%)あり、影響したショ

ットは2P17試合、 3P9試合、FrO試合であった。

ショ yト不調で負けた試合は 20試合(17.90/6)あり、

影響したショットは2P13試合、3p8試合、回2試

合であった。すべてのショットにおいてショ yト率

が影響して勝った試合と負けた試合の割合に有意な

差は認められなかった。

各チームの勝率とショット好調で勝った試合数の

智治はr=-O.728、炉:2.5鈎(P<O.05)で有意な負の

相闘が、各チームの勝率とショット不調で負けた試

合数の曾j合はF ・0.914、炉5.533⑪<o.ouで有志な
正の相闘がそれぞれ認められた。

まとめ

ノレール改正に伴って試合における E成功率が試
合結果への影響が大きくなったと考えられ、特に成

功率と不調で負ける相闘が認められず、成功率と好

調で勝つ試合に相関が認められたことから、成功率

の商いチームが不剰で負けるよりも成功率の低いチ

ームが好調の時に勝つという傾向が認められた。
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九州体育・スポーツ学会第60回記念大会報告

大会実行委員長向山貴仁

この度、九州体育・スポーツ学会が60年を迎えたことは大変喜ばしく、その記念すべき大会を名桜大学で開催できた

ことをスタッフ一同光栄に存じます。台風11号の接近により、一時は大会の開催が危ぶまれましたが、期間中は好天に

恵まれ無事終了することができました。大会の概要を以下のとおり報告致します。

8月26日(金)大会前日

・プレセミナーにおいては、学会企閥および九州体育連合企画(①メンタルトレーニング(担当:九州大学大学院木

村彩氏)、②テニス(担当:九州大学斉藤篤司氏ほか)がおこなわれた。また当初予定とされたウインドサーフイ

ンは、参加者少数並びに台風接近による天候悪化のため中止となった。

-総務委員会

・プレセミナー懇親会を名桜大学人間健康学部実験・実習棟4階において実施し、会員の懇親を図った。参加者数は

27名であった。 4階からは名護湾の夜景が一望でき好評であった。

8月27日(土)大会1日目

-新旧理事会後に行われた新理事の会において、会長、副会長、理事長等の選出が行われ、九州大学健康科学センター

教授橋本公雄氏が新会長に選出された。

・一般研究発表(口頭発表)

-記念講演に先立ち、本大会会長の名桜大学学長、瀬名波築喜が歓迎の挨拶をおこなった。記念講演では、本年度よ

り沖縄県に設置された文化・観光・スポーツ部の文化・スポーツ統括監、松川満氏により「沖縄県における文化・

観光・スポーツ部の取り組みについて一一スポーツアイランド沖縄の形成に向けて-Jの講演がおこなわれ、本

県のスポーツ施策に関する将来構想が紹介された。

・学会企画シンポジウムは、「スポーツの伝播と受容・変容Jをテーマとし、 4名(福岡教育大学榊原浩晃氏、筑紫

女学園大学宮平喬氏、香川大学山神良一氏、山口大学海野勇三氏)の提案者の問題提起講演後、質疑がおこなわれ

た。

全らh、
事c.;z;主

-記念祝賀会のオープンセレモニーでは、名桜大学スポーツ健康学科4年の荻堂華花さんによる琉球舞踊「カギヤデ

フー」が披露され華やかに幕を開けた。次いで会長挨拶(金崎良三氏)、その後、乾杯の後、学会功労者2名(金

崎良三氏、井上勝子氏)のスピーチと続いた。

また、余興として名桜大学エイサ一部の演舞がおこなわれた。なかでもエイサーでは参加者全員で踊り大盛会のう

ちに御聞きとなった。記念祝賀会の参加者は81名であった。大会 1日目は、午後の記念講演、学会企画シンポジ

ウムのときに若干参加者が少ない感はあったが、その他大きな問題等もなく無事終わることができた。

8月28日(日)大会2日目

-研究推進委員会企画セッション

.スチューデントセッション

-専門分科会シンポジウム・専門分科会総会

・一般研究発表(口頭発表・ポスター発表)

-学会ポスト・ワークショップ(勝山ゴルフレンジ)

大会2日目も多数の参加者があり、各会場において活発な意見交換が展開された。
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総括

台風11号の後近によって開催もー11寺危ぶまれたが、蓋を|別ければ31:11:lm転に恋まれ1!!r，'11-に学会を終えることができ
た。 ~，60匝l 日の記念大会でもあった本学会は、 60回 目の節目に相応しい応大な大会であっ たと 7-1 える 。 ドl'純という地理

的条例 に恋まれたとは言え、大会は 1 62名の参)JII "r，-があり、さらに発表ì~í 日数も本学会日~J:M:大の80件 と qr し分のない

ものであった。

全体的な企画内容も、i'l'純正1の現状やこれからのことをとられた記念講泌に始まり、 λポーツの伝般と受谷 変訴と

題した学会食肉ンンポジウム、さらには専門分科会シンポジウム、 一般発表など、 各々パラエティーに11む内容で梢成

され、それぞれで活発な意見交換が出来た。

以後に、 九州体育 ・ スポーツ学会第60 lill記念大会が_1!!~'liに終了出来たこと に対し、会の準備;J~_ひ'に迎叫に Jjtわ っ て 町l

いた大会実行役uの特様、さらに:lLtHfHt スポーツ学会役u 思 ιI ~の皆掠に対して深< !~I甜の也、をぶすとともに、今

後の益々の発泌を祈念する次第である。

第60回九州体育 スポーツ学会大会報告害

発表数
1 liifi 
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第 ]，，'fI"J分科会
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~2 . lIWI"J分科会

m3WI"J分科会
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記念講師{

学会企画シンポジウム

研究111進委u会{J?:l岨セッション
スチューデントセ ッション

ポストワークンヨ ツプ

起立会
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学会参加者(総数)

大会実行委員会より大会全体のコメント
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プレセ ミナー

メンタJレトレーニング
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テニス

恕総会
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32i副題

29人

犯人

30，、
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O人
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27人
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九州体育・スポーツ学会大会 発表数の推移 (2000年-2011年)
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九州体育・スポーツ学会事務局ニュース (2012年度第1号)

九州体育・スポーツ学会事務局

1. 2011 (平成23)年度 第2回総務委員会報告

日時:平成23年8月26日(金)

場所:名桜大学人間健康学部実験実習棟2階会議室

出席者:16 : 00-18 : 00 

出席者:金崎会長、橋本副会長、井上副会長、田中副会長、則元理事長、向山・柳(大会委員会)、山崎・竹下・前回

(事務局)

金崎良三会長の挨拶

柳敏晴名桜大学人間健康学部学部長の挨拶

向山貴仁実行委員会委員長の挨拶

1 )大会参加申込者126名

2 )発表演台題数80(口頭48、ポスター32)

3) 60周年記念祝賀会申込者80名(未納者8)等

1 .大会の確認

1 )大会プログラムに沿って全体の流れを確認

-研究発表・シンポジウム等各会場の確認を行った。

-記念講演の前に名桜大学学長の挨拶の時間を延長することが確認された0

.分科会の進行方法及び座長の代行について確認した。

. 60周年史委員会の開催を大会2日目 (8月28日)の昼休みに行うことが確認された。

・本学会顧問及び学会大会参与の近藤衛氏の逝去を理事会・総会で報告することが確認された0

・事務局は受付で大会抄録を受け取り、可能な限り提出者の確認を行うことが確認された。

-発表抄録は郵送を含め編集委員長に渡すことが確認された。

・第三分科会が発表時間を延長したため、また演題数が増えたため口頭発表とポスターの時間が重なることが確認

された。

2.理事会・総会内容の確認

1 )新・旧理事会の議事について

-進藤宗洋氏を顧問にすることを理事会の議案として提案すること及びその結果について総会で報告することが了

承された。

. r学会大会の改正に関する覚書」第14条の変更(他支部との交流について)理事会に提案することが了承された0

・総務委員会告は簡潔に報告すること、 2010年度活動報告は各委員会委員長が報告すること、総会では理事長がま

とめて報告することが確認された。

-研究推進委員会の報告資料では、「奨励賞なし。」の文章を省くことが了承された0

.日本体育学会総会の報告資料は橋本副会長の資料を採用することが了承された。

-功労賞については総務委員会提案として理事長が提案することが了承された。

-功労賞受賞者の略歴を理事会資料に加えることが了承された。

・理事会・総会資科の r2012年度(平成24年度)特別会計予算(案)Jの次期繰越金額が一部修正された。
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2 )新理事会の議事について

新会長、副会長、理事長の選出方法の確認及び理事の補充(分科会世話人からの選出、理事のいない県からの選

出等)の手順を確認した。

3 )総会の議事について

• 2010年度活動報告は、理事長が行うことが確認された。

-功労賞・企業功労賞については金崎会長が表彰する。ただし金崎会長への功労賞については新会長が行うことが

了承された。

3.他支部との交流案について

日本体育学会他支部会員は暫定的に2015年学会大会までは発表(共同発表含む)することができることを理事会に

提案することが了承された。それに関する手続き及び取り扱いは{学会大会の開催に関する覚書】第14条を変更する

ものとする。

新 党 書 !日 党 書

第14条 大会における発表者(共同発表者を含む)は、会則 第14条 大会における発表者(共同発表者を含む)は、会則

第5条に定める会員で、その年度の会費ならびに大会 第5条に定める会員で、その年度の会費ならびに大会

参加費を納入している者とする。 参加費を納入している者とする。ただし、必要のある

ただし 日本体育学会他支部会員は暫定的に2015年 場合、本学会員以外の外国人あるいは他の分野の研究

学会大会までは発表(共同表含む)することができる。 者を共同発表者に加えることができるが、それらの共

また、本学会員以外の外国人あるいは他の分野の研究 同発表者もすべて大会参加費を納入するものとする。

者(企業等含む)を特別共同発表者として加えること

ができる。

他支部会員(共同発表者含む)および特別共同発表

者は以下の手続きを必要とする。

1) r他支部会員・特別共同発表登録申請者Jを発表申
し込み〆切日 1月前までに事務局にメールにて提出し

なければならない。

2 )年会費は必要ないが大会参加費を納入しなければな

らない。

3)発表抄録が掲載される機関誌第1号が必要な場合は、

実費(送科含む)を事務局に納入しなければならない。

登録申請書は総務委員会で審議し採択を決定する。

4.その他

1 )事務局員の理事選挙の被選挙権がない件について、今後検討することが了承された。

2 )歴代会長名を大会号に載せることを今後検討することが了承された。

3 )前回会計担当事務局員より、会費未納者の扱いについて確認の依頼があった。 3月の総務委員会において、「会

費未納期間がある会員については、過去 1年間に遡って未納分を納入することによって会員の身分を継続できる」

とされたが、規則から鑑みると「過去2年間」となるのではないかとのことであった。その結果、滞納分は過去2

年に遡って請求するということが確認された。

4 )学会大会での抄録回収方法については、編集委員会に検討を依頼することが了承された。

5 )日本体育学会総会の報告にあるように、本学会でも理事に女性の人数を増やすような方策について総務委員会で

今後検討することが了承された。

報告事項

山崎事務局長より2011年8月27日の理事会出席者(予定)の報告があった。



九州体育・スポーツ学会事務局ニュース

II. 2011 (平成23)年度第2回理事会報告

日時:2011年8月27日 8時30分-9時50分

場所:名桜大学 205教室

開会挨拶:金崎会長

大会委員会挨拶:柳敏晴大会委員長(名桜大学人間健康学部学部長)

〈報告〉

1. 2010年度活動報告(各委員会) 【資料1] 

(1) 総務委員会(則元理事長)

(2) 大会企画委員会(橋本副会長)

(3) 研究推進委員会(井上副会長)

(4) 編集委員会(田中副会長)

(5) 学会事務局(山崎事務局長)

(6) 60周年記念誌の編集委員会(金崎会長)

2. 日本体育学会総会報告(橋本代議員) [資料2] 

3.新入会員について(竹下事務局員) [資料3] 

〈議題〉

1. 2010年度学会賞について(学会賞選考委員会) 【資料4] 

井上副会長より優秀論文賞 1件が推薦され、承認された。詳細は以下の通り o

優秀論文賞:谷口勇一・甲斐義一「総合型地域スポーツクラブ動向と部活動顧問教師をめぐる「揺らぎjの諸相J
2. 2011年度 課題研究助成について(研究推進委員会) [資料5] 

井上副会長より説明があり、課題研究2件及び一般研究1件が推薦され、承認された。詳細は以下の通り。
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課題研究2 田中裕己「大学体育実技授業における eラーニングシステムを用いた予習および復習が学生へ及ぼ

す効果J

課題研究3 田原亮二「大学体育における“楽しさ"の構造と運動習慣との関連性一一“楽しさ"を観点とした

授業内容の本質的側面の再考一一」

一般研究2 今村律子「認知トレーニングシステムにむけた基礎研究」

3. 2010年度功労賞について(総務委員会) [資料6] 

則元事務局長より説明があり、功労賞の候補として金崎良三氏と井上勝子氏が、企業功労賞として城島印刷(捕と(鞠

トーヨーフィジカルが推薦され、承認された。

4. 2010年度一般会計決算案(事務局) [資料7] 

前回会計担当より資料7をもとに説明があり、承認された。

5. 2010年度特別会計決算案(事務局) 【資料7] 

前回会計担当より資料7をもとに説明があり、承認された。

6. 2012年度事業計画(理事長) [資料8]

則元事理事長より説明があり、承認された。

7. 2012年度一般会計予算案(事務局) [資料9] 

前回会計担当より資料7をもとに説明があり、承認された。

8. 2012年度特別会計予算案(事務局) [資料10]

前回会計担当より資料7をもとに説明があり、承認された。

9.次期理事について(事務局) [資料11]

山崎事務局長より平成24・25年度 (2012・2013年度)理事選挙の結果が報告され、辞退者2名の除く次期理事15名
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が承認された。

10. 2012年61回大会開催大学について(理事長)

次期学会大会を宮崎県の宮崎公立大学で開催し、主管校を宮崎大学とすることが提案され、承認された。

11.その他

1 )則元理事長より、日本体育学会他支部会員を暫定的に2015年学会大会まで学会大会の発表(共同表含む)するこ

とができるよう[学会大会の開催に関する覚書]第14条の改正案が提出され、承認された。

2 )則元理事長より、進藤宗洋氏を顧問に推薦され、承認された。

3 )その他

-近藤衛氏が3月に逝去され学会大会プログラムの顧問名から除かれた0

.品田龍吉氏より61回大会の紹介があった。

-山崎事務局長から新理事を辞退された方の名前の報告があった。

-前回会計担当から大学院生等の学会の入会方法を指導教官が十分な指導をしてもらうよう要請があった。

-山崎事務局長より、本年3月より九州体育・スポーツ学会が日本学術会議から協力学術研究団体として認められ

たことの報告があった。

rn. 2012 (平成24)年度第1回理事会報告

日時:2011年8月27日(土)12: 20.......13 : 20 

場所:名桜大学 208教室

〈議題〉

1.新理事メンバーの承認

理事選挙の結果、以下の表の通り新理事(任期:平成23年9月.......25年8月)が承認された。

氏 名 所 属 氏 名 所 属

青柳 領 福岡大学 根上 優 宮崎大学

兄井 彰 福岡教育大学 則冗志郎 熊本大学

飯干 明 鹿児島大学 橋本公雄 九州大学

磯良浩久 九州工業大学 松下雅雄 鹿屋体育大学

大柿哲朗 九州大学 森 司朗 鹿屋体育大学

斉藤篤司 九州大学 山本教人 九州大学

杉山佳生 九州大学 吉田剛一郎 鹿屋体育大学

田中 rτrl! 福岡大学

2.会長、副会長、理事長の決定

出席理事 (11名)による投票の結果、以下のように役員が決定した。

会長:橋本公雄

副会長:飯干明、則元志郎、根上優

理事長:大柿哲朗

3.会長および副会長が担当する委員会の決定

大会企画:則元志郎 編集:飯干明

4.各委員会構成員の決定

研究推進:根上優 総務:大柿哲朗

参加理事で委員会の所属を決めた。なお、総務委員会は会長、副会長、理事長および事務局員から構成される。選

挙で選ばれた理事(15名)以外に、専門分科会と県同士のバランスを考感して、補充理事と専門分科会委員について

橋本会長が会員のなかから選出することとした。

※9月14日に、下表のように理事、各委員会、分科会の構成員が決まった。

理事は、最終的に22名(選挙で15名、補充で7名)が決定した。理事については下表の右端にOをつけた。

なお、 60年史編纂委員会は前年度の委員が引き続き担当することとなった。
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九州体育・スポーツ学会各種員会等構成員 (2011年 9 月 -2013年 8 月~:代表者

各種委員会等 担当役職

会長

副会長

副会長

総務委員会
副会長

。理事長

事務局(長)

事務局(庶務)

事務局(会計)

。副会長

理事

理事

大会企画委員会 理事(第2分科会)
理事

理事(第 1分科会)

理事(第5分科会)
。副会長

理事

研究推進委員会
理事

理事

理事

理事(第3分科会)
。副会長

理事(第4分科会)

理事

編集委員会 理事

理事

理事

理事

※。は委員長

第一分科会

第一分科会

分 科 dZh 玉:
第三分科会

第四分科会

第五分科会

前会長

前副会長

前副会長

60年史編纂委員会 事務局(長)
事務局(庶務)

HP管理者
前事務局長

N. 2012年度総会報告

日時:2011年8月27日 16時30分-17時30分

場所:名桜大学 多目的ホール

開会挨拶:金崎会長

大会委員会挨拶:柳敏晴名桜大学人間健康学部学部長

議長選出:金崎会長

定数が確認され、総会の成立が確認された。

氏 名 所 属 理事

橋本公雄 九州大学 O 
飯干 明 鹿児島大学 O 
則冗志郎 熊本大学 O 
根上 優 宮崎大学 O 
大柿哲朗 九州大学 O 
山崎利夫 鹿屋体育大学

竹下俊一 鹿屋体育大学

前田博子 鹿屋体育大学

則冗志郎 熊本大学 ¥¥¥~  

斉藤篤司 九州大学 O 
磯貝浩久 九州工業大学 O 
桧垣靖樹 福岡大学 O 
二輪一義 琉球大学 O 
谷口勇一 大分大学 O 
池上寿伸 佐賀大学 O 
根上 優 宮崎大学 ¥¥¥¥  

兄井 彰 福岡教育大学 O 
杉山佳生 九州大学 O 
山本教人 九州大学 O 
吉田剛一郎 鹿屋体育大学 O 
中島憲子 中村学園大学 O 
飯干 明 鹿児島大学 ¥¥¥~  

栗原 i享 佐賀大学 O 
田中 守 福岡大学 O 
松下雅雄 鹿屋体育大学 O 
森 司朗 鹿屋体育大学 O 
青柳 領 福岡大学 O 
山内正毅 長崎大学 O 

谷口勇一 大分大学

桧煩靖樹 福岡大学

中島憲子 中村学園大学

古田瑞穂 筑紫女学園大学

瀧 信子 福岡こども短期大学 | 
栗原 淳 佐賀大学

池上寿仲 佐賀大学

田口正公 福岡大学

金崎良ニ 編岡女子大学

井上勝子 熊本学岡大学

橋本公雄 九州大学

山崎利夫 鹿屋体育大学

竹下俊一 鹿屋体育大学

山本教人 九州大学

則冗志郎 熊本大学
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〈報告〉

1. 2010年度活動報告 【資料1] 

(1) 総務委員会

(2) 大会企画委員会

(3) 研究推進委員会

(4) 編集委員会

(5) 学会事務局

(6) 60周年記念史の編集委員会

2. 2010年度学会賞について(学会賞選考委員会) [資料1] 

井上副会長より優秀論文賞 1件の報告があった。詳細は以下の通り o

優秀論文賞:谷口勇一・甲斐義一「総合型地域スポーツクラプ動向と部活動顧問教師をめぐる『揺らぎjの諸相J

3. 2011年度 課題研究助成について(研究推進委員会) [資料1] 

井上副会長より 2件の課題研究と 1件2件の一般研究の研究助成の報告があった。詳細は以下の通り。

課題研究2 田中裕己「大学体育実技授業における eラーニングシステムを用いた予習および復習が学生へ及ぼ

す効果J

課題研究3 田原亮二「大学体育における“楽しさ"の構造と運動習慣との関連性一一“楽しさ"を観点とした

授業内容の本質的側面の再考一一J
一般研究2 今村律子「認知トレーニングシステムにむけた基礎研究J

4. 2010年度功労賞について(総務委員会) [資料1] 

則元理事長より、功労賞を金崎良三氏と井上勝子氏、企業功労賞として城島印刷鮒と(栂トーヨーフィジカルに授与

されることが理事会で承認されたとの報告があった。

5. 日本体育学会総会報告(代議員) 【資料1] 

橋本副会長より、 63回大会が東海大学、 64回大会が立命館大学で開催、体育学会の研究活動を国際化していく方針

について報告があった。

6.新入会員について(事務局) [資料1】

山崎事務局長より、平成22年9月から平成22年8月までに69名の新入会員があったとの報告があった。

7.その他

金崎会長より大会顧問の近藤衛氏の逝去の報告があった。

〈議題〉

1. 2010年度一般会計決算案(事務局) [資料2]

前回会計担当より資料2をもとに説明があり、引き続き小松恵理子氏より監査報告があり、承認された。

2. 2010年度特別会計決算案(事務局) 【資料2] 

前回会計担当より資料2をもとに説明があり、引き続き小松恵理子氏より監査報告があり、承認された。

3. 2012年度事業計画(理事長) [資料3] 

則元事理事長より資料3をもとに説明があり、承認された。

4. 2012年度 一般会計予算案(事務局) 【資料4] 

前回会計担当より資料4をもとに説明があり、承認された。

5. 2012年度特別会計予算案(事務局) [資料5] 

前回会計担当より資料5をもとに説明があり、承認された。

6.次期役員の構成について(事務局) 【資料6] 

山崎事務局長より平成24・25年度 (2012・2013年度)理事選挙の結果が報告され、辞退者2名の除く次期理事15名

が報告された。次期会長に橋本公雄氏、副会長に飯干明氏、則元志郎氏、根上優氏、理事長大柿哲朗氏が理事会で選

出され、総会で承認された。また、専門分科会・地域を含む会長推薦の補充理事についても総会で承認された。なお、

沖縄地域の理事については会長に一任することが承認された。
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7. 2012年第61岡大会開催大学について(理事長)

則元理事長より次期j学会大会を宮崎県の符崎公立大学で一平成24年9月8日・ 9日に開催し、主管校を宮崎大学とす

ることが提案され、承認された司その後、宮崎大学の品川船古氏より61回大会の開催場所の紹介があったむ

8.その他

1 )則元理事長より進藤宗洋氏を顧問に推薦する提案があり、承認された。

2 )則元理事長より、日本体育学会他支部会日を抑定的に2015年学会大会まで学会大会の発表(共同衣合む)するこ

とができるよう[学会大会の開催に関する覚書]第14条の改正案が提出され、承認されたD

V. 2012 (平成24)年度 第2回理事会報告

日時:平成23年9月25日 16: 30-18 : 00 

会場:鹿屋体育大学研究棟8階大会議室

出席者:吉III、則元、谷口、根上、橋本、飯干、松下、森、 111内、杉111、兄井(順不同11名)

委任状:青柳、桧垣、磯貝、栗原、中島、三輪、回中(順不同 7名)

議 長:大柿理事長が海外出張のため則元副会長が代行

定数が確認され、理事会の成立が確認されたD

九州体育・スポーツ学会会長挨拶:橋本会長

理事の補充について説明があった。

日本体育学会 山商会長が挨拶

地域の学会活動に関して振興の依頼があった。

〈議題〉

1.新理事の紹介

各理事の自己紹介が行われた。

2.監事の承認について

小村構氏、小松恵理子氏の監事留任が承認された。

3. r男女共同参画法案対策検討委員会Jの設置について
課題検討委員会の設置が承認された。また委員長を棋 t副会長に依頼し、委員の推薦があった。前田博子氏(総務

委員会)、斉藤篤司氏(大会企画委員会)、中島憲子氏(研究推進委員会)、井上勝子 (60年史編集委員会)が委員と

して推薦された。なお委員会はメール会議を中心に活動していくことが承認された。

4.各種委員会からのアクションプランの提示(ヲ|き継ぎ事項の確認を含む)

・総務委貝会から橋本会長が2年間のアクションプランの説明を行ったO ①日本体育学会との連携、他支部会・他学

会との述携、②男女共同参画法に基づく女性理事枠の検討、③専門分科会世話人からの理事選出の検討などの説明

があった。

・大会企画委員会担当の則元副会長より、①沖縄大会の参加者・発表演題数についての成果報告、②61回大会の施策

(90演題・ 60教員演題数の確保など)の説明があった。

-研究推進委員会担当の根上副会長から①課題研究テーマの設定と推進、②プロジェクト研究の推進、③若手育成・

学会賞の選考を充実させるなど研究成果報告の企画、④他支部や海外との学術交流の推進の説明があった。

・編集委員会担当の飯干副会長から、①ホームページを使った論文募集など機関誌への投稿論文の増大、②機関誌へ

の投稿のオンラインシステムの採用、③査読システムのオンライン化、④投稿論文の Web公開について説明が

あったc

5.各種委員会ごとの打ち合わせ

各専門委員会にわかれて打ち合わせを行ったD

6.その他

なし
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VI. 2010 (平成22)年度決算

2010 (平成22)年度 一般会計決算

収 入の詰1¥

支 出 の吉1¥

次年度繰越金

2，679，224円

2，439，748円

239，476円

収入の部

1)'( 日 2010予1): 2010決釘 イ荷 ヨ，ピ 地減(子却一決m
1 会 ï~ 2.400.000 2.392.000 8.000 

会1'( 2，400.000 2.392.000 8.000 

3入l'会会金i'i 2.350.000 2.345.000 5l .， 0O DO DD 円円 X× 4 43 93 名名、、 2 p 5500 00 F1 1 l1 ×× 42 08 名名
5.000 

50，000 47，000 3.000 
2繰越金 100.000 237，224 ム 13，7224

繰越金 100，000 237.22'1 前年度より繰越 ム 137，224
3雑収入 50.000 50，000 。

雑収入 50.000 。 50，000 

体以~、1t育!1;1学他料sit 会術助金
。 。

“酔ー._..ー

。
会本50，000 50，000 日本体育学 部より 。。 。 。

その 。 。 。
1コb、 官| 2，550，000 2，679，2241 ム 129.224

支出の部
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2010 (平成22)年度特別会計決算

項 目 金 額 備 考

1 .収入の部 前期積立金額 1，660，880 
......................・・・・...・・・・..ー・・・... ...・..... 咽，........・・ ー・・ーーー... -ー，ーー

利息 20 
ーーー・ー・・ー・・・・・・・ーー・・・・ー・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・・・・ .....・...・・..・・・・ $・........ー・・・..・ 4・・・・・・・・・・・........・・・ ーー・ 4且 ...................官官官

当期積立金額 400，000 一般会計より繰り入れ (60回記念大会準備金)

合計 2，060，900 

2. 支出の部 当期総支出額 。
3.繰越の部 次期繰越金額 2，060，900 

帳簿、通帳、領収書等を監査した結果、上記決算書のとおり適切に処理されていることを認めます。

2011年7月15日

2011年7月6日

監査 、1、方公忠ヲ聖子- I~~ 

すバ j琴⑮

VH. 2012 (平成24)年度事業計画

(1 )庶務関連

1 )第60回大会の開催 (2012年) (宮崎地区)

2 )事務局ニュースの発行

2012年度第 1号 2012年 6月発行予定

2012年度第2号 2012年10月発行予定

2012年度第 3号 2013年 3月発行予定

3 )機関誌の発行

「九州体育・スポーツ学研究J第27巻 第1号 (2012年10月発行予定)

「九州体育・スポーツ学研究J第27巻 第2号 (2013年3月発行予定)

(2) 諸会議の開催

-総会の開催

2012年度 第61回大会時開催予定

.理事会の開催

2012年度第 1回理事会第61聞大会時開催予定

.総務委員会の開催

2012年度第 1回 2012年7月開催予定

2012年度 第2回 2012年第60聞大会前日開催予定

2012年度第3回 2013年 3月開催予定

・学会賞・優秀論文賞・奨励賞等選考委員会

.研究助成選考委員会の開催

-大会企画委員会の開催

2012年度 第 1回 2013年2月上旬開催予定

随時開催

-編集委員会の開催

機関誌発行に合わせて随時開催
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V1I1. 2012 (平成24)年度予算

2012 (平成24)年度 般会計予算

収入の部

支出の音1¥

収入の部

J)'[ ~I 2012'1'皮
l会費 会'l~ 2.400，000 

f入l'会会1金t 2，350，000 
50，000 

2繰組金 200，000 
繰越金 100，000 

3，雑収入 雑収入 50，000 

fHi学1也会補助金 50，000 
その 。

ノ口'~ 2，650，000 

支出の部

耳i 自 2012年度

L 'J，m'i II-;"，-;;;-r=;;;;:-i 1，020，000 

サrAjm経1'1I人刊 590，000 
150，000 

先唖資f1笹川it 2 
150，000 

通iドlif|mi11信f削E t Zt 

80，000 
150，000 
30，000 
30，000 

会議;，;;純資 i 430，000 

諸理総制3務集J;金委至FE口qfE会売t主
120，000 
180，000 
50，000 
30，000 
50，000 

2 1，070，000 
rjjr1~ 600，000 

機関誌刊行1~ 600，000 
補助金 470，000 

学大HP会会維補:i't持助述T営金Y TE 
20，000 
400，000 
50，000 

3，補助金 |補助金

協~~~題研会補究助助金成金
500，000 
100，000 
400，口00

5. f，'!立金 |続立金 50.000 
干ft立金 50，000 

6 予備費 | 予備1~ 10，000 
|予備校 10，000 

ノah， 2，650，∞01 

2，650，000IIJ 

2，650，000円

2011 {I'皮 制I 考

2.400，000 
2，350，000 5，0001'1 X420名、 2，5001'1 x 100名
50，000 1，000ドIxぬ名、 5001'1 x 20名
200，000 
100，000 Jjij年度より繰越
50，000 
50，000 11本体育学会本部より。
2，650，0001 

2011 年度 f~ü 2kd -

1.020，000 
630，000 
140，000 I.!i'jj) 会;n・編集等作業謝金等
250，000 
占1lJLJiTEjll:lldH五Ill:jilMY 

80，000 

文会切手JftL代、返事t、11学務、ttJ会コH誌品ピ先ーf可イ送tz1tytt 
80，000 
40，000 
10，000 
390.000 
100，000 
ヨ交厄坦通111t1?払R x?t i 会会，~~1'1 をを合合むむ150，000 

五交:i通面 会h波液ET11jEYtをを合合合むむ30，000 
30，000 
交il!i 会会議貨を む80，000 

1.070.000 
600，000 
600，000 )L州fHt スポ ツ研究、 2回発刊
470.000 
20，000 ，・ ・ー
400，000 

晶園田‘晶晶圃圃 '"  

50，000 
500.000 
100，000 第 1-第5分科会、各2万円
'100，000 
50.000 
50，000 
10.000 
10，000 
2.650，0001 

I円 減 。。。。。。。
-・・ ・a 。。

増減(予算ー決m。
，c， '10，000 
10，000 

ム 100，000。
70，000 

ム 10，000
ム 10.000
40.000 
20，000 
30，000 
20，000 。

ム 30，000。。。。。。... ... 。。。。。。。。。
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2012 (平成24)年度特別会計予算

項 目 金 官i 備 考

I収入の部 ijifWJ積立金箱 400，000 
・ ・ F 圃 圃可 ・. 圃 圃圃圃圃可・圃圃圃圃可・圃圃 圃圃

平IJ.Q. 。
当JUJ杭立金額 50，000 般会』汁よ岬)人Jt(沖縄事務局準備金、刊l'山似合唱備釧
{"t ，iI 450.000 

2文1.11の告11 当JUJ総支出智i 。
3繰越の許11 次JUJ繰越金額 450，000 I 

lX.事務局より

九州体育 ・スポーツ学研究第25巻第2号の 「、J'Ajjl.. JニュースJ".35-37の{1::1.立表記に誤りがありました お花びIjIL 

tげます。 ドJ己のように修正お願い致します。

(浜) 20¥0 ( 干 Iι22 ) 年 I~ (Ii'.) 2011 (判，](23)11・皮



編集後記

九州体育・スポーツ学研究第26巻第 1号をお届けします。本号には、総説1編と原著論文3編が掲載されてい

ます。加えて、平成23年8月に沖縄・名護で開催された九州体育・スポーツ学会第60回記念大会の発表抄録と大

会報告、および過去12年間の学会大会での研究発表数に関するデータが収められています。記念大会直後の発刊

号にふさわしく、近年では(もしかすると、創刊以来)、最もページ数が多いものとなりました。これも、ひと

えに、論文投稿あるいは研究発表をされた先生方、査読をしていただいた先生方、そして学会の活性化にご尽力

されてこられた先生方のおかげだと思います。関係の皆様には、感謝の意を表します。

また、今号まで9年間、編集委員長が福岡大学の所属であったということもあり、編集にかかる作業の多くを、

福岡大学の山内美代子先生にお願いしてきましたo この場を借りて、御礼申し上げます。

本機関誌は、次号から、新しい編集委員会のもとで、さらなる発展を目指すことになりますが、会員の皆様に

は、これまでと変わらず、あるいはこれまで以上に、お力添えいただければと、切に願っております。

田中宏暁(委員長)

栗原 淳

H.Tanaka (Editor-in・Chief)

A.Kurihara 

編集委員会

青柳 領

谷口勇

磯貝浩久

山下和彦

Editorial Board 

O.Aoyagi 
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